
令和７年度 水道情報活用システム標準仕様審査委員会（第２回）次第 

 

令和７年１２月１５日（月）１３：３０～１５：３０ 

会議室：水道技術研究センター第１会議室＋zoom     

ミーティングID: 818 4131 8028 パスコード:972741 

１．挨拶 

水道技術研究センター 

水道情報活用システム標準仕様審査委員会 

経済産業省 商務情報政策局 情報産業課 

国土交通省 水管理・国土保全局 水道事業課 

独立行政法人 情報処理推進機構 

一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会事務局  

 

２．出席状況・資料確認 

 

３．議事 

３－１．前回議事録の確認 

３－２．改定要求書（ＣＲ）の審査 

３－３．標準仕様研究会からの活動概況報告 

 

４．その他 

・事務局連絡 

 

添付資料 

資料１ 令和７年度 水道情報活用システム標準仕様審査委員会(第１回)議事録（案） 

資料２ 標準仕様書の改定審議依頼書 

資料３ 添付資料 改定要求書（ＣＲ） 

資料４ 別紙１－１ 水道情報活用システム 基本仕様書 WPSC001 EDITION 1.6 

資料５ 別紙１－２ 水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

アプリベンダー向け標準インターフェイス（デバイス）仕様書 WPSC002 EDITION 1.3 

資料６ 別紙１－３ 水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

機器ベンダー向け標準インターフェイス（デバイス）仕様書 WPSC003 EDITION 1.4 

資料７ 別紙１－４ 水道情報活用システム 標準仕様書 別冊 

水道標準プラットフォーム外部仕様書 WPSC005 EDITION 1.7 

資料８ 別紙１－５ 水道情報活用システム 標準仕様書 別冊 

CPS/IoT セキュリティ仕様書 WPSC007 EDITION 1.3 

資料９ 別紙１－６ 水道情報活用システム 標準仕様書 別冊 

マッピングベンダー向けデータ共有仕様書 WPSC011 EDITION 1.3 

資料 10 別紙２ 水道情報活用システム標準仕様書 改定（案）抜粋 

資料 11 資料３ 標準仕様書改訂案の概要について 

資料 12 一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況について 

以   上 



水道情報活用システム標準仕様審査委員会 委員・オブザーバー 

（五十音順、敬称略） 

 

○委員 

・青柳 伸一   一般社団法人 日本工業用水協会 事務局長 

・安部 義博   大分市上下水道局 浄水課 参事補 

・生島 康教   大阪市水道局 総務部 DX 推進課 課長 

・石井 晴夫   東洋大学 名誉教授 

・久津間 康博   アズビル株式会社 アドバンスオートメーションカンパニー 

ＳＳマーケティング部 商品企画グループ グループマネージャー 

・小平 鉄雄   全国簡易水道協議会 事務局長 

・小林 健太郎   東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社 

エンジニアリング本部マッピングソリューション部営業技術 G 課長 

・坂牧 行夫   岡崎市上下水道局 上下水道部 水道浄水課 施設２係 係長 

・塩谷 圭介    三菱電機株式会社 神戸製作所 社会システム第一部 次長 

・新  誠一   電気通信大学 名誉教授 

・永井 卓真   メタウォーター株式会社 全国営業支援部 担当課長 

・橋詰 伸夫   奈良市企業局 事業部 送配水管理センター 所長 

・早瀬 洋   大津市企業局 浄水管理センター 所長 

・本荘谷 勇一   公益社団法人 日本水道協会 工務部長 

・三浦 哲也   八戸圏域水道企業団 副企業長 

・森  竜也   株式会社明電舎 水インフラ技術本部 技術部 部長 

 

○オブザーバー 

・経済産業省 商務情報政策局 情報産業課 ＡＩ産業戦略室 課長補佐 木村 様 

・国土交通省 水管理・国土保全局 水道事業課  課長補佐 吉川 様 

・独立行政法人 情報処理推進機構 デジタル基盤センター 

デジタルトランスフォーメーション部 グループリーダー 小長谷様  

       研 究 員 佐藤 様 

・経済産業省 経済産業政策局 地域産業基盤整備課   係 長  西地 様 

        係 長  冨吉 様 
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資料１ 

令和７年度 水道情報活用システム標準仕様審査委員会(第１回) 

議事録（案） 

 

令和７年度 水道情報活用システム標準仕様審査委員会(第１回) 次第 

令和７年９月３０日（火）15:00～16:00 

会議室：水道技術研究センター第1会議室＋Zoom 

 

１．挨拶 

水道技術研究センター 

水道情報活用システム標準仕様審査委員会 

経済産業省 商務情報政策局 情報産業課 

国土交通省 水管理・国土保全局 水道事業課 

独立行政法人 情報処理推進機構 

一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会事務局 

 

２．出席状況・資料確認 

〇出席者（委員） 

会  場：石井晴夫委員長、新誠一副委員長、安部義博委員、小平鉄雄委員、 

橋詰伸夫委員、森竜也委員、永井卓真委員 

リモート：青柳委員、久津間委員、小林委員、坂牧委員、塩谷委員、早瀬委員、 

三浦委員 

 

〇出席者（オブザーバー） 

会  場：田中様、佐藤様（情報処理推進機機構） 

西地様、冨吉様（経済産業省 経済産業政策局） 

リモート：木村様（経済産業省 情報産業課） 

吉川様（国土交通省 水道事業課） 

 

３．議事 

凡例： ✰：報告事項、●：決定事項 or 今後の検討内容、➢：コメント等 

 

３－１．前回議事録の確認 

✰ 資料1に基づき、審査委員会事務局が前回審査委員会議事録の説明を行った。 

 

●特に意見はなく、前回議事録は承認された。 
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資料１ 

３－２．研究会の活動概況について 

✰ 資料２に基づき、研究会事務局が研究会の活動概況を報告した。 

 

➢水道のDXには大きな期待がかけられていると思う。研究会としては、10年前に作成

した仕様書が時代に合わなくなってきたと感じている。広域化、コストダウンの要

望もあり、ベンダーロックイン解消以外のこともしていかなければいけない。今年

度は仕様書を今の時代に合わせた形で見直していくという方向に舵を切り、マッピ

ングと監視制御SIGを立ち上げた。仕様書の改定については、鋭意審議中で後期で

の審議を見込んでいる。研究会としては、仕様書の改定管理だけではなく、会員数

増加に向けた活動をしていきたい。水道DXをまだ十分把握されていない事業体があ

り、それから自分の技術が水道に役に立つのかということをまだ確信していないベ

ンダーもいる。DXは情報だけでなく、現場を見ないと使い物にならないことを研究

会として非常に強く認識したので、委員以外、これから導入したい事業体にも視察

していただいて、スムーズな展開に結びつけていきたい。（新副委員長） 

 

➢水道の1000事業体に対し、工業用水は約140事業体、240程度の事業数がある。水道

情報活用システムの工業用水での実績は、大体3件ぐらいというところでまだまだ

進んでいない。工業用水は小さな事業体も多く、なかなか導入の意思決定が難しい

と聞いている。経済産業省地域産業基盤整備課としては、この水道情報活用システ

ム導入を補助しており、積極的に工業用水事業体が入れるような仕組みを整えて、

説明している。まだ事業体からの導入要望が少ないので、これからも積極的にPR促

進していきたい。（経済産業省経済産業政策局 西地オブザーバー） 

 

➢水道情報活用システムについては、将来を考えて導入したい経営層と、今よりも忙

しくなること、逆に今よりもやりにくくなることを感じている現場との意見をマッ

チングさせる必要性を感じている。事業体内のやりとりをほぐせるような形で、研

究会のほか、すでに導入している研究会会員が働きかけることも含めて、検討して

はいかがか。（橋詰委員） 

 

➢今回報告した情報交換会でも、説明が終わった後の意見交換会という形でテーブル

を囲み、複数の事業体で意見交換する場を提供し非常に好評だった。やはり先行し

て導入してる事業体と、現在まさにこの検討を開始する事業体との意見交換は非常

に参考になると評価いただいており、研究会としても様々なイベントで情報交換の

場を積極的に設けて参りたい。（研究会事務局佐山様） 

 

➢大分市は、施設台帳システムの運用が開始した。今後は、広域化について、関連す
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資料１ 

る市町村と連絡をとりあいながらやっていきたい。（安部委員） 

 

➢システムを導入することを目的とするのではなくて、事業体の方々と、このシステ

ムを通じて、もしくはこのシステムの将来の姿を通じて、事業をどう効率化するの

か、効果的にどう運用していくかまで議論して、研究会、勉強会で我々からも情報

発信できると思っている。（永井委員） 

 

➢研究会が今度の水道研究発表会で報告するということで、会場で聴講できない事業

体、企業向けに、別の場で聴講できる機会を検討いただきたい。（森委員） 

 

➢資料提供も含め、フォローできるよう検討する。（研究会事務局佐山様） 

 

➢簡易水道でも、水道情報活用システムを把握していないところが多い。簡易水道で

も水道施設台帳の整備が法制化され、義務づけられているが、まだ紙で整理してる

ところがある。災害対策を意識して水道情報活用システムの導入を検討している自

治体がある。各市町村の事業体に動機付けになるような支援や、先例の提示などの

必要性を感じている。（小平委員） 

 

➢簡水の施設台帳の電子化が進んでいないのはショッキングな状況であり、また、簡

水は特に監視制御の電子化・AI化が効果的である。（石井委員長） 

 

➢今後、簡易水道事業者様向けの説明会、報告などを簡水協様と連携して検討して参

りたい。（研究会事務局佐山様） 

 

４．その他 

  事務局連絡 

 

添付資料 

資料－１ 令和６年度 水道情報活用システム標準仕様審査委員会(第２回)議事録（案） 

資料－２ 一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況について 

 

 

以   上 

 



 

2025年 12月 15日 

 

 

水道情報活用システム標準仕様審査委員会 殿 

 

 

標準仕様書の改定審議依頼書 
 

 

一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会 

代表理事（会長） 新 誠一 

 

 

標準仕様書の改定案を改定要求書（ＣＲ）に取り纏めましたので、ご審議頂けますよう宜しく

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

添付書類 

改定要求書（ＣＲ） 

資料２

matsuhisa
長方形



 

2025年 12月 15日 

 

水道情報活用システム標準仕様審査委員会 殿  

 

改定要求書（CR） 
 

一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会 

代表理事（会長） 新 誠一 

 

 

標準仕様書の改定要求書（CR）として、下記のとおり取り纏めましたので改定を要求致します。 

 

 

記 

１．改定概要 

  料金 SIGでの検討を受け、スマートメーター検針結果に関する項目を追加すべく、下記のと

おり標準仕様書を改訂することと致したい。また、標準仕様書における誤字脱字や記載の抜け

漏れ等の体裁の修正についても併せて行うことと致したい。 

 

２．改定対象標準仕様書 

・水道標準プラットフォーム基本仕様書 WPSC001_Ed.1.5 

・水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書

WPSC002_Ed.1.2 

・水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 機器ベンダー向け標準インターフェイス（デバイ

ス）仕様書 WPSC003_Ed.1.3 

・水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 水道標準プラットフォーム外部仕様書

WPSC005_Ed.1.6 

・水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 CPS/IoTセキュリティ仕様書 WPSC007_Ed.1.2 

・水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 マッピングベンダー向けデータ共有仕様書

WPSC011_Ed.1.2 

 

３．改定箇所 

 別紙 1（標準仕様書）、別紙 2（改定箇所の抜粋版）をご参照頂きたい。 

 

４．原則への適合性について 

 一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会の管理業務運用規程に定める原則及び業

務手順に従い、部会の審議を経て改訂要求書（CR）の取り纏めを実施している。 

 

５．改定による影響の範囲や度合い等について 

 スマートメーター検針結果に関する項目の追加および体裁変更（誤字脱字等の修正）のみで

あり、今回の改定による影響は想定されません。 

以上 

添付資料 

資料３

matsuhisa
長方形



 

 

添付書類 

別紙 1-1 水道情報活用システム 基本仕様書 WPSC001_Ed.1.5改定案 

別紙 1-2 水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 アプリベンダー向け標準インターフェイス

仕様書 WPSC002_Ed.1.2 改定案 

別紙 1-3 水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 機器ベンダー向け標準インターフェイス

（デバイス）仕様書 WPSC003_Ed.1.3改定案 

別紙 1-4 水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 水道標準プラットフォーム外部仕様書 

WPSC005_Ed.1.6 改定案 

別紙 1-5 水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 CPS/IoTセキュリティ仕様書 

WPSC007_Ed.1.2 改定案 

別紙 1-6 水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 マッピングベンダー向けデータ共有仕様書

WPSC011_Ed.1.2改定案 

別紙 2  水道情報活用システム 標準仕様書 改定（案）抜粋 

別紙 3  改定（案）の説明用資料 

 

 



 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

 

水道情報活用システム 

 

基本仕様書 

 

WPSC001 EDITION 1.65 

 
 

2025 年 123 月 

一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会 

資料４

matsuhisa
長方形



 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

本書は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構「IoT を活用した新産業モデ

ル創出基盤整備事業」における「水道 IoT の社会実装推進に向けた検討」、及び「高度なデー

タ活用を可能とする社会インフラ運営システムの開発」事業により作成されたものに、経済産

業省補助事業（補助事業者：株式会社 JECC）「水道施設情報整備促進事業」により改定され、

水道情報活用システム標準仕様研究会により改定され、一般社団法人水道情報活用システム標

準仕様研究会に引き継がれました。 

 



 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会及び本ドキュメント(本使用許諾条件に添付

されて提供されるドキュメントをいい、以下同じ)の原著作権者である国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構、（以下「当研究会等」と総称します）は、以下の条件のもとで

本ドキュメントを使用、複製および頒布することを無償で許諾します。本ドキュメントを使用、

複製または頒布した場合には、以下の条件に同意したものとします。 

1. 本ドキュメントの中に含まれる著作権表示および本使用許諾条件を、本ドキュメントの全部

または一部を複製したものに表示してください。 

2. 本ドキュメントを使用したサービスの提供を含め営利目的に本ドキュメントを使用すること

ができますが、本ドキュメントのみを単独で販売することはできません。 

3. 第４項に定める場合を除き、本ドキュメントを使用したサービスの提供に際して、事前の書

面による当研究会等の許可なく、それらの宣伝、広告活動に当研究会等の名称を使用するこ

とはできません。 

4. 本ドキュメントを使用して得られた結果を、形態を問わず、出版、発表において公表する場

合には、本ドキュメントと当研究会等の名称を引用等において明示してください。 

5. 本ドキュメントは現状有姿で提供されるものであり、当研究会等は、本ドキュメントに関し

て、商品性および特定目的への適合性、エラー・バグ等の不具合のないこと、第三者の特許

権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権その他の知的財産権を侵害するものではないこと

を含め、明示たると黙示たるとを問わず、一切の保証を行わないものとします。また、当研

究会等は、本ドキュメントの誤りの修正その他いかなる保守についても義務を負うものでは

ありません。 

6. 当研究会等は、本ドキュメントの使用または使用不能、複製、頒布、その他本ドキュメント

または本使用許諾条件の規定に関連して生じたいかなる損害(特別損害、間接損害、逸失利

益を含みますが、これに限りません)または第三者からのいかなる請求についても、法律上

の根拠を問わず一切責任を負いません。当研究会等がかかる損害または請求の可能性につい

て知らされていた場合も同様とします。 

7. 本ドキュメントは、一般事務用、家庭用、通常の産業用等の一般的用途を想定して作成され

ているものであり、原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、

大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおける

ミサイル発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場

合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途(以下「ハイセイフティ用途」という)

を想定して作成されたものではなく、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措

置を施すことなく、本ドキユメントを使用しないものとします。また、ハイセイフティ用途

に本ドキュメントを使用したことにより発生する、いかなる請求または損害賠償に対しても

当研究会等は一切の責任を負わないものとします。 
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はじめに 

1.1  本ドキュメントの目的 

本ドキュメントは、社会インフラ水道情報活用システム(以下、水道情報活用システム)標準

仕様における基本仕様を記載したドキュメントである。 

水道情報活用システムは、標準インターフェイスに則してデバイス・システムのデータを流

通させ、データを活用した付加価値の高いサービスを利用者に提供する。 

本ドキュメントでは、水道情報活用システムを実現する基本仕様として、水道情報活用シス

テムの全体構成と、基本的に守るべきルール、標準インターフェイス、データ流通を実現する

ためのデータモデルについて規定するもので、各読者が水道情報活用システムを導入するにあ

たり、最初に確認するものである。 

本ドキュメントにより、各読者が水道情報活用システムの背景や目的、全体像を把握し、水

道情報活用システムとして規定されている仕様が何であるかを理解することで、水道情報活用

システムが仕様に即した形で導入・運用されることを目的としている。 
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1.2  水道情報活用システム標準仕様のドキュメント 

 ドキュメント体系 

水道情報活用システム標準仕様のドキュメント体系を以下に示す(図 1-1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1: ドキュメント体系 

  

   ：水道情報活用システム 
   基本仕様書 
 

：水道情報活用システム 
 基本仕様書 別冊 
 
：本書 
 

水道情報活用システム 

基本仕様書 

(WPSC001) 

アプリベンダー向け 
標準インターフェイス 
仕様書 

(WPSC002) 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス 
（デバイス）仕様書 

(WPSC003) 

IoT ゲートウェイ 
外部仕様書 

(WPSC009) 

システムゲートウェイ 
外部仕様書 

(WPSC010) 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス 
（システム）仕様書 

(WPSC004) 

水道標準プラットフォーム
外部仕様書 

(WPSC005) 

水道 CPS データ 
プロファイル仕様書 

(WPSC006) 

CPS/IoT セキュリティ 
仕様書 

(WPSC007) 

初期情報設定シート 
(WPSC008) 

マッピングベンダー向け 
データ共有仕様書 

(WPSC011) 

標準汎用インターフェイス 

仕様書 

(WPSC012) 

ドキュメント名称/略称 

(ドキュメント番号) 
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 対象読者と役割 

水道情報活用システム標準仕様の対象読者と役割を以下に示す。 

 

① 事業体： 

水道情報活用システム上のアプリケーションを利用して、デバイス・システムのデー

タを活用したサービスを享受する事業体。 

 

② アプリケーション開発ベンダー： 

水道情報活用システム上のアプリケーションを開発し、デバイス・システムのデータ

を活用したサービスを事業体に提供するベンダー。 

 

③ IoTゲートウェイ・デバイスベンダー： 

水道情報活用システム上の IoTゲートウェイを開発し、デバイスのデータを水道標準

プラットフォームへ流通するベンダー。 

 

④ システムゲートウェイ・システムベンダー： 

水道情報活用システム上のシステムゲートウェイを開発し、各種台帳システムや料金

システム等の業務システムのデータを水道標準プラットフォームへ流通するベンダ

ー。 

 

⑤ プラットフォーマー： 

水道情報活用システム上の水道標準プラットフォームを提供し、デバイス・システム

のデータを流通するサービス提供および運営を行う第三者機関。 

 

⑥ システムインテグレーター： 

水道情報活用システム全体の設計を行い、アプリケーション開発ベンダーや IoTゲー

トウェイ・デバイスベンダー、システムゲートウェイ・システムベンダーを統率し、

水道情報活用システムを事業体に導入するベンダー。 
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 本書の対象読者 

本書の対象読者を以下に示す（表 1-1)。 

水道情報活用システム 基本仕様書は、(1)～(6)の対象読者が必ず参照すべきドキュメン

トである。その別冊の各仕様書は、読者の役割に応じて参照すべきドキュメントである。 

 

表 1-1: 仕様書別対象読者 

ドキュメン

ト番号 
ドキュメント名称 

対象読者 

(1)～(6)は 1.2.2 項参照 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

WPSC001 水道情報活用システム 基本仕様書 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

WPSC002 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書 
－ ○ － － ○ 〇 

WPSC003 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書 
－ － ○ － ○ 〇 

WPSC004 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)仕様書 
－ － － ○ ○ 〇 

WPSC005 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

水道標準プラットフォーム外部仕様書 
－ △ △ △ ○ △ 

WPSC006 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

水道 CPS データプロファイル仕様書 
－ ○ ○ － ○ 〇 

WPSC007 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

CPS/IoT セキュリティ仕様書 
－ ○ ○ ○ ○ 〇 

WPSC008 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

初期情報設定シート 
○ △ △ △ ○ 〇 

WPSC009 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

IoT ゲートウェイ外部仕様書 
－ － ○ － － 〇 

WPSC010 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

システムゲートウェイ外部仕様書 
－ － － ○ － 〇 

WPSC011 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

マッピングベンダー向けデータ共有仕様書 
△ ○ － △ － 〇 

WPSC012 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

標準汎用インターフェイス仕様書 
△ ○ 〇 － △ 〇 

〇：必読、 △：必要に応じて読む、 －：読まなくてもよい 

：本書 
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1.3  参考文献 

水道情報活用システム標準仕様を参照する際の参考文献を以下に示す(表 1-2)。 

 

表 1-2: 参考文献 

No. 参考文献 説明 

1 ISO 8601 

日付と時刻の表記について規定する ISO による国際規格。 

URL※ ： 

https://www.iso.org/iso-8601-date-and-time-format.html 

2 
MQTT Protocol 

Specification 

水道標準プラットフォームで利用するメッセージングプロトコルで

ある MQTT について、OASISにより規定されたプロトコル仕様。 

URL※ ： 

http://public.dhe.ibm.com/software/dw/webservices/ws-

mqtt/mqtt-v3r1.html 

3 OpenID Connect 

認証プロトコルについて規定する、OpenID ファウンデーションによ

るプロトコル仕様。 

URL※ ：http://www.openid.or.jp/document/ 

4 
OpenID Connect 

Core 1.0 

水道標準プラットフォームで利用するアイデンティティ連携プロト

コル仕様。 

URL※ ： 

http://openid.net/specs/openid-connect-core-1_0.html 

5 RFC 2616 

Hypertext Transfer Protocol(HTTP/1.1)について規定する IETF に

よる技術仕様。 

URL※ ：https://tools.ietf.org/html/rfc2616 

 

6 RFC 2818 

暗号化通信プロトコルである HTTP over TLS(本ドキュメントでは

「HTTP(S)」と表記)について規定する、IETF によるプロトコル仕

様。 

URL※ ：https://tools.ietf.org/html/rfc2818 
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No. 参考文献 説明 

7 RFC 5246 

セキュアな通信を行うためのプロトコルである Transport Layer 

Security(TLS)について規定する、IETF によるプロトコル仕様。 

URL※ ：https://tools.ietf.org/html/rfc5246 

8 RFC 6455 

水道標準プラットフォームで利用する通信プロトコルである

WebSocket について、IETFにより公開されたプロトコル仕様。 

URL※ ：https://tools.ietf.org/html/rfc6455 

9 RFC 6750 

OpenID Connect のベースである OAuth 2.0 のトークン仕様について 

規定する、IETF による技術仕様。 

URL※ ：https://tools.ietf.org/html/rfc6750 

10 RFC 7231 

HTTP/1.1 におけるセマンティクスとコンテンツについて規定する

IETF による技術仕様。 

URL※ ：https://tools.ietf.org/html/rfc7231 

11 

XML Encryption 

Syntax and 

Processing  

XML 暗号について規定する W3C 勧告。 

URL※ ：http://www.w3.org/TR/xmlenc-core1/ 

12 

XML Signature 

Syntax and 

Processing  

XML 署名について規定する W3C 勧告。 

URL※ ：http://www.w3.org/TR/xmldsig-core2/ 

※ 2017 年 7 月時点の URLを参考に記載 
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その他、参考にする報告書を以下に示す。 

 

経済産業省「平成２８年度ＩｏＴ推進のための社会システム推進事業（スマート工場実証事

業）報告書」 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report.pdf 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report_Attachment1.pdf 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report_Attachment2.pd 

 

経済産業省「平成２８年度ＩｏＴ推進のための社会システム推進事業（社会インフラ分野で

のＩｏＴ活用のための基盤整備実証プロジェクト）」 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000060.pdf 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000061.pdf 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000062.pdf 
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1.4  用語の説明 

水道情報活用システム標準仕様で使用する用語の説明を以下に示す(表 1-3)。 

 

表 1-3: 用語の説明 

No. 用語 説明 

1 
AI 

(Artificial Intelligence) 

コンピュータを使って学習・推論・判断等、人間の知能

の働きを人工的に実現するもの 

2 

API 

(Application Programming 

Interface) 

ソフトウェアコンポーネントが互いにやり取りするのに

使用するインターフェイスの仕様 

3 水道情報活用システム 

CPS/IoT を活用して、デバイス・システムのデータを流

通させ、データを活用した付加価値の高いサービスを提

供するシステム 

4 

DUNS Number 

(Data Universal Numbering 

System Number)  

ダンアンドブラッドストリート（D&B）社が開発した 9

桁の企業識別コードのことで、世界の企業を一意に識別

できる企業コード 

5 

FQDN 

(Fully Qualified Domain 

Name) 

完全修飾ドメイン名。ホスト名とドメイン名などすべて

を省略せずに指定した文字列。 

6 

IANA 

(Internet Assigned Numbers 

Authority) 

IP アドレス・ドメイン名・ポート番号等の標準化・割

り当て等インターネットに関連する番号を管理する組織 

7 
JAN コード 

(Japanese Article Number) 

国際的な流通標準化機関である GS1 が定める国際標準の

識別コードを設定するために必要となるコード。国際的

には GS1 Company Prefix と呼ばれ、日本では最初の 2

桁が「45」又は「49」で始まる 9 桁又は 7 桁の番号。 

8 

MIME タイプ 

(Multipurpose Internet Mail 

Extension) 

IANA に登録されている、転送するデータの種類や形式

を判別する為の識別子 
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9 
TDB 企業コード 

(Teikoku Data Bank)  

帝国データバンクが独自に取材・収集した企業情報に加

え、各種公的情報を基に、1 社＝1 コードとして厳格に

設定した数字 9 桁の企業識別コード 

10 耐タンパー性 
非正規な手段による外部からの解析が容易に出来ないよ

う、データの読み取りや改ざんを防ぐ能力 

11 データプロファイル 

「平成 28 年度 IoT 推進のための社会システム推進事業

（スマート工場実証事業）」の成果物であり、水道情報

活用システム上でデータをやり取りする際のデータ流通

のルール 

12 パディング 
決められたデータの長さに対してデータが短い場合に、

データを追加してデータの長さを合わせる処理 

13 標準企業コード 

一般財団法人日本情報経済社会推進協会(JIPDEC)が一元

的に管理する、企業を識別する業界横断的な企業コー

ド。 

企業を一意に識別できる 6桁の企業識別コードと、

各企業が採番、管理を行う 6桁の枝番で構成され

る。 

14 ペイロードデータ 

パケット通信において、データの転送先や転送経路など

を制御するための情報を含むヘッダや、データの破損な

どを検査するトレーラなどの付加的情報を除いた、ユー

ザーが送信したいデータ本体 

15 メッセージダイジェスト 
任意の長さの文字列を固定長のビット列に変換するアル

ゴリズム 

16 リダイレクト 
ウェブサイトを訪れたユーザーを、自動的に他のウェブ

ページに転送する処理 

17 レルム名 
それぞれのレルム(同一の認証ポリシーを適用する範囲)

を識別する名称 
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1.5  水道情報活用システムの基本仕様 

本ドキュメントでは、水道情報活用システムの基本仕様について、以下 3点を示す。 

 

① 全体構成 

② 基本的に守るべきルール 

・CPS/IoTセキュリティ 

・データプロファイルの適用 

③ 標準インターフェイス 

・アプリベンダー向け標準インターフェイス 

・機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス) 

・機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム) 
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全体構成 

2.1  水道情報活用システムの全体構成 

水道情報活用システムは、以下の 3つの階層とそれぞれに配置されたサブシステムから構成

される。 

 

(1) 広域向けアプリケーション 

(2) 水道標準プラットフォーム 

(3) ゲートウェイ – デバイス・システム 

 

水道情報活用システムの全体構成を以下に示す(図 2-1)。 

水道情報活用システムは、標準インターフェイスに則してデバイス・システムのデータを流

通させ、データを活用した付加価値の高いサービスを事業体に提供する。 

 

 

 
図 2-1: 水道情報活用システムの全体構成 

 

  



 

12 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

2.2  水道情報活用システムの構成要素 

水道情報活用システムの構成要素を説明する。 

 

 広域向けアプリケーション 

広域向けアプリケーションとは、水道情報活用システムとして、水道標準プラットフォー

ムに対応したアプリケーションのことであり、水道事業の広域化を進める事業体の業務シス

テムを共同利用型アプリケーションとしてサービス提供するものである。 

広域向けアプリケーションは、アプリケーションベンダー(以下、アプリベンダー)向け標

準インターフェイスを通じて水道標準プラットフォームが提供するデータと機能を利用し、

以下のような付加価値の高いサービスを事業体に提供する。 

・広域に存在するデータの高度な管理 

・多種多様なデータを利用した高度な分析、活用 

 

 水道標準プラットフォーム 

水道標準プラットフォームは、標準インターフェイスに則してデバイス・システムのデー

タを流通させる。水道情報活用システムにおけるサービスプラットフォームの役割を担う。

以下に特徴を示す。 

・デバイスやシステムのデータのデジタル化を容易にする標準化された手段を提供する 

・デバイスやシステムのデータ蓄積を行い、データ流通基盤として機能する 

・データの集積、処理を容易にする 

・データ流通を実現する標準化された手段を提供する 

・新たな価値の創造や完全自律化を容易にする 

 

水道標準プラットフォームは以下のインターフェイスを持つ。 

・アプリベンダー向け標準インターフェイス 

・機器ベンダー向け標準インターフェイス（デバイス） 

・機器ベンダー向け標準インターフェイス（システム） 

 

それぞれのインターフェイスについて解説する。 

 

アプリベンダー向け標準インターフェイス 

アプリベンダー向け標準インターフェイスは、広域向けアプリケーションに対する標準

化されたインターフェイスである。これにより、デバイス、システム、外部サービスへの

統一的なアクセス方法を提供する。 
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機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス) 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)は、デバイスのデータ向けに標準化

されたインターフェイスである。これにより、水道標準プラットフォームと IoTゲートウ

ェイ間でデータをやり取りする。このインターフェイスには、データプロファイルを適用

する。 

 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム) 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)は、システムのデータ向けに標準化

されたインターフェイスである。これにより、水道標準プラットフォームとシステムゲー

トウェイ間でデータをやり取りする。 

 

 ゲートウェイ – デバイス・システム 

ゲートウェイ – デバイス・システムは、デバイス・システムのデータを水道標準プラッ

トフォームにデータ流通するためのサブシステムである。 

ゲートウェイ – デバイス・システムは以下の 4つの要素から構成される。 

(1)広域ネットワーク 

(2)ゲートウェイ 

(3)狭域ネットワーク 

(4)デバイス・システム 

ゲートウェイ – デバイス・システムの構成要素を以下に示す(図 2-2)。 

 

 

図 2-2: ゲートウェイ – デバイス・システムの構成要素 
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広域ネットワーク 

広域ネットワークは、水道標準プラットフォームとゲートウェイ間のデータの送受信を

行う通信ネットワークである。外部のクラウド空間上にある水道標準プラットフォームと

IoTゲートウェイ、システムゲートウェイを接続し、データを伝送する役割を持つ。広域

ネットワークの例としては、インターネット、専用線ネットワーク、VPN等が挙げられ

る。 

 

ゲートウェイ 

ゲートウェイは、デバイス・システムのデータを水道標準プラットフォームにデータ流

通するための中継機能を担うサブシステムである。標準インターフェイスに則してデータ

を変換する機能や CPS/IoTセキュリティ要件を実現する機能を持つ。 

ゲートウェイには「IoTゲートウェイ」と「システムゲートウェイ」の 2種類があり、

それぞれの役割を以下に示す。 

 

（a） IoTゲートウェイ 

IoTゲートウェイは、デバイスのデータを水道標準プラットフォームにデータ流通す

るための中継する役割を担う。デバイスのデータを収集し、水道標準プラットフォーム

の機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)で、データをやり取りする。 

社会インフラ水道情報活用システム標準仕様では、IoTゲートウェイからデバイスに

対して、制御信号などのデバイスの動作に関わる指示を送ることは想定していない。 

 

（b） システムゲートウェイ 

システムゲートウェイは、システムのデータを水道標準プラットフォームにデータ流

通するための中継する役割を担う。システムのデータを収集し、水道標準プラットフォ

ームの機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)で、データをやり取りする。 

 

狭域ネットワーク 

狭域ネットワークは、ゲートウェイとデバイス・システム間のデータの送受信を行う通

信ネットワークである。デバイスと IoTゲートウェイ、システムとシステムゲートウェイ

を接続し、データを伝送する役割を持つ。 

狭域ネットワークの例としては、LAN (Local Area Network)、FAN (Field Area 

Network)が挙げられ、実現する通信規格としては Ethernet、FL-net 等が挙げられる。 

 

デバイス・システム 

デバイス・システムは、事業体の各拠点内に構築された業務で利用する現場機器や業務

システムである。 

デバイスとシステムについて、それぞれ以下に示す。 
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（a） デバイス 

業務で利用されている現場機器である。デバイスの例としては、水位計や流量計等の

センサー、ポンプ等の機器、それらを接続した SCADAや PLC、画像や映像データを生成

するカメラ等が挙げられる。 

 

（b） システム 

業務で利用されている業務システムである。システムの例としては、施設台帳管理シ

ステム、管路情報管理システム、会計システム、料金システム、水質管理システム等が

挙げられる。 

 

 外部サービス 

地図情報や天候情報、カレンダー情報、電力デマンドレスポンス情報等の情報を提供する

サービス（ウェブサービス）である。 

水道標準プラットフォームは、外部インターフェイスを介して外部サービスと接続する。 
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2.3  水道情報活用システムの利用方法 

 初期設定情報の登録申請 

事業体が、水道情報活用システムを利用しサービスを享受するには、水道標準プラットフ

ォームへの事前登録処理が必要となる。登録に必要な情報は以下の①～③である。以下は

「初期情報設定シート」にて申請するものである。（詳細は「初期情報設定シート」を参

照） 

 

① アプリケーション接続申請（アプリケーション名 等） 

② ゲートウェイ接続申請（ゲートウェイ名 等） 

③ データ流通管理情報登録申請（計測データモデル 等） 

 

 デバイスのデータ利用形態 

デバイスのデータを水道情報活用システムで利用するには、IoTゲートウェイを介して、

水道標準プラットフォームへ流通する。 

IoT ゲートウェイ・デバイスベンダーは、機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバ

イス)仕様書、IoTゲートウェイ外部仕様書を参照し、IoTゲートウェイを開発する。(図 

2-3)。 

  

図 2-3: デバイスのデータを流通させる仕組み 
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 システムのデータ利用形態 

システムのデータを水道情報活用システムで利用するには、システムゲートウェイを構築

してオンライン接続する方式とオフラインのシステムからファイルで入出力する 2つの方式

がある(図 2-4)。 

 

①オンライン方式：システムゲートウェイを構築してオンライン接続 

②オフライン方式：オフラインのシステムからファイルで入出力 

 

 

 

 

図 2-4: システムのデータを流通させる仕組み 
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基本的に守るべきルール 

3.1  CPS/IoTセキュリティ 

 CPS/IoTセキュリティの要件 

水道情報活用システムは、標準インターフェイスに則してデバイス・システムのデータを

流通させ、データを活用した付加価値の高いサービスを利用者に提供する。 

水道情報活用システムで流通するデータは、機密性の高い重要なデータも含まれる。 

そのため、データのやり取りを行う水道情報活用システムの構成要素間で、つながるもの

同士がお互いに信頼できる相手かどうかを確認する必要がある。また、データ流通の際に

は、データの漏えい、改ざんのリスクへの対策を施すことが必要である。 

CPS/IoTセキュリティとして、以下の 2点を確保することが重要となる。 

 

(1)つながるもの同士が正当であること 

(2)データの受け渡しが安全に行われること 

 

 

つながるもの同士が正当であること 

「つながるもの同士が正当であること」を実現するための、CPS/IoTセキュリティ要件

及び実現手段の例を以下に示す。 

 

・ データ流通を行う接続元と接続先は、双方で正しい相手であることを確認して通信す

ること。（識別子(ID)の付与、相互認証 等） 

・ 広域向けアプリケーション、ゲートウェイ及びデータの活用対象者(事業体)は、設定

された権限の範囲内に制限すること。（アクセス制限 等） 

・ データ流通を行う接続元、接続先を識別するための情報(識別子(ID))は、信頼できる

第三者機関によって正当性を確保することが望ましい。（認証局(CA)の利用 等） 

・ 広域向けアプリケーション、水道標準プラットフォーム、ゲートウェイ及びその提

供者は、セキュリティに関する認定を取得することが望ましい。（認定制度 等） 

 

データの受け渡しが安全に行われること 

「データの受け渡しが安全に行われること」を実現するための、CPS/IoTセキュリティ

要件及び実現手段の例を以下に示す。 

 

・ 通信経路は、暗号技術により機密性を確保し情報漏えいや改ざんを防止すること。

（通信経路の暗号化 等） 

・ 重要な情報については、通信経路以外においても暗号技術により機密性を確保し情報

漏えいや改ざんを防止すること。（データの暗号化 等） 

・ 通信内容の改ざんや送信元のなりすましを防止することが望ましい。（電子署名 等） 

・ 識別子(ID)や暗号化に利用する鍵情報については、耐タンパー性を持つ領域に格納
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し、外部からの不正アクセスや改ざんを防止することで、セキュリティを向上させる

ことが望ましい。 

・ 拠点間を繋ぐネットワークに、閉域ネットワークを用いることで、盗聴や改竄のリス

クを低減させることが望ましい。 

 

水道情報活用システムでは、データの流通を安心・安全に行うために、基本的に守るべ

きルールとして 識別子(ID)の付与、相互認証と通信経路の暗号化、アクセス制限、データ

の暗号化、推奨する認定制度について規定する。 

社会インフラ水道情報活用システム標準仕様では、IoTゲートウェイからデバイスに対

して、制御信号などのデバイスの動作に係わる指示を送ることは、機器ベンダーの競争領

域にあたるため規定しない。 

制御信号などを送る場合は、RAS(Reliability、Availability、Serviceability)の観点

を十分に考慮した上で、各社の競争領域として設計し、実装すること。 
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 識別子(ID)の付与 

水道標準プラットフォームが、不正なユーザーや不正な広域向けアプリケーション、不正

なゲートウェイからの接続を防ぎ、デバイス・システムのデータに対するアクセス管理を正

しく行うため、水道情報活用システムの構成要素をそれぞれ一意に識別する識別子(ID)を付

与する。 

識別子(ID)を付与することで、事業体、ユーザー、広域向けアプリケーション、ゲートウ

ェイ、施設、設備、機器、システム、業務、データ項目、テナントを一意に識別する。 

以下に各識別子(ID)の概要を示す (表 3-1)。 

（CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2.1節を参照） 

 

表 3-1: 識別子(ID)の概要 

No. 識別子(ID)の名称 説明 

1 事業体 ID 
水道標準プラットフォームが事業体を一意に識別するた

めの識別子 

2 ユーザーID 
水道標準プラットフォームが事業体のユーザーを一意に

識別するための識別子 

3 アプリケーション ID 
水道標準プラットフォームが広域向けアプリケーション

を一意に識別するための識別子 

4 ゲートウェイ ID 
水道標準プラットフォームが IoTゲートウェイ及びシステ

ムゲートウェイを一意に識別するための識別子 

5 施設 ID、設備 ID、機器 ID 
水道標準プラットフォームが施設、設備、機器をそれぞれ

一意に識別するための識別子 

6 
システム ID、業務 ID、デー

タ項目 ID 

水道標準プラットフォームがシステム、業務、データ項目

をそれぞれ一意に識別するための識別子 

7 テナント ID 

水道標準プラットフォームがテナントを一意に識別する

ための識別子。テナントについては「水道標準プラットフ

ォーム外部仕様書」の 10.1 節を参照。 

 

事業体 ID 

事業体 IDの詳細を以下に示す(表 3-2)。 

 

表 3-2: 事業体 ID の詳細 

No. 項目 内容 

1 名称 事業体 ID 

2 説明 
事業体 ID は、水道標準プラットフォームが事業体を一意に識別するための識

別子 

3 書式 
"事業体コード種別"-"事業体コード"-"拡張領域" 

（表 3-3: 事業体 ID で使用する項目を参照） 
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No. 項目 内容 

4 具体例 
岩手中部水道企業団の例: DUNS-714005993-0001 

八戸圏域水道企業団の例: JAN-458244796-0002 

5 付番 

・"事業体コード種別"は事業体が指定 

・"事業体コード"は事業体が指定 

(ただし、事業体が"事業体コード種別"に X を選択した場合は、水道標準プラ

ットフォームが付番) 

6 管理 水道標準プラットフォーム 

 

事業体 IDで使用する項目の詳細内容を以下に示す(表 3-3）。 

 

表 3-3: 事業体 ID で使用する項目の詳細 

No. 項目 説明 

1 事業体コード種別 

事業体が既に保有している企業コードの種別 

・DUNS Number ：DUNS 

・TDB 企業コード ：TDB 

・標準企業コード ：JIPDEC 

・JAN コード ：JAN 

・その他  ：X 

2 事業体コード 事業体が既に保有している企業コード 

3 拡張領域 

・任意の拡張領域。使用できる文字は英字(a～z、A～Z)、又は数字(0

～9)のみ 

・必要ない場合は空文字 
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ユーザーID 

ユーザーIDの詳細を以下に示す(表 3-4)。 

 

表 3-4: ユーザーID の詳細 

No. 項目 内容 

1 名称 ユーザーID 

2 説明 
ユーザーID は、水道標準プラットフォームが事業体のユーザーを一意に識別す

るための識別子 

3 書式 
"事業体 ID"-"ユーザー番号" 

（ユーザーID で使用する項目は、表 3-5 を参照。） 

4 具体例 
岩手中部水道企業団の例: DUNS-714005993-0001-89012345 

八戸圏域水道企業団の例: JAN-458244796-0002-01234567 

5 付番 
・"事業体 ID"は、「3.1.2 （1） 事業体 ID」で付番されたものを指定 

・"ユーザー番号"は事業体が指定 

6 管理 水道標準プラットフォーム 

 

ユーザーIDで使用する項目の詳細内容を以下に示す(表 3-5)。 

 

表 3-5: ユーザーID で使用する項目の詳細 

No. 項目 説明 

1 事業体 ID （3.1.2 （1） 事業体 IDを参照） 

2 ユーザー番号 

事業体内で一意に割り振られた文字列 

使用できる文字は英字(a～z、A～Z)、又可能な文字は数字(0～9)のみ

(空文字は不可) 
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アプリケーション ID 

アプリケーション IDの詳細を以下に示す(表 3-6)。 

 

表 3-6: アプリケーション ID の詳細 

No. 項目 内容 

1 名称 アプリケーション ID 

2 説明 
アプリケーション ID は、水道標準プラットフォームが広域向けアプリケーシ

ョンを一意に識別するための識別子 

3 書式 
"アプリベンダー指定文字列""枝番文字列" 

（アプリケーション ID で使用する項目は、表 3-7 を参照。） 

4 具体例 例：com.mycompany.monitoringApp.1 

5 付番 

・"アプリベンダー指定文字列"はアプリベンダーが指定 

・"枝番文字列"は、"アプリベンダー指定文字列"がアプリケーション ID とし

て既に登録済みの場合に、水道標準プラットフォームが自動で付与 

6 管理 水道標準プラットフォーム 

 

アプリケーション IDで使用する項目の詳細内容を以下に示す(表 3-7)。 

 

表 3-7: アプリケーション ID で使用する項目の詳細 

No. 項目 説明 

1 アプリベンダー指定文字列 

アプリベンダーが任意に指定する文字列 

逆ドメイン記法の書式とする 

(例: com.mycompany.myappname) 

2 枝番文字列 

アプリベンダーが指定する文字列が水道標準プラットフ

ォーム内に既に登録済みの場合は、水道標準プラットフ

ォームが自動で付与 

(例: .2) 
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ゲートウェイ ID 

ゲートウェイ ID の詳細を以下に示す(表 3-8)。 

 

表 3-8: ゲートウェイ ID の詳細 

No. 項目 内容 

1 名称 ゲートウェイ ID 

2 説明 
ゲートウェイ ID は、水道標準プラットフォームが IoT ゲートウェイ及びシス

テムゲートウェイを一意に識別するための識別子 

3 書式 
"ゲートウェイ種別番号""ゲートウェイ番号" 

（ゲートウェイ ID で使用する項目は、表 3-9 を参照。） 

4 具体例 ゲートウェイの種類がシステムゲートウェイの例：020123456789 

5 付番 水道標準プラットフォームが付番 

6 管理 水道標準プラットフォーム 

 

ゲートウェイ ID で使用する項目の詳細内容を以下に示す(表 3-9)。 

 

表 3-9: ゲートウェイ ID で使用する項目の詳細 

No. 項目 説明 

1 ゲートウェイ種別番号 

・ゲートウェイの種類を指定する文字列 

・長さは 2 文字固定 

・"01"の場合 IoT ゲートウェイ、"02"の場合システムゲートウェ

イ 

2 ゲートウェイ番号 

・ゲートウェイを識別する番号 

・長さは 10 文字固定 

・使用可能な文字は数字(0～9)のみ 
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施設 ID、設備 ID、機器 ID 

施設 ID、設備 ID、機器 IDの詳細を以下に示す(表 3-10)。 

 

表 3-10: 施設 ID、設備 ID、機器 ID の詳細 

No. 項目 内容 

1 名称 施設 ID、設備 ID、機器 ID 

2 説明 
施設 ID、設備 ID、機器 IDは、水道標準プラットフォームが施設、設備、機器

をそれぞれ一意に識別するための識別子 

3 書式 
"施設/設備/機器種別""施設/設備/機器番号" 

（施設 ID、設備 ID、機器 ID で使用する項目は、表 3-11 を参照） 

4 具体例 

施設 ID の例：F0000000321  

設備 ID の例：E0000000321 

機器 ID の例：M0000000321  

5 付番 水道標準プラットフォームが付番 

6 管理 水道標準プラットフォーム 

 

施設 ID、設備 ID、機器 IDで使用する項目の詳細内容を以下に示す(表 3-11)。 

 

表 3-11: 施設 ID、設備 ID、機器 ID で使用する項目の詳細 

No. 項目 説明 

1 施設/設備/機器種別 

・施設/設備/機器の種類を指定する文字列 

・長さは 1 文字固定 

・"F"の場合は施設 ID、"E"の場合は設備 ID、"M"の場合は機器 ID 

2 施設/設備/機器番号 

・施設/設備/機器を識別する番号 

・長さは 10 文字固定 

・使用可能な文字は数字(0～9)のみ 

 

システム ID、業務 ID、データ項目 ID 

システム ID、業務 ID、データ項目 IDの詳細を以下に示す(表 3-12)。 

 

表 3-12: システム ID、業務 ID、データ項目 ID の詳細 

No. 項目 内容 

1 名称 システム ID、業務 ID、データ項目 ID 

2 説明 
システム ID、業務 ID、データ項目 ID は、水道標準プラットフォームがシステ

ム、業務、データ項目をそれぞれ一意に識別するための識別子 

3 書式 
"システム/業務/データ項目種別""システム/業務/データ項目番号" 

（システム ID、業務 ID、データ項目 ID で使用する項目は、表 3-11 を参照） 
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No. 項目 内容 

4 具体例 

システム ID の例 ：S0100000001  

業務 ID の例   ：B1010000001 

データ項目 ID の例：D0101001001 

5 付番 水道標準プラットフォームが付番 

6 管理 水道標準プラットフォーム 

 

システム ID、業務 ID、データ項目 IDで使用する項目の詳細内容を以下に示す(表 

3-13)。 

 

表 3-13: システム ID、業務 ID、データ項目 ID で使用する項目の詳細 

No. 項目 説明 

1 
システム/業務/データ

項目種別 

・システム/業務/データ項目の種類を指定する文字列 

・長さは 1 文字固定 

・"S"の場合はシステム ID、"B"の場合は業務 ID、"D"の場合はデ

ータ項目 ID 

2 
システム/業務/データ

項目番号 

・システム/業務/データ項目を識別する番号 

・長さは 10 文字固定 

・使用可能な文字は数字(0～9)のみ 

 

テナント ID 

テナント IDの詳細を以下に示す（表 3-14)。 

 

表 3-14: テナント ID の詳細 

No. 項目 内容 

1 名称 テナント ID 

2 説明 
テナント ID は、水道標準プラットフォームがテナントを一意に識別するため

の識別子 

3 書式 水道標準プラットフォームにて、テナント単位に一意に付番 

4 付番 水道標準プラットフォームが付番 

5 管理 水道標準プラットフォーム 
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 相互認証と通信経路の暗号化 

データの漏えいや改ざんを防ぐためには、正しい接続元・接続先との通信が必要である。

広域向けアプリケーションと水道標準プラットフォームの間、水道標準プラットフォームと

ゲートウェイの間において、通信の開始時に双方で通信相手の正当性を確認（相互認証）

し、通信経路を暗号化する。 

相互認証や通信経路の暗号化においては、中立的な PFの運営組織で運営される認証局

（CA)が発行した証明書を利用することが望ましい。 

中立的な PFの運営組織で運営される認証局（CA)が発行した証明書や暗号技術に用いる鍵

情報は、必要に応じて、耐タンパー性を持つ領域に格納し、外部からの不正アクセスや改ざ

んを防止することで、セキュリティを向上させることが望ましい。 

（CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2.2節を参照） 

 

なお証明書は、定期的に水道標準プラットフォームにて最新バージョンを更新するが、古

いバージョンも一定期間保持する仕様となっている。アプリケーションやゲートウェイが初

期取得時のバージョンのまま運用するか、定期的に最新バージョンに更新するかは、水道標

準プラットフォームの導入時に選択できる。 

 

 

 アクセス制限 

水道標準プラットフォームへのアクセスを制限し、許可された対象のみにアクセスを許容

する。 

また、許可された対象からのアクセスは、予め設定された権限の範囲(IoT機器やデータ

のアクセス範囲、広域向けアプリケーションへの操作内容)に制限する。 

初期設定情報として登録する内容(識別子(ID))に基づき、アクセス制限が行われる。 

識別子(ID)については、3.1.2 項を参照。アクセス制限については、CPS/IoT セキュリテ

ィ仕様書の 2.3節を参照。 
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 データの暗号化 

通信経路での盗聴だけでなく、水道情報活用システム内での盗聴を防ぐためには、通信経

路の暗号化に加えて、データそのものを暗号化することが必要となる。重要なデータを暗号

化することで、流通する経路や一時保存の環境に依らず、データの機密性を確保することが

可能となる (図 3-1)。 

更に、通信途中でデータの改ざんを検知できるようにするために、やり取りするデータに

電子署名を付与し、受信側で検証する仕組みを実装することが望ましい。 

（CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2.4節を参照） 

 

 

 

図 3-1: データの暗号化の例 
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 閉域ネットワーク 

データの機密性を確保する方法として、閉域ネットワークの利用も有効である。IoTゲー

トウェイ、水道標準プラットフォーム、広域向けアプリケーションの各拠点間を繋ぐネット

ワークに、専用線や VPN等の閉域ネットワークを用いることで、盗聴や改竄のリスクを低減

させることが可能となるため、セキュリティ対策として、閉域ネットワークを選択すること

を原則とする。（CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2.5節を参照） 

 

 

 

図 3-2: 閉域ネットワークの検討対象 
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 セキュリティ対策の選択 

セキュリティ対策の選択については、既存設備の環境や導入するゲートウェイ処理能力、

求められるデータ通信の性能要件を考慮する必要がある。また、既設設備や業務で求められ

る運用性能やシステム環境特性、他の要件などを鑑みた業務に支障がでないようにすること

も必要であり、これらを踏まえた適切なセキュリティリスクを評価し、最適なセキュリティ

対策（相互認証と通信経路の暗号化、データの暗号化、閉域ネットワーク）を各ノード間で

選択することが求められる。CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2.5節を参照） 

 

 認定制度 

水道情報活用システムの各サブシステムのベンダー、プラットフォーマーは、セキュリテ

ィに関する機能の信頼性・実効性や安全性を確認するための手段として、第三者による認定

を取得することが望ましい。 

認証・規格を以下に示す(表 3-15)。 

（CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2.6節を参照） 

 

表 3-15: 認証・規格の概要 

No. 認証・規格 概要 推奨／任意 

1 ISMS 

組織における情報資産のセキュリティをマネジメントするための

仕組み。リスクアセスメントにより必要なセキュリティ対策を決

め、プランの上でシステムを運用し、かつ継続的に改善するため

の要求事項を提供することを目的としている。ISO/IEC 

27001(JIS Q 27001)は、ISMS 適合性評価制度において、第三者

である認証機関が本制度の認証を希望する組織の適合性を評価す

るための基準である。 

推奨 

2 ITSMS 

サービス提供者が、提供する IT サービスのマネジメントを効率

的、効果的に運営管理するための仕組み。組織における IT サー

ビス運用管理の品質を継続的に向上させることで、IT サービス

全体の信頼性向上に貢献することを目的としている。 

ISO/IEC 20000-1(JIS Q 20000-1)は、ITSMS 適合性評価制度にお

いて、第三者である認証機関が本制度の認証を希望する組織の適

合性を評価するための基準である。 

推奨 

3 CSMS 

産業用オートメーション及び制御システム(IACS)のサイバーセキ

ュリティに関わるリスクマネジメントの仕組み。組織の IACS を

サイバー攻撃から守るためのセキュリティ対策を確保するととも

に、セキュリティの向上に貢献することを目的としている。制御

システムセキュリティの国際標準である IEC62443-2-1 をベース

として、CSMS 認証基準が策定されている。 

任意 
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No. 認証・規格 概要 推奨／任意 

4 EDSA 

制御機器のセキュリティ保証に関する認証制度。「ソフトウェア

開発の各フェーズにおけるセキュリティ評価」、「セキュリティ

機能の実装評価」、「通信の堅牢性テスト」についての評価項目

を備えている。EDSA 認証における要求事項が制御システムセキ

ュリティの国際標準の IEC62443-4 である。 

任意 

5 FIPS 140-2 

機密情報を保護する暗号モジュールのセキュリティ要件を規定す

る米国政府のセキュリティ基準。FIPS 140-2 は、「暗号モジュー

ル仕様」や「暗号鍵管理」等 11 の規定分野に関してそれぞれ要

件を示している。 

任意 

6 PCI DSS 

クレジットカード業界のセキュリティ基準。クレジット決済サー

ビスに関わる事業者のクレジットカード情報や決済情報を保護す

るため、セキュリティレベルを確保・維持することを目的として

いる。 

任意 

7 SP800-171 

米国国立標準技術研究所(NIST)から発行されたガイドライン。米

国の連邦政府外のシステム及び組織に存在する、仕様書、設計図

等の管理すべき重要情報を保護するための指針をまとめている。 

任意 

8 NERC CIP 

北米電力信頼性評議(North American Electric Reliability 

Corporation :NERC)から発行された重要インフラ保護サイバーセ

キュリティ基準。重要インフラ事業を遂行する上で、実施すべき

セキュリティ規準を分類・定義している。 

任意 
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3.2  データプロファイルの適用 

 データプロファイルとは 

データプロファイルは、「平成 28年度 IoT推進のための社会システム推進事業（スマート

工場実証事業）」の成果物であり、水道情報活用システム上でデータをやり取りする際のデ

ータ流通のルールである。 

データプロファイルは、現場の業務を、業務の指示(インプット)を示す｢ディレクショ

ン｣、業務の結果(アウトプット)を示す「トランザクション」、データのセキュリティ方式や

条件を示す「セキュリティ」の 3つの情報項目で示すことが規定されている。これにより、

第三者でもデータの意味理解が可能になり、データの二次利用を促進する。 

データプロファイル基本構造（3階層）を以下に示す(図 3-3)。 

水道情報活用システムでは、基本的に守るべきルールとして、データプロファイルを適用

し、データを流通することを定める。 

 

 

出典: 「平成 28 年度 IoT推進のための社会システム推進事業（スマート工場実証事業）」

報告書 

 

図 3-3: データプロファイル基本構造 
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データプロファイルは、3階層構造で定義
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 データプロファイルの適用範囲 

水道情報活用システムにおいて、デバイスのデータをやり取りする際には、データプロフ

ァイルを適用する。具体的には、アプリベンダー向け標準インターフェイス及び機器ベンダ

ー向け標準インターフェイス(デバイス)、機器ベンダー向け標準インターフェイス(システ

ム)のデータ要求時の要求情報、データ応答時の応答情報に適用する(図 3-4)。 

（水道 CPSデータプロファイル仕様書の 2.2節を参照） 

  

 
図 3-4: データプロファイルの適用範囲 
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3.3  アプリケーション向け標準インターフェイスを利用しない構成について 

 アプリケーション向け標準インターフェイスを利用しない構成とは 

アプリケーションによっては、性能面などの問題により、独自のインターフェイスを利用

しなければ、意図するサービスレベルを提供できないものが存在する。その場合は、事業者

やプラットフォーマーと協議の上、例外的に独自のインターフェイスによる接続（以下、図 

3-5）を可能とする。ただし、一定期間後、標準インターフェイスによる接続となるようア

プリケーションやインターフェイスを改造することを前提とする。また、監視制御システム

については、独自インターフェイスによる接続の対象外とし、標準インターフェイスまたは

別途定める標準汎用インターフェイスによる接続とする。 

 

 

図 3-5: 独自インターフェイスによる例外的なアプリケーション接続 
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換する必要がある。 

 

既存のアプリケーションが保持するデータを、以降、表 3-16で示すルールに従い水道標

準プラットフォームに残すことで、新規アプリケーションが標準インターフェイスを経由し

てデータを取得できるようにすること。 
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表 3-16: データ移行時のルール 

No ルール名 ルール内容 

1 データ移行時のルール

（共通） 

以下手順を基本とし、データ移行を行うこと。 

 

1.  既存アプリケーションを管理するアプリケーションベ

ンダーは、移行対象のデータを、水道標準プラットフォー

ムの指定の共有ストレージに出力すること。 

 

2.  既存アプリケーションを管理するアプリケーションベ

ンダーは、上記１で共有ストレージに格納した移行対象デ

ータが、他アプリケーションによりデータを参照できるよ

う「初期情報設定シート」を作成し、マスタ管理に必要な

情報を登録する。 

 

3.  新規アプリケーションを導入するアプリケーションベ

ンダーは、登録済みの「初期情報設定シート」を参照し、

共有ストレージに格納されている移行対象データの中か

ら必要なデータを指定し、アプリケーション向け標準イン

ターフェイスによりデータ流通を行う。 

 

2 データ移行時のルール

（マッピングアプリケ

ーション特有） 

・地図情報はシェープファイル形式で出力すること。 

・属性情報（主に管路台帳情報）は CSV で出力すること。 

・使用していた座標系又は投影法の情報を残すこと。 

3 データ移行時のルール

（料金アプリケーショ

ン・会計アプリケーショ

ン特有） 

・データベースのテーブル単位で CSV に出力すること。 

4 データ移行時のルール

（施設台帳アプリケー

ション特有） 

・データベースのテーブル単位で CSV に出力すること。 
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なお、上記ルールに従って、施設台帳アプリケーションおよびマッピングアプリケーションが

データ移行を行う場合を想定した例を以下に図示する。（図 3-6 ） 

 

 

 

図 3-6：施設台帳 AP、マッピング APのデータ共有/移行時のルール例 

※AP：アプリケーション、IF：インターフェイス 
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標準インターフェイス 

4.1  基本的な処理の流れ 

水道情報活用システムの利用にあたっては、水道標準プラットフォームに広域向けアプリケ

ーションとゲートウェイを接続する必要がある。これにより、ユーザーが水道標準プラットフ

ォームを活用してデータ操作(追加、変更、削除、参照)を行うことが可能となる。 

本節では、水道情報活用システムの以下の 3つの基本的な処理の流れを示す。 

 

① アプリケーション接続・切断 

② ゲートウェイ接続・切断 

③ データ操作(追加、変更、削除、参照) 
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 アプリケーション接続・切断 

アプリケーション接続・切断とは、広域向けアプリケーションと水道標準プラットフォー

ムを接続・切断する処理である。接続により広域向けアプリケーションが要求するデータが

水道標準プラットフォームから提供可能になり、切断により提供不可となる。 

アプリケーション接続・切断の処理の流れを以下に示す(図 4-1)。 

（アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書の 3.4.1項、3.4.2 項を参照） 

 

 

 

図 4-1: アプリケーション接続・切断の処理の流れ 
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 ゲートウェイ接続・切断 

ゲートウェイ接続・切断とは、IoTゲートウェイ及びシステムゲートウェイと水道標準プ

ラットフォームを接続・切断する処理である。接続によりデバイス・システムのデータを水

道標準プラットフォームに流通する。切断によりデータ流通を停止する。 

ゲートウェイ接続・切断の処理の流れを以下に示す(図 4-2)。 

（機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書の 3.5.1項、3.5.2項を参照） 

（機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)仕様書の 3.5.1項、3.5.2項を参照） 

 
図 4-2: ゲートウェイ接続・切断の処理の流れ 
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 データ操作(追加、変更、削除、参照) 

データ操作とは、ユーザーがデバイス・システム、外部サービスのデータをゲートウェ

イ、水道標準プラットフォーム及び広域向けアプリケーションを介して操作する処理であ

る。 

 

データ操作には以下 5つの処理がある。 

・データ操作(参照)プル型 

・データ操作(参照)プッシュ型 

・データ操作(変更)プル型 

・データ操作(追加)プル型 

・データ操作(削除)プル型 

 

データ操作(参照)プル型 

データ操作(参照)プル型は、広域向けアプリケーションからデータ要求を行い広域向け

アプリケーションが起点となる処理である。 

ユーザーが、利用する広域向けアプリケーションを実行し、広域向けアプリケーション

側から必要なデータの参照を水道標準プラットフォームに要求する。水道標準プラットフ

ォームは、様々なデータ取得の中核となってデータを探し集めて、応答する。 

データ操作(参照)プル型の処理の流れを以下に示す(図 4-3)。 

（アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書の 3.4.3項を参照） 

（機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書の 3.5.3項を参照） 
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図 4-3: データ操作(参照)プル型の処理の流れ 
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データ操作(参照)プッシュ型 

データ操作(参照)プッシュ型は、ゲートウェイが起点となり、水道標準プラットフォー

ムに対し、自発的にデータ送信を行う処理である。 

IoTゲートウェイが、デバイス(PLCやセンサー、カメラ等)からリアルタイムに発生する

イベントデータを定期的に取得し、水道標準プラットフォームに対しプッシュ送信を行

う。ユーザーはログイン時にイベントデータとして確認し、利用する。 

同様に、システムゲートウェイは、プッシュ指示で指定されたデータを監視し、システ

ムから格納されたデータを、水道標準プラットフォームに対しプッシュ送信を行う。 

データ操作(参照)プッシュ型の処理の流れを以下に示す(図 4-4)。 

（アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書の 3.4.34項を参照） 

（機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書の 3.5.3項を参照） 
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図 4-4: データ操作(参照)プッシュ型の処理の流れ  
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＜処理概要＞ 

①プッシュ指示の要求 

②プッシュ指示の応答 

③IoTゲートウェイからデバイスにデータの要求 

④デバイスから IoTゲートウェイにデータの応答 

④システムからシステムゲートウェイにデータの格納 

⑤イベントデータの送信 

⑥ログイン 

⑦利用可能なアプリケーション一覧の送信 

⑧利用アプリケーション実行 

⑨イベントデータの表示 
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データ操作(変更)プル型 

データ操作(変更)プル型は、広域向けアプリケーションから IoTゲートウェイへ制御デ

ータ要求を行う広域向けアプリケーションが起点となる処理である。 

ユーザーが、利用する広域向けアプリケーションを実行し、広域向けアプリケーション

側から必要な制御データを水道標準プラットフォームに送信する。水道標準プラットフォ

ームは、IoTゲートウェイへ制御データを送信し、通知結果と制御結果を応答する。 

データ操作(変更)プル型の処理の流れを以下に示す(図 4-5)。 

（アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書の 3.4.3項を参照） 

（機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書の 3.5.3項を参照） 

 

 

 
 

図 4-5: データ操作(変更)プル型の処理の流れ 
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＜処理概要＞ 

①ログイン 

②利用可能なアプリケーション一覧の表示 

③利用アプリケーション実行 

④制御要求の送信 

⑤制御要求受付の応答 

⑥制御要求受付の表示 

⑦デバイスへ制御要求の通知 

⑧制御開始の応答 

⑨制御開始の表示 
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⑪制御結果の応答 
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データ操作(追加)プル型 

データ操作(追加)プル型は、広域向けアプリケーションが起点となる処理である。 

ユーザーが、利用する広域向けアプリケーションを実行し、広域向けアプリケーション

側から必要なデータの追加を水道標準プラットフォームに要求する。水道標準プラットフ

ォームは、要求されたデータをプラットフォーム内に蓄積する。 

データ操作(追加)プル型の処理の流れを以下に示す(図 4-6)。 

（アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書の 3.4.3項を参照） 

 

 
 

図 4-6: データ操作(追加)プル型の処理の流れ 
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データ操作(削除)プル型 

データ操作(削除)プル型は、広域向けアプリケーションが起点となる処理である。 

ユーザーが、利用する広域向けアプリケーションを実行し、広域向けアプリケーション

側から必要なデータの削除を水道標準プラットフォームに要求する。水道標準プラットフ

ォームは、要求されたデータをプラットフォーム内の蓄積データから削除する。 

データ操作(削除)プル型の処理の流れを以下に示す（図 4-7)。 

（アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書の 3.4.3項を参照） 

 

 
 

図 4-7: データ操作(削除)プル型の処理の流れ 
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4.2  標準インターフェイスのフォーマット 

水道情報活用システムの標準インターフェイスのフォーマットは、ヘッダとボディで構成さ

れる。 

標準インターフェイスのデータ要求時のフォーマットとデータ応答時のフォーマットについ

て以下に示す(表 4-1)。 

 

表 4-1: 標準インターフェイスのフォーマット 

No. 区分 データ要求時のフォーマット データ応答時のフォーマット 

1 

ヘッダ 

データ分類 データ分類 

2 操作分類 操作分類 

3 データ操作者 データ操作者 

4 データ操作方法 データ操作方法 

5 データ操作時刻 データ操作時刻 

6 要求 ID 要求 ID 

7 - 実行結果 

8 ボディ 対象データ 対象データ 
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4.3  標準インターフェイスの一覧とデータ項目 

本節では、標準インターフェイスの一覧とデータ項目について記載する。 

 

 標準インターフェイスの一覧 

標準インターフェイスの一覧を以下に示す(表 4-2、表 4-3、 

表 4-4、表 4-5)。 

 

表 4-2: 標準インターフェイス一覧 

(アプリベンダー向け標準インターフェイス(IoT ゲートウェイ)) 

No. API 名 説明 

1 アプリケーション接続 API 
アプリケーションを水道標準プラットフォームに接続する

API。 

2 アプリケーション切断 API 
アプリケーションを水道標準プラットフォームから切断す

る API。 

3 マスタデータ参照 API  施設マスタ、設備マスタ、機器マスタ等を参照する API。 

4 即時取得 API  

計測対象データの現在値の監視要求を実行する API。本 API

を実行すると、応答で計測対象データの現在値を取得でき

る。 

5 定周期監視実行 API  計測対象データの定周期での監視要求を実行する API。 

6 定周期監視一覧取得 API  現在実行中の定周期監視を一覧で取得する API。 

7 定周期監視停止 API  現在実行中の定周期監視を停止する API。 

8 制御値設定 API 

ユーザー操作またはアプリケーション判断（インターロッ

クなど）により IoT ゲートウェイへ制御要求を通知し、IoT

ゲートウェイによるデバイスの制御を依頼する API。 

9 
公開鍵証明書ファイル取得

API  
データ保護用の公開鍵証明書ファイルを取得する API。 

10 即時取得（蓄積）API 
定周期で取得した、PF 内に蓄積されている値を取得する命

令を発行する API。 

11 
ドキュメント登録操作（デ

バイス）API 
データベースにドキュメントの登録を行う API。 

12 
ドキュメント更新操作（デ

バイス）API 

データベースに蓄積されているドキュメントの更新を行う

API。 

13 ドキュメント削除操作（デ データベースに蓄積されているドキュメントの削除を行う
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No. API 名 説明 

バイス）API API。 

14 
ファイル参照（デバイス）

API 

オブジェクトストレージに格納されているファイルもしく

はファイルパスの一覧を取得する API。 

15 
ファイル登録操作（デバイ

ス）API 
オブジェクトストレージにファイルを登録する API。 

16 
ファイル削除操作（デバイ

ス）API 
オブジェクトストレージからファイルを削除する API。 

 

表 4-3: 標準インターフェイス一覧 

(アプリベンダー向け標準インターフェイス(システムゲートウェイ)) 

No. API 名 説明 

1 
ドキュメント参照 API アプ

リケーション接続 API 

データベースからドキュメントの参照を行う API。アプリケ

ーションを水道標準プラットフォームに接続する API。 

2 
ドキュメント登録操作 API

アプリケーション切断 API 

データベースにドキュメントの登録を行う API。アプリケー

ションを水道標準プラットフォームから切断する API。 

3 
ドキュメント更新操作 API

マスタデータ参照 API  

データベースに蓄積されているドキュメントの更新を行う

API。システムマスタ、業務マスタ、項目マスタ等のデータ

を参照する API。 

4 
ドキュメント削除操作 API

即時データ操作 

データベースに蓄積されているドキュメントの削除を行う

API。水道標準プラットフォーム内に蓄積されているデータ

を操作(取得/登録/更新/削除)する。 

5 
ファイル参照 API 定周期デ

ータ取得開始 API 

オブジェクトストレージに格納されているファイルもしく

はファイルパスの一覧を取得する API。アプリケーションが

水道標準プラットフォーム内に蓄積されているデータを定

周期で取得する処理を開始する。 

6 
ファイル登録操作 API 定周

期データ取得 API 

オブジェクトストレージにファイルを登録する API。アプリ

ケーションが水道標準プラットフォーム内に蓄積されてい

るデータを定周期で取得する。 

7 
ファイル削除操作 API 定周

期データ取得停止 API 

オブジェクトストレージからファイルを削除する API。アプ

リケーションが水道標準プラットフォーム内に蓄積されて

いるデータを定周期で取得する処理を停止する。 

8 

マスタデータ参照（システ

ム）API 定周期データ取得一

覧取得 API 

リソースマスタとデータ項目マスタから情報を取得する

API。実行中の定周期データ取得の一覧を取得する。 

9 定周期データ蓄積開始 API  

水道標準プラットフォーム内に定周期で既存システムデー

タを蓄積する処理を開始する。 
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No. API 名 説明 

10 定周期データ蓄積停止 API  

水道標準プラットフォーム内に定周期で既存システムデー

タを蓄積する処理を停止する。 

11 
定周期データ蓄積一覧取得

API  

実行中の定周期データ蓄積の一覧を取得する。 

12 
公開鍵証明書ファイル取得

API  
データ保護用の公開鍵証明書ファイルを取得する API。 

 

表 4-4: 標準インターフェイス一覧(機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)) 

No. インターフェイス名 説明 

1 ゲートウェイ接続インターフェイス IoT ゲートウェイ接続を実行するインターフェイス 

2 ゲートウェイ切断インターフェイス IoT ゲートウェイ切断を実行するインターフェイス 

3 
要求データ取得共通インターフェイ

ス 

即時監視、定周期監視、制御操作の要求を水道標準プ

ラットフォームより取得する共通インターフェイス 

4 即時監視インターフェイス 即時監視を実行するインターフェイス 

5 定周期監視インターフェイス 定周期監視を実行するインターフェイス 

6 制御操作インターフェイス 制御操作を実行するインターフェイス 

7 
公開鍵証明書ファイル取得インター

フェイス 

アプリケーション証明書(データ保護用)、水道標準プ

ラットフォーム証明書(データ保護用)を取得するイ

ンターフェイス 

8 ファイル登録操作インターフェイス 
オブジェクトストレージにファイルを登録するイン

ターフェイス 

9 ファイル削除操作インターフェイス 
オブジェクトストレージからファイルを削除するイ

ンターフェイス 

10 ファイル参照操作インターフェイス 

オブジェクトストレージに格納されているファイル

もしくはファイルパスの一覧を取得するインターフ

ェイス 
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表 4-5: 標準インターフェイス一覧(機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)) 

No. インターフェイス名 説明 

1 ゲートウェイ接続インターフェイス 
システムゲートウェイ接続を実行するインターフェ

イス 

2 ゲートウェイ切断インターフェイス 
システムゲートウェイ切断を実行するインターフェ

イス 

3 
要求データ取得共通インターフェイ

ス 

定周期データ蓄積の要求を水道標準プラットフォー

ムより取得する共通インターフェイス 

4 定周期データ蓄積インターフェイス 定周期データ蓄積を実行するインターフェイス 

5 
公開鍵証明書ファイル取得インター

フェイス 

水道標準プラットフォーム証明書(データ保護用)を

取得するインターフェイス 

 

 標準インターフェイスのデータ項目 

標準インターフェイスのデータ項目について、以下のドキュメントを参照する事。 

・アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書 4章及び 5章 

・機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書 4章 

・機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)仕様書 4章 
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4.4  各データ項目の指定内容 

 データ種別 ID 

データ種別 IDを以下に示す(表 4-6)。 

 

表 4-6: データ種別 ID 

No. データ種別 ID データ種別名 内容 

1 0000000100000000 接続情報 
アプリケーションとゲートウェイが水道標準

プラットフォームに接続する際に指定。 

2 0100000100000001 施設マスタ 

施設を管理するマスタ情報を取得する際に

指定。 

計測データモデルで定義。 

3 0100000200000001 設備マスタ 

設備情報の区分コードを含むマスタ情報を操

作する際に指定。 

計測データモデルで定義。 

4 0100000300000001 機器マスタ 

機器情報の区分コードを含むマスタ情報を操

作する際に指定。 

計測データモデルで定義。 

5 0100000400000001 計測項目マスタ 

計測項目のコードを含むマスタ情報を操作す

る際に指定。 

計測データモデルで定義。 

6 0100000500000001 施設関連マスタ 

施設間の関連を示すマスタ情報を操作する際

に指定。 

計測データモデルで定義。 

67 0100000600000001 システムマスタ 
システムを管理するマスタ情報を操作する際

に指定。 

78 0100000700000001 業務マスタ 
業務を管理するマスタ情報を操作する際に指

定。 

89 0100000800000001 データ項目マスタ 
データ項目を管理するマスタ情報を操作する

際に指定。 

910 0200000100000000 監視要求 (即時) 

監視する計測項目の現在値や履歴値（又は状

態変化/異常値の検知時）を取得する際に指

定。 

101 0200000200000000 監視要求 (定周期) 
監視する計測項目を定期的（又は状態変化/異

常値の検知時）に取得する際に指定。 
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No. データ種別 ID データ種別名 内容 

112 0200000300000000 監視要求一覧 
監視要求（定周期）で設定された定周期の監

視要求の一覧を取得する際に指定。 

123 0200000400000000 
データ保護公開鍵証明

書参照先情報 
公開鍵証明書の参照先を取得する際に指定。 

134 0200000500000000 
データ保護公開鍵証明

書ファイル 
公開鍵証明書ファイルを取得する際に指定。 

145 0200000600000000 制御操作 
制御信号などのデバイスへの制御操作を要求

する際に指定。 

156 0200000700000000 データ蓄積(定周期) 
既存システムへデータ蓄積(定周期)を要求す

る際に指定。 

167 0200000800000000 データ取得(定周期) 

アプリケーションが水道標準プラットフォー

ム内に蓄積されているデータを定周期で取得

する際に指定。 

178 0200000900000000 
データ蓄積一覧取得(定

周期) 

実行中の定周期データ蓄積の一覧を取得する

際に指定。 

189 0200001000000000 
データ取得一覧取得(定

周期) 

実行中の定周期データ取得の一覧を取得する

際に指定。 

1920 0200001100000000 即時データ操作 

水道標準プラットフォーム内に蓄積されてい

るデータを操作(取得/登録/更新/削除)する際

に指定。 

201 0200001200000000 DB 操作 
データベース内のデータ項目に対し、値の追

加、変更もしくは削除を行う際に指定。 

212 0200001300000000 DB 参照 
設定した検索条件に該当するデータを、データ

ベースから取得する際に指定。 

223 0200001400000000 ファイル操作 
URI で指定された PF 内のファイルに対し、追

加、変更もしくは削除を行う際に指定。 

234 0200001500000000 ファイル参照 

設定した検索条件に該当するファイルもしく

は URI の一覧をデータベースから取得する際

に指定。 

※ データ種別 ID は、追加可能である。 
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 操作種別 ID 

操作種別 IDを以下に示す(表 4-7)。 

 

表 4-7: 操作種別 ID 

No. 操作種別 ID 操作種別名 内容 

1 POST 追加 データ追加時に指定 

2 PUT 変更 データ変更時に指定 

3 DELETE 削除 データ削除時に指定 

4 GET 参照 データ参照時に指定 

 

 ID種別 

ID種別を以下に示す(表 4-8)。 

 

表 4-8: ID 種別 

No. ID 種別 ID 種別名 内容 

1 01 事業体 ID 3.1.2 項で登録符番する ID で定義 

2 02 ユーザーID 同上 

3 03 アプリケーション ID 同上 

4 04 ゲートウェイ ID 同上 

5 05 施設 ID 同上 

6 06 設備 ID 同上 

7 07 機器 ID 同上 

8 08 システム ID 同上 

9 09 業務 ID 同上 

10 10 データ項目 ID 同上 
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 データ検索条件の記載例 

データ要求時の検索条件の記載方法は、指定するデータ種別 ID(4.4.1 項を参照)毎に異

なる。 

 

データプロファイルのデータ検索条件記載例 

データ種別 IDが「監視要求(定周期)」の場合のデータ検索条件記載例を以下に示す。 

この記載例は以下の条件を指定するデータプロファイルのディレクション(入力)の記載

例である。 

データプロファイルのディレクションの概要と設定例は水道 CPSデータプロファイル仕

様書の 2.3.3項と 2.4章をそれぞれ参照のこと。 
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<Direction> 

  <Time><Value>2017-04-01T12:34:56.789+09:00</Value></Time> 

  <OrderDir> 

    <OrderTypeID><Id>I02</Id></OrderTypeID> 

    <equipmentId><Id>E0000000321</Id></equipmentId> 

    <StartTime><Value>2017-01-01T00:00:00.000+09:00</Value></StartTime> 

    <EndTime><Value>2017-01-31T23:59:59.999+09:00</Value></EndTime> 

    <Operator><Id>DUNS-714005993-0001-89012345</Id></Operator> 

  </OrderDir> 

  <ProcessDir> 

    <ProcessTypeID><Id>PC0101</Id></ProcessTypeID> 

    <StandardTime> 

      <Value>60</Value> 

      <Unit>min</Unit> 

    </StandardTime> 

    <QualityControlObject> 

      <QCItemObject> 

        <Cd>D1</Cd> 

        <Id>V0002</Id> 

        <No>001</No> 

        <Unit>m</Unit> 

        <MachineId>M0000000123</MachineId> 

        <AllowableValueMin> 

          <Value>0.00</Value> 

          <LL><Value>1.00</Value></LL> 

          <L><Value>2.00</Value></L> 

        </AllowableValueMin> 

        <AllowableValueMax> 

          <Value>15.00</Value> 

          <HH><Value>14.00</Value></HH> 

          <HH><Value>13.00</Value></HH> 

        </AllowableValueMin> 

      </QCItemObject> 

    </QualityControlObject> 

  </ProcessDir> 

</Direction> 

 

監視間隔周期 

検索日時 

範囲 

取得対象の計測値:水位 

取得方法 

設備 ID 

指示区分 CD 

取得対象の機器 ID 
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設備マスタのデータ検索条件記載例 

データ種別 IDが「設備マスタ」の場合のデータ検索条件記載例を以下に示す。 

 

「設備区分コード」が「着水井(E100)」である設備を検索する場合のデータ検索条件記

載例 

{"$eq": ["equipmentCode", "E100"]} 

 

 入出力形式の記載例 

入出力形式には IANA に登録された MIMEタイプを記載する。記載例を以下に示す(表 

4-9)。 

  

表 4-9: 入出力形式(MIMEタイプ)の記載例 

No. 記載例 分類 入出力形式 内容 

1 

application/xml (XML デー

タの例) 

application/json (JSON デ

ータの例) 構造化デー

タ 

XML/JSON デ

ータ 
階層構造を持つデータ 

2 

text/comma-separated-

values (CSV データの場合) 

text/tab-separated-values 

(TSV データの場合) 

CSV/TSV デ

ータ 
行列形式で表現できるデータ 

3 text/plain テキスト 
フリーテキ

スト 

日報やエラーダンプ等自由形式

の文字列データ 

4 message/rfc822 
テキスト 

バイナリ 

メッセージ 
SNS メッセージやメール等のテキ

ストメッセージデータ 

5 
image/jpeg (JPEG 画像デー

タの場合) 

画像・動画デ

ータ 

監視カメラの画像や動画等のマ

ルチメディアデータ 

6 
application/pdf (PDF 文書

データの場合) 
バイナリ 

外部バイナ

リデータ 

他システムや外部サービスのバ

イナリ形式のファイルデータ 

7 application/octet-stream 
水道情報活用システムでは、デー

タ保護公開鍵証明書のデータ 
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水道構成モデルと計測データモデル 

5.1  水道構成モデルの説明 

本節では、計測データを取得する際に使用する水道情報活用システムの計測データモデル

(以下、計測データモデル)について示す。現場の状況(データ)を写し取った情報を活用する

ためには、どのアプリケーションからでも現場の構成を指定できるようにする必要がある。

そこで現場の構成を指定できるように水道構成モデルを定義する。水道構成モデルに基づ

き、構成をコードで表したものが計測データモデルである。 

計測データを取得する際に、以下のように使用する。 

 

・アプリケーションが計測データを取得する場合、計測データモデルで定義された施設

ID、設備 ID、計測項目区分コード等で指定する 

・IoTゲートウェイが計測値データを送信する場合、計測値データモデルで定義された施設

ID、設備 ID、計測項目区分コード等に項目名を紐づける 

 

水道の施設や設備をモデル化したものを水道構成モデルと定義する。 

水道構成モデル(施設/設備/機器マスタ)の概念と代表的な例を以下に示す(図 5-1、図 

5-2)。 

 

 

図 5-1: 水道構成モデル（施設/設備/機器マスタ）の概念 

 

施設 : 同じ場所にある設備が集合した施設を示す。(構造物の施設名称、処理の集まり) 

(XX取水場/YY浄水場/ZZ配水施設/AAポンプ場等) 

設備 :処理を行う設備を示す。 

      (取水堰（河川）/ 着水井 / 緩速ろ過池 / 配水池 等) 

      
機器 :設備内に設置された機器を示す。 

      (ポンプ / 水位計 / 流量計 等) 

      
計測項目 : 機器の計測項目を示す。 

      (水位/流量/電流値等 

  状態:運転⇔運転 OFF/自動⇔手動等 

        異常:故障発生/回復) 
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厚生労働省 2012 年 水道施設設計指針(抜粋版)を元に作成 

図 5-2: 代表的な水道の施設/処理/設備 

  

：設備 ：施設 

ＢＢ浄水場 
ＡＡ取水場 
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浄水場であっても、パターン１(図 5-3)に示すように取水場と浄水場が別施設の場合と、パ

ターン 2(図 5-4)のように浄水場ですべての処理を行う施設がある。 

施設がどのような処理を有しているかを明らかにするため、施設内の設備毎に何の処理を行

うかの属性(処理区分)を持たせる。属性(処理区分)については、5.3.1 を参照。 

 

・パターン 1 ：取水処理が別の施設にある浄水場(図 5-3) 

取水場の処理：取水処理 

浄水場の処理：浄水処理/送・配水処理/排泥・排水処理 

 

 

厚生労働省 2012 年 水道施設設計指針(抜粋版)を元に作成 

図 5-3: 取水処理が別の施設にある浄水場の場合 

  

ＡＡ取水場 

：設備 ：処理 ：施設 

ＢＢ浄水場 

浄水 

浄水 浄水 浄水 浄水 浄水 

浄水 浄水 

送・配水 取水 取水 
浄水 浄水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 



 

63 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

・パターン 2 ：取水処理も持っている浄水場(図 5-4) 

取水場の処理：なし 

浄水場の処理：取水処理/浄水処理/送・配水処理/排泥・排水処理 

  

厚生労働省 2012 年 水道施設設計指針(抜粋版)を元に作成 

図 5-4: 取水施設も持っている浄水場の場合 

 

5.2  計測データモデル 

前述(5.1 節)に示したように、水道構成モデルをコードで表したものが計測データモデルで

ある。 

計測データモデルのマスタを以下に示す(表 5-1)。 

 

表 5-1: 計測データモデルのマスタ 

No. 分類 マスタ名 説明 

1 

ID

定
義
マ
ス
タ
群 

施設マスタ 

施設を管理するマスタ。 

施設をシステムで一意にする IDと名称を管理し、属する事

業体を明確にする。 

2 設備マスタ 

施設配下の設備を管理するマスタ。 

設備をシステムで一意にする IDと名称を管理し、設備の種

類と処理区分を明確にする。 

3 機器マスタ 

設備配下の機器を管理するマスタ。 

機器をシステムで一意にする IDと名称を管理し、機器の種

類を明確にする。 

4 計測項目マスタ 

機器配下の計測項目を管理するマスタ。 

計測項目をシステムで一意にする IDと名称を管理し、計測

項目の設定内容と計測項目の種類を明確にする。 

：設備 ：処理 ：施設 

Ｃ浄水場 

浄水 浄水 

浄水 浄水 

取水 取水 
排泥・ 
排水 

浄水 

浄水 浄水 

浄水 浄水 

浄水 

送・配水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 

排泥・ 
排水 
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No. 分類 マスタ名 説明 

5 関連 施設関連マスタ 施設間（導水管、送水管）の接続関係を管理するマスタ。 

56 

区
分
マ
ス
タ
群 

処理区分マスタ 
設備の処理区分を管理するマスタ。 

処理区分を示すコードと名称を管理する。 

67 設備区分マスタ 
設備の区分を管理するマスタ。 

設備の区分を示すコードと名称を管理する。 

78 機器区分マスタ 
機器の区分を管理するマスタ。 

機器の区分を示すコードと名称を管理する。 

89 計測分類マスタ 
計測項目の分類(計測/状態/異常)を管理するマスタ。 

計測項目の分類を示すコードと名称を管理する。 

910 計測項目区分マスタ 
計測項目の区分を管理するマスタ。 

計測項目の区分を示すコードと名称を管理する。 

101 名
称
マ
ス
タ
群 

単位マスタ 
計測項目の単位を管理するマスタ。 

単位を示すコードと名称を管理する。 

112 状態・異常変換マスタ 

計測項目(状態/異常)の変換コード(計測値)に対応する変

換文字列を管理するマスタ。 

変換を示すコードと変換文字列を管理する。 
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各マスタを以下のマスタ群で分類する(図 5-5)。 

・ ID定義マスタ群(施設マスタ/設備マスタ/機器マスタ/計測項目マスタ)：事業体毎に

施設/設備/機器の固体を識別する IDが定義されるマスタ群 

・ 区分マスタ群(施設/設備/機器の区分コード)：施設/設備/機器区分を示すコードマス

タ群 

・ 名称マスタ群：単位や状態を示す名称マスタ群 

・ 関連マスタ：施設を関連付けるマスタ 

 

図 5-5: 水道の計測データモデル (案)  

施設マスタ 

【施設 ID】 

【都道府県 ID】 

【市区町村 ID】 

【事業体 ID】 

【施設名】 

設備マスタ 

【設備 ID】 

【施設 ID】 

【設備区分コード】 

【設備名】 

設備区分マスタ 

【設備区分コード】 

【処理区分コード】 

【設備区分名】 

機器マスタ 

【機器 ID】 

【設備 ID】 

【機器名】 

【機器区分コード】 

処理区分マスタ 

【処理区分コード】 

【処理区分名】 

機器区分マスタ 

【機器区分コード】 

【機器区分名】 

計測項目マスタ 

【計測項目番号】 

【計測値区分コード】 

【機器 ID】 

【設備 ID】 

【現在値/履歴値】 

【計測項目名】 

【Ｒ／Ｗ】 

計測分類マスタ 

【計測分類コード】 

【計測分類名】 

計測値区分マスタ 

【計測値区分コード】 

【計測分類コード】 

【単位コード】 

【データ区分名】 

単位マスタ 

【単位コード】 

【単位名】 

状態・異常変換マスタ 

【計測値区分コード】 

【変換コード】 

【変換文字列】 

ID 定義マスタ群 

関連マスタ 

区分マスタ群 

名称マスタ群 

ID/コード参照元 

下線:キー項目 
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5.3  計測データモデルのコード詳細 

区分コードの詳細を以下に示す。 

 

 処理区分コード 

処理区分コードを以下に示す(表 5-2)。 

 

表 5-2: 処理区分コード 

No. 処理区分コード（3 桁） 処理区分名 

1 P01 取水 

2 P02 導水 

3 P03 浄水 

4 P04 排水 

5 P05 送水 

6 P06 配水 

7 P07 給水 

8 P08 薬注 

9 P09 付帯（上記に付帯する処理） 

※ 処理区分コードは、追加可能である。 

 

 設備区分コード 

設備区分コードを以下に示す(表 5-3)。 

 

表 5-3: 設備区分コード 

No. 設備区分コード（5 桁） 処理区分名 設備区分名 

1 E0101 

取水 

取水塔 

2 E0102 取水門 

3 E0103 取水ポンプ井 

4 E0104 取水ポンプ設備 

5 E0105 水質計測装置 

6 E0106 気象観測設備 

7 E0107 調整池 

8 E0108 受水槽 

9 E0109 取水堰 

10 E0110 取水管渠 

11 E0111 取水枠 

12 E0112 浅井戸 
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No. 設備区分コード（5 桁） 処理区分名 設備区分名 

13 E0113 深井戸 

14 E0114 沈砂池 

15 E0201 

導水 

導水ポンプ井 

16 E0202 導水ポンプ設備 

17 E0203 原水調整池 

18 E0301 

浄水 

着水井 

19 E0302 生物接触ろ過池 

20 E0303 混和池 

21 E0304 フロック形成池 

22 E0305 沈殿池 

23 E0306 ポンプ吸水井 

24 E0307 緩速ろ過池 

25 E0308 急速ろ過池 

26 E0309 浄水池 

27 E0310 急速撹拌池 

28 E0311 膜ろ過設備 

29 E0312 オゾン処理設備 

30 E0313 生物処理設備 

31 E0314 紫外線処理設備 

32 E0315 活性炭吸着設備 

33 E0316 エアレーション設備 

34 E0317 除鉄・除マンガン設備 

35 E0351 

薬注 

活性炭注入設備 

36 E0352 硫酸注入設備 

37 E0353 硫酸貯蔵槽 

38 E0354 消石灰（苛性ソーダ）注入設備 

39 E0355 消石灰貯槽 

40 E0356 消石灰溶解槽 

41 E0357 消石灰溶液中間層 

42 E0358 消石灰未溶物受槽 

43 E0359 消石灰排液中和槽 

44 E0360 凝集剤注入設備 

45 E0361 凝集剤受入槽 

46 E0362 凝集剤貯留槽 

47 E0363 次亜塩素酸注入設備 

48 E0364 次亜塩素酸貯留槽 



 

68 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

No. 設備区分コード（5 桁） 処理区分名 設備区分名 

49 E0365 薬品小出槽 

50 E0366 塩素注入井 

51 E0401 

排水 

排水池 

52 E0402 排泥池 

53 E0403 汚泥濃縮槽 

54 E0404 脱水・乾燥設備 

55 E0405 濃度調整槽 

56 E0406 造粒・乾燥設備 

57 E0407 集塵・脱臭設備 

58 E0501 送水 送水ポンプ設備 

59 E0601 

配水 

配水池 

60 E0602 配水ポンプ設備 

61 E0603 高架水槽（タンク） 

62 E0604 配水塔 

63 E0701 給水 給水設備 

64 E0901 

付帯 

受変電設備 

65 E0902 運転操作設備 

66 E0903 監視制御設備 

67 E0904 無停電電源設備 

68 E0905 自家発電設備 

69 E0906 電機設備 

70 E0907 気象観測設備 

※ 設備区分コードは、追加可能である。 

 

 機器区分コード 

機器区分コードを以下に示す(表 5-4)。 

 

表 5-4: 機器区分コード 

No. 機器区分コード（5 桁） 機器区分名 

1 M0101 取水ポンプ 

2 M0102 導水ポンプ 

3 M0103 送水ポンプ 

4 M0104 配水ポンプ 

5 M0105 薬品注入ポンプ 

6 M0106 加圧ポンプ 

7 M0107 真空ポンプ 
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No. 機器区分コード（5 桁） 機器区分名 

8 M0108 サンプリングポンプ 

9 M0109 表洗ポンプ 

10 M0110 逆洗ポンプ 

11 M0111 洗浄ポンプ 

12 M0112 排液ポンプ 

13 M0113 排水ポンプ 

14 M0114 排泥ポンプ 

15 M0115 移送ポンプ 

16 M0116 返送ポンプ 

17 M0117 水中ポンプ 

18 M0118 放流ポンプ 

19 M0119 塩水ポンプ 

20 M0120 希釈ポンプ 

21 M0121 給水ポンプ 

22 M0122 封水ポンプ 

23 M0201 流量計 

24 M0202 水位計 

25 M0203 圧力計 

26 M0204 加圧量計 

27 M0205 貯水量計 

28 M0206 液面計 

29 M0207 温度計 

30 M0208 気温計 

31 M0209 湿度計 

32 M0210 雨量計 

33 M0211 気圧計 

34 M0212 日照量計 

35 M0213 浸水計 

36 M0214 調節計 

37 M0215 電流計 

38 M0216 電力計 

39 M0301 濁度計 

40 M0302 PH 計 

41 M0303 アルカリ度計 

42 M0304 塩素濃度計 

43 M0305 色度計 
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No. 機器区分コード（5 桁） 機器区分名 

44 M0306 電気伝導率計 

45 M0307 DO 計 

46 M0308 濃度計 

47 M0309 損失水頭計 

48 M0310 粒子・濃度計 

49 M0311 界面計 

50 M0312 アンモニア計 

51 M0313 UV 計 

52 M0314 トリハロメタン計 

53 M0315 TOC 計 

54 M0316 ORP 計 

55 M0317 油膜・油分計測 

56 M0318 濃度分布計 

57 M0319 油膜検知器 

58 M0320 液漏検知器 

59 M0321 紫外線強度計 

60 M0322 オゾン濃度計 

61 M0401 取水弁 

62 M0402 送水弁 

63 M0403 配水弁 

64 M0404 流入弁 

65 M0405 流出弁 

66 M0406 仕切弁 

67 M0407 減圧弁 

68 M0408 緊急遮断弁 

69 M0409 洗浄弁 

70 M0410 表洗弁 

71 M0411 逆洗弁 

72 M0412 捨水弁 

73 M0413 排泥弁 

74 M0414 水抜弁 

75 M0415 放流弁 

76 M0416 吐出弁 

77 M0417 エアシール弁 

78 M0418 エアレーション弁 

79 M0419 バタフライ弁 
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No. 機器区分コード（5 桁） 機器区分名 

80 M0420 フラッシング弁 

81 M0421 排水弁 

82 M0422 回収弁 

83 M0423 調節弁 

84 M0424 直送弁 

85 M0425 引抜弁 

86 M0426 連絡弁 

87 M0427 供給弁 

88 M0428 受入弁 

89 M0429 切り替え弁 

90 M0430 調整弁 

91 M0431 防止弁 

92 M0432 手動弁 

93 M0433 空気弁 

94 M0434 電動弁 

95 M0435 電磁弁 

96 M0436 ロータリーバルブ 

97 M0437 分水栓 

98 M0438 止水栓 

99 M0439 逆流防止栓 

100 M0501 薬品注入装置 

101 M0502 薬品生成装置 

102 M0503 紫外線処理装置 

103 M0504 定量供給機 

104 M0505 攪拌機 

105 M0506 掻寄機 

106 M0507 ろ過装置 

107 M0508 洗浄装置 

108 M0509 制御装置 

109 M0510 除塵機 

110 M0511 除湿機 

111 M0512 ブロワ 

112 M0513 圧縮機 

113 M0514 脱水機 

114 M0515 エアードライヤー 

115 M0516 除砂機 
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No. 機器区分コード（5 桁） 機器区分名 

116 M0517 減速機 

117 M0518 テレメータ 

118 M0519 バイブレータ 

119 M0520 バグフィルタ 

120 M0521 集塵装置 

121 M0522 振動排出機 

122 M0523 自家発電装置 

123 M0524 UPS 

124 M0525 無停電電源装置 

125 M0526 ボイラー 

126 M0601 貯蔵槽 

127 M0602 貯留槽 

128 M0603 受入槽 

129 M0604 溶解槽 

130 M0605 排液ピッド 

131 M0606 配水ピッド 

132 M0607 制水扉 

133 M0701 受電盤 

134 M0702 配電盤 

135 M0703 分電盤 

136 M0704 フィーダ盤 

137 M0705 引込盤 

138 M0706 操作盤 

139 M0707 制御盤 

140 M0708 計装盤 

141 M0709 変圧器盤 

142 M0710 動力主幹盤 

143 M0711 整流器盤 

144 M0712 蓄電池盤 

145 M0713 進相コンデンサ 

146 M0714 遮断器 

147 M0715 直流電源装置 

148 M0801 警報器 

149 M0802 ファン 

150 M0901 水質モニタ 

151 M0902 IoT ゲートウェイ 
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No. 機器区分コード（5 桁） 機器区分名 

152 M0903 システムゲートウェイ 

※ 機器区分コードは、追加可能である。 

 

 計測分類コード 

計測分類コードを以下に示す(表 5-5)。 

 

表 5-5: 計測分類コード 

No. 計測分類コード(2 桁) 計測分類名 

1 D1 計測 

2 D2 状態 

3 D3 異常 

4 D4 制御(アナログ出力) 

5 D5 制御(デジタル出力) 

※ 計測分類コードは、追加可能である。 

 

 計測値区分コードと変換コード 

計測値区分コードは、計測分類コードの「計測」「状態」「異常」「制御(アナログ出

力)」「制御(デジタル出力)」で 5分類とする。また、「状態」「異常」の分類について

は、状態・異常変換マスタに設定する、計測値区分コードと変換コードで変換文字列につい

ても、合わせて記載する。コード内容を以下に示す(表 5-6、表 5-7、表 5-8、表 5-9、表 

5-10)。 

 

表 5-6: 計測値区分コード (計測分類コード:計測) 

No. 計測値区分コード（5 桁） 計測分類名 計測値区分名 単位 

1 V1001 

計測：D1 

水位 m 

2 V1002 開度 % 

3 V1003 流量 ㎥/h 

4 V1004 流量積算 ㎥ 

5 V1005 供給量 kg 

6 V1006 液位 m 

7 V1007 補給量（積算） ㎥ 

8 V1008 補給量 なし 

9 V1009 貯水量 ㎥ 

10 V1010 電気伝導率 μS/cm 

11 V1011 PH PH 

12 V1012 アルカリ度 mg/l 
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No. 計測値区分コード（5 桁） 計測分類名 計測値区分名 単位 

13 V1013 温度 ℃ 

14 V1014 濁度 mg/l 

15 V1015 気温 ℃ 

16 V1016 溶存酸素量 mg/l 

17 V1017 損失水頭 kpa 

18 V1018 界面 m 

19 V1019 残留塩素 mg/l 

20 V1020 （予備） - 

21 V1021 粒子濃度 個/ml 

22 V1022 容量 kg 

23 V1023 色度（個/ml） 個/ml 

24 V1024 濃度 mg/l 

25 V1025 雨量 mm 

26 V1026 色度（DEG) DEG 

27 V1027 割合 % 

28 V1028 注入量（mg/l） mg/l 

29 V1029 注入量（l/min） l/min 

30 V1030 注入率設定アンサー % 

31 V1031 注入量積算（l/min） mg/l 

32 V1032 注入率 % 

33 V1033 使用量 mg/l 

34 V1034 管圧 Kpa 

35 V1035 時間 h 

36 V1036 速度 m/s 

37 V1037 重量 kg 

38 V1038 圧力 kpa 

39 V1039 管圧 Kpa 

40 V1040 加圧量積算 kpa 

41 V1041 加圧量 kpa 

42 V1042 回転数 min-1 

43 V1043 運転時間 h:min 

44 V1044 切り替え経過日 日 

45 V1045 トルク Nm 

46 V1046 周波数 Hz 

47 V1047 走行位置 % 

48 V1048 電流 A 
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No. 計測値区分コード（5 桁） 計測分類名 計測値区分名 単位 

49 V1049 電圧 V 

50 V1050 過電流 A 

51 V1051 受電電力（積算） kwh 

52 V1052 電力 KW 

53 V1053 受電電圧 V 

54 V1054 受電電流 A 

55 V1055 受電電力 KW 

56 V1056 受電力率 % 

57 V1057 発電率 % 

58 V1058 電力（積算） kwh 

59 V1059 時間アンサー sec 

60 V1060 流量設定アンサー ㎥/h 

61 V1061 水位設定アンサー m 

62 V1062 使用率 % 

63 V1063 ディスク使用率 % 

64 V1064 メモリ使用率 % 

65 V1065 メモリ制限値 % 

※ 計測値区分コードは、追加可能である。 
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表 5-7: 計測値区分コード/変換コード (計測分類コード:状態) 

No. 
計測区分コー

ド（5 桁） 

計測分

類名 
計測値区分名 

変換コード（1 桁） 

値 変換文字列 値 変換文字列 

1 V2001 

状態：

D2 

運転中/停止中 状態 1 運転中 0 停止中 

2 V2002 稼働中/停止中 状態 1 稼働中 0 停止中 

3 V2003 始動中/停止中 状態 1 始動中 0 停止中 

4 V2004 動作中/動作中 OFF 状態 1 動作中 0 動作中 OFF 

5 V2005 起動中/停止中 状態 1 起動中 0 停止中 

6 V2006 始動中/始動中 OFF 状態 1 始動中 0 始動中 OFF 

7 V2007 選択中/選択中 OFF 状態 1 選択中 0 選択中 OFF 

8 V2008 単動/連動 状態 1 単動 0 連動 

9 V2009 現場/中央 状態 1 現場 0 中央 

10 V2010 自動運転/手動運転 状態 1 自動運転 0 手動運転 

11 V2011 自動運転/中央運転 状態 1 自動運転 0 中央運転 

12 V2012 自動運転中/停止中 状態 1 自動運転中 0 停止中 

13 V2013 
自動交互運転中/自動交互運転中

OFF 状態 
1 

自動交互運転

中 
0 

自動交互運転中

OFF 

14 V2014 停止動作中/停止動作中 OFF 状態 1 停止動作中 0 停止動作中 OFF 

15 V2015 停止予告/停止予告 OFF 状態 1 停止予告 0 停止予告 OFF 

16 V2016 ON/OFF 状態 1 ON 0 OFF 

17 V2017 入/切 状態 1 入 0 切 

18 V2018 準備完了/準備完了 OFF 状態 1 準備完了 0 準備完了 OFF 

19 V2019 準備完了/起動中 状態 1 準備完了 0 起動中 

20 V2020 可/不可 状態 1 可 0 不可 

21 V2021 使用可/使用可 OFF 状態 1 使用可 0 使用可 OFF 

22 V2022 使用禁止/使用禁止 OFF 状態 1 使用禁止 0 使用禁止 OFF 

23 V2023 使用中/使用中 OFF 状態 1 使用中 0 使用中 OFF 

24 V2024 正常/正常 OFF 状態 1 正常 0 正常 OFF 

25 V2025 
エンジニアリング中/エンジニア

リング中 OFF 状態 
1 

エンジニアリ

ング中 
0 

エンジニアリン

グ中 OFF 

26 V2026 
オンライン起動中/オンライン起

動中 OFF 状態 
1 

オンライン起

動中 
0 

オンライン起動

中 OFF 

27 V2027 警報停止中/警報停止中 OFF 状態 1 警報停止中 0 警報停止中 OFF 

28 V2028 試験中/試験中 OFF 状態 1 試験中 0 試験中 OFF 

29 V2029 保守中/保守中 OFF 状態 1 保守中 0 保守中 OFF 

30 V2030 故障復帰/故障復帰 OFF 状態 1 故障復帰 0 故障復帰 OFF 
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計測区分コー

ド（5 桁） 

計測分

類名 
計測値区分名 

変換コード（1 桁） 

値 変換文字列 値 変換文字列 

31 V2031 全開/全開 OFF 状態 1 全開 0 全開 OFF 

32 V2032 全閉/全閉 OFF 状態 1 全閉 0 全閉 OFF 

33 V2033 全閉/寸開 状態 1 全閉 0 寸開 

34 V2034 全閉/全開 状態 1 全閉 0 全開 

35 V2035 開/閉 状態 1 開 0 閉 

36 V2036 開操作中/開操作中 OFF 状態 1 開操作中 0 開操作中 OFF 

37 V2037 開動作中/開動作中 OFF 状態 1 開動作中 0 開動作中 OFF 

38 V2038 閉操作中/閉操作中 OFF 状態 1 閉操作中 0 閉操作中 OFF 

39 V2039 閉動作中/閉動作中 OFF 状態 1 閉動作中 0 閉動作中 OFF 

40 V2040 監視中/監視中 OFF 状態 1 監視中 0 監視中 OFF 

41 V2041 乾燥中/乾燥中 OFF 状態 1 乾燥中 0 乾燥中 OFF 

42 V2042 起動渋滞中/起動渋滞中 OFF 状態 1 起動渋滞中 0 起動渋滞中 OFF 

43 V2043 切り替え中/切り替え中 OFF 状態 1 切り替え中 0 切り替え中 OFF 

44 V2044 過走行/過走行 OFF 状態 1 過走行 0 過走行 OFF 

45 V2045 正/逆 状態 1 正 0 逆 

46 V2046 前進位置/前進位置 OFF 状態 1 前進位置 0 前進位置 OFF 

47 V2047 後進位置/後進位置 OFF 状態 1 後進位置 0 後進位置 OFF 

48 V2048 到着中/到着中 OFF 状態 1 到着中 0 到着中 OFF 

49 V2049 停止水位/停止水位 OFF 状態 1 停止水位 0 停止水位 OFF 

50 V2050 等値化禁止/等値化禁止 OFF 状態 1 等値化禁止 0 等値化禁止 OFF 

51 V2051 等値化中/等値化中 OFF 状態 1 等値化中 0 等値化中 OFF 

52 V2052 満水/満水 OFF 状態 1 満水 0 満水 OFF 

53 V2053 水切り中/水切り中 OFF 状態 1 水切り中 0 水切り中 OFF 

54 V2054 無送水中/無送水中 OFF 状態 1 無送水中 0 無送水中 OFF 

55 V2055 時間運転/ろ抗運転 状態 1 時間運転 0 ろ抗運転 

56 V2064 
モード切り替え中/モード切り替

え OFF 状態 
1 

モード切り替

え中 
0 

モード切り替え

OFF 

57 V2056 間欠/常用 状態 1 間欠 0 常用 

58 V2057 給電中/給電中 OFF 状態 1 給電中 0 給電中 OFF 

59 V2058 送電中/送電中 OFF 状態 1 送電中 0 送電中 OFF 

60 V2059 停電中/停電中 OFF 状態 1 停電中 0 停電中 OFF 

61 V2060 電圧有/電圧無 状態 1 電圧有 0 電圧無 

62 V2061 電圧確立/電圧確立 OFF 状態 1 電圧確立 0 電圧確立 OFF 

63 V2062 商用受電/自家発 状態 1 商用受電 0 自家発 

64 V2063 表示/非表示 状態 1 表示 0 非表示 
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※ 計測値区分コードは、追加可能である。 

 

表 5-8: 計測値区分コード/変換コード (計測分類コード:異常) 

No. 
計測区分コ

ード（5 桁） 

計測分

類名 
計測値区分名 

変換コード（1 桁） 

値 変換文字列 値 変換文字列 

1 V3001 

異常：

D3 

軽故障発生 1 軽故障発生 0 軽故障回復 

2 V3002 重故障発生 1 重故障発生 0 重故障回復 

3 V3003 故障発生 1 故障発生 0 故障回復 

4 V3004 故障一括発生 1 故障一括発生 0 故障一括回復 

5 V3005 雑故障発生 1 雑故障発生 0 雑故障回復 

6 V3006 異常発生 1 異常発生 0 異常回復 

7 V3007 異常高値発生 1 異常高値発生 0 異常高値回復 

8 V3008 異常低値発生 1 異常低値発生 0 異常低値回復 

9 V3009 準異常発生 1 準異常発生 0 準異常発生 

10 V3010 異常一括発生 1 異常一括発生 0 異常一括回復 

11 V3011 異常警報発生 1 異常警報発生 0 異常警報回復 

12 V3012 上上限値発生 1 上上限値発生 0 上上限値回復 

13 V3013 上限値発生 1 上限値発生 0 上限値回復 

14 V3014 下限値発生 1 下限値発生 0 下限値回復 

15 V3015 下下限値発生 1 下下限値発生 0 下下限値回復 

16 V3016 限界値発生 1 限界値発生 0 限界値回復 

17 V3017 停電発生 1 停電発生 0 停電回復 

18 V3018 過電圧発生 1 過電圧発生 0 過電圧回復 

19 V3019 過電流発生 1 過電流発生 0 過電流回復 

20 V3020 過トルク発生 1 過トルク発生 0 過トルク回復 

21 V3021 過速度発生 1 過速度発生 0 過速度回復 

22 V3022 温度上昇発生 1 温度上昇発生 0 温度上昇回復 

23 V3023 回線異常発生 1 回線異常発生 0 回線異常回復 

24 V3024 火災発生 1 火災発生 0 火災発生回復 

25 V3025 過負荷発生 1 過負荷発生 0 過負荷発生回復 

26 V3026 冠水発生 1 冠水発生 0 冠水発生回復 

27 V3027 起動渋滞発生 1 起動渋滞発生 0 起動渋滞回復 

28 V3028 空転発生 1 空転発生 0 空転回復 

29 V3029 警報発生 1 警報発生 0 警報回復 

30 V3030 警報音異常発生 1 警報音異常発生 0 警報音異常回復 

31 V3031 位置オーバー発生 1 位置オーバー発生 0 位置オーバー回復 

32 V3032 内部異常発生 1 内部異常発生 0 内部異常回復 
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No. 
計測区分コ

ード（5 桁） 

計測分

類名 
計測値区分名 

変換コード（1 桁） 

値 変換文字列 値 変換文字列 

33 V3033 始動失敗発生 1 始動失敗発生 0 始動失敗回復 

34 
V3034 ショックリレー発生 1 

ショックリレー発

生 
0 

ショックリレー回

復 

35 V3035 浸水発生 1 浸水発生 0 浸水回復 

36 V3036 断水発生 1 断水発生 0 断水回復 

37 V3037 地絡発生 1 地絡発生 0 地絡回復 

38 V3038 トリップ発生 1 トリップ発生 0 トリップ回復 

39 V3039 非常停止発生 1 非常停止発生 0 非常停止回復 

40 V3040 システム故障発生 1 システム故障発生 0 システム故障回復 

41 
V3041 サーバ装置異常発生 1 

サーバ装置異常発

生 
0 

サーバ装置異常回

復 

42 
V3042 受信タイムアウト発生 1 

受信タイムアウト

発生 
0 

受信タイムアウト

回復 

43 V3043 情報 LAN 異常発生 1 情報 LAN 異常発生 0 情報 LAN 異常回復 

44 V3044 制御 LAN 異常発生 1 制御 LAN 異常発生 0 制御 LAN 異常回復 

45 V3045 制御応答異常発生 1 制御応答異常発生 0 制御応答異常回復 

46 V3046 制御回線異常発生 1 制御回線異常発生 0 制御回線異常回復 

47 V3047 制御渋滞発生 1 制御渋滞発生 0 制御渋滞回復 

48 V3048 調整不良発生 1 調整不良発生 0 調整不良回復 

49 V3049 ブレーカー断発生 1 ブレーカー断発生 0 ブレーカー断回復 

50 V3050 電源断発生 1 電源断発生 0 電源断回復 

51 V3051 電圧不足発生 1 電圧不足発生 0 電圧不足回復 

52 V3052 饋電故障発生 1 饋電故障発生 0 饋電故障回復 

※ 計測値区分コードは、追加可能である。 

 

表 5-9: 計測値区分コード (計測分類コード:制御(アナログ出力)) 

No. 計測区分コード（5 桁） 計測分類名 計測値区分名 単位 

1 V4001 

制御：D4 

水位設定 m 

2 V4002 流量設定 ㎥/h 

3 V4003 濃度設定 mg/l 

4 V4004 開度設定 % 

5 V4005 開（パルス幅） Hz 

6 V4006 閉（パルス幅） Hz 

7 V4007 回転数設定 min-1 

8 V4008 注入率設定 % 

9 V4009 注入圧上限設定 kpa 
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No. 計測区分コード（5 桁） 計測分類名 計測値区分名 単位 

10 V4010 時間設定 sec 

11 V4011 タイマー設定 h:min 

12 V4012 切替日間隔設定 日後 

※ 計測値区分コードは、追加可能である。 

 

表 5-10: 計測値区分コード (計測分類コード:制御(デジタル出力)) 

No. 計測区分コード（5 桁） 計測分類名 計測値区分名 単位 

1 V5001 

制御：D5 

運転 0 又は 1 

2 V5002 間欠運転 0 又は 1 

3 V5003 停止 0 又は 1 

4 V5004 連続 0 又は 1 

5 V5005 遠方運転 0 又は 1 

6 V5006 現場運転 0 又は 1 

7 V5007 現場/中央 0 又は 1 

8 V5008 中央運転 0 又は 1 

9 V5009 開 0 又は 1 

10 V5010 閉 0 又は 1 

11 V5011 寸開 0 又は 1 

12 V5012 寸開/全閉 0 又は 1 

13 V5013 全開 0 又は 1 

14 V5014 全閉 0 又は 1 

15 V5015 閉動作中 0 又は 1 

16 V5016 開動作中 0 又は 1 

17 V5017 逆走 0 又は 1 

18 V5018 逆走選択 0 又は 1 

19 V5019 正転 0 又は 1 

20 V5020 逆転 0 又は 1 

21 V5021 入 0 又は 1 

22 V5022 切 0 又は 1 

23 V5023 起動 0 又は 1 

24 V5024 始動 0 又は 1 

25 V5025 操作 0 又は 1 

26 V5026 指示 0 又は 1 

27 V5027 自動 0 又は 1 

28 V5028 手動 0 又は 1 

29 V5029 常用 0 又は 1 

30 V5030 停止 0 又は 1 
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No. 計測区分コード（5 桁） 計測分類名 計測値区分名 単位 

31 V5031 停止解除 0 又は 1 

32 V5032 故障復帰 0 又は 1 

33 V5033 故障リセット 0 又は 1 

34 V5034 選択 0 又は 1 

35 V5035 選択解除 0 又は 1 

36 V5036 切り替え 0 又は 1 

37 V5037 切り替え解除 0 又は 1 

38 V5038 非常停止 0 又は 1 

39 V5039 非常停止解除 0 又は 1 

40 V5040 直送 0 又は 1 

41 V5041 直送解除 0 又は 1 

※ 計測値区分コードは、追加可能である。 

 

 単位コード 

単位コードを以下に示す(表 5-11)。 

 

表 5-11: 単位コード 

No. 単位コード（2 桁） 単位名 

1 01 ㎥/h 

2 02 % 

3 03 m 

4 04 min-1 

5 05 度 

6 06 ㎥ 

7 07 μS/cm 

8 08 h:min 

9 09 h 

10 10 日後 

11 11 日 

12 12 PH 

13 13 mg/l 

14 14 ℃ 

15 15 Nm 

16 16 kpa 

17 17 Hz 

18 18 Rpm 
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No. 単位コード（2 桁） 単位名 

19 19 sec 

20 20 個/ml 

21 21 kg 

22 22 m/s 

23 23 l/min 

24 24 l/h 

25 25 V 

26 26 A 

27 27 kwh 

28 28 KW 

29 29 mm 

30 30 DEG 

※ 単位コードは、追加可能である。 
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システム系データモデル 

6.1  システム系データモデル 

本節では、台帳及び事務系データ(以後、システム系データ)を取得する際に使用する水道

情報活用システムのシステム系データモデルについて示す。 

システム系データモデル(システム/業務/データ項目マスタ)の概念を以下に示す(図 6-1)。 

 

図 6-1: システム系データモデル（システム/業務/データ項目）の概念 

 

システムデータモデルのマスタを以下に示す(表 6-1)。 

 

表 6-1: システム系データモデルのマスタ 

No. 分類 マスタ名 説明 

1 

ID

定
義
マ
ス
タ
群 

システムマスタ 

システムを管理するマスタ。 

システムで一意にする IDと名称を管理し、属する事業体を

明確にする。 

2 業務マスタ 

システム配下の業務を管理するマスタ。 

業務をシステムで一意にする IDと名称を管理し、システム

の種類とシステム区分名を明確にする。 

3 
データ項目マス

タ 

業務配下のデータ項目を管理するマスタ。 

データ項目をシステムで一意にする IDと名称を管理し、デ

ータの種類を明確にする。 

4 データ行番号 
各項目データ値を特定する。 

(※ マスタ登録不要) 

5 

区
分
マ
ス

タ
群 システム区分マ

スタ 

システムの種別を管理するマスタ。 

システム区分を示すコードと名称を管理する。 

システム : 業務が集合したシステムを示す。(業務の集まり) 

           (公営企業会計システム/水道施設台帳システム等) 

      
業務 :業務を示す。 

(固定資産台帳/工事台帳/決算/予算関連等) 

      

データ項目 :業務内におけるデータ項目を示す。 

      (固定資産番号/ 資産名称/ 会計区分等) 
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No. 分類 マスタ名 説明 

6 業務区分マスタ 
業務の種別を管理するマスタ。 

業務区分を示すコードと名称を管理する。 

7 
データ項目区分

マスタ 

データ項目種別を管理するマスタ。 

データ項目区分を示すコードと名称を管理する。 

 

 

6.2  システムデータモデルのコード詳細 

区分コードの詳細を以下に示す。 

 

 システム区分コード 

システム区分コードを以下に示す(表 6-2)。 

 

表 6-2:システム区分コード 

No. システム区分コード（3 桁） システム区分名 

1 S01 公営企業会計システム 

2 S02 水道施設台帳システム 

3 S03 料金システム 

※ システム区分コードは、追加可能である。 

 

 業務区分コード 

業務区分コードを以下に示す(表 6-3)。 

 

 

表 6-3:業務区分コード 

No. 業務区分コード（5 桁） システム区分名 業務区分名 

1 B0101 

公営企業会計システム 

固定資産台帳 

2 B0102 工事台帳 

3 B0103 決算 

4 B0104 予算関連 

5 B0105 執行（支払）関連 

6 B0106 執行（調定、収入）関連 

7 B0107 企業債 

8 B0108 貯蔵品（物品） 

9 B0109 固定資産償却明細 
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No. 業務区分コード（5 桁） システム区分名 業務区分名 

10 B0110 

公営企業会計システム 

企業債償還明細 

11 B0111 貯蔵品入出庫明細 

12 B0112 仕訳 

13 B0113 契約管理（案件情報） 

14 B0114 契約管理（案件内訳情報） 

15 B0115 契約管理（入札情報） 

16 B0116 契約管理（入札業者情報） 

17 B0117 契約管理（開札情報） 

18 B0118 契約管理（契約情報） 

19 B0199 その他業務 

20 B0201 

水道施設台帳システム 

設備台帳 

21 B0202 管路台帳 

22 B0203 点検 

23 B0204 劣化診断 

24 B0205 マッピング（配水施設） 

25 B0206 マッピング（給水施設） 

26 B0299 その他業務 

27 B0301 

料金システム 

水栓及び使用者情報 

28 B0302 調定 

29 B0303 収納 

30 B0304 交渉記録 

31 B0305 メータ在庫 

32 B0306 メータ取付取外 

33 B0307 還付 

34 B0308 充当 

35 B0309 発行管理 

36 B0310 異動履歴 

37 B0311 異動受付 

38 B0312 分納誓約 

39 B0313 スマートメーター検針結果 

403

9 
B0399 その他業務 

※ 業務区分コードは、追加可能である。 
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 データ項目区分コード 

データ項目区分コードは、「公営企業会計システム」「水道施設台帳システム」「料金シス

テム」で 3分類とする。コード内容を以下に示す。(表 6-4) 

 

表 6-4:データ項目区分コード 公営企業会計システム 

No. システム 業務 
データ項目 

区分コード（8 桁） 

1 公営企業会計システム 固定資産台帳 先頭 5 桁 “D0101” 固定 

2 工事台帳 先頭 5 桁 “D0102” 固定 

3 決算 先頭 5 桁 “D0103” 固定 

4 予算関連 先頭 5 桁 “D0104” 固定 

5 執行（支払）関連 先頭 5 桁 “D0105” 固定 

6 執行（調定、収入）関連 先頭 5 桁 “D0106” 固定 

7 企業債 先頭 5 桁 “D0107” 固定 

8 貯蔵品（物品） 先頭 5 桁 “D0108” 固定 

9 固定資産償却明細 先頭 5 桁 “D0109” 固定 

10 企業債償還明細 先頭 5 桁 “D0110” 固定 

11 貯蔵品入出庫明細 先頭 5 桁 “D0111” 固定 

12 仕訳 先頭 5 桁 “D0112” 固定 

13 契約管理（案件情報） 先頭 5 桁 “D0113” 固定 

14 契約管理（案件内訳情報） 先頭 5 桁 “D0114” 固定 

15 契約管理（入札情報） 先頭 5 桁 “D0115” 固定 

16 契約管理（入札業者情報） 先頭 5 桁 “D0116” 固定 

17 契約管理（開札情報） 先頭 5 桁 “D0117” 固定 

18 契約管理（契約情報） 先頭 5 桁 “D0118” 固定 

19 水道施設台帳システム 設備台帳 先頭 5 桁 “D0201” 固定 

20 管路台帳 先頭 5 桁 “D0202” 固定 

21 点検 先頭 5 桁 “D0203” 固定 

22 劣化診断 先頭 5 桁 “D0204” 固定 

23 マッピング（配水施設） 先頭 5 桁 “D0205” 固定 

24 マッピング（給水施設） 先頭 5 桁 “D0206” 固定 

25 料金システム 水栓及び使用者情報 先頭 5 桁 “D0301” 固定 

26 調定 先頭 5 桁 “D0302” 固定 

27 収納 先頭 5 桁 “D0303” 固定 
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No. システム 業務 
データ項目 

区分コード（8 桁） 

28 交渉記録 先頭 5 桁 “D0304” 固定 

29 メータ在庫 先頭 5 桁 “D0305” 固定 

30 メータ取付取外 先頭 5 桁 “D0306” 固定 

31 料金システム 還付 先頭 5 桁 “D0307” 固定 

32 充当 先頭 5 桁 “D0308” 固定 

33 発行管理 先頭 5 桁 “D0309” 固定 

34 異動履歴 先頭 5 桁 “D0310” 固定 

35 異動受付 先頭 5 桁 “D0311” 固定 

36 分納誓約 先頭 5 桁 “D0312” 固定 

37  スマートメーター検針結果 先頭 5 桁 “D0313” 固定 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

 

公営企業会計システム 

データ項目区分コードを以下に示す。(表 6-5、表 6-6、表 6-7、表 6-8、表 6-9、表 

6-10、表 6-11、表 6-12、表 6-13、表 6-14、表 6-15、表 6-16、表 6-17、表 6-18、表 

6-19、表 6-20、表 6-21、表 6-22) 

 

表 6-5:公営企業会計システム／固定資産台帳 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0101001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID

を設定 

2 D0101002 固定資産番号 
固定資産台帳に記載の資産情報を一意に管理するための番

号 

3 D0101003 資産名称 固定資産台帳に記載の資産の名称 

4 D0101004 会計区分 固定資産台帳に記載の資産の会計区分 

5 D0101005 勘定科目名称 

固定資産台帳に記載の資産の勘定科目名称であり、公営企

業会計および事業体の財務規則に準拠した名称。公営企業

会計の財務情報との紐付けに必要。 

6 D0101006 取得年度 

固定資産台帳に記載の資産を取得した時点の年度（ISO8601

に従い YYYY） 

取得時点の年度であり、資産の工事等による設置完了時点

（供用開始）の年度とは異なる。なお、取得した年月日より

減価償却が行われるため、財務諸表作成においては必須情

報となる。 

7 D0101007 取得年月日 
固定資産台帳に記載の資産を取得した時点の日付（ISO8601

に従い設定 YYYY-MM-DD） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

取得時点の日付であり、資産の工事等による設置完了時点

（供用開始）の日付とは異なる。なお、取得した年月日より

減価償却が行われるため、財務諸表作成においては必須情

報となる。 

8 D0101008 償却開始年月日 

固定資産台帳に記載の資産の減価償却を開始した日付

（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

取得年月日より減価償却を開始するため、財務諸表を作成

する上で必須情報となる。 

9 D0101009 償却開始年度 

固定資産台帳に記載の資産の減価償却を開始した年度

（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

取得年月日より減価償却を開始するため、財務諸表を作成

する上で必須情報となる。 

10 D0101010 償却終了年度 

固定資産台帳に記載の資産の減価償却が完了する年度

（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

なお、施設の構造および法定耐用年数などから算出可能。 

11 D0101011 所在地 

固定資産台帳に記載の資産を設置する対象の施設住所。 

固定資産台帳を活用した固定資産の維持管理を行うために

必要となる情報である。 

12 D0101012 保管・設置場所 

固定資産台帳に記載の資産が設置されている施設内の詳細

な情報。 

固定資産台帳を活用した固定資産の維持管理を行うために

必要となる情報である。 

13 D0101013 所属名 固定資産台帳に記載の資産を管理する所属の名称 

14 D0101014 部門 固定資産台帳に記載の資産を管理する部門の名称 

15 D0101015 簡水区分 
固定資産台帳に記載の資産を利用する施設の区分（上水道、

簡易水道など） 

16 D0101016 資産区分 固定資産台帳に記載の資産の区分（普通財産、行政財産） 

17 D0101017 施設 固定資産台帳に記載の資産を管理する施設名称 

18 D0101018 水系 固定資産台帳に記載の資産が扱う水系名 

19 D0101019 取得原因 
固定資産台帳に記載の資産を取得した理由。例えば、購入、

交換、受贈などが取得原因となる。 

20 D0101020 構造 固定資産台帳に記載の資産の構造 

21 D0101021 形状 固定資産台帳に記載の資産の形状 

22 D0101022 寸法 固定資産台帳に記載の資産の寸法 

23 D0101023 能力 固定資産台帳に記載の資産の能力 

24 D0101024 附記 固定資産台帳に記載すべき補足情報 

25 D0101025 法定耐用年数 

固定資産台帳に記載の資産の法定耐用年数。実際の耐用年

数ではなく、会計上の耐用年数を記入すること。また、設備

台帳から固定資産台帳へ移行する資産がある場合は、残耐

用年数を設定すること。 

26 D0101026 減価償却率 

固定資産台帳に記載の資産の単一年度における減価償却を

行う率。 

帳簿価額と法定耐用年数より算出可能。 

27 D0101027 減価償却対象額 固定資産台帳に記載の資産の減価償却の対象となる価額 

28 D0101028 減価償却対象外 固定資産台帳に記載の資産の減価償却の対象外となる価額 

29 D0101029 減価償却額 

固定資産台帳に記載の資産の単一年度における減価償却を

行う額 

帳簿価額と法定耐用年数より算出可能。 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

30 D0101030 残存価額 
固定資産台帳に記載の資産が、耐用年数を経過した後に残

る価額 

31 D0101031 減価償却限度額 
固定資産台帳に記載の資産の取得価額に対して、減価償却

の限度額 

32 D0101032 減価償却方法 
固定資産台帳に記載の資産ごとの減価償却の実施方法 

（「定額法」、「定率法」など） 

33 D0101033 月割償却区分 月割償却の資産であるかの有無を管理 

34 D0101034 工事名 
固定資産台帳に記載の資産を工事にて取得した場合の工事

名称 

35 D0101035 施工者名・納入業者 
固定資産台帳に記載の資産の工事実施業者名称（工事発注

先の施工業者名称） 

36 D0101036 製造メーカー名 固定資産台帳に記載の資産の製造メーカー名 

37 D0101037 旧資産番号 

固定資産台帳に記載の資産において、受贈資産または移管

により取得した、以前の資産情報を引き継ぐために管理す

べき移管元の管理番号（内部用） 

38 D0101038 旧物件番号 

固定資産台帳に記載の資産において、受贈資産または移管

により取得した、以前の資産情報を引き継ぐために管理す

べき移管元の物件番号（内部用） 

39 D0101039 計算開始年月日 

固定資産台帳に記載の資産において、引き継いだ資産であ

る場合に、引き継ぎ先へ移管され、減価償却の計算を開始す

る日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

40 D0101040 計算開始数量 

固定資産台帳に記載の資産において、引き継いだ資産であ

る場合に、引き継ぎ先へ移管され、減価償却の計算を開始す

る数量 

41 D0101041 計算開始減価償却額 
固定資産台帳に記載の資産において、引き継いだ資産であ

る場合に、引き継ぎ先へ移管された時点での減価償却額 

42 D0101042 計算開始帳簿価額 
固定資産台帳に記載の資産において、引き継いだ資産であ

る場合に、引き継ぎ先へ移管された時点での帳簿価額 

43 D0101043 減価償却最終年度 
固定資産台帳に記載の資産において減価償却が行われる最

終年度 

44 D0101044 取得金額 固定資産台帳に記載の取得金額 

45 D0101045 リース会社名 
固定資産台帳に記載の資産がリース資産である場合のリー

ス会社名 

46 D0101046 リース資産番号 
固定資産台帳に記載の資産がリース資産である場合のリー

ス資産番号 

47 D0101047 
リース契約期間開始

年月日 

固定資産台帳に記載の資産がリース資産である場合のリー

ス契約開始日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

48 D0101048 
リース契約期間終了

年月日 

固定資産台帳に記載の資産がリース資産である場合のリー

ス契約終了日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

49 D0101049 リース資産振替 

リース資産の契約が終了し、リース資産の所有権が借手に

移管した場合、自己所有の固定資産へ振り替えたかの判定

フラグ 

50 D0101050 終了理由 資産を除却及び返却、移管した際の理由 

51 D0101051 増加減価償却費財源 資産の減価償却により増加した費用に対する財源 

52 D0101052 減少減価償却費財源 資産の減価償却により減少した費用に対する財源 

53 D0101053 増加額財源 資産を増やした際にかかった費用の財源 

54 D0101054 減少額財源 資産を減らした際にかかった費用の財源 

55 D0101055 処分額財源 資産処分にかかった費用の財源 
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コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

56 D0101056 
繰越減価償却累計額

財源 
繰越資産における減価償却累計額に対する財源額 

57 D0101057 減価償却累計額財源 減価償却累計額に対する財源額 

58 D0101058 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

59 D0101059 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

60 D0101060 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

61 D0101061 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

62 D0101062 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

63 D0101063 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

64 D0101999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-6:公営企業会計システム／工事台帳 

No. 
データ項目区分コ

ード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0102001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID

を設定 

2 D0102002 会計区分 工事の会計区分 

3 D0102003 年度 資産の工事契約時の年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

4 D0102004 所属名 
工事発注における予算執行を行った工事を管理する所属の

名称 

5 D0102005 工事番号 工事を管理するための番号 

6 D0102006 契約番号 工事発注時の契約番号 

7 D0102007 伝票番号 工事発注、契約に該当する支出伝票番号 

8 D0102008 工事件名 発注した工事の名称 

9 D0102009 工事概要 発注した工事の内容 

10 D0102010 工事種別 対象となる工事の種別（設置、撤去など） 

11 D0102011 工期始期年月日 
発注した工事を開始する年月日（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

12 D0102012 工期終期年月日 
発注した工事の終了予定の年月日。変更する場合は、契約変

更を含め更新すること（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

13 D0102013 税込契約額 工事請負業者との契約金額（税込） 

14 D0102014 消費税額 工事請負業者との契約金額のうち消費税額 

15 D0102015 監督員 工事の監督員の氏名または管理所属名 

16 D0102016 請負業者 工事請負業者の名称 

17 D0102017 検査依頼年月日 
工事に対する検査依頼日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

18 D0102018 検査年月日 工事に対する検査日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

19 D0102019 検査員 検査を実施者の氏名または管理所属名 

20 D0102020 予算科目名称 工事発注における執行予算科目 
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データ項目区分コ

ード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

21 D0102021 工事費（補助） 工事にかかる費用のうち補助費 

22 D0102022 工事費（単独） 工事にかかる費用のうち単独費 

23 D0102023 年割額 
一つの契約対して複数年契約だった場合の各年度ごとの執

行額 

24 D0102024 請負年月日 工事を請負った日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

25 D0102025 修繕費 工事内容が「修繕」である場合の費用 

26 D0102026 修繕引当金 修繕にかかる費用の引当額 

27 D0102027 前金払支払額 工事開始に伴う前払金 

28 D0102028 支払額 工事にかかる支払額 

29 D0102029 支払残額 工事完了までの残額 

30 D0102030 前金払支払年月日 前払完了の日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

31 D0102031 通常支払年月日 通常の支払い完了日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

32 D0102032 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

33 D0102033 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

34 D0102034 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

35 D0102035 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

36 D0102036 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

37 D0102037 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

38 D0102999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-7:公営企業会計システム／決算 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0103001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID

を設定 

2 D0103002 年度 決算対象の年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

3 D0103003 年月 決算対象の年月（ISO8601 YYYYMM） 

4 D0103004 会計区分 決算対象の会計区分 

5 D0103005 予算科目名称 予算科目該当する科目名称 

6 D0103006 当初予算額 1 会計年度における当初予算の金額 

7 D0103007 補正予算額 1 会計年度における補正予算の金額 

8 D0103008 財源充当額 1 会計年度中の財源充当額 

9 D0103009 予備費支出額 1 会計年度中の予備費からの支出 

10 D0103010 流用増減額 1 会計年度中の流用額の増減金額（科目間での予算移行） 

11 D0103011 支出額 1 会計年度中の支出額の累計 

12 D0103012 繰越額 翌年度への繰越額 

13 D0103013 不用額 予算額のうち使用していない予算額 



 

92 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

No. 
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コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

14 D0103014 未処分利益剰余金 使途が定まっていない利益 

15 D0103015 利益剰余金処分額 上記金額の処理した金額 

16 D0103016 
翌年度繰越利益剰余

金 
未処理利益剰余金で翌年度へ繰越した金額 

17 D0103017 一時借入金 事業体が一時借入した金額 

18 D0103018 
一時借入金前年度末

残高 
事業体が一時借入した金額の前年度末時点での残高 

19 D0103019 
本年度借入金残高最

高額 
年度中の借入残高の最高金額 

20 D0103020 本年度末残高 年度末時点の借入金の残高 

21 D0103021 企業債発行総額 年度中の企業債発行総額 

22 D0103022 当年度償還高 当年度に企業債の償還した金額 

23 D0103023 償還高累計 企業債の償還した金額の累計 

24 D0103024 未償還残高 償還していない残高 

25 D0103025 収益的収入累計 年度末時点での収益的収入額の累計金額 

26 D0103026 収益的支出累計 年度末時点での収益的支出額の累計金額 

27 D0103027 その他営業収益 給水収益以外で営業による収益 

28 D0103028 その他営業外収益 給水収益、営業以外の収益 

29 D0103029 特別利益 事業体の単一年度における特別利益 

30 D0103030 純利益 事業体の年度末時点の純利益 

31 D0103031 引当金 事業体の単一年度における引当金の累計 

32 D0103032 不良債権 事業体の年度末時点の不良債権の額 

33 D0103033 企業債残高 事業体の年度末時点の企業債残高 

34 D0103034 繰入金 会計間の繰入金 

35 D0103035 受水費 用水事業者より水を購入した際の費用 

36 D0103036 固定資産額累計 年度末時点の固定資産の累計額 

37 D0103037 減価償却費累計 年度末時点の減価償却額の累計 

38 D0103038 水道料金収入累計 単一年度における水道料金収入額の累計 

39 D0103039 長期前受金戻入累計 単一年度における長期前受金の戻入累計額 

40 D0103040 人件費累計 単一年度における人件費累計 

41 D0103041 修繕費累計 単一年度における修繕費累計 

42 D0103042 委託費累計 単一年度における委託費累計 

43 D0103043 国庫補助金累計 単一年度における国庫補助金累計 

44 D0103044 負担金累計 単一年度における負担金累計 

45 D0103045 建設改良費等累計 単一年度における建設改良費などの累計 

46 D0103046 内部留保金 年度末時点の内部留保金の累計 

47 D0103047 繰越財源 年度末時点の繰越財源の累計 

48 D0103048 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

49 D0103049 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

50 D0103050 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

51 D0103051 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

52 D0103052 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

53 D0103053 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

54 D0103999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-8:公営企業会計システム／予算関連 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0104001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID

を設定 

2 D0104002 会計区分 予算の会計区分 

3 D0104003 年度 
予算執行等が発生した会計年度（ISO8601 に従い設定 

YYYY） 

4 D0104004 所属名 予算の管理所属名 

5 D0104005 予算書番号 予算要求及び予算追加の際に採番される決議番号 

6 D0104006 内訳番号 上記番号の明細数に応じて採番される内訳番号 

7 D0104007 予算科目名称 予算科目該当する科目名称 

8 D0104008 件名 予算決議書に記載する伺い件名 

9 D0104009 予算金額 科目（役割）ごとに配分された予算額 

10 D0104010 令達済予算額 予算管理所属より執行所属へ令達（配当）された予算額 

11 D0104011 補正予算額 1 会計年度における補正予算の金額  

12 D0104012 流用増減額 1 会計年度中の流用額の増減金額（科目間での予算移行）  

13 D0104013 執行済額 
予算を管理する所属より執行所属へ令達された予算で、既

に支出等を行った額 

14 D0104014 予算残高 会計年度中の所属ごとの予算残額を管理する額 

15 D0104015 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

16 D0104016 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

17 D0104017 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

18 D0104018 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

19 D0104019 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

20 D0104020 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

21 D0104999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-9:公営企業会計システム／執行（支払）関連 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0105001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID

を設定 

2 D0105002 会計区分 予算執行の会計区分 

3 D0105003 年度 予算執行等が発生した会計年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

4 D0105004 所属名 予算の執行所属名 

5 D0105005 調書番号 予算執行時の決議番号 

6 D0105006 内訳番号 決議書の明細数（内訳番号） 

7 D0105007 資金番号 執行予算の資金管理との紐付け番号 

8 D0105008 件名 支払いに伴う決議起票時の件名 

9 D0105009 起票年月日 調定決議を起票した日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

10 D0105010 支払予定年月日 支払予定日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

11 D0105011 支払年月日 
執行（支出）が完了した日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

12 D0105012 予算科目名称 支払いに関する名目を分類するための予算科目名称 

13 D0105013 勘定科目名称 支払いに関する名目を分類するための勘定科目名称 

14 D0105014 取引先名 取引先事業者名称 

15 D0105015 代表者名 取引先事業者の代表者名称 

16 D0105016 住所 取引先事業者の住所。全て全角文字で設定。 

17 D0105017 郵便番号 取引先事業者の郵便番号 

18 D0105018 電話番号 取引先事業者の電話番号 

19 D0105019 FAX 番号 取引先事業者の FAX 番号 

20 D0105020 取引先金融機関コード 
取引先事業者の銀行本店および支店。ゆうちょ銀行の場合は

振込用の店名を支店コードに設定 

21 D0105021 取引先預金種目区分 
取引先事業者の口座預金種目（例：普通、当座）ゆうちょ銀

行の場合は振込用の預金種目を設定 

22 D0105022 取引先口座番号 
取引先事業者の口座番号（振込先）ゆうちょ銀行の場合は振

込用の口座番号を設定 

23 D0105023 取引先カナ口座名義人 取引先事業者のカナ口座名義人（半角カナ 30 文字） 

24 D0105024 金額 振込金額（支払い金額） 

25 D0105025 消費税額 振込金額（支払い金額）のうちの税金額 

26 D0105026 税区分 振込金額（支払い金額）の消費税税区分 

27 D0105027 税率 振込金額（支払い金額）における現在適用する税率 

28 D0105028 摘要 支払いの理由等 

29 D0105029 支払方法 口座振替や請求書払いなどの支払方法を設定 

30 D0105030 決裁区分 
決裁の未/済の状態を判定する（支払日が当日より過ぎている

場合でも判定可能） 

31 D0105031 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

32 D0105032 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

33 D0105033 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 
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34 D0105034 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

35 D0105035 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

36 D0105036 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

37 D0105999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-10:公営企業会計システム／執行（調定、収入）関連 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0106001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0106002 会計区分 予算執行の会計区分 

3 D0106003 年度 予算執行等が発生した会計年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

4 D0106004 所属名 予算の執行所属名 

5 D0106005 調書番号 調定決議単位で管理する番号 

6 D0106006 内訳番号 調定決議における明細（内訳番号） 

7 D0106007 被調書番号 調定の振替用の管理番号 

8 D0106008 被内訳番号番号 調定の振替用の管理内訳番号 

9 D0106009 起票年月日 調定決議を起票した日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

10 D0106010 振替年月日 調定日もしくは収納日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

11 D0106011 納入期限年月日 調定の納入期限（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

12 D0106012 件名 調定に伴う決議起票時の件名 

13 D0106013 通知番号 納入通知書の発行番号 

14 D0106014 納通出力区分 納入通知書発行に関する区分（発行する・発行しない） 

15 D0106015 決裁年月日 調定決議の決裁日（ISO8601に従い設定 YYYY-MM-DD） 

16 D0106016 更新回数 伝票の更新回数 

17 D0106017 振替先勘定科目名称 調定決議発行時の前受金など勘定科目振替時の先科目名称 

18 D0106018 振替先科目名称 調定決議発行時の前受金など勘定科目振替時の先科目名称 

19 D0106019 税区分 調定額や収入額の消費税区分 

20 D0106020 税率 調定額や収入額における現在適用する税率 

21 D0106021 原調定月（年） 調定決議を起こした年（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

22 D0106022 原調定月（月） 調定決議を起こした月（MM） 

23 D0106023 税込金額 徴収した料金の税込み金額 

24 D0106024 消費税額 徴収した料金のうちの税金額 

25 D0106025 調定額 収納予定の金額 

26 D0106026 収納済額 収納完了時の実績額 

27 D0106027 件数 徴収した世帯数（調定内訳件数） 
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コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

28 D0106028 収納方法 収納方法を示す区分 

29 D0106029 年度区分 未収金科目の年度を示す区分（例：現年度、過年度） 

30 D0106030 支払方法 
料金支払い者の支払方法（口座振替、クレジットカード、納付

書など） 

31 D0106031 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

32 D0106032 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

33 D0106033 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

34 D0106034 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ ISO8601 に従い設定  YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

35 D0106035 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

36 D0106036 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

37 D0106999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-11:公営企業会計システム／企業債 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0107001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0107002 会計区分 企業債の会計区分 

3 D0107003 年度 企業債の登録年度（ISO8601に従い設定 YYYY） 

4 D0107004 起債番号 企業債を一意に管理するための番号 

5 D0107005 分割元番号 企業債の分割元番号 

6 D0107006 仮登録区分 登録した企業債の「仮登録・本登録」を管理する区分 

7 D0107007 起債の種類区分 起債の種類「通常、前借、本借」を管理する区分 

8 D0107008 証書番号 企業債の証書番号 

9 D0107009 起債の目的 企業債の借入目的 

10 D0107010 許可年月日 企業債の許可日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

11 D0107011 借入形式区分 企業債の借入形式の区分 

12 D0107012 許可番号 企業債の借入許可番号 

13 D0107013 借入年月日 企業債の借入日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

14 D0107014 償還方法区分 企業債の償還方法の区分 

15 D0107015 金利形式区分 企業債の金利形式の区分 

16 D0107016 資金使途 企業債の資金使途 

17 D0107017 上期償還月日 企業債の上期償還日（MM-DD） 

18 D0107018 下期償還月日 企業債の下期償還日（MM-DD） 

19 D0107019 第 1 回目償還年月日 企業債の第１回償還日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

20 D0107020 据置終了年月日 企業債の据置終了日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

21 D0107021 据置回数 企業債の据置回数 
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22 D0107022 最終償還年月日 企業債の最終償還日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

23 D0107023 償還回数 企業債の償還回数 

24 D0107024 元金端数処理区分 企業債の元金端数処理区分 

25 D0107025 元金端数単位区分 企業債の元金端数単位区分 

26 D0107026 元金端数調整区分 企業債の元金端数調整区分 

27 D0107027 一般会計繰入率 企業債の一般会計繰入率 

28 D0107028 備考 1 企業債の備考１ 

29 D0107029 備考 2 企業債の備考２ 

30 D0107030 手数料（元利元金） 企業債の手数料（元利元金） 

31 D0107031 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

32 D0107032 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

33 D0107033 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

34 D0107034 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ ISO8601 に従い設定  YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

35 D0107035 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

36 D0107036 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

37 D0107999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-12:公営企業会計システム／貯蔵品（物品） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0108001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0108002 会計区分 貯蔵品の会計区分 

3 D0108003 年度 予算執行等が発生した会計年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

4 D0108004 所属名 予算の執行所属名 

5 D0108005 貯蔵品管理番号 取得した貯蔵品（物品）の管理番号 

6 D0108006 伝票番号 貯蔵品を取得した際の支払伝票番号 

7 D0108007 明細番号 取得時の伝票内訳番号 

8 D0108008 出庫種別 出庫の種別を記録する項目（例：出庫、売却、返品） 

9 D0108009 分類 物品の分類名称（庁舎用具-長机など） 

10 D0108010 品名 分類に該当する物品の品名 

11 D0108011 規格（形質／寸法） 分類に該当する物品の規格 

12 D0108012 保管場所名 物品の保管場所の名称 

13 D0108013 単価 物品を購入した際の単価 

14 D0108014 数量 １伝票における物品取得数量 

15 D0108015 単位 数量をカウントする単位 
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16 D0108016 金額 １伝票における取得時の支払金額 

17 D0108017 摘要 物品取得における補足事項や取得理由など 

18 D0108018 入庫年月日 
物品を取得（入庫）した日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

19 D0108019 予算科目名称 取引した際に発生した費用等を仕分けるための予算科目名称 

20 D0108020 口座連番 取引先の口座連番 

21 D0108021 取引先履歴番号 取引先との履歴番号 

22 D0108022 口座履歴番号 口座履歴番号 

23 D0108023 銀行履歴番号 銀行履歴番号 

24 D0108024 銀行支店履歴番号 銀行支店履歴番号 

25 D0108025 消費税率 取引した金額の消費税率 

26 D0108026 税込金額 取引時の税込み金額（受贈などの場合は０とする） 

27 D0108027 税抜金額 取引時の税抜き金額 

28 D0108028 消費税額 金額のうち税額 

29 D0108029 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

30 D0108030 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

31 D0108031 登録処理 ID 当初登録システム処理者 ID 

32 D0108032 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ ISO8601 に従い設定  YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

33 D0108033 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

34 D0108034 更新処理 ID 最終更新システム処理者 ID 

35 D0108999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-13:公営企業会計システム／固定資産償却明細 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0109001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0109002 会計区分 固定資産の会計区分 

3 D0109003 固定資産番号 固定資産台帳に記載の資産情報を一意に管理するための番号 

4 D0109004 財源コード 固定資産償還明細の財源のコード 

5 D0109005 沿革番号 固定資産償還明細の資産の沿革番号 

6 D0109006 償却番号 固定資産償還明細の資産の償却番号 

7 D0109007 異動年度 固定資産償還明細の資産を変更した異動年度 

8 D0109008 異動年月日 
固定資産償還明細の資産を変更した異動年月日（ISO8601 に従

い設定 YYYY-MM-DD） 

9 D0109009 経過年数 固定資産償還明細の資産の経過年数 

10 D0109010 異動区分 固定資産償還明細の資産の異動区分 
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11 D0109011 増加数量 固定資産償還明細の資産の増加数量 

12 D0109012 帳簿原価（借方） 固定資産償還明細の資産の帳簿原価（借方） 

13 D0109013 減少数量 固定資産償還明細の資産の減少数量 

14 D0109014 帳簿原価（貸方） 固定資産償還明細の資産の帳簿原価（貸方） 

15 D0109015 数量残高 固定資産償還明細の資産の数量残高 

16 D0109016 帳簿原価残高 固定資産償還明細の資産の帳簿原価残高 

17 D0109017 減価償却累計（借方） 固定資産償還明細の資産の減価償却累計（借方） 

18 D0109018 減価償却累計（貸方） 固定資産償還明細の資産の減価償却累計（貸方） 

19 D0109019 減価償却累計残高 固定資産償還明細の資産の減価償却累計残高 

20 D0109020 減価償却額 固定資産償還明細の資産の減価償却額 

21 D0109021 残存価額 固定資産償還明細の資産の残存価額 

22 D0109022 減価償却限度額 固定資産償還明細の資産の減価償却限度額 

23 D0109023 当年度減価償却額 固定資産償還明細の資産の当年度減価償却額 

24 D0109024 帳簿価額 固定資産償還明細の資産の帳簿価額 

25 D0109025 売却金額 固定資産償還明細の資産の売却金額 

26 D0109026 処分金額 固定資産償還明細の資産の処分金額 

27 D0109027 償却内容 固定資産償還明細の資産の償却内容 

28 D0109028 直接減損（借方） 固定資産償還明細の資産の直接減損（借方） 

29 D0109029 直接減損（貸方） 固定資産償還明細の資産の直接減損（貸方） 

30 D0109030 直接減損累計額 固定資産償還明細の資産の直接減損累計額 

31 D0109031 間接減損（借方） 固定資産償還明細の資産の間接減損（借方） 

32 D0109032 間接減損（貸方） 固定資産償還明細の資産の間接減損（貸方） 

33 D0109033 間接減損累計額 固定資産償還明細の資産の間接減損累計額 

34 D0109034 追加区分 固定資産償還明細の資産の追加区分 

35 D0109035 特別償却（借方） 固定資産償還明細の資産の特別償却（借方） 

36 D0109036 特別償却（貸方） 固定資産償還明細の資産の特別償却（貸方） 

37 D0109037 特別償却累計 固定資産償還明細の資産の特別償却累計 

38 D0109038 段数 固定資産償還明細の資産の段数 

39 D0109039 管路分類 固定資産償還明細の資産の管路分類 

40 D0109040 管種区分 固定資産償還明細の資産の管種 

41 D0109041 口径区分 固定資産償還明細の資産の口径 

42 D0109042 処理年月日 
固定資産償還明細の資産の処理年月日（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

43 D0109043 摘要 固定資産償還明細の資産の摘要 

44 D0109044 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

45 D0109045 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 
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46 D0109046 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

47 D0109047 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定  YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

48 D0109048 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

49 D0109049 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

50 D0109999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-14:公営企業会計システム／企業債償還明細 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0110001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0110002 会計区分 企業債の会計区分 

3 D0110003 年度 企業債の登録年度（ISO8601に従い設定 YYYY） 

4 D0110004 起債番号 企業債を一意に管理するための番号 

5 D0110005 分類番号 企業債の分類番号 

6 D0110006 明細行番号 企業債の明細行番号 

7 D0110007 場所区分 企業債の場所を管理する区分 

8 D0110008 事業区分 企業債の事業を管理する区分 

9 D0110009 目的区分 企業債の借入目的を管理する区分 

10 D0110010 償還年度 企業債の償還年度（ISO8601に従い設定 YYYY） 

11 D0110011 償還年月日 企業債の償還年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

12 D0110012 上期下期フラグ 償還日の上期下期フラグ 

13 D0110013 処理区分 企業債の処理区分（借入、償還） 

14 D0110014 借入額 企業債の借入額（処理区分が借入時のみ） 

15 D0110015 未償還元金 企業債の償還年月日における未償還元金 

16 D0110016 償還元金 企業債の償還年月日における償還元金 

17 D0110017 丸め桁数 償還元金の丸め桁数 

18 D0110018 償還利子 企業債の償還年月日における償還利子 

19 D0110019 元金手数料 企業債の償還年月日における元金手数料 

20 D0110020 利子手数料 企業債の償還年月日における利子手数料 

21 D0110021 一般会計繰入金 企業債の償還年月日における一般会計繰入金 

22 D0110022 借入先コード 企業債の借入先コード 

23 D0110023 起債の種類区分 企業債の起債の種類区分（通常、前借、本借） 

24 D0110024 借入利率 企業債の借入利率 

25 D0110025 データ更新区分 手修正したか否か 

26 D0110026 端数処理フラグ 複数内訳時に端数調整の対象か否か 
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27 D0110027 メモ 1 メモ 1 

28 D0110028 メモ 2 メモ 2 

29 D0110029 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

30 D0110030 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

31 D0110031 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

32 D0110032 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定  YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

33 D0110033 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

34 D0110034 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

35 D0110999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-15:公営企業会計システム／貯蔵品入出庫明細 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0111001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0111002 会計区分 入出庫の執行会計区分 

3 D0111003 年度 入出庫年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

4 D0111004 貯蔵番号 貯蔵品を管理する番号 

5 D0111005 業務区分 業務区分（入庫、出庫等） 

6 D0111006 出庫種別区分 出庫の種別を記録する項目（例：出庫、売却、返品） 

7 D0111007 起票年月日 入出庫日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

8 D0111008 支払年月日 支払日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

9 D0111009 科目コード 会計連携時の仕訳を管理するコード 

10 D0111010 消費税率 取引した金額の消費税率 

11 D0111011 税込金額 取引時の税込み金額（受贈などの場合は０とする） 

12 D0111012 税抜金額 取引時の税抜き金額 

13 D0111013 消費税額 金額のうち税額 

14 D0111014 摘要 1 摘要 1 

15 D0111015 摘要 2 摘要 2 

16 D0111016 摘要 3 摘要 3 

17 D0111017 摘要 4 摘要 4 

18 D0111018 摘要 5 摘要 5 

19 D0111019 データ連携区分 会計へ連携したか否か 

20 D0111020 連携伝票番号 会計へ連携した際の伝票番号 

21 D0111021 明細番号 会計へ連携した際の明細番号 

22 D0111022 分類 貯蔵品の分類名 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

23 D0111023 品名 貯蔵品の品名 

24 D0111024 規格（形質／寸法） 貯蔵品の規格 

25 D0111025 保管場所 貯蔵品の保管場所 

26 D0111026 単価 入出庫単価 

27 D0111027 数量 入出庫数量 

28 D0111028 単位 数量をカウントする単位（日本語） 

29 D0111029 金額 入出庫金額 

30 D0111030 摘要 明細ごとの備考 

31 D0111031 
入庫年月日（先入先

出） 

先入れ先出し法で出庫した場合、対象の貯蔵品の入庫日

（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

32 D0111032 
入庫会計区分（先入先

出） 
先入れ先出し法で出庫した場合、対象の貯蔵品の会計区分 

33 D0111033 入庫年度（先入先出） 
先入れ先出し法で出庫した場合、対象の貯蔵品の入出庫年度

（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

34 D0111034 
入庫貯蔵番号（先入先

出） 
先入れ先出し法で出庫した場合、対象の貯蔵品を管理する番号 

35 D0111035 登録年月日時刻 
当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

36 D0111036 登録者 ID 当初登録システム利用者 ID 

37 D0111037 登録処理 ID 当初登録システム処理 ID 

38 D0111038 更新年月日時刻 
更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定  YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

39 D0111039 最終更新者 ID 最終更新システム利用者 ID 

40 D0111040 更新処理 ID 最終更新システム処理 ID 

41 D0111999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-16:公営企業会計システム／仕訳 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0112001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0112002 年度 予算執行等が発生した会計年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

3 D0112003 会計区分 予算の執行会計区分 

4 D0112004 所属名 予算の執行所属名 

5 D0112005 調書名 調書の種類（例：支払伝票、収入伝票） 

6 D0112006 調書番号 予算執行時の決議番号 

7 D0112007 内訳番号 決議書の明細数（内訳番号） 

8 D0112008 内訳番号枝番 内訳内の仕訳発生順 

9 D0112009 被調書番号 負担行為等の関連する元調書番号 

10 D0112010 被内訳番号 負担行為等の関連する元調書番号に付帯する内訳番号 

11 D0112011 共通番号 伝票管理の共通番号 



 

103 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

12 D0112012 仕訳年月日 仕訳の確定日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

13 D0112013 決裁年月日 伝票の決裁日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

14 D0112014 原調定月（年） 調定決議を起こした年（ISO8601 YYYY） 

15 D0112015 原調定月（月） 調定決議を起こした月（MM） 

16 D0112016 借方－分類区分１ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

17 D0112017 借方－分類区分２ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

18 D0112018 借方－分類区分３ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

19 D0112019 借方－分類区分４ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

20 D0112020 
借方－予算科目コー

ド 
予算科目コード（款／項／目／節／細節） 

21 D0112021 借方－予算科目名称 予算科目名称 

22 D0112022 
借方－勘定科目コー

ド 
勘定科目コード（款／項／目／節／細節） 

23 D0112023 借方－勘定科目名称 勘定科目名称 

24 D0112024 借方－税区分 消費税の種類を判定する区分（例：課税、非課税、不課税） 

25 D0112025 借方－消費税率 適用する税率 

26 D0112026 借方－予算執行区分 予算執行有無を表す区分（例：要、不要） 

27 D0112027 借方－決算整理区分 決算整理伝票を表す区分 

28 D0112028 借方－収支方法 支払方法・収納方法を指定 

29 D0112029 借方－税抜金額 税抜執行額 

30 D0112030 借方－税込金額 税込執行額 

31 D0112031 借方－消費税額 執行額のうち税金額 

32 D0112032 貸方－分類区分１ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

33 D0112033 貸方－分類区分２ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

34 D0112034 貸方－分類区分３ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

35 D0112035 貸方－分類区分４ 事業等分類区分（セグメント、事業、財源の分類） 

36 D0112036 
貸方－予算科目コー

ド 
予算科目コード（款／項／目／節／細節） 

37 D0112037 貸方－予算科目名称 予算科目名称 

38 D0112038 
貸方－勘定科目コー

ド 
勘定科目コード（款／項／目／節／細節） 

39 D0112039 貸方－勘定科目名称 勘定科目名称 

40 D0112040 貸方－税区分 消費税の種類を判定する区分（例：課税、非課税、不課税） 

41 D0112041 貸方－消費税率 適用する税率 

42 D0112042 貸方－予算執行区分 予算執行有無を表す区分（例：要、不要） 

43 D0112043 貸方－決算整理区分 決算整理伝票を表す区分 

44 D0112044 貸方－収支方法 支払方法・収納方法を指定 

45 D0112045 貸方－税抜金額 税抜執行額 

46 D0112046 貸方－税込金額 税込執行額 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

47 D0112047 貸方－消費税額 執行額のうち税金額 

48 D0112048 件名 調書に対する件名 

49 D0112049 摘要 調書に対する摘要欄内容 

50 D0112050 取引先コード 取引先事業者のコード 

51 D0112051 取引先取引先名 取引先事業者名称 

52 D0112052 取引先代表者名 取引先事業者の代表者名称 

53 D0112053 取引先郵便番号 取引先事業者の郵便番号 

54 D0112054 取引先住所 取引先事業者の住所 

55 D0112055 取引先電話番号 取引先事業者の電話番号 

56 D0112056 取引先 FAX 番号 取引先事業者の FAX 番号 

57 D0112057 
取引先金融機関コー

ド 

取引先事業者の銀行本店および支店。ゆうちょ銀行の場合は振

込用の店名を支店コードに設定 

58 D0112058 取引先預金種目区分 
取引先事業者の口座預金種目（例：普通、当座）ゆうちょ銀行

の場合は振込用の預金種目を設定 

59 D0112059 取引先口座番号 
取引先事業者の口座番号（振込先）ゆうちょ銀行の場合は振込

用の口座番号を設定 

60 D0112060 
取引先カナ口座名義

人 
取引先事業者のカナ口座名義人（半角カナ 30 文字） 

61 D0112061 
取引先課税・免税事業

者区分 
取引先事業者の課税・免税事業者区分 

62 D0112062 決裁区分 決裁の未/済の状態を判定する（確定か仮登録かを判定） 

63 D0112063 登録年月日時刻 
調書の当初作成年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss） 

64 D0112064 登録者 ID 調書の当初起票者システム利用者 ID 

65 D0112065 登録処理 ID 調書の当初起票者システム処理 ID 

66 D0112066 更新年月日時刻 
調書の更新年月日および時刻（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

67 D0112067 最終更新者 ID 最終更新者システム利用者 ID 

68 D0112068 更新処理 ID 調書の最終更新システム処理 ID 

69 D0112999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-17:公営企業会計システム／契約管理（案件情報） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0113001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0113002 契約番号 契約（案件）を管理する番号 

3 D0113003 契約区分 契約区分（当初契約、変更契約） 

4 D0113004 契約分割区分 分割契約の区分（単独、分割） 

5 D0113005 発注年度 契約（案件）の発生年度（ISO8601 に従い設定 YYYY） 

6 D0113006 業務区分 工事、物品、委託等 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

7 D0113007 担当部課コード 契約（案件）の担当部課コード 

8 D0113008 契約方法 契約方法（一般競争入札、指名競争入札等） 

9 D0113009 件名 契約（案件）の件名 

10 D0113010 工事場所・納品場所 契約（案件）の場所 

11 D0113011 業種コード 
契約（案件）の業種（工事の場合、土木一式工事、建築一式工

事等） 

12 D0113012 部分払 契約（案件）の部分払 

13 D0113013 起案年月日 契約（案件）の起案日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

14 D0113014 予定工期開始年月日 
契約（案件）の工期の開始日（予定日）（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

15 D0113015 予定工期終了年月日 
契約（案件）の工期の終了日（予定日）（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

16 D0113016 予定工期日数 
契約（案件）の工期の日数（予定日）（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

17 D0113017 ステータス 契約（案件）の状態を管理するステータス 

18 D0113018 入札保証金 契約（案件）の入札補償金 

19 D0113019 概要 契約（案件）の概要 

20 D0113020 職員 1 課 総括監督員の課名 

21 D0113021 職員 1 役職 総括監督員の役職名 

22 D0113022 職員 1 職員 総括監督員の氏名 

23 D0113023 職員 2 課 主任監督員の課名 

24 D0113024 職員 2 役職 主任監督員の役職名 

25 D0113025 職員 2 職員 主任監督員の氏名 

26 D0113026 職員 3 課 監督員の課名 

27 D0113027 職員 3 役職 監督員の役職名 

28 D0113028 職員 3 職員 監督員の氏名 

29 D0113029 登録年月日時刻 
契約（案件）の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

30 D0113030 登録者 ID 契約（案件）の登録システム利用者 ID 

31 D0113031 登録処理 ID 契約（案件）の登録システム処理 ID 

32 D0113032 最終更新年月日時刻 
契約（案件）の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

33 D0113033 最終更新者 ID 契約（案件）の最終更新システム利用者 ID 

34 D0113034 更新処理 ID 契約（案件）の更新システム処理 ID 

35 D0113999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-18:公営企業会計システム／契約管理（案件内訳情報） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0114001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

2 D0114002 契約番号 契約（案件）を管理する番号 

3 D0114003 SEQ 番号 内訳を管理する番号 

4 D0114004 会計区分 予算を執行する会計区分 

5 D0114005 予算課 予算を執行する課名 

6 D0114006 予算科目 予算の科目名 

7 D0114007 担当係 契約（案件）の担当係 

8 D0114008 設計額 契約（案件）の設計金額 

9 D0114009 設計額（税額） 契約（案件）の設計金額（税額） 

10 D0114010 登録年月日時刻 
契約（案件）の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

11 D0114011 登録者 ID 契約（案件）の登録システム利用者 ID 

12 D0114012 登録処理 ID 契約（案件）の登録システム処理 ID 

13 D0114013 最終更新年月日時刻 
契約（案件）の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

14 D0114014 最終更新者 ID 契約（案件）の最終更新システム利用者 ID 

15 D0114015 更新処理 ID 契約（案件）の更新システム処理 ID 

16 D0114999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-19:公営企業会計システム／契約管理（入札情報） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0115001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0115002 契約番号 契約（案件）を管理する番号 

3 D0115003 入札予定年月日 契約（案件）の入札予定日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

4 D0115004 入札予定場所 契約（案件）の入札予定場所 

5 D0115005 入札年月日 契約（案件）の入札日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

6 D0115006 入札場所 契約（案件）の入札場所 

7 D0115007 公告年月日 
契約（案件）の公告日／公示日等（ISO8601 に従い設定 YYYY-

MM-DD） 

8 D0115008 
技術資料受付開始日

時 

契約（案件）の技術資料受付開始日時（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss） 

9 D0115009 
技術資料受付締切日

時 

契約（案件）の技術資料受付締切日時（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss） 

10 D0115010 質問提出期限 契約（案件）の質問提出期限 

11 D0115011 見積書提出期限 契約（案件）の見積書提出期限 

12 D0115012 予定価格 契約（案件）の予定価格 

13 D0115013 比較予定価格 契約（案件）の比較予定価格 

14 D0115014 制限価格 契約（案件）の制限価格 

15 D0115015 比較制限価格 契約（案件）の比較制限価格 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

16 D0115016 調査価格 契約（案件）の調査価格 

17 D0115017 比較調査価格 契約（案件）の比較調査価格 

18 D0115018 指名審査管理番号 契約（案件）の指名審査管理番号 

19 D0115019 登録年月日時刻 
契約（案件）の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

20 D0115020 登録者 ID 契約（案件）の登録システム利用者 ID 

21 D0115021 登録処理 ID 契約（案件）の登録システム処理 ID 

22 D0115022 最終更新年月日時刻 
契約（案件）の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

23 D0115023 最終更新者 ID 契約（案件）の最終更新システム利用者 ID 

24 D0115024 更新処理 ID 契約（案件）の更新システム処理 ID 

25 D0115999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-20:公営企業会計システム／契約管理（入札業者情報） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0116001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0116002 契約番号 契約（案件）を管理する番号 

3 D0116003 SEQ 番号 内訳を管理する番号 

4 D0116004 業者 業者名 

5 D0116005 信用度 業者の信用度 

6 D0116006 手持工事状況 業者の手持工事状況 

7 D0116007 地理的条件 業者の地理的条件 

8 D0116008 同種工事の施工実績 業者の同種工事の施工実績 

9 D0116009 技術者の工事経験 業者の技術者の工事経験 

10 D0116010 技術者の資格 業者の技術者の資格 

11 D0116011 技術者適正 業者の技術者適正 

12 D0116012 社会的要因 業者の社会的要因 

13 D0116013 一般競争参加資格 業者の一般競争参加資格 

14 D0116014 
参加希望者一覧表備

考 
業者の参加希望者一覧表備考 

15 D0116015 参加資格無の理由 業者の参加資格無の理由 

16 D0116016 選考理由 業者の選考理由 

17 D0116017 登録年月日時刻 
契約（案件）の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

18 D0116018 登録者 ID 契約（案件）の登録システム利用者 ID 

19 D0116019 登録処理 ID 契約（案件）の登録システム処理 ID 

20 D0116020 最終更新年月日時刻 
契約（案件）の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

21 D0116021 最終更新者 ID 契約（案件）の最終更新システム利用者 ID 

22 D0116022 更新処理 ID 契約（案件）の更新システム処理 ID 

23 D0116999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

 

 

 

 

 

表 6-21:公営企業会計システム／契約管理（開札情報） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0117001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0117002 契約番号 契約（案件）を管理する番号 

3 D0117003 入札回数 入札回数 

4 D0117004 SEQ 番号 内訳を管理する番号 

5 D0117005 業者 業者名 

6 D0117006 入札金額 業者の入札金額 

7 D0117007 落札区分 落札対象か否か 

8 D0117008 記事 入札のコメント（辞退、失格等） 

9 D0117009 登録年月日時刻 
契約（案件）の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

10 D0117010 登録者 ID 契約（案件）の登録システム利用者 ID 

11 D0117011 登録処理 ID 契約（案件）の登録システム処理 ID 

12 D0117012 最終更新年月日時刻 
契約（案件）の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

13 D0117013 最終更新者 ID 契約（案件）の最終更新システム利用者 ID 

14 D0117014 更新処理 ID 契約（案件）の更新システム処理 ID 

15 D0117999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-22:公営企業会計システム／契約管理（契約情報） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0118001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の ID を

設定 

2 D0118002 契約番号 契約（案件）を管理する番号 

3 D0118003 契約内訳番号 内訳を管理する番号 

4 D0118004 契約区分 契約区分（当初契約、変更契約） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

5 D0118005 件名 契約（案件）の件名 

6 D0118006 工事場所・納品場所 契約（案件）の場所 

7 D0118007 業者 契約した業者名 

8 D0118008 契約額（税込） 契約（案件）の契約額（税込） 

9 D0118009 消費税額 契約（案件）の契約額（税額） 

10 D0118010 契約保証 契約（案件）の契約保証 

11 D0118011 契約予定年月日 契約（案件）の契約予定日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

12 D0118012 契約年月日 契約（案件）の契約日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

13 D0118013 工期開始年月日 契約（案件）の工期開始日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

14 D0118014 工期終了年月日 契約（案件）の工期終了日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

15 D0118015 日数 契約（案件）の工期日数 

16 D0118016 概要 契約（案件）の概要 

17 D0118017 変更理由 契約（案件）の変更理由 

18 D0118018 登録年月日時刻 
契約（案件）の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

19 D0118019 登録者 ID 契約（案件）の登録システム利用者 ID 

20 D0118020 登録処理 ID 契約（案件）の登録システム処理 ID 

21 D0118021 最終更新年月日時刻 
契約（案件）の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

22 D0118022 最終更新者 ID 契約（案件）の最終更新システム利用者 ID 

23 D0118023 更新処理 ID 契約（案件）の更新システム処理 ID 

24 D0118999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

水道施設台帳システム 

データ項目区分コードを以下に示す。(表 6-23、表 6-24、表 6-25、表 6-26、表 6-27、

表 6-28) 

 

表 6-23:水道施設台帳システム／設備台帳 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0201001 台帳管理番号 設備を一意に特定するための番号 

2 D0201002 枝番号 上記設備と同設備がある場合に枝番管理する場合もある 

3 D0201003 施設設備区分 施設、設備、機器の管理単位を判別するための区分 

4 D0201004 施設名称 設備が設置されている施設名称 

5 D0201005 設備名称 設備の名称 

6 D0201006 機器名称 設備に備わっている機器 

7 D0201007 所在地 施設の所在地 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

8 D0201008 設置場所 設備が設置されている場所 

9 D0201009 所属 台帳を管理する所属名称 

10 D0201010 部門 台帳を管理する所属の部門名称 

11 D0201011 取得年度 設備を取得した年度（設置年度とは別） 

12 D0201012 取得価額 設備の取得価額（税込み額）（本体価格） 

13 D0201013 法定耐用年数 設備機器の法定耐用年数 

14 D0201014 実使用耐用年数 
実際にどれくらい使うか、事業体ごとに設定した耐用年数（＝

目標耐用年数） 

15 D0201015 設置年度 設備の名称設置年度 

16 D0201016 用途 取得した設備機器の使用方法（用途） 

17 D0201017 数量 取得した設備の数量 

18 D0201018 施工業者 施設設備を設置した施工業者名称 

19 D0201019 製造会社 設備に備わっている機器のメーカ名 

20 D0201020 製造番号 設備に備わっている機器の製造っ番号 

21 D0201021 製造年月日 設備の製造にかかる年月日 

22 D0201022 図面番号 設備機器の関連する図面の番号など 

23 D0201023 構造 設備の構造（例：コンクリート造、木造など） 

24 D0201024 能力 設備の能力（例：ポンプ設備＝圧力など） 

25 D0201025 容量 設備の容量（例：配水池設備＝最大貯水量など） 

26 D0201026 型式 設備機器の型番 

27 D0201027 形式 設備や機器の形式 

28 D0201028 工事修繕日付 設備機器の工事修繕を行った日付 

29 D0201029 経過年数 設置してから運転している現在までの経過した年数 

30 D0201030 階数 躯体（建物）の階数 

31 D0201031 敷地面積 
事業体が所有する土地の敷地面積（建物が立つ土地の面積な

ど） 

32 D0201032 延床面積 事業体が所有する建物の延床面積 

33 D0201033 用途地域 
都市計画法により定められている土地の利用方法（例：住居、

商業、工業など） 

34 D0201034 防火地域 
都市計画法により定められている火災対策を講じる地域の適

用有無 

35 D0201035 形質 設備の形質 

36 D0201036 重量 機器の重量、質量 

37 D0201037 電力 電気設備にかかる電力 

38 D0201038 施設種別 施設の分類 

39 D0201039 稼働開始日 施設等の稼働開始日 

40 D0201040 計画 1 日最大取水量 1 日に取水する水量の計画最大値 

41 D0201041 計画処理量 施設等の計画処理量 

42 D0201042 仕様 設備等における仕様（テキスト記述） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

43 D0201043 特記事項 その他の情報 

44 D0201044 設置工事名 設備等の工事名 

45 D0201045 工事費用 設備等工事にかかる費用 

46 D0201046 備考  

47 D0201047 最終更新日時 データの最終更新日時 

48 D0201048 最終更新者 データの最終更新者 

49 D0201049 使用状況 施設設備機器の使用状況 

50 D0201050 設備種別 設備の分類 

51 D0201051 区分 設備等の設置場所の区分 

52 D0201052 工種区分 施設、設備、機器などの工種関する区分 

53 D0201053 単位 数量を表す単位 

54 D0201054 形状寸法 設備等における形状寸法 

55 D0201055 機器種別 機器の分類 

56 D0201056 調達分類 調達の方式 

57 D0201057 緯度 施設の緯度 

58 D0201058 経度 施設の経度 

59 D0201059 稼働終了日 施設等の稼働終了日 

60 D0201060 受電方式 電力会社から電気を受電する方式 

61 D0201061 耐震性 耐震性の有無 

62 D0201062 アスベスト アスベストの有無 

63 D0201063 緊急遮断弁 緊急遮断弁の有無 

64 D0201064 材質 機器の材質 

65 D0201065 池寸法 水槽の内寸 縦×横×高×池数 

66 D0201066 口径 設備等（ポンプ等）の口径 

67 D0201067 重要度 機器が機能不全となった際の影響などの情報 

68 D0201068 保全注意事項 機器の部品供給終了などの情報 

69 D0201069 エネルギー効率情報 高効率機器の存在など 

70 D0201070 廃棄時注意事項 水銀・ＰＣＢ・温室効果ガス使用などの情報 

71 D0201071 
取得価格（価額）の根

拠 
取得価額の引用元 

72 D0201072 新品/中古 取得した時点での新品／中古品の区別 

73 D0201073 資産管理番号 固定資産台帳番号と紐づけ 

74 D0201074 固定資産管理部署 固定資産の管理を行う部署 

75 D0201075 耐用年数区分 地方公営企業法施行規則の区分 

76 D0201076 個別更新周期 施設等の個別の更新周期 

77 D0201077 直近予定年度 直近で予定されている更新時期 

78 D0201078 経過日数 設置してから運転している現在までの経過した日数 
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データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

79 D0201079 累積稼働時間 設置してから累積の稼働時間 

80 D0201080 累積稼働回数 設置してから累積の稼働回数 

81 D0201081 残年数 耐用年数－経過年数 

82 D0201082 ３条業務年度 会計情報 

83 D0201083 ３条業務周期 会計情報 

84 D0201084 ３条業務費用 会計情報 

85 D0201085 ４条業務年度 会計情報 

86 D0201086 ４条業務周期 会計情報 

87 D0201087 ４条業務費用 会計情報 

88 D0201088 ４条整備年度 会計情報 

89 D0201089 ４条整備周期 会計情報 

90 D0201090 ４条整備費用 会計情報 

91 D0201091 補助金（円） 
固定資産台帳に記載の資産の取得にかかる補助金（受領予定額

含む）。（取得価額の内訳） 

92 D0201092 負担金（円） 
固定資産台帳に記載の資産の取得にかかる負担金。収益より負

担する金額など。（取得価額の内訳） 

93 D0201093 施工内容 設備等の施工内容 

94 D0201094 工事区分 工事の区分名 

95 D0201095 竣工年月日 設備等の竣工年月日 

96 D0201096 設備設計番号 設備等を設置した工事を特定する番号 

97 D0201097 設計部署・担当 設備等の設計を所管する部署名 

98 D0201098 設計委託業者 設備等の設計委託業者 

99 D0201099 設計時価格 設計時点の設備等の価格 

100 D0201100 機器費 設計書の機器費 

101 D0201101 点検周期 機器の点検周期 

102 D0201102 点検日 点検を実施した年月日 

103 D0201103 点検実施者 

直営で点検した場合：点検を実施した担当職員の氏名 

委託で点検した場合：点検を実施した受託者名及び担当者の氏

名 

104 D0201104 点検結果 
損傷・劣化の有無や程度 

別途点検記録表や図面などにより記録 

105 D0201105 点検履歴 直近の機器点検実施年月・点検グレードなどの情報 

106 D0201106 不具合情報 機器点検で発覚した不具合などの情報 

107 D0201107 保全方式 設備等の保全の方式 

108 D0201108 保守窓口 保守の窓口 

109 D0201109 メーカ保守期限 メーカ保守の最大延長期限 

110 D0201110 瑕疵担保期限 瑕疵担保責任の期限 

111 D0201111 故障履歴 機器の機能不全などの情報 

112 D0201112 保全履歴 機器の修繕や消耗品交換などの履歴 
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113 D0201113 改修・整備・修理年度 改修・整備・修理を行った年度 

114 D0201114 改修・整備・修理周期 改修・整備・修理の周期 

115 D0201115 改修・整備・修理費用 改修・整備・修理に要した費用 

116 D0201116 修繕履歴 設備等の修繕履歴 

117 D0201117 改修履歴 設備等の改修履歴 

118 D0201118 製品名 機器等の製品名 

119 D0201119 電源装置型式 設備に付属する電源装置の型式 

120 D0201120 回転速度 モーターなどの回転速度 

121 D0201121 動作方式 設備等（ポンプ等）の動作方式 

122 D0201122 モータ出力 設備等に内蔵されているモータの電力の出力 

123 D0201123 モータ極数 設備等に内蔵されているモータの磁極の数 

124 D0201124 モータ速度 設備等に内蔵されているモータの回転速度 

125 D0201125 最大圧力 ポンプや弁が耐えうる最大圧力 

126 D0201126 吸込口径 ポンプの吸込口径 

127 D0201127 吐出口径 ポンプの吐出口径 

128 D0201128 取扱液温度 槽が扱える液の温度 

129 D0201129 揚程 ポンプの揚程する水量 

130 D0201130 吐出量 ポンプ等の機器から吐出される水量 

131 D0201131 吐出圧力 ポンプ等の機器から吐出される水の圧力 

132 D0201132 消耗品リスト 消耗品のリスト 

133 D0201133 測定方式 計測機器の測定方式 

134 D0201134 測定周期 計測機器の測定対象となる値の測定周期 

135 D0201135 発信器製造年度 流量計などの発信器製造年度 

136 D0201136 伝送器型式 流量計などの伝送器型式 

137 D0201137 伝送器製造年度 流量計などの伝送器製造年度 

138 D0201138 発信機型式 設備等に付属する発信機の型式 

139 D0201139 変換機型式 設備等に付属する変換機の型式 

140 D0201140 指示計型式 設備等に付属する指示計の型式 

141 D0201141 警報型式 設備等に付属する警報機器の型式 

142 D0201142 記録計型式 設備等に付属する記録計の型式 

143 D0201143 演算器型式 設備等に付属する演算器の型式 

144 D0201144 避雷器型式 設備等に付属する避雷器の型式 

145 D0201145 精度 計器の計測精度 

146 D0201146 入力 計測機器の入力仕様 

147 D0201147 中空ｹｰﾌﾞﾙ長さ 中空ケーブルの長さ 

148 D0201148 洗浄方式 計測機器の洗浄方式 
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149 D0201149 周囲温度 設備等が対応できる周囲環境の温度 

150 D0201150 電流 電気設備が扱う電流 

151 D0201151 電圧 電気設備が扱う電圧 

152 D0201152 定格電圧・定格電流 電気設備の定格電圧、定格電流 

153 D0201153 絶縁階級 電気設備の運転時に許容される最高温度の階級 

154 D0201154 定格周波数 電気設備の定格周波数 

155 D0201155 耐電圧 電気設備に加えることができる電圧の限界値 

156 D0201156 定格短時間電流 
定格遮断電流と同じ電流を一定時間流しても異常が発生しな

い限界値 

157 D0201157 規格番号・ガス圧 ガス絶縁開閉装置の規格番号・ガス圧 

158 D0201158 操作方式 電気設備の操作方式 

159 D0201159 管理番号 特定の単位で管理する番号 

160 D0201160 定格容量 電気設備の定格容量 

161 D0201161 定格しゃ断電流 電気設備の定格遮断電流 

162 D0201162 遮断時間サイクル 遮断器等の遮断時間サイクル 

163 D0201163 開極時間 遮断器等の開極時間 

164 D0201164 総重量 機器の総重量 

165 D0201165 PF 定格電圧・電流 ＰＦ（パワーヒューズ）の定格電圧、定格電流 

166 D0201166 種類・相数・結線方式 電気設備の種類、総数、結線方式 

167 D0201167 ％インピーダンス 電気設備のインピーダンス 

168 D0201168 接地方式・油量・仕様 電気設備の設置方式、油量、仕様 

169 D0201169 フロン量 エアコン等の空調設備が出すフロン量 

170 D0201170 吊下材料及び長さ 吊下材料の種類と長さ 

171 D0201171 始点・終点 ケーブルの始点・終点 

172 D0201172 電圧・種別 ケーブルの電圧、種別 

173 D0201173 亘長 ケーブルの亘長 

174 D0201174 サイズ・芯数・条数 ケーブルの属性情報 

175 D0201175 出力・灯数 照明設備の出力・灯数 

176 D0201176 
種類・セル数・密閉方

式 
蓄電池の種類・セル数・密閉方式 

177 D0201177 
蓄電池定格容量・補償

時間・相数 
蓄電池の定格容量・補償時間・相数 

178 D0201178 台数・整流方式 無停電電源装置整流器の台数、清流方式 

179 D0201179 負荷電圧保障範囲 負荷電圧保障範囲 

180 D0201180 
公称電圧・浮動・均等

充電電圧 
蓄電池などの公称電圧、不動充電電圧、均等充電電圧 

181 D0201181 原動機形式・気筒数 発電機の原動機形式・気筒数 

182 D0201182 径×行程・起動方式 発電機の径×行程・起動方式 

183 D0201183 出力 PG/kVA・回転速度 発電機の出力 PG/kVA・回転速度 
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184 D0201184 
台数・燃料・タンク容

量 
発電機の台数・燃料・タンク容量 

185 D0201185 バイパス有無 弁類のバイパス有無 

186 D0201186 機器 No 機器を管理する番号 

187 D0201187 調整範囲 弁などの開閉調整可能な範囲 

188 D0201188 回転数 モータの回転数 

189 D0201189 制御範囲 制御機器における制御可能な値の設定範囲 

190 D0201190 電動機出力 電動機の出力 

191 D0201191 最大流量・最大水深 除塵機の最大流量・最大水深 

192 D0201192 金網ピッチ、径 除塵機の金網ピッチ、径 

193 D0201193 速度・日運転時間 機械設備の速度、日運転時間 

194 D0201194 羽根材質 撹拌用機器等の羽根材質 

195 D0201195 速度・減速比 撹拌用機器等の速度、減速比 

196 D0201196 出力軸回転数 フロキュレータの出力軸回転数 

197 D0201197 方式・仕様 オゾン処理設備の方式・仕様 

198 D0201198 オゾン発生量・濃度 オゾン発生器の発生量・濃度 

199 D0201199 吐出し圧力・空気量 空気圧縮機の吐出し圧力・空気量 

200 D0201200 極数 電動機の中の磁極の数 

201 D0201201 二次電圧・二次電流 電気設備の二次電圧、二次電流 

202 D0201202 出力・回転速度・極数 電動機などの出力、回転速度、極数 

203 D0201203 電動機種別 電動機における種類 

204 D0201204 
絶縁階級・軸受形式・

制御方式 
電動機などの絶縁階級・軸受形式・制御方式 

205 D0201205 最大荷重 事業体が保有するクレーンなどの設備等が耐えうる重量 

206 D0201206 設置届受理年月日 クレーンの設置届受理年月日 

207 D0201207 吊上げ・定格荷重 クレーンの定格荷重 

208 D0201208 揚程・スパン クレーンの揚程・スパン 

209 D0201209 巻上・走行・横行速度 クレーンの巻上・走行・横行速度 

210 D0201210 ワイヤーロープ仕様 クレーンのワイヤーロープ仕様 

211 D0201211 ブレーキ仕様 クレーンのブレーキ仕様 

212 D0201212 クレーン車の要否 クレーンにおけるクレーン車の要否 

213 D0201213 電動機形式・出力 換気扇等の電動機形式・出力 

214 D0201214 
風量・吐出静圧・回転

数 
換気扇等の風量・吐出静圧・回転数 

215 D0201215 相数・電圧 換気扇等の相数・電圧 

216 D0201216 長内径・短内径 土木構造物等の長内径、短内径 

217 D0201217 深さ 土木構造物等の深さ 

218 D0201218 高さ 建物や設備機器における高さ 
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219 D0201219 形状 土木構造物の形状 

220 D0201220 水位（HWL） 配水池等の通常運転時で満水の状態での水位 

221 D0201221 水位（LWL） 配水池等における最低水位 

222 D0201222 水位（WL） 着水井や沈殿池などの設計基準となる運転水位 

223 D0201223 上限水位・下限水位 土木構造物の上限水位・下限水位 

224 D0201224 内のり幅・長さ・深さ 土木構造物の内のり幅・長さ・深さ 

225 D0201225 有効水深・容量・面積 土木構造物の有効水深・容量・面積 

226 D0201226 方式 土木構造物の方式 

227 D0201227 
ろ過面積、砂層厚、砂

利層厚 
ろ過池のろ過面積、砂層厚、砂利層厚 

228 D0201228 標準ろ速 ろ過池の標準ろ速 

229 D0201229 滞留時間 浄水処理施設における滞留時間 

230 D0201230 幅、長さ 土木構造物等の幅、長さ 

231 D0201231 接触段数・接触時間 接触池などの接触段数・接触時間 

232 D0201232 集水装置 活性炭吸着地などの集水装置 

233 D0201233 
吸着池面積・ＧＡＣ層

厚 
吸着池の面積、粒状活性炭の層厚 

234 D0201234 線速度 設備等を通過する水の速度 

235 D0201235 管路／弁名称 管路／弁の名称 

236 D0201236 建物名称・施設名称 建物の名称、施設名称 

237 D0201237 建築年 建築物の建築年 

238 D0201238 建築面積 建築面積 

239 D0201239 標高 施設設備が設置される標高の高さ 

240 D0201240 建築物敷地名称 建築物の敷地名称 

241 D0201241 行政市・区名 建築物の属する市・区の名称 

242 D0201242 水道局建物記号 水道局建物記号 

243 D0201243 休止・廃止施設 休止・廃止施設の識別 

244 D0201244 
複合施設(本市施設と

の複合) 
市施設との複合施設の識別 

245 D0201245 最高高さ 建築物の最高高さ 

246 D0201246 地上階・地階 建築物の地上階・地階 

247 D0201247 
災害対策施設等・耐震

性能 
建築物の災害対策施設・耐震性能 

248 D0201248 Is 値・q 値 建築物の耐震性、保有水平耐力 

249 D0201249 エレベータ設置 建築物のエレベータ設置の有無 

250 D0201250 計画通知 建築物の計画通知（法定行政手続き）の有無 

251 D0201251 建物点検区分 建物点検区分 

252 D0201252 
ﾋﾞﾙ管法・省エネ法適

用の有無 
ビル管法・省エネ法適用の有無 
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253 D0201253 
給水設備(直圧・加圧

ポンプ設備) 
建築物の給水設備 

254 D0201254 貯水槽・浄化槽の有無 建築物における貯水槽・浄化槽の有無 

255 D0201255 排水設備・給湯設備 建築物における排水設備・給湯設備 

256 D0201256 防火設備 建築物における防火設備 

257 D0201257 
無窓又は火気使用室

換気設備 
無窓又は火気使用室換気設備 

258 D0201258 排煙設備・消防設備 建築物における排煙設備・消防設備 

259 D0201259 非常用照明器具 建築物における非常用照明器具 

260 D0201260 
予備電源・自家発電設

備 
建築物における予備電源・自家発電設備 

261 D0201261 空調設備・自動扉 建築物における空調設備・自動扉 

262 D0201262 
重量シャッター・ハン

ガードア 
建築物における重量シャッター・ハンガードア 

263 D0201263 特定天井・石綿 建築物における特定天井・石綿 

264 D0201264 施設コード 施設コード 

265 D0201265 場所・建物数 建築物の場所・建物数 

266 D0201266 容積率 建築敷地の容積率 

267 D0201267 建ぺい率・給水・排水 建築物の建ぺい率、給水、排水 

268 D0201268 
雨水調整施設・緑地計

画 
雨水調整施設・緑地計画の識別 

269 D0201269 省エネ法 建築物省エネ法適合基準等 

270 D0201270 
計画通知番号・届出

日・申請施設名 
計画通知の届出内容 

271 D0201271 状態・形状 建築敷地の状態・形状 

272 D0201272 流量範囲・使用薬品 薬品設備の流量範囲、使用薬品 

273 D0201273 ストローク数 薬品注入時の定期周期で行われるストローク数 

274 D0201274 
使用薬品名・タンク容

量 
薬品タンクで対象とする使用薬品名、タンク容量 

275 D0201275 寸法・材質・内面材質 薬品タンクの寸法・材質・内面材質 

276 D0201276 
口径・延長・管路名・

管種 
管路の口径・延長・管路名・管種 

277 D0201277 
口径・採水箇所・管種・

送水先 
採水管の口径・採水箇所・管種・送水先 

278 D0201278 監視種別 監視制御設備の監視種別 

279 D0201279 測定範囲 計測機器の測定できる範囲 

280 D0201280 デジタル数 テレメータや計測機器の測定できるデジタル値の数 

281 D0201281 アナログ数 テレメータや計測機器の測定できるアナログ値の数 

282 D0201282 接続方式 テレメータや計測機器の接続方式 

283 D0201283 発信局名 監視制御設備の発信局名 

284 D0201284 系統 監視制御設備の系統 

285 D0201285 設置年月・更新年月 監視制御設備の設置年月・更新年月 
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286 D0201286 関連工事名称 関連工事の名称 

287 D0201287 通信回線情報 監視制御設備の通信回線情報 

288 D0201288 測定項目 監視制御設備の測定項目 

289 D0201289 無停電電源情報 監視制御設備の無停電電源情報 

290 D0201290 場所・管路・口径 監視制御設備の場所・管路・口径 

291 D0201291 区画名 区画の名称 

292 D0201292 その他仕様 設備機器における仕様（テキスト記述） 

293 D0201293 外形図・機器配置図 外形図、機器配置図の図面のリンク 

294 D0201294 機器写真・関連図面 機器写真、関連図面のリンク 

295 D0201295 写真番号 写真の識別番号 

296 D0201296 引継事項 引継事項 

297 D0201999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-24:水道施設台帳システム／管路台帳 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0202001 台帳番号 管路を一意に特定するための番号 

2 D0202002 枝番号 上記設備と同設備がある場合に枝番管理する場合もある 

3 D0202003 施設名称 管路名称 

4 D0202004 設備名称 管路に付随する設備名称 

5 D0202005 設置場所 設置場所 

6 D0202006 取得年度 設備を取得した年度（設置年度とは別） 

7 D0202007 取得価額 設備の取得価額（税込み額）（本体価格） 

8 D0202008 工事費用 設備設置工事にかかる費用 

9 D0202009 延長 管路の長さ 

10 D0202010 管路位置 管路の位置（緯度経度など） 

11 D0202011 管路口径 管路の口径 

12 D0202012 管種 

管路の管種（例：鋳鉄管、ダクタイル鋳鉄管、鋼管、ステン

レス鋼管、石綿セメント管、硬質塩化ビニル管、ポリエチレ

ン管） 

13 D0202013 材質 管路の材質 

14 D0202014 継手 
配管する時、管と管を結合するのに用いられる部品の総称

（例：結合式、溶接式、ねじこみ式など） 

15 D0202015 土かぶり 地中埋設物上端から地番面までの距離 

16 D0202016 構造形式 管路の構造や形状 

17 D0202017 管路区分 
管路における区分（例：導水管、送水管、配水本管、配水支

管） 

18 D0202018 法定耐用年数 設備機器の法定耐用年数 
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19 D0202019 実使用耐用年数 
実際にどれくらい使うか、事業体ごとに設定した耐用年数

（＝目標耐用年数） 

20 D0202020 設置年度 管路の設置年度 

21 D0202021 経過年数 管路を設置してからの経過した年数 

22 D0202022 水道メータ位置 管路における水道メータの取り付け位置 

23 D0202023 図面番号 管路の関連する図面の番号など 

24 D0202024 設置位置 管路が埋設されている位置情報 

25 D0202025 付属設備種類 弁や消火栓などの管路に付属する設備の種類 

26 D0202026 設置年度（横断管路） 横断管路の設置した年度 

27 D0202027 横断管路位置 道路等を横断する管路の位置 

28 D0202028 横断管路延長 横断管路の延長（長さ） 

29 D0202029 横断管路口径 横断管路の口径 

30 D0202030 管路条数 １本として管理している管路の本数 

31 D0202031 管路区分毎の延長 管路区分が同一の管路ごとの延長 

32 D0202032 設置年度毎の延長 管路を埋設した年度が同一の管路ごとの延長 

33 D0202033 
管路口径毎の管路延

長 
管路口径が同一の管路ごとの延長 

34 D0202034 管種毎の路延長 管路の種別が同一の管路ごとの延長 

35 D0202035 継手毎の管路延長 継手が同一の管路ごとの延長 

36 D0202036 給水区域境界の地名 給水区域の境界地名 

37 D0202037 敷地境界線 
管路が埋設されており、当該管路が敷地を跨ぐ場合の境界線

位置情報 

38 D0202038 敷地内主要施設名称 敷地内の主要な施設の名称 

39 D0202039 敷地内主要施設位置 敷地内の主要な施設の位置 

40 D0202040 占用許可番号 管路埋設に伴う道路の占用許可番号 

41 D0202041 占用期間（自） 管路埋設に伴う道路の占用期間 

42 D0202042 占用期間（至） 管路埋設に伴う道路の占用期間 

43 D0202043 工種 
管路工事における工事の種別（例：管渠推進工事、水路・管

路工事など） 

44 D0202999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-25:水道施設台帳システム／点検 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0203001 点検年月日 点検を実施した年月日 

2 D0203002 外気温 点検実施した日の外気温 

3 D0203003 盤表示 盤に表示されている流量などの計測値の表示状態 

4 D0203004 
施設状態（水漏

れ、施錠など） 
施設状態の異常 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

5 D0203005 配管状態 配管の状態（水漏れ、流量異常など） 

6 D0203006 電流 機器の電流状態 

7 D0203007 弁開度 弁の開度状態 

8 D0203008 池異物 配水池、貯水池などの池の状態 

9 D0203009 機器オイル量 機器のオイル量の状態 

10 D0203010 機器周波数 機器が動作している際の周波数 

11 D0203011 
タイマー時刻修正

有無 
タイマー時刻の修正の要否 

12 D0203012 コンプレッサ圧力 コンプレッサの圧力異常 

13 D0203013 空気槽圧力 空気槽の圧力異常 

14 D0203014 弁動作 弁の開閉動作状況 

15 D0203015 エア漏れ 対象機器のエア漏れなどの異常 

16 D0203016 水質計器状態 水質計器の正常動作状況 

17 D0203017 フィルター汚れ 機器のフィルター汚れ状態 

18 D0203018 ポンプ動作状態 ポンプの動作状況 

19 D0203019 薬品貯蔵液位 薬品の在庫状況 

20 D0203020 ポンプ流量 ポンプからの流出流量 

21 D0203021 ポンプ背圧 ポンプの背圧 

22 D0203022 ポンプ動作音 ポンプの動作異常音など 

23 D0203023 ポンプ回転数 ポンプの回転数 

24 D0203024 室温 室温 

25 D0203025 修繕履歴 修繕等を行った場合の記録内容 

26 D0203999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-26:水道施設台帳システム／劣化診断 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0204001 台帳管理番号 設備を一意に特定するための番号 

2 D0204002 天候 点検実施した日の天候 

3 D0204003 外気温 点検実施した日の外気温 

4 D0204004 用途 設備機器の用途 

5 D0204005 水系 対象設備の設置されている水系 

6 D0204006 施設種別 施設の構造や設備機器の材質などを区分する項目 

7 D0204007 機能分類 評価すべき機能分類 

8 D0204008 重み係数 評価時の重み係数 

9 D0204009 算出方法 機能診断の評価計算方法 

10 D0204010 評価指標 機能ごとの評価指標 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

11 D0204011 診断得点 機能分類ごとの評価得点 

12 D0204012 評価区分 評価判定の区分（0：不足、1:概ね満足、2:十分など） 

13 D0204013 機能低下原因 設備機器の機能劣化原因 

14 D0204014 影響範囲 他設備機器や施設能力に対する影響範囲 

15 D0204015 出現頻度 劣化によるインシデントの出現する頻度 

16 D0204016 改善必要度 劣化による設備機器の更新及び修繕の優先度 

17 D0204017 改善手法 改善する場合の方針など 

18 D0204999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

 

表 6-27:水道施設台帳システム／マッピング（配水施設） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0205001 レイヤ番号 マッピングシステムにおけるシェープファイルのレイヤ番号 

2 D0205002 サブレイヤ番号 
マッピングシステムにおけるシェープファイルのサブレイヤ

番号 

3 D0205003 管理番号 管路の管理番号 

4 D0205004 竣工年月日 管路を埋設等の竣工した年月日 

5 D0205005 マイクロ番号 地図上の軸間におけるマッピングされた場所の管理番号 

6 D0205006 管種 埋設した管路の管種 

7 D0205007 口径区分 埋設した管路の口径区分 

8 D0205008 口径 埋設した管路の口径 

9 D0205009 特殊部 

管路と一緒に埋設した特殊部の内容又は名称など 

特殊部とは地中にケーブルを入れ接続などの作業をするため

のコンクリート製の箱 

10 D0205010 特殊工事種別 特殊部の工事種別 

11 D0205011 管外材料 管路の外装皮膜や塗装に関する材料 

12 D0205012 竣工年月日２ 特殊部の竣工年月日 

13 D0205013 マイクロ番号２ 地図上の軸間におけるマッピングされた場所の管理番号 

14 D0205014 口径区分２ 管路の口径区分 

15 D0205015 口径２ 管路の口径 

16 D0205016 
管外被覆・塗装種

類 
管路の外装皮膜や塗装に関する種類 

17 D0205017 竣工年月日３ 管外皮膜などを施した日付 

18 D0205018 マイクロ番号３ 地図上の軸間におけるマッピングされた場所の管理番号 

19 D0205019 
管内材質・被覆種

類 
管路の内装材質や被膜に関する種類 

20 D0205020 竣工年月日４ 管内材質、被膜を施した日付 

21 D0205021 マイクロ番号４ 地図上の軸間におけるマッピングされた場所の管理番号 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

22 D0205022 浅層管フラグ 埋設深さを浅くしている場合のフラグ 

23 D0205023 メモ その他メモ 

24 D0205024 種別 
弁栓の種別（例：仕切弁、減圧弁、消化栓、補修弁、空気弁

など） 

25 D0205025 口径区分 当該弁の口径区分 

26 D0205026 口径 当該弁の口径区分 

27 D0205027 竣工年月日 弁栓設置に関する竣工年月日 

28 D0205028 マイクロ番号 地図上の軸間におけるマッピングされた場所の管理番号 

29 D0205029 閉情報 弁栓の開閉に関する情報 

30 D0205030 接続レイヤ番号 
弁栓を堺に他区域のマッピング情報（レイヤ）と接続してい

るレイヤ番号 

31 D0205031 
接続サブレイヤ番

号 

弁栓を堺に他区域のマッピング情報（レイヤ）と接続してい

るサブレイヤ番号 

32 D0205032 接続口径区分 
弁栓を堺に他区域のマッピング情報（レイヤ）と接続してい

る口径区分 

33 D0205033 接続口径 
弁栓を堺に他区域のマッピング情報（レイヤ）と接続してい

る口径 

34 D0205034 全回転数 弁栓における回転数 

35 D0205035 副弁の有無 設置された弁に副弁があるかないか 

36 D0205036 副弁口径区分 弁に付随する副弁の口径区分 

37 D0205037 副弁口径 弁に付随する副弁の口径 

38 D0205038 副弁全回転数 弁に付随する副弁の回転数 

39 D0205039 消防管理番号 消火栓についている管理番号 

40 D0205040 有効水量 施設から配水された水の量 

41 D0205041 材質 施設の材質 

42 D0205042 離れ 管路とバックアップの管路の離れ具合 

43 D0205043 深さ バックアップの管路の埋設された深さ 

44 D0205044 
修繕工事費積算書

番号 
漏水修理した管路の修繕工事費用の管理番号 

45 D0205045 水系コード 管路に流れる水の水系を表すコード 

46 D0205046 ブロック番号 配水ブロックの番号 

47 D0205999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-28:水道施設台帳システム／マッピング（給水施設） 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0206001 レイヤ番号 マッピングシステムにおけるシェープファイルのレイヤ番号 

2 D0206002 サブレイヤ番号 
マッピングシステムにおけるシェープファイルのサブレイヤ

番号 

3 D0206003 取出し管種 給水管取出し工事により宅地へ引き込む際の管種 

4 D0206004 取出し口径 給水管取出し工事により宅地へ引き込む際の口径 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

5 D0206005 給水台帳受付番号 給水台帳受付番号 

6 D0206006 浅層管フラグ 管路埋設深さが浅い場合のフラグ 

7 D0206007 メモ 管路の埋設における補足情報 

8 D0206008 管種 給水管の管種 

9 D0206009 口径 給水管の口径 

10 D0206010 共同管番号 本管から共同管を利用している場合の共同館番号 

11 D0206011 消防管理番号 消火栓についている管理番号 

12 D0206012 口径区分 弁栓の口径区分 

13 D0206013 口径 弁栓の口径 

14 D0206014 副弁の有無 弁栓に付随する副弁の有無 

15 D0206015 副弁口径区分 弁栓に付随する副弁の口径区分 

16 D0206016 副弁口径 弁栓に付随する副弁の口径 

17 D0206017 給水台帳受付番号 給水栓などに紐づく給水台帳受付番号 

18 D0206018 メータ口径 給水メータの口径 

19 D0206019 使用水量 給水メータに設定する使用水量 

20 D0206020 特定使用者名 特定使用者の名称 

21 D0206021 老人世帯名 老人のみが恐獣する世帯名 

22 D0206022 3 階以上直結給水 
需要家の居住する住宅が３回以上かつ３階まで直結給水とな

っているか 

23 D0206023 給水台帳受付番号 メータに紐づく給水受付番号 

24 D0206024 水栓番号（起） メータに紐づく水栓番号 

25 D0206025 水栓番号（終） メータに紐づく水栓番号 

26 D0206026 メータ番号 メータの管理番号 

27 D0206027 管番号 メータの管番号 

28 D0206028 水栓番号 メータに紐づく水栓番号 

29 D0206029 給水台帳受付番号 メータに紐づく給水台帳受付番号 

30 D0206030 受水槽種別 給水ブロックにある受水槽種別 

31 D0206031 受水槽容量 給水ブロックにある受水槽の容量 

32 D0206032 高置水槽の有無 設置されている受水槽が高い位置にあるか 

33 D0206033 高置水槽容量 設置されている受水槽が高い位置場合の容量 

34 D0206034 
受水槽管理者連絡

先 
受水槽の管理者の連絡先 

35 D0206035 ブースタ種別 ブースターポンプが設置されている場合のポンプ種別 

36 D0206036 竣工年月日 漏水修理をした年月日 

37 D0206999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

料金システム 
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データ項目区分コードを以下に示す。(表 6-29、表 6-30、表 6-31、表 6-32、表 6-33、

表 6-34、表 6-35、表 6-36、表 6-37、表 6-38、表 6-39、表 6-40、表 6-41) 

 

表 6-29:料金システム／水栓及び使用者情報 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0301001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0301002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0301003 世代番号 水栓および使用者変更時の世代変更に係る番号 

4 D0301004 水栓番号 給水栓番号 

5 D0301005 契約年月日 水道料金の契約日を設定（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

6 D0301006 契約変更年月日 
水道利用における契約を変更した日を設定（ISO8601 に従い設

定 YYYY-MM-DD） 

7 D0301007 契約終了年月日 
水道利用を終了した日を設定（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

8 D0301008 
設置場所住所コー

ド 
給水装置の設置住所を特定する住所コード 

9 D0301009 設置場所住所 
給水装置の設置住所を設定（市町村名、町名、番地を全て全

角文字で設定） 

10 D0301010 
設置場所方書コー

ド 
給水装置の設置場所方書（建物名等）を特定するコード 

11 D0301011 設置場所方書 給水装置の設置場所方書（建物名等）を全て全角で設定 

12 D0301012 
設置場所方書付帯

情報 

給水装置の設置場所方書（建物名等）部屋番号等を全て全角

で設定 

13 D0301013 所有者コード 所有者を特定する宛名番号 

14 D0301014 所有者郵便番号 給水装置の所有者の郵便番号 

15 D0301015 所有者住所コード 給水装置の所有者住所を特定する住所コード 

16 D0301016 所有者住所 
給水装置の所有者の住所（都道府県名、市町村名、町名、番

地を全て全角文字で設定） 

17 D0301017 所有者方書コード 給水装置の所有者方書（建物名等）を特定するコード 

18 D0301018 所有者方書 給水装置の所有者方書（建物名等）（全角で設定） 

19 D0301019 
所有者方書付帯情

報 

給水装置の所有者方書（建物名等）部屋番号等（全角で設

定） 

20 D0301020 所有者氏名 給水装置の所有者の氏名（全角で設定） 

21 D0301021 所有者電話番号 
給水装置の所有者の電話番号分類（自宅、携帯等）、番号、

備考。複数保持している場合は繰り返し設定 

22 D0301022 所有者備考 給水装置の所有者のその他備考 

23 D0301023 管理者コード 管理者を特定する宛名番号 

24 D0301024 管理者郵便番号 給水装置の管理者郵便番号 

25 D0301025 管理者住所コード 給水装置の管理者住所を特定する住所コード 

26 D0301026 管理者住所 
給水装置の管理者住所（都道府県名、市町村名、町名、番地

を全て全角文字で設定） 

27 D0301027 
管理者住所方書コ

ード 
給水装置の管理者方書（建物名等）を特定するコード 

28 D0301028 管理者住所方書 給水装置の管理者住所方書（建物名等）（全角で設定） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

29 D0301029 
管理者方書付帯情

報 

給水装置の管理者方書（建物名等）部屋番号等（全角で設

定） 

30 D0301030 管理者氏名 給水装置の管理者氏名（全角で設定） 

31 D0301031 管理者電話番号 
給水装置の管理者の電話番号分類（自宅、携帯等）、番号、

備考。複数保持している場合は繰り返し設定 

32 D0301032 管理者備考 給水装置の管理者補足情報 

33 D0301033 営業所区分 給水装置の属する営業所区分 

34 D0301034 地区分類区分 
市町村合併における旧市町村分類など、適用する料金表や統

計上必要となる地区分類区分 

35 D0301035 行政区 給水装置の設置場所行政区 

36 D0301036 統計用地区 地区別統計を取る際の集計先となる地区区分 

37 D0301037 検針サイクル 検針サイクル（例：毎月、偶数月、奇数月） 

38 D0301038 検針ブロック 給水装置の属する月の調定確定サイクル 

39 D0301039 検針員 検針実施担当者氏名 

40 D0301040 検針地区 上記検針員が対象とする検針地区 

41 D0301041 検針順 検針地区ごとの順番 

42 D0301042 検針担当職員 給水栓に対する事業者側検針業務担当者氏名 

43 D0301043 鍵情報 検針する際に立ち入る場所の施錠情報 

44 D0301044 建物区分 需要家の住居の建物の区分（戸建て、マンションなど） 

45 D0301045 構造区分 需要家の住居の構造（コンクリート、木造など） 

46 D0301046 住宅区分 需要家の住居の構造（集合住宅など） 

47 D0301047 図面番号 管路台帳などの図面番号 

48 D0301048 貯水槽区分 貯水槽の区分 

49 D0301049 貯水槽容量 需要家の居住する建物に付随する貯水槽容量 

50 D0301050 工事番号 給水装置設置における工事番号 

51 D0301051 施工業者 給水装置の施工業者 

52 D0301052 設備設立年月日 給水装置の設置日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

53 D0301053 施設備考 施設に関する補足情報 

54 D0301054 使用者コード 使用者を特定する宛名番号 

55 D0301055 使用者郵便番号 水道使用者在住の郵便番号 

56 D0301056 使用者住所コード 水道使用者在住の住所を特定する住所コード 

57 D0301057 使用者住所 
水道使用者在住の住所（都道府県名、市町村名、町名、番地

を全て全角文字で設定） 

58 D0301058 
使用者住所方書コ

ード 
水道使用者在住の方書（建物名等）を特定するコード 

59 D0301059 使用者住所方書 水道使用者在住の住所方書（建物名等）（全角で設定） 

60 D0301060 
使用者方書付帯情

報 

水道使用者在住の方書（建物名等）部屋番号等（全角で設

定） 

61 D0301061 使用者氏名 水道使用者の氏名（全角で設定） 

62 D0301062 使用者電話番号 
水道使用者の電話番号分類（自宅、携帯等）、番号、備考。

複数保持している場合は繰り返し設定 
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63 D0301063 使用者備考 水道使用者の補足事項 

64 D0301064 使用者特記区分 
使用者に対する要注意情報（個人情報保護対象、生保受給、

注意人物） 

65 D0301065 送付先コード 送付先を特定する宛名番号 

66 D0301066 送付先郵便番号 納付書等の送付先住所郵便番号 

67 D0301067 送付先住所コード 納付書等の送付先住所を特定する住所コード 

68 D0301068 送付先住所 
納付書等の送付先住所（都道府県名、市町村名、町名、番地

を全て全角文字で設定） 

69 D0301069 
送付先住所方書コ

ード 
納付書等の送付先住所方書（建物名等）を特定するコード 

70 D0301070 送付先住所方書 納付書等の送付先住所方書（建物名等）（全角で設定） 

71 D0301071 
送付先住所方書付

帯情報 

納付書等の送付先住所方書（建物名等）部屋番号等（全角で

設定） 

72 D0301072 送付先氏名 納付書等の送付先宛先氏名（全角で設定） 

73 D0301073 送付先電話番号 
納付書等の送付先電話番号分類（自宅、携帯等）、番号、備

考。複数保持している場合は繰り返し設定 

74 D0301074 送付先備考 納付書等の送付先補足事項 

75 D0301075 戸数 集合住宅等の連合・共用計算根拠となる戸数 

76 D0301076 世帯人数 給水装置に対する給水人数 

77 D0301077 郵便物まとめ区分 郵送物をまとめて送る際の分類区分 

78 D0301078 検針票発行区分 検針票発行区分（例：現地、ハガキ） 

79 D0301079 
口座振替領収書発

行区分 
領収書を発行する際の形式（例：検針票、郵送） 

80 D0301080 現地留意情報 訪問時の留意事項（例：犬注意、蜂の巣） 

81 D0301081 徴収担当職員 水栓に対する事業者側徴収業務担当者氏名 

82 D0301082 水道-契約年月日 需要家の水道契約日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

83 D0301083 
水道-契約変更年

月日 

需要家の水道契約内容の変更日付（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

84 D0301084 
水道-契約終了年

月日 

需要家の水道契約終了日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

85 D0301085 水道-事業区分 給水契約種別（例：上水道、旧簡易水道、飲料水） 

86 D0301086 水道-支払方法 水道料金の料金支払方法（納付書、口座振替、クレジット） 

87 D0301087 
水道-支払方法開

始年月日 

水道料金の上記支払方法での支払開始日付（ISO8601 YYYY-

MM-DD） 

88 D0301088 
水道-支払集合分

類 

水道料金の集金人、名寄せ、まとめ請求等の取り纏め用分類

区分 

89 D0301089 
水道-金融機関コ

ード 

水道料金の支払用口座の銀行本店および支店。ゆうちょ銀行

の場合は本店コード（9900）のみ設定。 

90 D0301090 
水道-預金種目区

分 

水道料金の支払用口座の預金種目（例：普通、当座）。ゆう

ちょ銀行の場合は「普通」を設定 

91 D0301091 水道-口座番号 

水道料金の支払用口座番号。ゆうちょ銀行の場合は記号の左 2

桁目から 4 桁目と番号の右末尾 1 桁目を除外した値をゼロパ

ディングして 7 桁とした値を結合して設定。 

92 D0301092 
水道-カナ口座名

義人 
水道料金の支払用カナ口座名義人（半角カナ 30 文字） 
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93 D0301093 
水道-アクワイア

ラ 
水道料金のカード決済時のアクワイアラ情報 

94 D0301094 水道-イシュア 水道料金のカード決済時のイシュア情報 

95 D0301095 
水道-カード決済

顧客番号 
水道料金のカード決済時の請求用顧客番号 

96 D0301096 水道-給水区区分 配水池および水系 

97 D0301097 水道-用途区分 水道使用契約の実用途区分 

98 D0301098 水道-口径区分 水道使用契約の実口径区分 

99 D0301099 
水道-計算用途区

分 
水道調定時に採用する用途区分 

100 D0301100 
水道-計算口径区

分 
水道調定時に採用する口径区分 

101 D0301101 
水道-親水栓需要

家番号 
給水装置の親となる需要家番号 

102 D0301102 水道-親子区分 水道使用者が親子でありかつ、親か子を判断するための区分 

103 D0301103 
水道-親子集計区

分 
水道使用者の親子区分ごとの集計 

104 D0301104 
水道-開閉栓状態

区分 
水栓の開閉状態を管理する区分 

105 D0301105 水道-開閉栓理由 水栓の開閉理由を管理する区分 

106 D0301106 
水道-閉栓方法区

分 
閉栓方法区分（例：甲、乙、バルブ） 

107 D0301107 水道-開栓年月日 水道開栓年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

108 D0301108 水道-開栓時指針 水道開栓時の量水器指示数整数部の値 

109 D0301109 水道-閉栓年月日 水道閉栓年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

110 D0301110 水道-閉栓時指針 水道閉栓時の量水器指示数整数部の値 

111 D0301111 
水道-給水停止年

月日 
水道給水停止年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

112 D0301112 
水道-給水停止着

指針指針 
水道給水停止時の量水器指示数整数部の値 

113 D0301113 
水道-給水停止解

除年月日 
水道給水停止解除年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

114 D0301114 
水道-協定水量区

分 

協定により定められた水量の認定区分（例：固定、上限、下

限） 

115 D0301115 水道-協定水量 協定により定められた使用期間全体の水量 

116 D0301116 水道-減免率 水道使用料金の減免率 

117 D0301117 
水道-メータ管理

区分 
所有者を表す分類（例：公設、私設） 

118 D0301118 
水道-メータ設置

区分 
メータの設置区分 

119 D0301119 水道-メータ位置 メータの設置した位置情報 

120 D0301120 
水道-メータ位置

メモ 
上記項目の補足事項 

121 D0301121 
水道-メータ取付

年月日 

水道メータを取り付けした日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-

MM-DD） 

122 D0301122 
水道-メータ取付

事由 
水道メータを取り付けした理由 
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123 D0301123 
水道-メータ取付

業者 
水道メータを取り付けした業者 

124 D0301124 
水道-メータ取付

時指針 
水道メータを取り付け時の指針 

125 D0301125 
水道-メータ撤去

年月日 
水道メータを撤去した日付 

126 D0301126 
水道-メータ撤去

事由 
水道メータを撤去した理由 

127 D0301127 
水道-メータ撤去

業者 
水道メータを撤去した業者 

128 D0301128 
水道-メータ撤去

時指針 
水道メータを撤去したときの指針 

129 D0301129 
水道-メータ撤去

時使用量 
水道メータを撤去したときの使用量 

130 D0301130 水道-メータ番号 水道メータの管理番号 

131 D0301131 
水道-メータ製造

メーカー区分 
水道メータの製造メーカ 

132 D0301132 
水道-メータ型式

区分 
水道メータの型式区分 

133 D0301133 水道-検満年月 
メータの交換年月（検定満了年月）（ISO8601 YYYY-MM-DD、

日は 1 日を固定で設定） 

134 D0301134 
水道-メータ指示

数部整数桁数 
メータ指示数の整数部最大桁数 

135 D0301135 
水道-ユニットグ

ループ 

無線子機、集中検針盤、スマートメータースマートメーター

ユニットのグループ管理番号 

136 D0301136 水道-ユニット ID 
無線子機番号、集中検針盤、スマートメータースマートメー

ターユニット管理番号 

137 D0301137 
水道-メータ管理

区分 
所有者を表す分類（例：公設、私設） 

138 D0301138 
下水道-契約年月

日 
需要家の下水道契約日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

139 D0301139 
下水道-契約変更

年月日 

需要家の下水道契約内容の変更日付（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

140 D0301140 
下水道-契約終了

年月日 

需要家の下水道契約終了日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

141 D0301141 
下水道-供用開始

年月日 

需要家の属する地区の下水道供用開始日（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

142 D0301142 下水道-接続区分 下水道接続区分（例：無、有、休止中、廃止） 

143 D0301143 
下水道-メータ種

別 
下水道水量算定の区分（例：水道比例、協定、専用メータ） 

144 D0301144 下水道-事業区分 
事業区分（例：公共下水道、特環下水道、農集排、個別排

水） 

145 D0301145 
下水道-使用開始

年月日 

下水道料金の算定開始年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

146 D0301146 
下水道-下水道休

止年月日 
下水道休止年月日（ISO8601に従い設定 YYYY-MM-DD） 

147 D0301147 下水道-支払方法 水道料金の料金支払方法（納付書、口座振替、クレジット） 

148 D0301148 
下水道-支払方法

開始年月日 

水道料金の上記支払方法での支払開始日付（ISO8601 YYYY-

MM-DD） 

149 D0301149 
下水道-支払集合

分類 

水道料金の集金人、名寄せ、まとめ請求等の取り纏め用分類

区分 

150 D0301150 
下水道-金融機関

コード 

下水道料金の支払用口座の銀行本店および支店。ゆうちょ銀

行の場合は本店コード（9900）のみ設定。 
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151 D0301151 
下水道-預金種目

区分 

下水道料金の支払用口座の預金種目（例：普通、当座）。ゆ

うちょ銀行の場合は「普通」を設定 

152 D0301152 下水道-口座番号 

下水道料金の支払用口座番号。ゆうちょ銀行の場合は記号の

左 2 桁目から 4 桁目と番号の右末尾 1 桁目を除外した値をゼ

ロパディングして 7 桁とした値を結合して設定。 

153 D0301153 
下水道-カナ口座

名義人 
下水道料金の支払用カナ口座名義人（半角カナ 30 文字） 

154 D0301154 
下水道-アクワイ

アラ 
水道料金のカード決済時のアクワイアラ情報 

155 D0301155 下水道-イシュア 水道料金のカード決済時のイシュア情報 

156 D0301156 
下水道-カード決

済顧客番号 
水道料金のカード決済時の請求用顧客番号 

157 D0301157 
下水道-排水区区

分 
処理区等 

158 D0301158 下水道-用途区分 下水道使用契約の実用途区分 

159 D0301159 下水道-口径区分 下水道使用契約の実口径区分 

160 D0301160 
下水道-計算用途

区分 
下水道調定時に採用する用途区分 

161 D0301161 
下水道-計算口径

区分 
下水道調定時に採用する口径区分 

162 D0301162 
下水道-親水栓需

要家番号 
下水道メータの親となる需要家番号 

163 D0301163 下水道-親子区分 
下水道メータが親子でありかつ、親か子を判断するための区

分 

164 D0301164 
下水道-親子集計

区分 
下水道メータの親子区分ごとの集計 

165 D0301165 
下水道-開閉栓状

態区分 
下水道メータの開閉状態を管理する区分 

166 D0301166 
下水道-開閉栓理

由 
下水道メータの開閉理由を管理する区分 

167 D0301167 
下水道-閉栓方法

区分 
閉栓方法区分（例：甲、乙、バルブ） 

168 D0301168 
下水道-開栓年月

日 
下水道メータ開栓年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

169 D0301169 
下水道-開栓時指

針 
水道開栓時の量水器指示数整数部の値 

170 D0301170 
下水道-閉栓年月

日 
水道閉栓年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

171 D0301171 
下水道-閉栓時指

針 
水道閉栓時の量水器指示数整数部の値 

172 D0301172 
下水道-協定水量

区分 

協定により定められた水量の認定区分（例：固定、上限、下

限） 

173 D0301173 下水道-協定水量 協定により定められた使用期間全体の水量 

174 D0301174 下水道-減免率 下水道使用量の減免率 

175 D0301175 
下水道-メータ管

理区分 
所有者を表す分類（例：公設、私設） 

176 D0301176 
下水道-メータ設

置区分 
メータの設置区分 

177 D0301177 
下水道-メータ位

置 
メータの設置した位置情報 

178 D0301178 
下水道-メータ位

置メモ 
上記項目の補足事項 
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179 D0301179 
下水道-メータ取

付年月日 
水道メータを取り付けした日付（ISO8601 YYYY-MM-DD） 

180 D0301180 
下水道-メータ取

付事由 
水道メータを取り付けした理由 

181 D0301181 
下水道-メータ取

付業者 
水道メータを取り付けした業者 

182 D0301182 
下水道-メータ取

付時指針 
水道メータを取り付け時の指針 

183 D0301183 
下水道-メータ撤

去年月日 

水道メータを撤去した日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

184 D0301184 
下水道-メータ撤

去事由 
水道メータを撤去した理由 

185 D0301185 
下水道-メータ撤

去業者 
水道メータを撤去した業者 

186 D0301186 
下水道-メータ撤

去時指針 
水道メータを撤去したときの指針 

187 D0301187 
下水道-メータ撤

去時使用量 
水道メータを撤去したときの使用量 

188 D0301188 
下水道-メータ番

号 
水道メータの管理番号 

189 D0301189 
下水道-メータ製

造メーカー区分 
水道メータの製造メーカ 

190 D0301190 
下水道-メータ型

式区分 
水道メータの型式区分 

191 D0301191 下水道-検満年月 
メータの交換年月（検定満了年月）（ISO8601 YYYY-MM-DD、

日は 1 日を固定で設定） 

192 D0301192 
下水道-メータ指

示数部整数桁数 
メータ指示数の整数部最大桁数 

193 D0301193 
下水道-ユニット

グループ 

無線子機、集中検針盤、スマートメータースマートメーター

ユニットのグループ管理番号 

194 D0301194 
下水道-ユニット

ID 

無線子機番号、集中検針盤、スマートメータースマートメー

ターユニット管理番号 

195 D0301195 
下水道-メータ管

理区分 
所有者を表す分類（例：公設、私設） 

196 D0301196 登録年月日時刻 
水栓及び使用者情報の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-

MM-DDThh:mm:ss） 

197 D0301197 登録者 ID 水栓及び使用者情報の登録システム利用者 ID 

198 D0301198 登録処理 ID 水栓及び使用者情報の登録処理 ID 

199 D0301199 
最終更新年月日時

刻 

水栓及び使用者情報の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss） 

200 D0301200 最終更新者 ID 水栓及び使用者情報の最終更新システム利用者 ID 

201 D0301201 更新処理 ID 水栓及び使用者情報の更新処理 ID 

202 D0301999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-30:料金システム／調定 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0302001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0302002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 
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3 D0302003 調定年月 
調定計上年月（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1日を

固定で設定） 

4 D0302004 調定年月枝番 
調定計上年月のうち、同一年月分で複数調定計上する場合の

枝番 

5 D0302005 調定区分 
調定発生理由（例：定期調定、精算調定、随時調定、点検の

み） 

6 D0302006 納入期限年月日 納入期限（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

7 D0302007 
設置場所住所コー

ド 
給水装置の設置住所を特定する住所コード 

8 D0302008 設置場所住所 
給水装置の設置住所を設定。（市町村名、町名、番地を全て

全角文字で設定） 

9 D0302009 
設置場所方書コー

ド 
給水装置の設置場所方書（建物名等）を特定するコード 

10 D0302010 設置場所方書 給水装置の設置場所方書（建物名等） 

11 D0302011 
設置場所方書付帯

情報 
給水装置の設置場所方書（建物名等）部屋番号等 

12 D0302012 使用者コード 使用者を特定する宛名番号 

13 D0302013 使用者郵便番号 水道使用者在住の郵便番号 

14 D0302014 使用者住所コード 水道使用者在住の住所を特定する住所コード 

15 D0302015 使用者住所 
水道使用者在住の住所（都道府県名、市町村名、町名、番地

を全て全角文字で設定） 

16 D0302016 
使用者住所方書コ

ード 
水道使用者在住の方書（建物名等）を特定するコード 

17 D0302017 使用者住所方書 水道使用者在住の住所方書（建物名等）（全角で設定） 

18 D0302018 
使用者方書付帯情

報 

水道使用者在住の方書（建物名等）部屋番号等（全角で設

定） 

19 D0302019 使用者氏名 水道使用者の氏名（全角で設定） 

20 D0302020 送付先コード 送付先を特定する宛名番号 

21 D0302021 送付先郵便番号 納付書等の送付先住所郵便番号 

22 D0302022 使用者住所コード 納付書等の送付先住所を特定する住所コード 

23 D0302023 送付先住所 
納付書等の送付先住所（都道府県名、市町村名、町名、番地

を全て全角文字で設定） 

24 D0302024 
送付先住所方書コ

ード 
納付書等の送付先住所方書（建物名等）を特定するコード 

25 D0302025 送付先住所方書 納付書等の送付先住所方書（建物名等）（全角で設定） 

26 D0302026 
送付先住所方書付

帯情報 

納付書等の送付先住所方書（建物名等）部屋番号等（全角で

設定） 

27 D0302027 送付先氏名 納付書等の送付先宛先氏名（全角で設定） 

28 D0302028 営業所区分 料金徴収を行う営業所 

29 D0302029 地区分類区分 
市町村合併における旧市町村分類など、適用する料金表や統

計上必要となる地区分類区分 

30 D0302030 行政区 給水装置の設置場所行政区 

31 D0302031 統計用地区 地区別統計を取る際の集計先となる地区区分 

32 D0302032 検針員 検針を実施した検針員名称 

33 D0302033 検針サイクル 支払い対象となる給水装置の属する地域の検針サイクル 
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34 D0302034 検針ブロック 支払い対象となる給水装置の属する月の調定確定サイクル 

35 D0302035 戸数 集合住宅等の連合・共用計算根拠となる戸数 

36 D0302036 調定備考 調定および検針に対する備考 

37 D0302037 郵便物まとめ区分 郵送物をまとめて送る際の分類区分 

38 D0302038 検針票発行区分 検針票発行区分（例：現地、ハガキ） 

39 D0302039 
口座振替領収書発

行区分 
領収書を発行する際の形式（例：検針票、郵送） 

40 D0302040 
使用期間開始年月

日 

検針票および納付書等に表示する使用期間開始年月日。至の

年月日は検針日情報より表示する。（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

41 D0302041 水道-支払方法 対象調定の料金支払方法（納付書、口座振替、クレジット） 

42 D0302042 
水道-支払集合分

類 

対象調定の集金人、名寄せ、まとめ請求等の取り纏め用分類

区分 

43 D0302043 
水道-金融機関コ

ード 

対象調定の水道料金支払用口座の銀行本店および支店。ゆう

ちょ銀行の場合は本店コード（9900）のみ設定。 

44 D0302044 
水道-預金種目区

分 

対象調定の水道料金支払用口座の預金種目（例：普通、当

座）。ゆうちょ銀行の場合は「普通」を設定 

45 D0302045 水道-口座番号 

対象調定の水道料金支払用口座番号。ゆうちょ銀行の場合は

記号の左 2 桁目から 4 桁目と番号の右末尾 1 桁目を除外した

値をゼロパディングして 7 桁とした値を結合して設定。 

46 D0302046 
水道-カナ口座名

義人 

対象調定の水道料金支払用カナ口座名義人（半角カナ 30 文

字） 

47 D0302047 
水道-アクワイア

ラ 
対象調定の水道料金カード決済時のアクワイアラ情報 

48 D0302048 水道-イシュア 対象調定の水道料金カード決済時のイシュア情報 

49 D0302049 
水道-カード決済

顧客番号 
対象調定の水道料金カード決済時の請求用顧客番号 

50 D0302050 水道-契約種別 給水契約種別（例：上水道、旧簡易水道、飲料水） 

51 D0302051 水道-事業区分 配水池および水系 

52 D0302052 水道-用途区分 調定時の実用途区分 

53 D0302053 水道-口径区分 調定時の実口径区分 

54 D0302054 
水道-計算用途区

分 
調定時に採用した用途区分 

55 D0302055 
水道-計算口径区

分 
調定時に採用した口径区分 

56 D0302056 水道-給水人数 水栓の給水人数 

57 D0302057 水道-消費税率 水道料金計算時に適用した消費税率 

58 D0302058 
水道-協定水量区

分 

協定により定められた水量の認定区分（例：固定、上限、下

限） 

59 D0302059 水道-協定水量 協定により定められた使用期間全体の水量 

60 D0302060 
水道-時効起算年

月日 
時効管理の起算日（ISO8601に従い設定 YYYY-MM-DD） 

61 D0302061 
水道-時効完成年

月日 
時効管理の時効完成日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

62 D0302062 水道-検針区分 検針実施区分（例：実検針、認定、推定） 

63 D0302063 
水道-検針認定理

由区分 
検針時の認定および推定理由の区分（例：障害物、積雪） 
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64 D0302064 水道-検針年月日 実検針年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

65 D0302065 水道-検針時刻 検針を実施した時刻（ISO8601 に従い設定 hh:mm:ss) 

66 D0302066 水道-日数 料金計算根拠となる使用日数 

67 D0302067 水道-月数 料金計算根拠となる月数 

68 D0302068 水道-指針 検針時に点検した値 

69 D0302069 水道-検針水量 検針時の実指針から求めた総水量。交換水量を含む。 

70 D0302070 水道-調定水量 該当月の調定水量 

71 D0302071 下水道-支払方法 対象調定の料金支払方法（納付書、口座振替、クレジット） 

72 D0302072 
下水道-支払集合

分類 

対象調定の集金人、名寄せ、まとめ請求等の取り纏め用分類

区分 

73 D0302073 
下水道-金融機関

コード 

対象調定の下水道料金支払用口座の銀行本店および支店。ゆ

うちょ銀行の場合は本店コード（9900）のみ設定。 

74 D0302074 
下水道-預金種目

区分 

対象調定の下水道料金支払用口座の預金種目（例：普通、当

座）。ゆうちょ銀行の場合は「普通」を設定 

75 D0302075 下水道-口座番号 

対象調定の下水道料金支払用口座番号。ゆうちょ銀行の場合

は記号の左 2 桁目から 4 桁目と番号の右末尾 1 桁目を除外し

た値をゼロパディングして 7桁とした値を結合して設定。 

76 D0302076 
下水道-カナ口座

名義人 

対象調定の下水道料金支払用カナ口座名義人（半角カナ 30文

字） 

77 D0302077 
下水道-アクワイ

アラ 
対象調定の下水道料金カード決済時のアクワイアラ情報 

78 D0302078 下水道-イシュア 対象調定の下水道料金カード決済時のイシュア情報 

79 D0302079 
下水道-カード決

済顧客番号 
対象調定の下水道料金カード決済時の請求用顧客番号 

80 D0302080 下水道-接続区分 下水道接続区分（例：無、有、休止中、廃止） 

81 D0302081 
下水道-メータ種

別 
下水道水量算定の区分（例：水道比例、協定、専用メータ） 

82 D0302082 下水道-事業区分 
事業区分（例：公共下水道、特環下水道、農集排、個別排

水） 

83 D0302083 
下水道-排水区区

分 
処理区等 

84 D0302084 下水道-用途区分 調定時の実用途区分 

85 D0302085 下水道-口径区分 調定時の実口径区分 

86 D0302086 
下水道-計算用途

区分 
調定時に採用した用途区分 

87 D0302087 
下水道-計算口径

区分 
調定時に採用した口径区分 

88 D0302088 下水道-排水人数 世帯認定等の人数 

89 D0302089 下水道-消費税率 下水道料金計算時に適用した消費税率 

90 D0302090 
下水道-協定水量

区分 

協定により定められた水量の認定区分（例：固定、上限、下

限） 

91 D0302091 下水道-協定水量 協定により定められた使用期間全体の水量 

92 D0302092 
下水道-時効起算

年月日 
時効管理の起算日（ISO8601に従い設定 YYYY-MM-DD） 

93 D0302093 
下水道-時効完成

年月日 
時効管理の時効完成日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 
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94 D0302094 下水道-検針区分 検針実施区分（例：実検針、認定、推定） 

95 D0302095 
下水道-検針認定

理由区分 
検針時の認定および推定理由の区分（例：障害物、積雪） 

96 D0302096 
下水道-検針年月

日 
実検針年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

97 D0302097 下水道-検針時刻 検針を実施した時刻（ISO8601 に従い設定 hh:mm:ss) 

98 D0302098 下水道-日数 料金計算根拠となる使用日数 

99 D0302099 下水道-月数 料金計算根拠となる月数 

100 D0302100 下水道-指針 検針時に点検した値 

101 D0302101 下水道-検針水量 検針時の実指針から求めた総水量。交換水量を含む。 

102 D0302102 下水道-調定水量 該当月の調定水量 

103 D0302103 明細行番号 同一調定年月、調定年月枝番内での調定履歴シーケンス番号 

104 D0302104 調定計上年月日 当初調定日、更正日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

105 D0302105 更正理由 調定更正理由（例：調定誤り、漏水減免） 

106 D0302106 水道-基本水量 基本水量 

107 D0302107 水道-超過水量 超過水量 

108 D0302108 水道-基本料金 水道基本料金 

109 D0302109 水道-超過料金 水道超過料金 

110 D0302110 水道-消費税 水道料金にかかる消費税 

111 D0302111 
水道-メータ使用

料 
メータ使用料金 

112 D0302112 
水道-メータ使用

料消費税 
メータ使用料金にかかる消費税 

113 D0302113 水道-督促手数料 料金滞納の督促発布に伴う手数料 

114 D0302114 水道-遅延損害金 料金滞納による収納遅延の損害金 

115 D0302115 
水道-開閉栓手数

料 
水栓開閉に伴う手数料 

116 D0302116 水道-その他料金 水道料金のうち、その他費目 

117 D0302117 下水道-基本水量 下水道基本水量 

118 D0302118 下水道-超過水量 下水道超過水量 

119 D0302119 
下水道-その他水

量 
下水道その他水量 

120 D0302120 下水道-基本料金 下水道水道基本料金 

121 D0302121 下水道-超過料金 下水道水道超過料金 

122 D0302122 
下水道-その他料

金 
下水道料金のうち、その他費目 

123 D0302123 下水道-消費税 下水道料金にかかる消費税 

124 D0302124 
下水道-メータ使

用料 
下水道メータ使用料金 

125 D0302125 
下水道-メータ使

用料消費税 
下水道メータ使用料金にかかる消費税 

126 D0302126 
下水道-督促手数

料 
下水道料金滞納の督促発布に伴う手数料 
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127 D0302127 下水道-延滞金 下水道料金滞納による収納遅延の延滞金 

128 D0302128 登録年月日時刻 
調定の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

129 D0302129 登録者 ID 調定の登録システム利用者 ID 

130 D0302130 登録処理 ID 調定の登録処理 ID 

131 D0302131 
最終更新年月日時

刻 

調定の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

132 D0302132 最終更新者 ID 調定の最終更新システム利用者 ID 

133 D0302133 更新処理 ID 調定の更新処理 ID 

134 D0302999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-31:料金システム／収納 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0303001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の
ID を設定 

2 D0303002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0303003 調定年月 
調定計上年月（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD、日は
1 日を固定で設定） 

4 D0303004 調定年月枝番 
調定計上年月のうち、同一年月分で複数調定計上する場
合の枝番 

5 D0303005 明細行番号 同一調定年月、調定年月枝番内での分納シーケンス番号 

6 D0303006 領収年月日 
使用者が店舗窓口等で支払いした日（ISO8601 に従い設
定 YYYY-MM-DD） 

7 D0303007 日計年月日 
事業者にて収入計上された年月日（ISO8601 に従い設定 
YYYY-MM-DD） 

8 D0303008 
コンビニ速報年
月日 

コンビニ収納速報データの作成年月日（ISO8601 に従い
設定 YYYY-MM-DD） 

9 D0303009 
コンビニ確報年
月日 

コンビニ収納確報データの作成年月日（ISO8601 に従い
設定 YYYY-MM-DD） 

10 D0303010 
コンビニ集計年
月日 

コンビニ収納代行機関からの振込集計基準年月日
（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

11 D0303011 通知書種別 
支払した通知書の種別（定期納付書、再発行納付書、督
促状、分納納付書） 

12 D0303012 入金種別 
入金種別（例：通常入金、充当入金、充当出金、還付出
金、取消） 

13 D0303013 収納方法 
需要家から支払われた水道料金の収納方法（口座振替、
コンビニ、クレジットなど） 

14 D0303014 収納場所 
需要家から支払われた水道料金の収納場所（銀行支店名
など） 

15 D0303015 水道料金 
需要家より支払われた水道料金のうちの基本料金＋超過
料金 

16 D0303016 水道料金消費税 上記料金のうちの消費税 

17 D0303017 
水道-メータ使用
料 

需要家より支払われた水量料金のうちのメータ使用料 

18 D0303018 
水道-メータ使用
料消費税 

需要家より支払われた水量料金のうちのメータ使用料の
消費税 
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19 D0303019 水道-督促手数料 水道料金滞納に伴う督促に従って支払われた手数料 

20 D0303020 水道-遅延損害金 水道料金滞納により支払われた遅延損害金 

21 D0303021 
水道-開閉栓手数
料 

水道利用の開始及び停止に伴う開閉栓手数料 

22 D0303022 水道-その他料金 水道料金のうち、その他費目 

23 D0303023 下水道料金 
需要家より支払われた水道料金のうちの基本料金＋超過
料金 

24 D0303024 
下水道料金消費
税 

上記料金のうちの消費税 

25 D0303025 
下水道-メータ使
用料 

需要家より支払われた水量料金のうちのメータ使用料 

26 D0303026 
下水道-メータ使
用料消費税 

需要家より支払われた水量料金のうちのメータ使用料の
消費税 

27 D0303027 
下水道-督促手数
料 

水道料金滞納に伴う督促に従って支払われた手数料 

28 D0303028 下水道-延滞金 下水道料金滞納により支払われた延滞金 

29 D0303029 
下水道-その他料
金 

下水道料金のうち、その他費目 

30 D0303030 登録年月日時刻 
収納の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-
DDThh:mm:ss） 

31 D0303031 登録者 ID 収納の登録システム利用者 ID 

32 D0303032 登録処理 ID 収納の登録処理 ID 

33 D0303033 
最終更新年月日
時刻 

収納の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-
DDThh:mm:ss） 

34 D0303034 最終更新者 ID 収納の最終更新システム利用者 ID 

35 D0303035 更新処理 ID 収納の更新処理 ID 

36 D0303999 
その他データ項
目 

その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-32:料金システム／交渉記録 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0304001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0304002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0304003 使用者コード 使用者を特定する宛名番号 

4 D0304004 交渉記録備考 管路埋設や工事に関する折衝時のメモ欄 

5 D0304005 交渉記録分類 
交渉記録内容の性質分類（例：滞納、問い合わせ、工事関

連） 

6 D0304006 対応年月日 折衝対応日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

7 D0304007 対応時刻 折衝対応時刻（ISO8601 に従い設定 hh:mm:ss) 

8 D0304008 対応者 折衝対応した事業者側職員の氏名 

9 D0304009 対応内容 折衝対応した内容 

10 D0304010 対応相手 折衝対応した相手分類（例：本人、家族、代理人） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

11 D0304011 対応結果 折衝対応した結果 

12 D0304012 完了区分 折衝対応の完了判定の区分 

13 D0304013 対応詳細 対応結果に関する内容詳細フリー入力欄 

14 D0304014 水道給水停止時指針 給水停止時の指示数 

15 D0304015 水道給水停止時処置 給水停止時の止水方法（例：止水栓、一時取外） 

16 D0304016 対応結果 折衝対応した結果。フリー入力欄。 

17 D0304017 次回予定年月日 折衝の次回対応予定日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

18 D0304018 次回予定時刻 折衝の次回対応予定時刻（ISO8601 に従い設定 hh:mm:ss) 

19 D0304019 次回対応予定者 折衝の次回対応時の事業者側職員の氏名 

20 D0304020 次回対応内容 管路埋設や工事に関する折衝対応した内容 

21 D0304021 次回対応相手 管路埋設や工事に関する折衝対応した相手の氏名 

22 D0304022 次回対応コメント 次回対応に関するフリー入力欄 

23 D0304023 次回支払予定額 滞納徴収等の次回対応時支払予定金額 

24 D0304024 登録年月日時刻 
交渉記録の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

25 D0304025 登録者 ID 交渉記録の登録者システム利用者 ID 

26 D0304026 登録処理 ID 交渉記録の登録処理 ID 

27 D0304027 
最終更新年月日時

刻 

交渉記録の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

28 D0304028 最終更新者 ID 交渉記録の最終更新者システム利用者 ID 

29 D0304029 更新処理 ID 交渉記録の更新処理 ID 

30 D0304999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-33:料金システム／メータ在庫 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0305001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0305002 事業分類 事業を表す分類（例：水道、下水道） 

3 D0305003 メータ番号 市番等、事業者にて付与する番号 

4 D0305004 
メータ製造メーカ

ー区分 
水道メータの製造メーカ 

5 D0305005 口径区分 量水器口径 

6 D0305006 型式区分 量水器型式 

7 D0305007 検満年月 
検定満期（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1 日を固定

で設定） 

8 D0305008 指示数桁数 量水器指示数の整数部最大桁数 

9 D0305009 ユニットグループ 
無線子機、集中検針盤、スマートメータースマートメーター

ユニットのグループ管理番号 

10 D0305010 ユニット ID 
無線子機番号、集中検針盤、スマートメータースマートメー

ターユニット管理番号 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

11 D0305011 状態区分 
在庫状態（例：購入在庫、修理在庫、持出中、取付中、撤去

在庫、廃棄） 

12 D0305012 メータ管理区分 所有者を表す分類（例：公設、私設） 

13 D0305013 登録年月日時刻 
メータ在庫の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

14 D0305014 登録者 ID メータ在庫の登録システム利用者 ID 

15 D0305015 登録処理 ID メータ在庫の登録処理 ID 

16 D0305016 
最終更新年月日時

刻 

メータ在庫の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

17 D0305017 最終更新者 ID メータ在庫の最終更新システム利用者 ID 

18 D0305018 更新処理 ID メータ在庫の更新処理 ID 

19 D0305999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-34:料金システム／メータ取付取外 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0306001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0306002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0306003 事業分類 事業を表す分類（例：水道、下水道） 

4 D0306004 工事理由 工事実施理由（例：新設、検満交換、故障交換、撤去） 

5 D0306005 工事年月日 
取付、取外、交換の実施日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

6 D0306006 処理年月日 システムへの登録日時（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

7 D0306007 施工業者 工事施工業者 

8 D0306008 工事費 施工業者に支払う工事費用 

9 D0306009 取付-メータ番号 市番等、事業者にて付与する番号 

10 D0306010 
取付-製造メーカ

ー 
量水器の製造メーカー 

11 D0306011 取付-口径区分 量水器口径 

12 D0306012 取付-型式区分 量水器型式 

13 D0306013 取付-検満年月 
検定満期（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1 日を固定

で設定） 

14 D0306014 取付-指示数桁数 量水器指示数の整数部最大桁数 

15 D0306015 取付-指示数 取付量水器の整数部指示数 

16 D0306016 取付-メータ位置 取付メータ位置区分 

17 D0306017 
取付-メータ位置

メモ 
取付メータ位置に関するコメント 

18 D0306018 取付-計算口径 料金計算時の料金表取得に用いる口径 

19 D0306019 
取付-ユニットグ

ループ 

無線子機、集中検針盤、スマートメータースマートメーター

ユニットのグループ管理番号 

20 D0306020 取付-ユニット ID 
無線子機番号、集中検針盤、スマートメータースマートメー

ターユニット管理番号 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

21 D0306021 取外-メータ番号 市番等、事業者にて付与する番号 

22 D0306022 
取外-製造メーカ

ー 
量水器の製造メーカー 

23 D0306023 取外-口径区分 量水器口径 

24 D0306024 取外-型式区分 量水器型式 

25 D0306025 取外-検満年月 
検定満期（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1 日を固定

で設定） 

26 D0306026 取外-指示数桁数 量水器指示数の整数部最大桁数 

27 D0306027 取外-指示数 取外量水器の整数部指示数 

28 D0306028 取外-メータ位置 取外メータ位置区分 

29 D0306029 
取外-メータ位置

メモ 
取外メータ位置に関するコメント 

30 D0306030 取外-計算口径 料金計算時の料金表取得に用いる口径 

31 D0306031 
取外-ユニットグ

ループ 

無線子機、集中検針盤、スマートメータースマートメーター

ユニットのグループ管理番号 

32 D0306032 取外-ユニット ID 
無線子機番号、集中検針盤、スマートメータースマートメー

ターユニット管理番号 

33 D0306033 
取外-旧メータ使

用量 
前回点検時から取外までの使用量 

34 D0306034 登録年月日時刻 
メータ取付取外の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

35 D0306035 登録者 ID メータ取付取外の登録システム利用者 ID 

36 D0306036 登録処理 ID メータ取付取外の登録処理 ID 

37 D0306037 
最終更新年月日時

刻 

メータ取付取外の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-

MM-DDThh:mm:ss） 

38 D0306038 最終更新者 ID メータ取付取外の最終更新システム利用者 ID 

39 D0306039 更新処理 ID メータ取付取外の更新処理 ID 

40 D0306999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-35:料金システム／還付 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0307001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0307002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0307003 調定年月 
調定計上年月（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1日を

固定で設定） 

4 D0307004 調定年月枝番 還付対象の調定年月枝番号 

5 D0307005 収入明細行番号 収納側の還付情報とのリンク用番号 

6 D0307006 還付年月日 経理上の還付年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

7 D0307007 処理年月日 還付処理を行った年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

8 D0307008 還付理由 還付発生理由（過誤納、二重納付、減額還付） 

9 D0307009 還付理由詳細 還付発生理由に関するフリー入力 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

10 D0307010 還付金額 還付対象金額 

11 D0307011 支払予定年月日 
還付処理または口座振込日の予定年月日（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DD） 

12 D0307012 支払方法 還付方法（例：現金、口座振込、その他） 

13 D0307013 金融機関コード 
還付先口座の銀行本店および支店。ゆうちょ銀行の場合は振

込用の店名を支店コードに設定 

14 D0307014 預金種目区分 
還付先口座の預金種目（例：普通、当座）ゆうちょ銀行の場

合は振込用の預金種目を設定 

15 D0307015 口座番号 
還付先口座番号。ゆうちょ銀行の場合は振込用の口座番号を

設定 

16 D0307016 カナ口座名義人 還付先カナ口座名義人（半角カナ 30 文字） 

17 D0307017 登録年月日時刻 
還付の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

18 D0307018 登録者 ID 還付の登録システム利用者 ID 

19 D0307019 登録処理 ID 還付の登録処理 ID 

20 D0307020 
最終更新年月日時

刻 

還付の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

21 D0307021 最終更新者 ID 還付の最終更新システム利用者 ID 

22 D0307022 更新処理 ID 還付の更新処理 ID 

23 D0307999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-36:料金システム／充当 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0308001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0308002 
充当元-需要家番

号 
充当元の給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0308003 充当元-調定年月 
充当元の調定年月（ISO8601に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1

日を固定で設定） 

4 D0308004 
充当元-調定年月

枝番 
充当元の調定年月枝番号 

5 D0308005 
充当元-収入明細

行番号 
収納業務側の充当元情報とのリンク用番号 

6 D0308006 充当年月日 経理上の充当年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

7 D0308007 処理年月日 充当処理を行った年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

8 D0308008 充当理由 充当発生理由（過誤納、二重納付、減額還付） 

9 D0308009 充当理由詳細 充当発生理由に関するフリー入力 

10 D0308010 充当金額 充当対象金額 

11 D0308011 処理区分 充当確定処理済区分（例：未処理、処理済） 

12 D0308012 
充当先-需要家番

号 
充当先の給水栓または使用者を特定する番号 

13 D0308013 充当先-調定年月 
充当先の調定年月（ISO8601に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1

日を固定で設定） 
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No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

14 D0308014 
充当先-調定年月

枝番 
充当先の調定年月枝番号 

15 D0308015 
充当先-収入明細

行番号 
収納業務側の充当先情報とのリンク用番号 

16 D0308016 登録年月日時刻 
充当の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

17 D0308017 登録者 ID 充当の登録システム利用者 ID 

18 D0308018 登録処理 ID 充当の登録処理 ID 

19 D0308019 
最終更新年月日時

刻 

充当の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

20 D0308020 最終更新者 ID 充当の最終更新システム利用者 ID 

21 D0308021 更新処理 ID 充当の更新処理 ID 

22 D0308999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-37:料金システム／発行管理 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0309001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0309002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0309003 調定年月 
調定計上年月（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD、日は 1日を

固定で設定） 

4 D0309004 調定年月枝番 
調定計上年月のうち、同一年月分で複数調定計上する場合の

枝番 

5 D0309005 帳票区分 請求関連帳票の区分（定期納付書、再発行納付書、督促状） 

6 D0309006 発行年月日 帳票発行年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

7 D0309007 納入期限年月日 
発行した帳票の納入期限日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

8 D0309008 請求管理番号 請求明細の管理番号。合算請求の場合は代表番号を登録。 

9 D0309009 発行明細情報 請求明細の管理番号および発行金額内訳情報 

10 D0309010 登録年月日時刻 
発行管理の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

11 D0309011 登録者 ID 発行管理の登録システム利用者 ID 

12 D0309012 登録処理 ID 発行管理の登録処理 ID 

13 D0309013 
最終更新年月日時

刻 

発行管理の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

14 D0309014 最終更新者 ID 発行管理の最終更新システム利用者 ID 

15 D0309015 更新処理 ID 発行管理の更新処理 ID 

16 D0309999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-38:料金システム／異動履歴 



 

142 

WPSC001-Ed.1.65 2025-123 

別紙１－１ 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0310001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0310002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0310003 使用者コード 使用者を特定する宛名番号 

4 D0310004 異動年月日 マスタ異動年月日（ISO8601に従い設定 YYYY-MM-DD） 

5 D0310005 異動事由 マスタ異動事由区分（新設、更新、削除、納入方法変更） 

6 D0310006 事業区分 事業を表す区分（例：水道、下水道） 

7 D0310007 異動前情報 異動項目の異動前情報詳細 

8 D0310008 異動後情報 異動項目の異動後情報詳細 

9 D0310009 登録年月日時刻 
異動履歴の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

10 D0310010 登録者 ID 異動履歴の登録システム利用者 ID 

11 D0310011 登録処理 ID 異動履歴の登録処理 ID 

12 D0310012 
最終更新年月日時

刻 

異動履歴の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

13 D0310013 最終更新者 ID 異動履歴の最終更新システム利用者 ID 

14 D0310014 更新処理 ID 異動履歴の更新処理 ID 

15 D0310999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-39:料金システム／異動受付 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0311001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0311002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0311003 使用者コード 使用者を特定する宛名番号 

4 D0311004 受付年月日 異動の受付をした年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DD） 

5 D0311005 受付担当者 受付した事業者側担当者氏名 

6 D0311006 変更予定年月日 
異動受付内容の変更予定年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-

MM-DD） 

7 D0311007 受付内容区分 
受付内容の区分（例：転入、転居、納入方法変更、所有者変

更、送付先変更、汎用） 

8 D0311008 受付明細情報 受付した異動内容の詳細情報 

9 D0311009 受付処理済年月日 
異動受付の内容がマスタに反映された年月日（ISO8601 に従い

設定 YYYY-MM-DD） 

10 D0311010 登録年月日時刻 
異動受付の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

11 D0311011 登録者 ID 異動受付の登録システム利用者 ID 

12 D0311012 登録処理 ID 異動受付の登録処理 ID 

13 D0311013 
最終更新年月日時

刻 

異動受付の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

14 D0311014 最終更新者 ID 異動受付の最終更新システム利用者 ID 
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15 D0311015 更新処理 ID 異動受付の更新処理 ID 

16 D0311999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-40:料金システム／分納誓約 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0312001 事業者 ID 
プラットフォーム利用開始時に申請する事業者識別用の IDを

設定 

2 D0312002 需要家番号 給水栓または使用者を特定する番号 

3 D0312003 使用者コード 使用者を特定する宛名番号 

4 D0312004 誓約番号 分納誓約の管理用ユニーク番号 

5 D0312005 誓約年月日 
分納誓約を締結した年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

6 D0312006 誓約担当者 誓約を締結した事業者側担当者氏名 

7 D0312007 水道誓約有無区分 水道料金滞納額の分納誓約実施有無（例：有、無） 

8 D0312008 
下水道誓約有無区

分 
下水道料金滞納額の分納誓約実施有無（例：有、無） 

9 D0312009 履行状況区分 
分納誓約の履行状況区分（例：履行中、履行済、不履行、誓

約破棄） 

10 D0312010 支払予定回分 誓約内容の支払回分 

11 D0312011 納入期限年月日 
支払回分の納入期限年月日（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DD） 

12 D0312012 誓約明細情報 支払回分に対する誓約明細情報 

13 D0312013 登録年月日時刻 
分納誓約の登録日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

14 D0312014 登録者 ID 分納誓約の登録システム利用者 ID 

15 D0312015 登録処理 ID 分納誓約の登録処理 ID 

16 D0312016 
最終更新年月日時

刻 

分納誓約の最終更新日付（ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-

DDThh:mm:ss） 

17 D0312017 最終更新者 ID 分納誓約の最終更新システム利用者 ID 

18 D0312018 更新処理 ID 分納誓約の更新処理 ID 

19 D0312999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

表 6-41:料金システム／スマートメーター検針結果 

No. 
データ項目区分

コード（8 桁） 
データ項目区分名 内容 

1 D0313001 メータ番号 メータ本体に付いた番号(メータの交換に伴い変更) 

2 D0313002 通信端末管理番号 

通信端末 1 台ずつに付与する識別番号。(MAC アドレス、IMEI

などを使用する場合もあり) 

他の業務区分に含まれるデータ項目区分の「ユニット ID」と

対になる。 

3 D0313003 需要家番号 
給水装置ごとに割り振られた管理番号(水栓番号)と、使用者

を特定するために付与された番号の組み合わせ。 
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最大文字数 20 とする。 

データ例：*********123-45678-9（20 文字、補完方法*で左埋

め） 

スマートメーター設置時の登録ルールにより定まるため、料

金システムの需要家番号とは一致しない場合がある。 

4 D0313004 検針時刻(0 時頃) 
メータが下記指針値を検針する時刻。 

(ISO8601 に従い設定 YYYY-MM-DDThh:mm) 

5 D0313005 指針値(0 時頃) 

その時刻におけるメータの指針値。文字数 14 文字 

データ例：0.*********+ex(14 桁（11 桁＋3 桁）) 

小口径(20mm 以下) 整数４桁 小数 4 桁 →1234.56780= 

0.123456780+e4 

中口径(30mm,40mm) 整数 5 桁 小数 3 桁 →12345.6780= 

0.123456780+e5 

大口径(50mm 以上) 整数 6 桁 小数 2 桁 →123456.780= 

0.123456780+e6 

＊ex はエクスポネンシャル関数であり、10 の乗数を示す。

(e4 ならば 10 の４乗） 

＊ex を用いることによって、小数点の文字数を決める必要が

なく、大中小の口径の文字数に対応できる。 

＊エクスポネンシャル関数は、データの処理の世界で用いる

だけであり、人が検針値を見る場合には画面上や帳票上で、

整数＋小数の表示とすれば良い。 

6 D0313006 検針時刻(1 時頃) 同上 

7 D0313007 指針値(1 時頃) 同上 

8 D0313008 検針時刻(2 時頃) 同上 

9 D0313009 指針値(2 時頃) 同上 

10 D0313010 検針時刻(3 時頃) 同上 

11 D0313011 指針値(3 時頃) 同上 

12 D0313012 検針時刻(4 時頃) 同上 

13 D0313013 指針値(4 時頃) 同上 

14 D0313014 検針時刻(5 時頃) 同上 

15 D0313015 指針値(5 時頃) 同上 

16 D0313016 検針時刻(6 時頃) 同上 

17 D0313017 指針値(6 時頃) 同上 

18 D0313018 検針時刻(7 時頃) 同上 

19 D0313019 指針値(7 時頃) 同上 

20 D0313020 検針時刻(8 時頃) 同上 

21 D0313021 指針値(8 時頃) 同上 

22 D0313022 検針時刻(9 時頃) 同上 

23 D0313023 指針値(9 時頃) 同上 

24 D0313024 検針時刻(10 時頃) 同上 

25 D0313025 指針値(10 時頃) 同上 

26 D0313026 検針時刻(11 時頃) 同上 

27 D0313027 指針値(11 時頃) 同上 
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28 D0313028 検針時刻(12 時頃) 同上 

29 D0313029 指針値(12 時頃) 同上 

30 D0313030 検針時刻(13 時頃) 同上 

31 D0313031 指針値(13 時頃) 同上 

32 D0313032 検針時刻(14 時頃) 同上 

33 D0313033 指針値(14 時頃) 同上 

34 D0313034 検針時刻(15 時頃) 同上 

35 D0313035 指針値(15 時頃) 同上 

36 D0313036 検針時刻(16 時頃) 同上 

37 D0313037 指針値(16 時頃) 同上 

38 D0313038 検針時刻(17 時頃) 同上 

39 D0313039 指針値(17 時頃) 同上 

40 D0313040 検針時刻(18 時頃) 同上 

41 D0313041 指針値(18 時頃) 同上 

42 D0313042 検針時刻(19 時頃) 同上 

43 D0313043 指針値(19 時頃) 同上 

44 D0313044 検針時刻(20 時頃) 同上 

45 D0313045 指針値(20 時頃) 同上 

46 D0313046 検針時刻(21 時頃) 同上 

47 D0313047 指針値(21 時頃) 同上 

48 D0313048 検針時刻(22 時頃) 同上 

49 D0313049 指針値(22 時頃) 同上 

50 D0313050 検針時刻(23 時頃) 同上 

51 D0313051 指針値(23 時頃) 同上 

52 D0313052 漏水 

アラーム情報(メータ) 

設置値以上の流量が設定時間以上流れ続けたときに判定する

アラーム情報のこと。「漏水」は自動消滅しないため、復帰

操作が必要。 

53 D0313053 漏水継続中 

アラーム情報(メータ) 

「漏水」が継続中の場合に保持するアラーム情報のこと。

「漏水」の判定基準を満たさなくなったら「漏水継続中」の

信号は自動消滅する。 

54 D0313054 漏水 2 
アラーム情報(メータ) 

同上。漏水の判定基準を 2 つ設ける場合に使用する。 

55 D0313055 漏水 2 継続中 
アラーム情報(メータ) 

同上。 

56 D0313056 過大流量 

アラーム情報(メータ) 

設定した流量を超えて水が流れたときに判定するアラーム情

報のこと。 

57 D0313057 逆流検知 
アラーム情報(メータ) 

一定時間逆流が続いたときに判定するアラーム情報のこと。 
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58 D0313058 超過流量 

アラーム情報(メータ) 

定義は「過大流量」と同一。判定量の桁数が異なる。過大流

量 4 桁に対し、超過流量は 6桁まで可能。 

59 D0313059 水不使用 

アラーム情報(メータ) 

一定時間、水が使用されなかったときに判定するアラーム情

報のこと。 

60 D0313060 メータ異常 

アラーム情報(メータ) 

メータ内にて計測に必要なデータ(パラメータなど)の電気的

消失があったときに判定するアラーム情報のこと。 

61 D0313061 
通信ケーブル短絡

復帰 

アラーム情報(メータ)一定時間以上連続して短絡(ショート)

した後に、復帰されたときに判定するアラーム情報のこと。 

62 D0313062 ロードサーベイ 

アラーム情報(メータ) 

検針値データ(例:24 時間分であれば約 2 日分)が満たされてい

るかを確認するための情報のこと。 

63 D0313063 磁気検知 

アラーム情報(メータ) 

計測に影響する磁気(羽根車で発生させる磁力より強いもの)

をメータ周辺に検知したときに判定するアラーム情報のこ

と。 

64 D0313064 
メータ電池電圧低

下 

アラーム情報(メータ) 

一定時間、電池電圧低下が継続したときに判定するアラーム

情報のこと。 

65 D0313065 電池電圧低下 

アラーム情報(通信端末) 

一定時間、電池電圧低下が継続した場合に判定するアラーム

情報のこと。 

66 D0313066 時刻同期失敗 

アラーム情報(通信端末) 

基地局(親機)から時刻データを取得できなかった場合に判定

するアラーム情報のこと。 

67 D0313067 メータ間通信不能 

アラーム情報(通信端末) 

水道メータと通信端末間の通信ができなかった場合に判定す

るアラーム情報のこと。 

68 D0313068 電波強度 
アラーム情報(通信端末) 

通信端末～通信事業者基地局の電波の強さを示す指標のこと 

69 D0313069 電波品質 
アラーム情報(通信端末) 

通信端末～通信事業者基地局の電波の受信状態を示す指標 

70 D0313070 指針値取得区分 スマートメーターからのデータ取得区分（例：日次、随時） 

71 D0313071 検針年月日 

0～23 時の検針結果のうち、最新となる検針年月日（ISO8601

に従い設定 YYYY-MM-DD） 

日次で取得した場合は 23 時頃の年月日を格納する。随時の場

合は指針値取得要求時点の年月日を格納する。 

72 D0313072 最新指針値 

0～23 時の検針結果のうち、最新となる指針値を設定する。日

次で取得した場合は 23 時の指針値を設定する。随時の場合は

リクエスト時点の検針値が格納する。 

73 D0313074 作成者区分 
スマートメーター検針結果の作成者を識別する区分。スマー

トメーター供給元事業者かその他ベンダーかを判別する。 

74 D0313075 登録年月日時刻 
スマートメーター検針結果の登録日付（ISO8601 に従い設定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss） 

75 D0313076 登録者 ID スマートメーター検針結果の登録システム利用者 ID 

76 D0313077 登録処理 ID スマートメーター検針結果の登録処理 ID 

77 D0313078 
最終更新年月日時

刻 

スマートメーター検針結果の最終更新日付（ISO8601 に従い設

定 YYYY-MM-DDThh:―mm:ss） 

78 D0313079 最終更新者 ID スマートメーター検針結果の最終更新システム利用者 ID 

79 D0313080 更新処理 ID スマートメーター検針結果の更新処理 ID 
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80 D0313999 その他データ項目 その他のデータ項目がある場合に使用 

※ データ項目区分コードは、追加可能である。 

 

- 以上 - 
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本書は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構「IoT を活用した新産業モデ

ル創出基盤整備事業」における「水道 IoT の社会実装推進に向けた検討」、及び「高度なデー

タ活用を可能とする社会インフラ運営システムの開発」事業により作成されたものに、経済産

業省補助事業（補助事業者：株式会社 JECC）「水道施設情報整備促進事業」により改定され、

水道情報活用システム標準仕様研究会により改定され、一般社団法人水道情報活用システム標

準仕様研究会に引き継がれました。 



 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

別紙１－２ 

一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会及び本ドキュメント(本使用許諾条件に添付

されて提供されるドキュメントをいい、以下同じ)の原著作権者である国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構、（以下「当研究会等」と総称します）は、以下の条件のもとで

本ドキュメントを使用、複製および頒布することを無償で許諾します。本ドキュメントを使用、

複製または頒布した場合には、以下の条件に同意したものとします。 

1. 本ドキュメントの中に含まれる著作権表示および本使用許諾条件を、本ドキュメントの全部

または一部を複製したものに表示してください。 

2. 本ドキュメントを使用したサービスの提供を含め営利目的に本ドキュメントを使用すること

ができますが、本ドキュメントのみを単独で販売することはできません。 

3. 第４項に定める場合を除き、本ドキュメントを使用したサービスの提供に際して、事前の書

面による当研究会等の許可なく、それらの宣伝、広告活動に当研究会等の名称を使用するこ

とはできません。 

4. 本ドキュメントを使用して得られた結果を、形態を問わず、出版、発表において公表する場

合には、本ドキュメントと当研究会等の名称を引用等において明示してください。 

5. 本ドキュメントは現状有姿で提供されるものであり、当研究会等は、本ドキュメントに関し

て、商品性および特定目的への適合性、エラー・バグ等の不具合のないこと、第三者の特許

権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権その他の知的財産権を侵害するものではないこと

を含め、明示たると黙示たるとを問わず、一切の保証を行わないものとします。また、当研

究会等は、本ドキュメントの誤りの修正その他いかなる保守についても義務を負うものでは

ありません。 

6. 当研究会等は、本ドキュメントの使用または使用不能、複製、頒布、その他本ドキュメント

または本使用許諾条件の規定に関連して生じたいかなる損害(特別損害、間接損害、逸失利

益を含みますが、これに限りません)または第三者からのいかなる請求についても、法律上

の根拠を問わず一切責任を負いません。当研究会等がかかる損害または請求の可能性につい

て知らされていた場合も同様とします。 

7. 本ドキュメントは、一般事務用、家庭用、通常の産業用等の一般的用途を想定して作成され

ているものであり、原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、

大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおける

ミサイル発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場

合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途(以下「ハイセイフティ用途」という)

を想定して作成されたものではなく、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措

置を施すことなく、本ドキユメントを使用しないものとします。また、ハイセイフティ用途

に本ドキュメントを使用したことにより発生する、いかなる請求または損害賠償に対しても

当研究会等は一切の責任を負わないものとします。 
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はじめに 

 本ドキュメントの目的 

本ドキュメントは、社会インフラ水道情報活用システム(以下、水道情報活用システム)標準

仕様における基本仕様書の別冊である。 

基本仕様書では、水道情報活用システムを実現する基本仕様として、水道情報活用システム

の全体構成と基本的に守るべきルール、標準インターフェイスを規定している。 

本ドキュメントは、基本仕様書で規定した標準インターフェイスの 1 つである、アプリベン

ダー向け標準インターフェイス仕様の詳細を記載したドキュメントである。 

本ドキュメントにより、アプリケーション開発ベンダーが、アプリケーションを水道標準プ

ラットフォームへ接続する際にどのような仕様で接続し、運用時にどのような仕様でデータの

取得や追加などのデータ操作を行えばよいかを理解することを目的とする。 

  



 

2 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

 水道情報活用システム標準仕様のドキュメント 

 ドキュメント体系 

水道情報活用システム標準仕様のドキュメント体系を以下に示す（図 1-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1: ドキュメント体系 

  

水道情報活用システム 

基本仕様書 

(WPSC001) 

アプリベンダー向け 
標準インターフェイス 
仕様書 

(WPSC002) 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス 
（デバイス）仕様書 

(WPSC003) 

IoT ゲートウェイ 
外部仕様書 

(WPSC009) 

システムゲートウェイ 
外部仕様書 

(WPSC010) 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス 
（システム）仕様書 

(WPSC004) 

水道標準プラットフォーム
外部仕様書 

(WPSC005) 

水道 CPS データ 
プロファイル仕様書 

(WPSC006) 

CPS/IoT セキュリティ 
仕様書 

(WPSC007) 

ドキュメント名称/略称 

(ドキュメント番号) 

   ：水道情報活用システム 
   基本仕様書 
 

：水道情報活用システム 
 基本仕様書 別冊 
 
：本書 
 

 

 

標準汎用インターフェイス 

仕様書 

(WPSC012) 

 

初期情報設定シート 
(WPSC008) 

マッピングベンダー向け 
データ共有仕様書 

(WPSC011) 
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 対象読者と役割 

水道情報活用システム標準仕様の対象読者と役割を以下に示す。 

 

① 事業体： 

水道情報活用システム上のアプリケーションを利用して、デバイス・システムのデー

タを活用したサービスを享受する事業体。 

 

② アプリケーション開発ベンダー： 

水道情報活用システム上のアプリケーションを開発し、デバイス・システムのデータ

を活用したサービスを事業体に提供するベンダー。 

 

③ IoTゲートウェイ・デバイスベンダー： 

水道情報活用システム上の IoTゲートウェイを開発し、デバイスのデータを水道標準

プラットフォームへ流通するベンダー。 

 

④ システムゲートウェイ・システムベンダー： 

水道情報活用システム上のシステムゲートウェイを開発し、各種台帳システムや料金

システム等の業務システムのデータを水道標準プラットフォームへ流通するベンダ

ー。 

 

⑤ プラットフォーマー： 

水道情報活用システム上の水道標準プラットフォームを提供し、デバイス・システム

のデータを流通するサービス提供および運営を行う第三者機関。 

 

⑥ システムインテグレーター： 

水道情報活用システム全体の設計を行い、アプリケーション開発ベンダーや IoTゲー

トウェイ・デバイスベンダー、システムゲートウェイ・システムベンダーを統率し、

水道情報活用システムを事業体に導入するベンダー。 
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 本書の対象読者 

本書の対象読者を以下に示す（表 1-1)。 

水道情報活用システム 基本仕様書は、(1)～(6)の対象読者が必ず参照すべきドキュメン

トである。その別冊の各仕様書は、読者の役割に応じて参照すべきドキュメントである。 

 

表 1-1: 仕様書別対象読者 

ドキュメン

ト番号 
ドキュメント名称 

対象読者 

(1)～(6)は 1.2.2 項参照 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

WPSC001 水道情報活用システム 基本仕様書 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

WPSC002 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書 
－ ○ － － ○ 〇 

WPSC003 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書 
－ － ○ － ○ 〇 

WPSC004 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)仕様書 
－ － － ○ ○ 〇 

WPSC005 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

水道標準プラットフォーム外部仕様書 
－ △ △ △ ○ △ 

WPSC006 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

水道 CPS データプロファイル仕様書 
－ ○ ○ － ○ 〇 

WPSC007 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

CPS/IoT セキュリティ仕様書 
－ ○ ○ ○ ○ 〇 

WPSC008 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

初期情報設定シート 
○ △ △ △ ○ 〇 

WPSC009 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

IoT ゲートウェイ外部仕様書 
－ － ○ － － 〇 

WPSC010 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

システムゲートウェイ外部仕様書 
－ － － ○ － 〇 

WPSC011 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

マッピングベンダー向けデータ共有仕様書 
△ ○ － △ － 〇 

WPSC012 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

標準汎用インターフェイス仕様書 
△ ○ 〇 － △ 〇 

〇：必読、 △：必要に応じて読む、 －：読まなくてもよい 

：本書 
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 参考文献 

水道情報活用システム標準仕様を参照する際の参考文献を以下に示す(表 1-2)。 

 

表 1-2: 参考文献 

No

. 
参考文献 説明 

1 ISO 8601 
日付と時刻の表記について規定する ISO による国際規格。 

URL※：https://www.iso.org/iso-8601-date-and-time-format.html 

2 
MQTT Protocol 

Specification 

水道標準プラットフォームで利用するメッセージングプロトコルで

ある MQTT について、OASISにより規定されたプロトコル仕様。 

URL※：http://public.dhe.ibm.com/software/dw/webservices/ws-

mqtt/mqtt-v3r1.html 

3 OpenID Connect 

認証プロトコルについて規定する、OpenID ファウンデーションによ

るプロトコル仕様。 

URL※：http://www.openid.or.jp/document/ 

4 
OpenID Connect 

Core 1.0 

水道標準プラットフォームで利用するアイデンティティ連携プロト

コル仕様。 

URL※：http://openid.net/specs/openid-connect-core-1_0.html 

5 RFC 2616 

Hypertext Transfer Protocol(HTTP/1.1)について規定する IETF に

よる技術仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc2616 

 

6 RFC 2818 

暗号化通信プロトコルである HTTP over TLS(本ドキュメントでは

「HTTP(S)」と表記)について規定する、IETF によるプロトコル仕

様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc2818 
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No

. 
参考文献 説明 

7 RFC 5246 

セキュアな通信を行うためのプロトコルである Transport Layer 

Security(TLS)について規定する、IETF によるプロトコル仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc5246 

8 RFC 6455 

水道標準プラットフォームで利用する通信プロトコルである

WebSocket について、IETFにより公開されたプロトコル仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc6455 

9 RFC 6750 

OpenID Connect のベースである OAuth 2.0 のトークン仕様について 

規定する、IETF による技術仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc6750 

10 RFC 7231 

HTTP/1.1 におけるセマンティクスとコンテンツについて規定する

IETF による技術仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc7231 

11 

XML Encryption 

Syntax and 

Processing  

XML 暗号について規定する W3C 勧告。 

URL※：http://www.w3.org/TR/xmlenc-core1/ 

12 

XML Signature 

Syntax and 

Processing  

XML 署名について規定する W3C 勧告。 

URL※：http://www.w3.org/TR/xmldsig-core2/ 

※: 2017 年 7 月時点の URL を参考に記載 
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その他、参考にする報告書を以下に示す。 

 

経済産業省「平成２８年度ＩｏＴ推進のための社会システム推進事業（スマート工場実証事

業）報告書」 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report.pdf 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report_Attachment1.pdf 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report_Attachment2.pd 

 

経済産業省「平成２８年度ＩｏＴ推進のための社会システム推進事業（社会インフラ分野で

のＩｏＴ活用のための基盤整備実証プロジェクト）」 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000060.pdf 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000061.pdf 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000062.pdf 
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 用語の説明 

水道情報活用システム標準仕様で使用する用語の説明を以下に示す(表 1-3)。 

 

表 1-3: 用語の説明 

No. 用語 説明 

1 
AI 

(Artificial Intelligence) 

コンピュータを使って学習・推論・判断等、人間の知能の

働きを人工的に実現するもの。 

2 

API 

(Application Programming 

Interface) 

ソフトウェアコンポーネントが互いにやり取りするのに使

用するインターフェイスの仕様。 

3 水道情報活用システム 

CPS/IoT を活用して、デバイス・システムのデータを流通

させ、データを活用した付加価値の高いサービスを提供す

るシステム。 

4 

DUNS Number 

(Data Universal Numbering 

System Number)  

ダンアンドブラッドストリート（D&B）社が開発した 9 桁

の企業識別コードのことで、世界の企業を一意に識別でき

る企業コード。 

5 

FQDN 

(Fully Qualified Domain 

Name) 

完全修飾ドメイン名。ホスト名とドメイン名などすべてを

省略せずに指定した文字列。 

6 

IANA 

(Internet Assigned Numbers 

Authority) 

IP アドレス・ドメイン名・ポート番号等の標準化・割り

当て等インターネットに関連する番号を管理する組織。 

7 
JAN コード 

(Japanese Article Number) 

国際的な流通標準化機関である GS1 が定める国際標準の識

別コードを設定するために必要となるコード。国際的には

GS1 Company Prefix と呼ばれ、日本では最初の 2 桁が

「45」又は「49」で始まる 9 桁又は 7 桁の番号。 

8 

MIME タイプ 

(Multipurpose Internet Mail 

Extension) 

IANA に登録されている、転送するデータの種類や形式を

判別する為の識別子。 



 

9 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

No. 用語 説明 

9 
TDB 企業コード 

(Teikoku Data Bank)  

帝国データバンクが独自に取材・収集した企業情報に加

え、各種公的情報を基に、1 社＝1 コードとして厳格に設

定した数字 9 桁の企業識別コード。 

10 耐タンパー性 
非正規な手段による外部からの解析が容易に出来ないよ

う、データの読み取りや改ざんを防ぐ能力。 

11 データプロファイル 

「平成 28年度 IoT推進のための社会システム推進事業

（スマート工場実証事業）」の成果物であり、水道情

報活用システム上でデータをやり取りする際のデータ

流通のルール。 

12 パディング 
決められたデータの長さに対してデータが短い場合

に、データを追加してデータの長さを合わせる処理。 

13 標準企業コード 

一般財団法人日本情報経済社会推進協会(JIPDEC)が一元的

に管理する、企業を識別する業界横断的な企業コード。 

企業を一意に識別できる 6桁の企業識別コードと、各

企業が採番、管理を行う 6桁の枝番で構成される。 

14 ペイロードデータ 

パケット通信において、データの転送先や転送経路な

どを制御するための情報を含むヘッダや、データの破

損などを検査するトレーラなどの付加的情報を除い

た、ユーザーが送信したいデータ本体。 

15 メッセージダイジェスト 
任意の長さの文字列を固定長のビット列に変換するア

ルゴリズム。 

16 リダイレクト 
ウェブサイトを訪れたユーザーを、自動的に他のウェ

ブページに転送する処理。 

17 レルム名 
それぞれのレルム(同一の認証ポリシーを適用する範

囲)を識別する名称。 
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 本ドキュメントの記載範囲 

本ドキュメントは、水道情報活用システムにおける標準インターフェイスの内、アプリベン

ダー向け標準インターフェイス仕様を示す。 

本ドキュメントの記載範囲を以下に示す(図 1-2)。 

 

 
図 1-2: 本ドキュメントの記載範囲 

 

社会インフラ水道情報活用システム標準仕様では、IoTゲートウェイからデバイスに対して、

制御信号などのデバイスの動作に係わる指示を送ることは想定していない。 
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アプリケーション利用までに必要な事前準備 

広域向けアプリケーションを開発し、そのアプリケーションが事業体で利用可能になるまで

の事前準備を以下に示す(表 2-1)。 

 

表 2-1:アプリケーション利用までに必要な事前準備 

No 項目 内容 

1 

アプリケーション

基本情報の登録申

請 

アプリケーション開発ベンダーが、プラットフォーマーに対し、広域向

けアプリケーションのアプリケーション基本情報を水道標準プラットフ

ォームに登録申請する。これにより、事業体がそのアプリケーションを

利用申請できるようになる。 

 

アプリケーション基本情報の内容は 2.1 節を参照。 

2 

アプリケーション

の利用情報の取得

と登録 

アプリケーション開発ベンダーが、プラットフォーマーから取得した事

業体の利用情報を広域向けアプリケーションに登録する。これにより、

事業体がアプリケーションを利用可能になる。 

 

アプリケーション利用情報の内容は 2.2 節を参照。 

3 
鍵情報と電子証明

書の取得と設定 

アプリケーション開発ベンダーが、プラットフォーマーから取得した鍵

情報と電子証明書を広域向けアプリケーションに設定する。 

(通信暗号、相互認証、データの暗号化、電子書名の付与で利用) 

 

鍵情報と電子証明書の取得の内容は 2.3 節を参照。 

4 
アプリケーション

の接続 

広域向けアプリケーションを水道標準プラットフォームに接続する。こ

れにより、アプリケーションが利用可能になる。 

 

アプリケーション接続情報の内容は 2.4 節を参照。 

5 
アプリケーション

の切断 

アプリケーションを水道標準プラットフォームから切断する。これによ

り、水道標準プラットフォームからアプリケーションを切断する。 

 

アプリケーション接続情報の内容は 2.5 節を参照。 
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 アプリケーション基本情報の登録申請 

アプリケーション開発ベンダーが、プラットフォーマーに対し、広域向けアプリケーション

のアプリケーション基本情報を水道標準プラットフォームに登録申請する。これにより、事業

体がそのアプリケーションを利用申請できるようになる。 

アプリケーション基本情報の項目を以下に示す(表 2-2)。 

 

表 2-2: アプリケーション基本情報 

No. 項目 内容 

1 アプリケーション ID 
広域向けアプリケーションの ID。 

詳細は基本仕様書の 3.1.2項を参照。 

2 アプリケーション名称 広域向けアプリケーションの名称。 

3 アプリケーションの説明 広域向けアプリケーションの機能の説明。 

4 サービスアカウント要否 

広域向けアプリケーションで、ユーザーがログインしていない

時に水道標準プラットフォームの標準インターフェイスをバッ

クグランドで動作させるか否かを指定。 
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 アプリケーション利用情報の取得と登録 

アプリケーション開発ベンダーが、プラットフォーマーから取得した事業体の利用情報を広

域向けアプリケーションに登録する。これにより、事業体がアプリケーションを利用可能にな

る。 

アプリケーション利用情報の項目を以下に示す(表 2-3)。 

 

表 2-3: アプリケーション利用情報 

No. 項目 内容 

1 アプリケーション ID 

広域向けアプリケーションの ID。 

前述(表 2-2)のアプリケーション ID と同一の文字列である必要

がある。 

2 事業体 ID 
アプリケーションを利用する事業体 ID。 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

3 
水道標準プラットフォ

ームのホスト名 

水道標準プラットフォームの FQDN 名。 

アプリケーションがアプリベンダー向け標準インターフェイスを

使用するために必要。 

4 アクセス先 URL 

アプリケーションのトップページの URL。 

ユーザー/事業体がアプリケーションにアクセスするために必

要。 

5 認証レルム名 認証の適用範囲を示すレルム名。 

6 認証サーバーURL 認証サーバーの URL。 

7 認証クライアント ID 

OpenID Connect※認証に用いられるクライアント ID。クライアン

ト ID はシステム全体でユニークな文字列である必要がある。ア

プリケーション ID と利用事業体 ID を組み合わせた文字列とす

る。 

8 認証リダイレクト URL 
OpenID Connect※認証プロトコルによって認証サーバーにログイ

ン、又はログアウト後にブラウザでリダイレクト先となる URL。 

9 認証シークレット OpenID Connect※認証プロトコルで使用する鍵。 

※: OpenID Connect は、広域向けアプリケーションのユーザー認証に使用されるアイデンティティ 

連携プロトコルである。詳細については、CPS/IoT セキュリティ仕様書の 2.3 節を参照。 
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水道標準プラットフォームが OpenID Connect以外の認証方式も実装している場合、上記の表 

2-3以外の項目がアプリケーション利用情報に含まれている場合がある。 
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 鍵情報と電子証明書の取得と設定 

アプリケーション開発ベンダーが、プラットフォーマーから取得した鍵情報と電子証明書を

広域向けアプリケーションに設定する。 

詳細は CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2章を参照。 

 

なお証明書は、定期的に水道標準プラットフォームにて最新バージョンを更新するが、古

いバージョンも一定期間保持する仕様となっている。アプリケーションやゲートウェイが初

期取得時のバージョンのまま運用するか、定期的に最新バージョンに更新するかは、水道標

準プラットフォームの導入時に選択できる。 
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 アプリケーションの接続 

広域向けアプリケーションを水道標準プラットフォームに接続する。これにより、アプリケ

ーションが利用可能になる。 

アプリケーション接続では、アプリケーションから水道標準プラットフォームへ接続情報を

登録する。登録する接続情報を以下に示す(表 2-4)。 

 

表 2-4: アプリケーション接続情報 

No. 名称 説明 

1 アプリケーション ID 

水道標準プラットフォームが広域向けアプリケーションを一意に

識別するための識別子。 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

2 事業体 ID 
アプリケーションを利用する事業体 ID。 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

 

水道標準プラットフォームでは、アプリケーション接続で登録された情報からアプリケーシ

ョンを識別する。これにより水道標準プラットフォームは、当該アプリケーションが接続して

も良いアプリケーションかどうかを判定する。水道標準プラットフォームに接続しても良いと

判断された場合、アプリケーション接続情報を水道標準プラットフォームへ登録する。これに

より、そのアプリケーションはユーザーから利用可能になる。水道標準プラットフォームに接

続しても良いと判断されなかった場合、水道標準プラットフォームはそのアプリケーションの

接続を拒絶し、ユーザーから利用することができない。 

アプリケーション接続の詳細は後述の 3.4.1 項及び 4.1 節を参照。 
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 アプリケーションの切断 

アプリケーションを水道標準プラットフォームから切断する。これにより、水道標準プラッ

トフォームからアプリケーションを切断する。 

水道標準プラットフォームでは、アプリケーション切断で指定されたアプリケーションが接

続済みかどうかを判定する。接続済みだった場合、そのアプリケーションの接続を無効にする。

接続済みではなかった場合、エラーを返却する。 

アプリケーション切断の詳細は後述の 3.4.2 項及び 4.2 節を参照。 
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アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様 

アプリベンダー向け標準インターフェイスに必要な以下の 3つを示す。 

・API一覧 

・プロトコル 

・基本的な処理の流れ 

 

 API一覧 

アプリベンダー向け標準インターフェイスの APIの一覧を以下に示す。 

 

表 3-1: API 一覧(IoT ゲートウェイ) 

No. 用途 API 名 説明 

1 
アプリケー

ション利用 

アプリケーション接続

API 

アプリケーションを水道標準プラットフォームに

接続する API。 

2 
アプリケーション切断

API 

アプリケーションを水道標準プラットフォームか

ら切断する API。 

3 マスタ参照 マスタデータ参照 API  
施設マスタ、設備マスタ、機器マスタ等を参照す

る API。 

4 

データ監視 

即時取得 API  

計測対象データの現在値の監視要求を実行する

API。本 API を実行すると、応答で計測対象デー

タの現在値を取得できる。 

5 定周期監視実行 API  
計測対象データの定周期での監視要求を実行する

API。 

6 定周期監視一覧取得 API  現在実行中の定周期監視を一覧で取得する API。 

7 定周期監視停止 API  現在実行中の定周期監視を停止する API。 

8 データ制御 制御値設定 API 

ユーザ操作またはアプリケーション判断（インタ

ーロックなど）により IoT ゲートウェイへ制御要

求を通知し、IoT ゲートウェイによるデバイスの

制御を依頼する API。 

9 データ保護 
公開鍵証明書ファイル

取得 API  

データ保護用の公開鍵証明書ファイルを取得する

API。 

10 データ取得 即時取得（蓄積）API 
定周期で取得した、PF 内に蓄積されている値を取

得する命令を発行する API。 

11 
ドキュメン

ト操作 

ドキュメント登録操作

（デバイス）API 
データベースにドキュメントの登録を行う API。 
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No. 用途 API 名 説明 

12 
ドキュメント更新操作

（デバイス）API 

データベースに蓄積されているドキュメントの更

新を行う API。 

13 
ドキュメント削除操作

（デバイス）API 

データベースに蓄積されているドキュメントの削

除を行う API。 

14 

ファイル操

作 

ファイル参照（デバイ

ス）API 

オブジェクトストレージに格納されているファイ

ルもしくはファイルパスの一覧を取得する API。 

15 
ファイル登録操作（デ

バイス）API 

オブジェクトストレージにファイルを登録する

API。 

16 
ファイル削除操作（デ

バイス）API 

オブジェクトストレージからファイルを削除する

API。 

  

 

表 3-2: API 一覧(システムゲートウェイ) 

No. 用途 API 名 説明 

1 

ドキュメン

ト操作 

ドキュメント参照 API 
データベースからドキュメントの参照を行う

API。 

2 
ドキュメント登録操作

API 
データベースにドキュメントの登録を行う API。 

3 
ドキュメント更新操作

API 

データベースに蓄積されているドキュメントの更

新を行う API。 

4 
ドキュメント削除操作

API 

データベースに蓄積されているドキュメントの削

除を行う API。 

5 

ファイル操

作 

ファイル参照 API 
オブジェクトストレージに格納されているファイ

ルもしくはファイルパスの一覧を取得する API。 

6 ファイル登録操作 API 
オブジェクトストレージにファイルを登録する

API。 

7 ファイル削除操作 API 
オブジェクトストレージからファイルを削除する

API。 

87 マスタ参照 
マスタデータ参照（シ

ステム）API 

リソースマスタとデータ項目マスタから情報を取

得する API。 
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 プロトコル 

アプリベンダー向け標準インターフェイスで使用するプロトコルを以下に示す(表 3-3)。 

 

表 3-3: アプリベンダー向け標準インターフェイスのプロトコル 

No. プロトコル 説明 

1 HTTP(S) 
広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームへ要求を行う

際に使用するプロトコル。SSL/TLS で暗号化されなければならない。 

2 WebSocket(S) 
水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーションへの通信を行

う際に使用するプロトコル※。SSL/TLS で暗号化されなければならない。 

※： 接続要求は広域向けアプリケーションから行う。 

 

なお、データベースへの高トランザクション処理など、上記プロトコルでは対応困難な通信

処理が発生する場合には、その処理に適したプロトコル（例えば ODBC等）によって、前項の API

を暫定的に実装することを検討するものとする。 

 

 HTTP(S)プロトコル 

広域向けアプリケーションと水道標準プラットフォーム間で使用する、HTTP(S)プロトコル

の要求と応答を以下に示す(図 3-1)。 

 

 

図 3-1: HTTP(S)プロトコルの要求と応答 

 

アプリベンダー向け標準インターフェイスでは HTTP(S)プロトコルはアプリケーション接

続、切断及びデータ操作の要求と応答で使用する。要求は広域向けアプリケーションが実施

し、応答は水道標準プラットフォームが実施する。 

ベース URLは以下とし、ポート番号は 443とする。 

 

https://${水道標準プラットフォームのホスト名} 

 

Web サーバー 

水道標準プラットフォーム 広域向けアプリケーション 

要求 

応答 
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水道標準プラットフォームのホスト名はプラットフォーマーが定義する。 

以下では、アプリベンダー向け標準インターフェイスのデータ項目の HTTP(S)プロトコル

における設定方法を示す。各 APIの詳細な設定方法は後述の 4. 5. 章を参照。  
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 アプリケーション接続、切断要求のデータ項目の設定内容 

「基本仕様書」に示すアプリケーション接続、切断要求のデータ項目の HTTP(S)プロトコ

ルによる設定内容を以下に示す(図 3-2)。 

 

図 3-2: HTTP(S)プロトコルによるアプリケーション接続、切断要求のデータ項目の設定 

 

 アプリケーション接続、切断応答のデータ項目の設定内容 

「基本仕様書」に示すアプリケーション接続、切断応答のデータ項目の HTTP(S)プロトコ

ルによる設定内容を以下に示す(図 3-3)。 

 

図 3-3: HTTP(S)プロトコルによるアプリケーション接続、切断応答のデータ項目の設定 

 

  

X-CPS-Operation: {操作種別 ID} 

Content-type: {入出力形式※1} 

Accept: {入出力形式※2} 

X-CPS-Timestamp: {タイムスタンプ} 

... (その他の HTTP ヘッダ) ... 

POST /cps-platform/api/v1/{データ種別 ID}/ HTTP/1.1 

 

{データ} 

HTTP リクエスト行 

HTTP リクエストヘッダ 

空行 

HTTP リクエストボディ 

※ 1:入力時の入出力形式を指定 

※ 2:出力時の入出力形式を指定 

 

Content-type: {入出力形式 ※1} 

X-CPS-Timestamp: {タイムスタンプ} 

... (その他の HTTP ヘッダ) ... 

HTTP/1.1 {実行結果コード} {実行結果説明文字列} 

 

{データ} 

HTTP ステータス行 

HTTP レスポンスヘッダ 

空行 

HTTP レスポンスボディ 

※ 1:出力時の入出力形式を指定 
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 データ操作要求のデータ項目設定内容 

基本仕様書の表 4-8 に示すデータ操作要求のデータ項目の HTTP(S)プロトコルによる設

定内容を以下に示す(図 3-4)。 

 

図 3-4: HTTP(S)プロトコルによるデータ操作要求のデータ項目設定 

 

上記(図 3-4)に記載した依頼元情報の指定方法は、OpenID Connectによる認証・認可を前

提としている。指定方法の詳細は 4.9 節を参照。水道標準プラットフォームが OpenID Connect

以外の方式も提供している場合は、その方式に従い、Authorizationヘッダ以外の箇所で依頼

元情報を指定してもよい。 

  

X-CPS-Operation: {操作種別 ID} 

Authorization: {依頼元情報} 

Content-type: {入出力形式※1} 

Accept: {入出力形式※2} 

X-CPS-Timestamp: {タイムスタンプ} 

... (その他の HTTP ヘッダ) ... 

POST /cps-platform/api/v1/{データ種別 ID}/ HTTP/1.1 

 

{データ} 

HTTP リクエスト行 

HTTP リクエストヘッダ 

空行 

HTTP リクエストボディ 

※ 1:入力時の入出力形式を指定 

※ 2:出力時の入出力形式を指定 
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 データ操作応答のデータ項目設定内容 

基本仕様書の表 4-9 に示すデータ操作応答のデータ項目の HTTP(S)プロトコルによる設

定内容を以下に示す(図 3-5)。 

 

 
図 3-5: HTTP(S)プロトコルによるデータ操作応答のデータ項目設定 

 

 WebSocket(S)プロトコル 

広域向けアプリケーションと水道標準プラットフォーム間で使用する、WebSocket(S)プロ

トコルの接続を以下に示す(図 3-6)。 

 

 

図 3-6: WebSocket(S)プロトコルの接続 

Content-type: {入出力形式 ※1} 

X-CPS-Timestamp: {タイムスタンプ} 

... (その他の HTTP ヘッダ) ...  

HTTP/1.1 {実行結果コード} {実行結果説明文字列} 

 

{データ} 

HTTP ステータス行 

HTTP レスポンスヘッダ 

空行 

HTTP レスポンスボディ 

※ 1:出力時の入出力形式を指定 
  

Web サーバー 

水道標準プラットフォーム 広域向けアプリケーション 

接続 

接続結果 

  

受信(イベントデータ) 

  

  繰り返し 
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アプリベンダー向け標準インターフェイスでは WebSocket(S)プロトコルはイベントデータ

の受信に使用する。WebSocket(S)の接続は広域向けアプリケーションが実施する。イベント

データは、水道標準プラットフォームが送信し、広域向けアプリケーションが受信する。 

 

 イベントデータのデータ項目設定内容 

基本仕様書の表 4-10 に示すイベントデータのデータ項目の WebSocket(S)プロトコルに

よる設定内容を以下に示す(図 3-7)。 

 

 

図 3-7: WebSocket(S)プロトコルによるイベントデータのデータ項目設定 

  

{データ} 
WebSocket 
ペイロードデータ 
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 セキュリティ 

データの漏えいや改ざんを防ぐためには、正しい接続元・接続先との通信が必要である。広

域向けアプリケーションと水道標準プラットフォームの間において、通信の開始時に双方で通

信相手の正当性を確認（相互認証）し、通信経路を暗号化する。相互認証と通信経路の暗号化

は、水道標準プラットフォームをサーバー、広域向けアプリケーションをクライアントとして、

SSL/TLSの仕様に従って実施する。詳細は CPS/IoT セキュリティ仕様書の 2.2 節を参照。 

通信経路の盗聴だけでなく、水道情報活用システム内での盗聴を防ぐためには、通信経路の

暗号化に加えて、データそのものを暗号化する事を検討する必要がある。重要なデータを暗号

化することで、流通する経路や一時保存の環境に依らず、データの機密性を確保することが可

能となる。また、通信途中でデータの改ざんを検知できるようにするために、やり取りするデ

ータに電子署名を付与し、受信側で検証する仕組みを実装することが望ましい。詳細は CPS/IoT

セキュリティ仕様書の 2.4節を参照。また、識別子(ID)や暗号化に利用する鍵情報については、

耐タンパー性を持つ領域に格納し、外部からの不正アクセスや改ざんを防止することで、セキ

ュリティを向上させることが望ましい。 

社会インフラ水道情報活用システム標準仕様では、IoTゲートウェイからデバイスに対して、

制御信号などのデバイスの動作に係わる指示を送ることは、標準仕様として規定しない。制御

信号などを送る場合は、RAS(Reliability、Availability、Serviceability)の観点を十分に考

慮した上で、各社の競争領域として設計し、実装すること。 
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 基本的な処理の流れ 

本節では、アプリベンダー向け標準インターフェイスの基本的な処理の流れとして以下の 5

つを示す。 

・アプリケーション接続 

・アプリケーション切断 

・データ操作(参照)プル型 

・データ操作(参照)プッシュ型 

・データ操作(変更)プル型 

 

 アプリケーション接続 

ユーザーが広域向けアプリケーションを利用するためには、広域向けアプリケーションは

水道標準プラットフォームに接続する必要がある。 

アプリケーション接続の詳細フローを以下に示す。 

 

 

図 3-8: 詳細フロー (アプリケーション接続) 
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 アプリケーション切断 

既に接続済みの広域向けアプリケーションを水道標準プラットフォームから切断するため

には、広域向けアプリケーションはアプリケーション切断を実施する必要がある。 

アプリケーション切断の詳細フローを以下に示す（図 3-9）。 

 

 

※: 監視要求の停止や監視結果通知先 (WebSocket(S)) の切断など 

図 3-9: 詳細フロー (アプリケーション切断) 

 

 

なお、本フローによるものではなく、何らかの異常発生時に水道標準プラットフォーム側と

の接続が切断されてしまった場合は、再度 3.4.1 のフローにより再接続する必要がある。また

切断されてしまった時点から、再度 3.4.1 のフローにより再接続するまでの間に取得すべきだ

ったデータの再送は行われない。 
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 データ操作(追加、変更、削除、参照) 

データ操作とは、ユーザーがデバイス・システム、外部サービスのデータをゲートウェイ、

水道標準プラットフォーム及び広域向けアプリケーションを介して操作する処理である。 

 

データ操作(参照)には以下 3 つの処理がある。 

・データ操作(参照)プル型 

・データ操作(参照)プッシュ型 

・データ操作(変更)プル型 

 

また DB操作、ファイル操作の処理として以下 4つがある。 

・DB操作(追加/変更/削除)プル型 

・DB操作(参照)プル型 

・ファイル操作(追加/変更/削除)プル型 

・ファイル操作(参照)プル型 
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 データ操作(参照)プル型 

IoT ゲートウェイを通してデータを取得する場合 

IoT ゲートウェイを通してデータを取得するためには、即時取得 APIを利用する。即時取

得 APIの詳細は、4.4 節を参照。 

応答には監視結果通知先情報が連絡される。HTTP(S)プロトコルでは、WebSocket(S) URI

がそれに対応する。広域向けアプリケーションを利用して通知チャネル(WebSocket(S))に

接続することで、そのチャネルを通してデータを非同期で受け取ることができるようにな

る。処理の流れを以下に示す（図 3-10）。 

 

※1: 即時取得 API。詳細は 4.4 節を参照。 

※2: 即時取得 API の WebSocket(S)による接続。詳細は 4.4 節を参照。 

図 3-10: データ操作(参照)プル型(IoT ゲートウェイからデータを即時取得する場合) 
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システムゲートウェイを通してデータを取得する場合 

システムゲートウェイを通してデータを取得するためには、ドキュメント参照 API を利

用する。ドキュメント参照 APIの詳細は、5.1 節を参照。 

応答には監視結果通知先情報が連絡される。HTTP(S)プロトコルでは、WebSocket(S) URI

がそれに対応する。広域向けアプリケーションを利用して通知チャネル(WebSocket(S))に

接続することで、そのチャネルを通してデータを非同期で受け取ることができるようにな

る。処理の流れを以下に示す（図 3-11）。 

 

※1: ドキュメント参照 API。詳細は 5.1 節を参照。 

※2: ドキュメント参照 API の WebSocket(S)による接続。詳細は 5.1 節を参照。 

図 3-11: データ操作(参照)プル型(システムゲートウェイからデータを即時取得する場合) 
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 データ操作(参照)プッシュ型 

IoTゲートウェイを通してデータを取得するためには、定周期監視実行 APIを利用する。

定周期監視実行 APIの詳細は、4.5 節を参照。 

応答には監視結果通知先情報が連絡される。HTTP(S)プロトコルでは、WebSocket(S) URI

がそれに対応する。広域向けアプリケーションを利用して通知チャネル(WebSocket(S))に

接続することで、そのチャネルを通してデータを非同期で受け取ることができるようにな

る。処理の流れを以下に示す（図 3-12）。 



 

33 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

 

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 
プラットフォーム 

デバイス 
IoT 

ゲートウェイ ユーザー 

デ
ー
タ
送
信 

デ
ー
タ
受
信
・
蓄
積 

加
工 

デ
ー
タ
参
照 

イベントデータ 
(プッシュ通信) 

プッシュ指示の要求※1 

プッシュ指示の応答 
(監視結果通知先
情報を連絡) 

監
視
要
求
設
定 

デ
ー
タ
監
視
要
求 

デ
ー
タ
監
視
要
求 

利用アプリケーション実行 

デ
ー
タ
通
知
受
信
用
意 

監
視
結
果
通
知
先
接
続 

監視結果 
通知先接続※2 

成功 

  繰り返し 

IoT ゲートウェイでイベント発生毎に、監視
結果通知先情報を通して広域向けアプリケ
ーションにイベントデータを繰り返し通知 

監
視
要
求
情
報
作
成 

監
視
応
答
情
報
処
理 

アプリベンダー 
向け 

標準インター 
フェイス 

アプリベンダー 
向け 

標準インター 
フェイス 

イベントデータ※3 
 (プッシュ通信) 
イベントデータ※3 
 (プッシュ通信) 

アプリベンダー 
向け 

標準インター 
フェイス 

機器ベンダー 
向け標準インター

フェイス 
(デバイス) 

機器ベンダー 
向け標準インター

フェイス 
(デバイス) 

：標準化対象インターフェイス 

：標準化非対象インターフェイス 

【凡例】 



 

34 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

※1 : 定周期監視実行 API。詳細は 4.5 節を参照。 

※2 : 定周期監視実行 API の WebSocket(S)による接続。詳細は 4.5 節を参照。 

※3 : 定周期監視実行 API の WebSocket(S)によるデータ受信。詳細は 4.5 節を参照。 

図 3-12: データ操作(参照)プッシュ型(IoT ゲートウェイからデータを定周期取得する場合) 
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 データ操作(変更)プル型 

ユーザ操作またはアプリケーション判断（インターロックなど）により IoT ゲートウ

ェイを通してデバイスを制御する場合 

処理の流れを以下に示す（図 3-13）。 

 
 

※: 制御値設定 API。詳細は 4.8 節を参照。 

図 3-13: データ操作(変更)プル型(IoT ゲートウェイを通してデバイス制御する場合) 
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 DB 操作(登録/更新/削除)プル型 

処理の流れを以下に示す（図 3-14）。 

 

 

※: ドキュメント登録操作 API。詳細は 5.2 節を参照。 

 

図 3-14: DB 操作(登録/更新/削除)プル型 
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 DB 操作(参照)プル型 

処理の流れを以下に示す（図 3-15）。 

 

 

※: ドキュメント参照 API。詳細は 5.1 節を参照。 

 

図 3-15: DB 操作(参照)プル型 
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 ファイル操作(追加/変更/削除)プル型 

処理の流れを以下に示す（図 3-16）。 

 

 

※: ファイル登録操作 API。詳細は 5.6 節を参照。 

 

図 3-16: ファイル操作(追加/変更/削除)プル型 
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 ファイル操作(参照)プル型 

処理の流れを以下に示す（図 3-17）。 

 

 

※: ファイル参照 API。詳細は 5.5 節を参照。 

 

図 3-17: ファイル操作(参照)プル型 
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 API共通仕様 

 メッセージ仕様 

本項では、メッセージ仕様を記載する。 

 

 HTTP(S)のデータ記述仕様 

HTTP(S)プロトコルでのデータの記述仕様を記載する。 

データの記述仕様として以下に示すデータ書式を使用する（表 3-4)。 

 

表 3-4: サポートするデータ書式一覧 

No. データ書式 MIME タイプ 

1 JSON application/json 

2 XML application/xml 

 

ただし、APIによってはどちらか一方のデータ書式のみを使用する。各 APIで使用してい

るデータ書式は、各 API仕様を参照。 

各データ書式の MIME タイプを HTTP ヘッダ (Content-type ヘッダ及び Accept ヘッダ)に

指定する必要がある。 

各データ書式でのデータの記述仕様を以下に示す。 
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JSON データ書式でのデータ記述仕様 

①単一のデータの記述仕様 

JSON データ書式でデータを記述する場合は、各プロパティ名をキーとして JSON オブジ

ェクトでデータを表現する。 

 

JSONデータ書式でエラー情報(3.5.1 項の(2)を参照)を記述する例 

{ 

    "message": "ID not found." 

} 

 

②データの配列の記述仕様 

JSONデータ書式でデータの配列を記述する場合は、JSON配列でデータを表現する。 

 

JSONデータ書式でエラー情報(3.5.1 項の(2)を参照)の配列を記述する例 

[ 

{ 

        "message": "ID not found." 

}, 

{ 

        "message": "Invalid StartDatetime." 

}, 

{ 

        "message": "X-CPS-dataTypeId not specified." 

} 

] 
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XML データ書式でのデータ記述仕様 

①単一のデータの記述仕様 

XML データ書式でデータを記述する場合は、プロパティ名を要素としてデータを表現す

る。 

 

XMLデータ書式でエラー情報(3.5.1 項の(2)を参照)を記述する例 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="true"?> 

<message>ID not found.</message> 

 

②データの配列の記述仕様 

XML データ書式でデータの配列を記述する場合は、"collection"という名称の要素をル

ート要素とし、その子要素としてプロパティ名を複数記述することでデータを表現する。 

 

XMLデータ書式でエラー情報(3.5.1 項の(2)を参照)の配列を記述する例 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="true"?> 

<collection> 

    <message>ID not found.</message> 

    <message>Invalid StartDatetime.</message> 

    <message>X-CPS-dataTypeId not specified.</message> 

</collection> 

 

 エラー情報 

エラー情報のデータ名は "error" である。 

エラー情報のプロパティ仕様を以下に示す（表 3-5）。 

 

表 3-5: エラー情報(データ名: error)のプロパティ仕様 

No. データ名 
プロパティ

名 
内容 型 例 

1 メッセージ message 
エラーの内容を示すメッセー

ジ 
string ID not found. 

2 エラー詳細 detail エラーの詳細説明 string 

(エラー発生時

のデバックトレ

ース等の文字

列) 
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インターフェイス詳細仕様(IoTゲートウェイ) 

本章では、IoTゲートウェイに関連する各 APIに対して以下の 2つを示す。 

・HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

・WebSocket(S)プロトコルでのイベントデータのデータ項目設定 

ただし APIによっては使用する項目が異なる。 

 

 アプリケーション接続 API 

アプリケーション接続 APIを以下に示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

アプリケーション接続 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でアプリケーション接続情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラッ

トフォームに送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-1: HTTP(S)リクエストのパラメーター（アプリケーション接続 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 
文 字

列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-

dataTypeId}/connection/ 

(X-CPS-dataTypeId "0000000100000000"

を指定) 

必須 
文 字

列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 
文 字

列 

4 文字コード utf-8 必須 
文 字

列 

5 

ヘ

ッ

ダ (データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

要求するデータの種別から”接続情報

(0000000100000000)”を指定。データ種別

ID は、基本仕様書の 4.4.1項を参照。 

URL パスの X-CPS-dataTypeId にデータ種

別 ID を指定。  

("0000000100000000"を指定) 

必須 
文 字

列 



 

44 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

アプリケーション接続に対する操作の種

類(追加(POST))を指定。操作種別 IDは、

基本仕様書の 4.4.2項を参照。 

("POST"を指定) 

必須 
文 字

列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 

文 字

列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

10 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

11 
ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

12  
（事業体 ID） 

companyId 

アプリケーション接続情報を指定 

詳細は後述の 6.1 節を参照 
必須 

文 字

列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でアプリケーション接続の通信結果を水道標準プラットフォームから広域

向けアプリケーションに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以

下に示す。 

 

表 4-2: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（アプリケーション接続 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：500 番台 

・接続不可：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 
文 字

列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

4 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 
文 字

列 

5 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

6 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

（接続先 URI（即時監

視）） 

accessUrl アプリケーション接続で広域アプリケー

ションが WebSocket と接続するための

URL。 

必須 
文 字

列 （接続先 URI（制御操

作）） 

accessUrlControl 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 
文 字

列 

 
（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 

【接続不可の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 
文 字

列 

 
（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 
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  アプリケーション切断 API 

アプリケーション切断 APIを以下に示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

アプリケーション切断 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でアプリケーション切断情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラッ

トフォームに送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-3: HTTP(S)リクエストのパラメーター（アプリケーション切断 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 
文 字

列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-

dataTypeId}/disconnect/ 

(X-CPS-dataTypeId "0000000100000000"

を指定) 

必須 
文 字

列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 
文 字

列 

4 文字コード utf-8 必須 
文 字

列 

5 

ヘ

ッ

ダ (データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

要求するデータの種別から”接続情報

(0000000100000000)”を指定。データ種別

ID は、基本仕様書の 4.4.1項を参照。 

URL パスの X-CPS-dataTypeId にデータ種

別 ID を指定。  

("0000000100000000"を指定) 

必須 
文 字

列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

アプリケーション接続に対する操作の種

類(追加(POST))を指定。操作種別 IDは、

基本仕様書の 4.4.2項を参照。 

("DELETE"を指定) 

必須 
文 字

列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

7 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

8 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

9 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

10 
ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

11 

 

(アプリケーション ID) 

applicationId アプリケーション接続情報を指定 

詳細は後述の 6.1 節を参照 
必須 

文 字

列 
12 

（事業体 ID） 

companyId 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でアプリケーション接続の通信結果を水道標準プラットフォームから広域

向けアプリケーションに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以

下に示す。 

 

表 4-4: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（アプリケーション切断 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：500 番台 

・未接続エラー：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 
文 字

列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

4 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 
文 字

列 

5 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ  

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

6 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

空文字 必須 
文 字

列  
(レスポンス) 

response 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 
文 字

列 

 
（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

Detail 

【接続不可の時】 任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

必須 
文 字

列  
（メッセージ） 

message 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

 
（エラー詳細） 

detail 

準拠する。 
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 マスタデータ参照 API 

施設マスタ、設備マスタ、機器マスタ、計測項目マスタのマスタデータを参照する API を示

す。 

 

表 4-5: データ種別に対応する API の一覧 

No. データ種別名 対応 API 

1 施設マスタ 施設マスタデータ参照 API 

2 設備マスタ 設備マスタデータ参照 API 

3 機器マスタ 
機器・計測項目マスタデータ参照 API 

4 計測項目マスタ 

 

 施設マスタデータ参照 API 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

施設マスタデータ取得 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ参照のリクエストを広域向けアプリケーションから水道標準プラット

フォームに送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4.3.1-1: HTTP(S)リクエストのパラメーター（施設マスタデータ参照 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 
文 字

列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに対

応するデータ種別 ID 

必須 
文 字

列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 
文 字

列 

4 文字コード utf-8 必須 
文 字

列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

施設マスタデータ参照(0100000100000001) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 
文 字

列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から以下を指定 

・参照(GET) 

操作種別 ID は、基本仕様書の 4.4.2 項を参

照("GET"を指定) 

必須 
文 字

列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセ

ストークンを指定 
必須 

文 字

列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANAに登録された以下のいずれかのMIMEタ

イプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANAに登録された以下のいずれかのMIMEタ

イプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

10 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

11 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 

(事業体 ID) 

companyId 

施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
必須 

文 字

列 

(施設 ID) 

facilityId 

施設 ID。水道標準プラットフォーム内で一

意。基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
任意 

文 字

列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でデータ参照要求の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリ

ケーションに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4.3.1-2: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（施設マスタデータ参照 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：500 番台 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

（マスタデータ情報 0 件） 

必須 
文 字

列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" または 

"application/json" 

必須 
文 字

列 

3 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ  

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

4 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(施設) 

facility 
取得件数分、繰り返し設定する 必須 

文 字

列 

 

(施設 ID) 

facilityId 

施設 ID。水道標準プラットフォーム内で

一意。基本仕様書の 3.1.2項を参照 
必須 

文 字

列 

(都道府県 ID) 

prefectureId 

施設が存在する都道府県の ID 

総務省の「都道府県コード及び市区町村コ

ード」を参照 

必須 
文 字

列 

(市区町村 ID) 

cityId 

施設が存在する市区町村の ID 

総務省の「都道府県コード及び市区町村コ

ード」を参照。 

必須 
文 字

列 

(事業体 ID) 

companyId 

施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
必須 

文 字

列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(施設名称) 

facilityName 
施設の名称 任意 

文 字

列 
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 設備マスタデータ参照 API 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

施設マスタデータ取得 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ参照のリクエストを広域向けアプリケーションから水道標準プラット

フォームに送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4.3.2-1: HTTP(S)リクエストのパラメーター（設備マスタデータ参照 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 
文 字

列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに対

応するデータ種別 ID 

必須 
文 字

列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 
文 字

列 

4 文字コード utf-8 必須 
文 字

列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

設備マスタデータ参照(0100000200000001) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 
文 字

列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から以下を指定 

・参照(GET) 

操作種別 ID は、基本仕様書の 4.4.2 項を参

照("GET"を指定) 

必須 
文 字

列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセ

ストークンを指定 
必須 

文 字

列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANAに登録された以下のいずれかのMIMEタ

イプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANAに登録された以下のいずれかのMIMEタ

イプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

10 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

11 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 

(事業体 ID) 

companyId 

施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
必須 

文 字

列 

(設備 ID) 

equipmentId 

設備 ID。水道標準プラットフォーム内で一

意。基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
任意 

文 字

列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でデータ参照要求の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリ

ケーションに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4.3.2-2: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（設備マスタデータ参照 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：500 番台 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

（マスタデータ情報 0 件） 

必須 
文 字

列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" または 

"application/json" 

必須 
文 字

列 

3 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ  

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

4 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(設備) 

equipment 
取得件数分、繰り返し設定する 必須 

文 字

列 

 

(設備 ID) 

equipmentId 

設備 ID。水道標準プラットフォーム内で

一意。基本仕様書の 3.1.2項を参照 
必須 

文 字

列 

(施設 ID) 

facilityId 

施設 ID。水道標準プラットフォーム内で

一意。基本仕様書の 3.1.2項を参照 
必須 

文 字

列 

(設備区分コード) 

equipmentCode 

設備の区分を表すコード値 

基本仕様書の 4.5.3 項を参照 
必須 

文 字

列 

(事業体 ID) 

companyId 

施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
必須 

文 字

列 

(設備名称) 

equipmentName 
設備の名称 任意 

文 字

列 
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 機器・計測項目マスタデータ参照 API 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

施設マスタデータ取得 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ参照のリクエストを広域向けアプリケーションから水道標準プラット

フォームに送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4.3.3-1: HTTP(S)リクエストのパラメーター（設備マスタデータ参照 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 
文 字

列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに対

応するデータ種別 ID 

必須 
文 字

列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 
文 字

列 

4 文字コード utf-8 必須 
文 字

列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

設備マスタデータ参照(0100000300000001) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 
文 字

列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から以下を指定 

・参照(GET) 

操作種別 ID は、基本仕様書の 4.4.2 項を参

照("GET"を指定) 

必須 
文 字

列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセ

ストークンを指定 
必須 

文 字

列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANAに登録された以下のいずれかのMIMEタ

イプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANAに登録された以下のいずれかのMIMEタ

イプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

10 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

11 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 

(事業体 ID) 

companyId 

施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
必須 

文 字

列 

(機器 ID) 

machineId 

機器 ID。水道標準プラットフォーム内で一

意。基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
任意 

文 字

列 

(設備 ID) 

equipmentId 

設備 ID。水道標準プラットフォーム内で一

意。基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
任意 

文 字

列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でデータ参照要求の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリ

ケーションに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4.3.3-2: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（機器・計測項目マスタデータ参照 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：500 番台 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

（マスタデータ情報 0 件） 

必須 
文 字

列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" または 

"application/json" 

必須 
文 字

列 

3 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ  

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

4 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(機器計測項目) 

machineMeasurement 
取得件数分、繰り返し設定する 必須 

文 字

列 

 

(機器 ID) 

machineId 

機器 ID。水道標準プラットフォーム内で

一意。基本仕様書の 3.1.2項を参照 
必須 

文 字

列 

(設備 ID) 

equipmentId 

設備 ID。水道標準プラットフォーム内で

一意。基本仕様書の 3.1.2項を参照 
必須 

文 字

列 

(機器区分コード) 

machineCode 

機器の区分を表すコード値 

基本仕様書の 4.5.3 項を参照 
必須 

文 字

列 

(事業体 ID) 

companyId 

施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
必須 

文 字

列 

(機器名称) 

machineName 
機器の名称 任意 

文 字

列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(計測値区分コード) 

measurementCode 

計測値区分コード 

基本仕様書の 5.3.5 項を参照 
必須 

文 字

列 

(計測項目番号) 

measurementNumber 
計測項目番号 必須 

文 字

列 

(計測項目名称) 

measurementName 
計測項目の名称 任意 

文 字

列 

(現在値/履歴値) 

valueType 

計測値の種別 

1 の場合、現在値 

2 の場合、履歴値 

必須 
文 字

列 

(アクセス制限) 

accessPermission 

1 の場合、読み取り専用 

2 の場合、書き込み専用 

3 の場合、読み書き可能 

必須 
文 字

列 
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 即時取得 API 

即時取得 API は IoT ゲートウェイから値を即時取得する命令を発行する API である。即時取

得 APIで取得するデータ種別を以下に示す。 

 

表 4-6: 即時取得できるデータの種類一覧 

No. 
取得データ種別 

取得内容 
計測分類コード※ 名称 

1 

計測（D1） 

現在値 IoT ゲートウェイが取得する現在のデバイスの計測値 

2 履歴値 IoT ゲートウェイが取得する現在のデバイスの履歴値 

3 

状態（D2） 

状態値 

（現在値） 
IoT ゲートウェイが取得する現在の状態値 

4 
状態値 

（履歴値） 

IoT ゲートウェイが取得する過去の状態値 

取得条件に過去時間を指定することで履歴値の取得が可

能 

5 

異常（D3） 

異常値 

（現在値） 
IoT ゲートウェイが取得した現在の異常値 

6 
異常値 

（履歴値） 

IoT ゲートウェイが取得した過去の異常値 

取得条件に過去時間を指定することで履歴値の取得が可

能 

※計測分類コードは。基本仕様書（表 4-20）を参照 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

即時取得 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-7: HTTP(S)リクエストのパラメーター（即時取得 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

2 

ク

エ

ス

ト

行 

パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/gw/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに

対応するデータタイプ ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

監視要求(即時)(0200000100000000) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 文字列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

・操作種別IDの項目一覧から以下を指定 

参照(GET) 

・操作種別 IDは、基本仕様書の 4.4.2

項を参照 

("GET "を指定) 

必須 文字列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

10 
(データ取得先情報) 

(Acquisition) 

以下のいずれかを設定。 

・ゲートウェイに蓄積されているデータ

を取得する場合  ："GW" 

必須 文字列 

11 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

12 

ボ

デ

ィ 

(データ) 

Data 

監視要求（即時）の詳細 

データプロファイルのディレクションに

記載する。 

 

水道 CPS データプロファイル仕様書の

2.4 節を参照。 

 

データ暗号化及び電子署名の付与は、

CPS/IoT セキュリティ仕様書の 2.4 節を参

照。 

必須 文字列 

 

レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-8: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（即時取得 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 文字列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 文字列 

4 
(依頼元情報) 

Authorization 
"NULL"固定 不要 文字列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 文字列 

6 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

ボディ包括タグ 

 

(レスポンス) 

response 

 
(監視要求 ID) 

monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 文字列 
 
（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 

【不正要求の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 文字列 
 

（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 

【AP 未接続の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

必須 文字列 
 

（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 

 

 WebSocket(S)による即時取得データの受信方法 

本節の APIで要求した即時取得の結果(データプロファイル)は、WebSocket(S)を通して受

信することができる。 

WebSocket(S)を利用して、データプロファイルを受信する方法を以下に示す。 
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WebSoket(S)の接続情報 

WebSocket(S)の接続先 URL は機器ベンダー向け標準インターフェイス（デバイス）仕様 

項 2.3 「ゲートウェイ接続」のレスポンスで通知される「アクセス先 URL」の値である。 

広域向けアプリケーションはこの URL に WebSocket(S)で接続することでデータプロファ

イルをイベントデータとして受信可能になる。 

WebSocket(S)接続時に指定する接続情報を以下に示す。 

 

表 4-9: WebSocket(S)接続時に指定する接続情報 

No. 種別 
(データ項目) 

名称 

必須/ 

任意 
書式 内容 

1 ヘッダ Authorization 必須※ 文字列 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 

認証スキーマには"Bearer"を指定 

OpenID Connect によるアクセス制限につ

いては、CPS/IoT セキュリティ仕様書の

2.3 節を参照 

2 
クエリパラ

メーター 
access_token 必須※ 文字列 

※: Authorizationヘッダと access_tokenクエリパラメーターはどちらか一方が必須。 

両方を指定する必要はない。 

 

WebSocket(S)接続時の接続結果を以下に示す。 

 

表 4-10: WebSocket(S)接続時の接続結果 

No. 
実行結果

コード 
説明 備考 

1 101 成功 WebSocket(S)接続開始 

2 400 番台 失敗 (不正要求) WebSocket(S)接続不可 

3 500 番台 失敗 (処理失敗) WebSocket(S)接続不可 

 

WebSoket(S)による受信データ 

WebSocket(S)による受信データを以下に示す。 

 

表 4-11:即時取得 API の WebSocket(S)受信データ 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

Xml 宣言文 

XML 形式の場合、必須。 

"<?xml version="1.0"  

 encoding="utf-8"?>" 固定 

Xml 形

式のみ 
文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

2  
コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

3  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

4  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・監視要求(即時)： 

 "0200000100000000" 

必須 文字列 

5  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・即時監視要求："GET" 

必須 文字列 

6  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

7  
(入出力形式) 

Content-type 

"application/xml;charset=utf-8" 固

定 
必須 文字列 

8  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、機器ベンダ

ー向け標準インターフェイス(デバ

イス)仕様書の 3.4 項を参照。 

必須/ 

任意 
文字列 

9  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 拡張形式の文字列(要求時

刻) 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

10  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

11   
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
送信元のゲートウェイ ID 必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

12  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:1 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

13  CPS-IfBody ボディ包括タグ  

14   
(データ) 

Data 

即時監視データのデータプロファ

イル 

詳細は、水道 CPS データプロファイ

ル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参

照。 

必須 文字列 
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 定周期監視実行 API 

定周期監視を実行する APIを以下に示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

定周期監視実行 API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示

す。 

 

リクエスト(要求情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-12: HTTP(S)リクエストのパラメーター（定周期監視実行 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/start/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに

対応するデータタイプ ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

監視要求(定周期)(0200000200000000) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 文字列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

・操作種別IDの項目一覧から以下を指定 

参照(GET) 

・操作種別 IDは、基本仕様書の 4.4.2

項を参照 

("GET "を指定) 

必須 文字列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

10 
(データ取得先情報) 

(Acquisition) 

以下のいずれかを設定。 

・プラットフォームに蓄積されているデ

ータを取得する場合："PF" 

・ゲートウェイに蓄積されているデータ

を取得する場合  ："GW" 

必須 文字列 

11 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

12 

ボ

デ

ィ 

(データ) 

Data 

監視要求（定周期）の詳細 

データプロファイルのディレクションに

記載する。 

 

水道 CPS データプロファイル仕様書の

2.4 節を参照。 

 

データ暗号化及び電子署名の付与は、

CPS/IoT セキュリティ仕様書の 2.4 節を参

照。 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で応答情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケ

ーションに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-13: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視実行 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 
文 字

列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

4 
(依頼元情報) 

Authorization 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

5 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 
文 字

列 

6 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

7 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

ボディ包括タグ 
 

(レスポンス) 

response 

 

 

 

(監視要求 ID) 

monitoringRequestId 

定周期監視の要求 ID を格納する。 

"{【監視要求 ID】}" 
必須 

文 字

列 

 
(結果通知 URL) 

notificationUrl 

監視結果を含んだプロファイルを通知す

る WebSocket(S)の URL を格納する。 

"{【URL】}" 

必須 
文 字

列 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 必須 文 字
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

 （メッセージ） 

message 

 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

列 

 

【不正要求の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 
文 字

列 

 （メッセージ） 

message 

  

【AP 未接続の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 
文 字

列 

 （メッセージ） 

message 

  

 

 WebSocket(S)による定周期監視データの受信方法 

本節の APIで要求した定周期監視の結果(データプロファイル)は、WebSocket(S)を通して

受信することができる。 

WebSocket(S)を利用して、データプロファイルを受信する方法を以下に示す。 

 

WebSoket(S)の接続情報 

WebSocket(S)の接続先 URL は前述（表 4-13）のレスポンスで通知される「結果通知 URL 

(notificationUrl)」の値である。 

広域向けアプリケーションはこの URL に WebSocket(S)で接続することでデータプロファ

イルをイベントデータとして受信可能になる。 

WebSocket(S)接続時に指定する接続情報を以下に示す。  
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表 4-14: WebSocket(S)接続時に指定する接続情報 

No. 種別 
(データ項目) 

名称 

必須/ 

任意 
書式 内容 

1 ヘッダ Authorization 必須※ 文字列 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 

認証スキーマには"Bearer"を指定 

OpenID Connect によるアクセス制限につ

いては、CPS/IoT セキュリティ仕様書の

2.3 節を参照 

2 
クエリパラ

メーター 
access_token 必須※ 文字列 

※: Authorizationヘッダと access_tokenクエリパラメーターはどちらか一方が必須。 

両方を指定する必要はない。 

 

WebSocket(S)接続時の接続結果を以下に示す。 

 

表 4-15: WebSocket(S)接続時の接続結果 

No. 
実行結果

コード 
説明 備考 

1 101 成功 WebSocket(S)接続開始 

2 400 番台 失敗 (不正要求) WebSocket(S)接続不可 

3 500 番台 失敗 (処理失敗) WebSocket(S)接続不可 

 

WebSoket(S)による受信データ 

WebSocket(S)による受信データを以下に示す。 

 

表 4-16:定周期監視実行 API の WebSocket(S)受信データ 

No. 種別 
(データ項目) 

名称 
説明 

必須/ 

任意/ 

不要 

書式 

1 

WebSocket

ペイロード

データ 

(データ) 

 なし 

定周期監視結果 

データプロファイルを指定 

監視結果はデータプロファイルのトラン

ザクションに記載されている 

 

データプロファイルについては、水道 CPS

データプロファイル仕様書の 2.3 節を参

照。 

データ暗号化及び電子署名の付与は、

CPS/IoT セキュリティ仕様書の 2.4 節を参

照。 

必須 文字列 
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 定周期監視一覧取得 API 

定周期監視一覧を取得する APIを以下に示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

定周期監視一覧取得 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に

示す。 

 

リクエスト(要求情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-17: HTTP(S)リクエストのパラメーター（定周期監視一覧取得 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/ 

(X-CPS-dataTypeId "0200000300000000"

を指定) 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

要求するデータの種別から”監視要求一

覧(0200000300000000)”を指定。 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照。 

必須 文字列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から以下を指定 

・参照(GET) 

操作種別 ID は、基本仕様書の 4.4.2 項を

参照 

("GET"を指定) 

必須 文字列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

10 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
空文字 必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で応答情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-18: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視一覧取得 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 文字列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 文字列 

4 
(依頼元情報) 

Authorization 
"NULL"固定 不要 文字列 

5 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 文字列 

6 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

ボディ包括タグ 

 

(レスポンス) 

response 

 

(定周期監視一覧) 

ConstantCycleMonitorin

gList 

取得件数分、繰り返し設定する 必須 文字列 

 

(アプリケーション

ID) 

applicationId  

定周期監視開始要求を行ったアプリケー

ションを特定する ID。 
必須 文字列 



 

77 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(ユーザ ID) 

userId 

定周期監視開始要求を行ったユーザを特

定する ID。 
必須 文字列 

(監視要求 ID) 

monitoringRequestId 
定周期監視内容を特定する要求 ID。 必須 文字列 

(結果通知 URL) 

notificationUrl 

監視結果を含んだプロファイルを通知す

る WebSocket(S)の URL を指定する。 
必須 文字列 

【処理失敗の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書  項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

必須 文字列 
 

（メッセージ） 

message 

（エラー詳細） 

detail 

【不正要求の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 文字列 
 

（メッセージ） 

message 

（エラー詳細） 

detail 

【AP 未接続の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

必須 文字列 
 

（メッセージ） 

message 

（エラー詳細） 

detail 
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 定周期監視停止 API 

定周期監視を停止する APIを以下に示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

定周期監視停止 API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示

す。 

 

リクエスト(要求情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-19: HTTP(S)リクエストのパラメーター（定周期監視停止 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/stop/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに

対応するデータタイプ ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

監視要求(定周期)(0200000200000000) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 文字列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から以下を指定 

・削除(DELETE) 

操作種別 ID は、基本仕様書の 4.4.2 項を

参照 

("DELETE "を指定) 

必須 文字列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

10 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11 
ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

12 

 

(監視要求 ID) 

monitoringRequestId 
定周期監視内容を特定する要求 ID。 必須 文字列 

13 
(結果通知 URL) 

notificationUrl 

監視結果を含んだプロファイルを通知す

る WebSocket(S)の URL を指定する。 
必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で応答情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-20: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視停止 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 文字列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 文字列 

4 
(依頼元情報) 

Authorization 
"NULL"固定 不要 文字列 

5 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 文字列 

6 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

空文字 必須 文字列 
 

(レスポンス) 

response 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書  項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

 

 

必須 文字列 

 

（メッセージ） 

message 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

【不正要求の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 文字列 
 （メッセージ） 

message 

  

【AP 未接続の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

必須 文字列 
 （メッセージ） 

message 
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 制御値設定 API 

ユーザ操作またはアプリケーション判断（インターロックなど）により IoT ゲートウェイに

対してデバイス制御操作を要求する APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

制御値設定 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-21: HTTP(S)リクエストのパラメーター（制御値設定 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに

対応するデータタイプ ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

制御操作(0200000600000000) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 文字列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

・操作種別IDの項目一覧から以下を指定 

変更(PUT) 

・操作種別 IDは、基本仕様書の 4.4.2

項を参照 

("PUT "を指定) 

必須 文字列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

10 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11 

ボ

デ

ィ 

(データ) 

Data 

制御操作の要求 

データプロファイルのディレクションに

記載する。 

水道 CPS データプロファイル仕様書の

2.4 項を参照。 

データ暗号化及び電子署名の付与は、

CPS/IoT セキュリティ仕様書の 2.4 節を参

照。 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-22: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（制御値設定 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 
文 字

列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

4 
(依頼元情報) 

Authorization 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

5 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 
文 字

列 

6 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

7 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

ボディ包括タグ 
 

(レスポンス) 

Response 

  
制御要求 ID  

(controlRequestId) 
制御要求を一意に示す ID 必須 

文 字

列 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書  項 3.5.1「メッセージ仕様」

必須 
文 字

列  
（メッセージ） 

message 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

 
（エラー詳細） 

detail 

に準拠する。 

【不正要求の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 
文 字

列 

 
（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 

【AP 未接続の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

必須 
文 字

列 

 
（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 
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 WebSocket(S)による制御値設定データの受信方法 

本節の APIで要求した制御値設定の結果(データプロファイル)は、WebSocket(S)を通して

受信することができる。 

WebSocket(S)を利用して、データプロファイルを受信する方法を以下に示す。 

 

WebSoket(S)の接続情報 

WebSocket(S)の接続先 URL は機器ベンダー向け標準インターフェイス（デバイス）仕様 

項 2.3 「ゲートウェイ接続」のレスポンスで通知される「アクセス先 URL」の値である。 

広域向けアプリケーションはこの URL に WebSocket(S)で接続することでデータプロファ

イルをイベントデータとして受信可能になる。 

WebSocket(S)接続時に指定する接続情報を以下に示す。 

 

表 4-23: WebSocket(S)接続時に指定する接続情報 

No. 種別 
(データ項目) 

名称 

必須/ 

任意 
書式 内容 

1 ヘッダ Authorization 必須※ 文字列 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 

認証スキーマには"Bearer"を指定 

OpenID Connect によるアクセス制限につ

いては、CPS/IoT セキュリティ仕様書の

2.3 節を参照 

2 
クエリパラ

メーター 
access_token 必須※ 文字列 

※: Authorizationヘッダと access_tokenクエリパラメーターはどちらか一方が必須。 

両方を指定する必要はない。 

 

WebSocket(S)接続時の接続結果を以下に示す。 

 

表 4-24: WebSocket(S)接続時の接続結果 

No. 
実行結果

コード 
説明 備考 

1 101 成功 WebSocket(S)接続開始 

2 400 番台 失敗 (不正要求) WebSocket(S)接続不可 

3 500 番台 失敗 (処理失敗) WebSocket(S)接続不可 

 

WebSoket(S)による受信データ 

WebSocket(S)による受信データを以下に示す。 

制御値設定 API 実行時には、アプリケーションへは、3 種類の WebSocket(S)情報が通知

される。 

以下に、アプリケーションへ返却される通知情報の種類を示す。 
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表 4-25: 制御操作時の通知情報の種類 

No. 通知タイミング 内容 

1 
IoT ゲートウェイへの制

御操作送達完了時 
IoT ゲートウェイが制御要求を受信したことの通知 

2 
デバイスへの制御操作送

達完了時 
IoT ゲートウェイがデバイスへ制御要求したことの通知 

3 
デバイスの制御操作完了

時 
デバイスから制御操作が完了したことの通知 

 

 

表 4-26:制御値設定 API(IoT ゲートウェイへの制御操作送達完了時)の WebSocket(S)受信データ 

 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

Xml 宣言文 

XML 形式の場合、必須。 

"<?xml version="1.0"  

 encoding="utf-8"?>" 固定 

Xml 形

式 の

み 

文字列 

2 
(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

3 

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

4 

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御操作： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

5 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・即時監視要求："GET" 

必須 文字列 

6 
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指定

される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

7 
(入出力形式) 

Content-type 
"application/xml;charset=utf-8" 固定 必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

8 
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須とし、

以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、機器ベンダー

向け標準インターフェイス(デバイス)

仕様書の 3.4 項を参照。 

必須/ 

任意 
文字列 

9 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 拡張形式の文字列(要求時刻) 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

10 
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

11 
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:100 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

12 CPS-IfBody ボディ包括タグ  

13  
(制御要求送信結果) 

result 
OK、NG 必須 文字列 
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表 4-27:制御値設定 API(デバイスへの制御操作送達完了時)の WebSocket(S)受信データ 

 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

Xml 宣言文 

XML 形式の場合、必須。 

"<?xml version="1.0"  

 encoding="utf-8"?>" 固定 

Xml 形

式 の

み 

文字列 

2  
(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

3  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

4  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御操作： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

5  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・制御値設定要求："PUT" 

必須 文字列 

6  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指定

される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

7  
(入出力形式) 

Content-type 
"application/xml;charset=utf-8" 固定 必須 文字列 

8  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須とし、

以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、機器ベンダー

向け標準インターフェイス(デバイス)

仕様書の 3.4 項を参照。 

必須/ 

任意 
文字列 

9  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 拡張形式の文字列(要求時刻) 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

10  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求を一意に示す ID 必須 文字列 

11  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:1 

不正業務アクティビティ有り:100 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

12  CPS-IfBody ボディ包括タグ  

13   
(データ) 

Data 

制御値設定監視データのデータプロフ

ァイル 

詳細は、水道 CPS データプロファイル

仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参照。 

必須 文字列 

 

表 4-28:制御値設定 API(デバイスの制御操作完了時)の WebSocket(S)受信データ 

 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

Xml 宣言文 

XML 形式の場合、必須。 

"<?xml version="1.0"  

 encoding="utf-8"?>" 固定 

Xml 形

式 の

み 

文字列 

2  
(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

3  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

4  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御操作： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

5  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・制御値設定要求："PUT" 

必須 文字列 

6  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指定

される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

7  
(入出力形式) 

Content-type 
"application/xml;charset=utf-8" 固定 必須 文字列 

8  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須とし、

以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、機器ベンダー

向け標準インターフェイス(デバイス)

仕様書の 3.4 項を参照。 

必須/ 

任意 
文字列 

9  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 拡張形式の文字列(要求時刻) 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

10  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求を一意に示す ID 必須 文字列 

11  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:2 

不正業務アクティビティ有り:100 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

12  CPS-IfBody ボディ包括タグ  

13   
(データ) 

Data 

制御値設定監視データのデータプロフ

ァイル 

詳細は、水道 CPS データプロファイル

仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参照。 

必須 文字列 
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 公開鍵証明書ファイル取得 API 

データ保護用の公開鍵証明書ファイルを取得する APIを以下に示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

データ保護公開鍵証明書ファイル取得 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ

項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す 

 

表 4-29: HTTP(S)リクエストのパラメーター（公開鍵証明書ファイル取得 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 
文 字

列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに

対応するデータタイプ ID 

必須 
文 字

列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 
文 字

列 

4 文字コード utf-8 必須 
文 字

列 

5 

ヘ

ッ

ダ 
(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

データ保護公開鍵証明書ファイル 

  (0200000500000000) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 
文 字

列 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から以下を指定 

・参照(GET) 

操作種別 ID は、基本仕様書の 4.4.2 項を

参照 

("GET"を指定) 

必須 
文 字

列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 

文 字

列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 
文 字

列 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された MIME タイプを指定 

"application/octet-stream"固定 

必須 
文 字

列 

10 
(公開鍵バージョン ID) 

PublicKeyVersionId 

取得対象の公開鍵証明書のバージョン番

号を設定。設定されていない場合、最新バ

ージョン番号の公開鍵証明書を取得 

任意 
文 字

列 

11 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

12 
ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

13  
(データ) 

Data 

以下のいずれかを指定 

・アプリケーションの場合： 

"[アプリケーション ID]"を指定 

・水道標準プラットフォームの証明書情

報を取得する場合： 

"{0000}"固定 

必須 
文 字

列 
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レスポンス(応答情報) パラメーター 

HTTP(S)で応答情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-30: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（公開鍵証明書ファイル取得 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 文字列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 文字列 

4 
(依頼元情報) 

Authorization 
"NULL"固定 不要 文字列 

5 
(出力形式) 

Content-type 

・処理成功時： 

"application/octet-stream"固定 

・処理失敗/不正要求/AP 未接続時： 

リクエストで指定した Accept の内容 

  "application/xml" 

  または 

  "application/json" 

必須 文字列 

6 
(公開鍵バージョン ID) 

PublicKeyVersionId 

取得した公開鍵証明書のバージョン番号

を設定 
必須 文字列 

7 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 

データ保護公開鍵証明書バイナリデータ 必須 
バイナ

リ  
(データ) 

Data 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

 
(メッセージ) 

message 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書  項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 
 
（エラー詳細） 

detail 

【不正要求の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 文字列 
 

(メッセージ) 

message 

 
(エラー詳細) 

detail 

【AP 未接続の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

必須 文字列 
 

（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 
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 即時取得（蓄積）API 

即時取得（蓄積）API は、定周期で取得した、PF 内に蓄積されている値を取得する命令を発

行する APIである。即時取得（蓄積）APIで取得するデータ種別を以下に示す。 

 

表 4-31: 即時取得できるデータの種類一覧 

No. 
取得データ種別 

取得内容 
計測分類コード※ 名称 

1 計測（D1） 履歴値 IoT ゲートウェイが取得する現在のデバイスの履歴値 

2 状態（D2） 
状態値 

（履歴値） 

IoT ゲートウェイが取得する過去の状態値 

取得条件に過去時間を指定することで履歴値の取得が可

能 

3 異常（D3） 
異常値 

（履歴値） 

IoT ゲートウェイが取得した過去の異常値 

取得条件に過去時間を指定することで履歴値の取得が可

能 

※計測分類コードは。基本仕様書（表 4-20）を参照 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

即時取得 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-32: HTTP(S)リクエストのパラメーター（即時取得(蓄積)API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/{X-CPS-dataTypeId}/pfgw/ 

{X-CPS-dataTypeId}は参照するデータに

対応するデータタイプ ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

・要求するデータの種別から以下を指定 

監視要求(即時)(0200000100000000) 

データ種別 ID は、基本仕様書の 4.4.1 項

を参照 

必須 文字列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

6 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

・操作種別IDの項目一覧から以下を指定 

参照(GET) 

・操作種別 IDは、基本仕様書の 4.4.2

項を参照 

("GET "を指定) 

必須 文字列 

7 
(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

8 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下のいずれかの MIME

タイプを指定 

・"application/xml" 

・"application/json" 

必須 文字列 

10 
(データ取得先情報) 

(Acquisition) 

以下のいずれかを設定。 

・プラットフォームに蓄積されているデー

タを取得する場合  ："PF" 

必須 文字列 

11 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

12 

ボ

デ

ィ 

(データ) 

Data 

監視要求（即時）の詳細 

データプロファイルのディレクションに

記載する。 

 

水道 CPS データプロファイル仕様書の 2.4

節を参照。 

 

データ暗号化及び電子署名の付与は、

CPS/IoT セキュリティ仕様書の 2.4 節を参

照。 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-33: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（即時取得 API） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 
ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"NULL"固定 不要 文字列 

3 
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"NULL"固定 不要 文字列 

4 
(依頼元情報) 

Authorization 
"NULL"固定 不要 文字列 

5 
(出力形式) 

Content-type 

リクエストで指定した Accept の内容 

"application/xml" 

または 

"application/json" 

必須 文字列 

6 
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7 

ボ

デ

ィ 

【処理成功の時】 即時監視データのデータプロファイル 

詳細は、水道 CPS データプロファイル仕様

書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参照。 

必須 文字列 
 

(データ) 

Data 

【処理失敗の時】 任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

必須 文字列 
 
（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 

【不正要求の時】 任意のエラーメッセージ。 必須 文字列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

 
（メッセージ） 

message 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」に

準拠する。 

 
（エラー詳細） 

detail 

【AP 未接続の時】 
任意のエラーメッセージ。 

アプリベンダー向け標準インターフェイ

ス仕様書 項 3.5.1「メッセージ仕様」

に準拠する。 

必須 文字列 
 

（メッセージ） 

message 

 
（エラー詳細） 

detail 
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 ドキュメント参照(AP)(デバイス)API 

水道標準プラットフォームに蓄積されたデバイスデータの参照を行う APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント参照(AP)(デバイス)API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目

設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-34: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント参照(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “GET”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） /api/v1/dev/documents/reference/ 必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

6 
(出力形式) 

Accept 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指

定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 

ボ

デ

ィ 

(設備 ID) 

equipmentId 

検索条件として使用。設備 ID が一致する

ドキュメント情報を取得 
必須 文字列 

(結果日時（From）) 

resultTimeFrom 

検索条件として使用。結果日時が指定さ

れた値以上のドキュメント情報を取得。 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssZ 形式 

必須 文字列 

(結果日時（To）) 

resultTimeTo 

検索条件として使用。結果日時が指定さ

れた値以下のドキュメント情報を取得。 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssZ 形式 

必須 文字列 

(ページ番号) 

pageNum 

ページネーションでの取得対象のページ

を指定 
必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(ページ毎の件数) 

countEachPage 

ページネーションでの 1 ページ毎のデー

タ件数を指定(件数を多くすると応答時間

が増すため 1 ページ 100 件以下を推奨) 

必須 文字列 

 

レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-35: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント参照(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(検索結果総件数) 

searchResultTotalCount 

検索結果のドキュメント情報の総件数を

設定 
必須 文字列 

(検索結果件数) 

searchResultCount 

検索結果のうち指定されたページ内のド

キュメント情報の件数を設定 
必須 文字列 

(検索結果) 

searchResult 

取得件数分、繰り返し設定する 

検索結果のドキュメント情報の内容を設

定 

必須 文字列 

 

(オブジェクト ID) 

objectId 
ドキュメントを一意に識別する ID 必須 文字列 

(ドキュメント情報) 

documentData 
ドキュメント情報(1 件分) 必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

 

(監視要求 ID) 

monitoringReques

tId 

監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

(プロファイルバ

ージョン) 

ProfileVersion 

データプロファイルのバージョン 任意 文字列 

(業務アクティビ

ティ) 

Activity 

データプロファイルの業務アクティビテ

ィ 

詳細は、水道 CPS データプロファイル仕様

書の 2.3 項（簡易版）を参照。 

必須 文字列 
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 ドキュメント登録操作(AP)(デバイス)API 

水道標準プラットフォームにデバイスデータを蓄積する APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント登録操作(AP)(デバイス)API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ

項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-36: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント登録操作(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） /api/v1/dev/documents/registration/ 必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 

(登録情報) 

registrationData 

登録件数分、繰り返し設定する 

登録するドキュメント情報の内容を設定 
必須 文字列 

 

(監視要求 ID) 

monitoringReques

tId 

監視要求を一意に示す ID 任意 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(プロファイルバ

ージョン) 

ProfileVersion 

データプロファイルのバージョン 任意 文字列 

(業務アクティビ

ティ) 

Activity 

データプロファイルの業務アクティビティ 

詳細は、水道 CPS データプロファイル仕様書

の 2.3 項（簡易版）を参照。 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-37: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント登録操作(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(登録件数) 

registrationCount 
登録したドキュメント情報の件数を設定 必須 文字列 

(オブジェクト ID) 

objectId 

登録件数分、繰り返し設定する 

登録したドキュメント情報のオブジェク

ト ID を設定 

必須 文字列 

 

  



 

106 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

 ドキュメント更新操作(AP)(デバイス)API 

水道標準プラットフォームに蓄積されたデバイスデータを更新する APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント更新操作(AP)(デバイス)API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ

項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-38: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント更新操作(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 
リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “PUT”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/dev/documents/update/{オブジェク

ト ID}/ 

{オブジェクト ID}はドキュメントを一意に示

す ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(入力形式) 

Content-Type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 

(更新情報) 

updateData 
更新するドキュメント情報の内容を設定 必須 文字列 

 

(監視要求 ID) 

monitoringReques

tId 

監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(プロファイルバ

ージョン) 

ProfileVersion 

データプロファイルのバージョン 任意 文字列 

(業務アクティビ

ティ) 

Activity 

データプロファイルの業務アクティビティ 

詳細は、水道 CPS データプロファイル仕様書

の 2.3 項（簡易版）を参照。 

必須 文字列 

 

レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-39: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント更新操作(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・不正要求：400 固定 

（指定されたオブジェクト ID の 

ID 生成規則が合っていない） 

・処理失敗：404 固定 

（更新件数 0 件の場合） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(更新件数) 

updateCount 
「1」固定 必須 文字列 

(オブジェクト ID) 

objectId 

更新したドキュメントのオブジェクト ID

を設定 
必須 文字列 
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 ドキュメント削除操作(AP)(デバイス)API 

水道標準プラットフォームに蓄積されているデバイスデータの削除を行う APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント削除操作(AP)(デバイス)API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ

項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-40: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント削除操作(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） /api/v1/dev/documents/deletion/ 必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(入力形式) 

Content-Type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 
(オブジェクト ID) 

objectId 

削除件数分、繰り返し設定する 

削除するドキュメントのオブジェクト ID を

設定 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-41: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント削除操作(AP)(デバイス)API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・不正要求：400 固定 

（指定されたオブジェクト ID の 

ID 生成規則が合っていない） 

・処理失敗：404 固定 

（削除件数 0 件の場合） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(削除件数) 

deletingCount 
削除したドキュメント情報の件数を設定 必須 文字列 

(オブジェクト ID) 

objectId 

削除した件数分、繰り返し設定する 

削除したドキュメントのオブジェクト ID

を設定 

必須 文字列 
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 ファイル参照 API 

システムゲートウェイの「ファイル参照 API」と IF仕様は同じである。詳細は 5.5 章参照。

FQDNは IoTゲートウェイを指定する事が出来る。 

 

 ファイル登録操作 API 

システムゲートウェイの「ファイル登録操作 API」と IF仕様は同じである。詳細は 5.6 章参

照。FQDNは IoTゲートウェイを指定する事が出来る。 

 

 ファイル削除操作 API 

システムゲートウェイの「ファイル削除操作 API」と IF仕様は同じである。詳細は 5.7 章参

照。FQDNは IoTゲートウェイを指定する事が出来る。 
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インターフェイス詳細仕様(システムゲートウェイ) 

本章では、システムゲートウェイに関連する各 API に対して以下を示す。 

・HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

 

 ドキュメント参照 API 

データベースからドキュメントの参照を行う APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント参照 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示

す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-1）。 

 

表 5-1: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント参照 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 
リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “GET”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/sys/documents/reference/{リソ

ース ID}/ 

{リソース ID}はドキュメントの格納先を

一意に示す ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

6 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指

定 

・"application/json" 

必須 文字列 

11 

ボ

デ

ィ 

(検索条件番号) 

searchCriteriaNumber 
ドキュメント情報の検索条件番号を設定 必須 文字列 

(検索パラメータ 1) 

searchParameter1 
検索条件の検索値を設定（第 1 条件用） 任意 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(検索パラメータ 2) 

searchParameter2 
検索条件の検索値を設定（第 2 条件用） 任意 文字列 

(検索パラメータ 3) 

searchParameter3 
検索条件の検索値を設定（第 3 条件用） 任意 文字列 

(検索パラメータ 4) 

searchParameter4 
検索条件の検索値を設定（第 4 条件用） 任意 文字列 

(検索パラメータ 5) 

searchParameter5 
検索条件の検索値を設定（第 5 条件用） 任意 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-2）。 

 

表 5-2: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント参照 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

（ドキュメントデータ情報 0 件） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(検索結果件数) 

searchResultCount 

検索結果のドキュメント情報の件数を設

定 
必須 文字列 

(検索結果) 

searchResult 

取得件数分、繰り返し設定する 

検索結果のドキュメント情報の内容を設

定 

必須 文字列 

 

(オブジェクト ID) 

objectId 
ドキュメントを一意に識別する ID 必須 文字列 

(ドキュメント情報) 

documentData 
リソース ID に対応した任意のデータ形式 必須 文字列 
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 ドキュメント登録操作 API 

データベースにドキュメントの登録を行う API を示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント登録操作 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-3）。 

 

表 5-3: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント登録操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 
リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/sys/documents/registration/{リソ

ース ID}/ 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(入力形式) 

Content-type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 
(登録情報) 

registrationData 

登録件数分、繰り返し設定する 

登録するドキュメント情報の内容を設定 
必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-4）。 

 

表 5-4: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント登録操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(検索結果件数) 

registrationCount 
登録したドキュメント情報の件数を設定 必須 文字列 

(オブジェクト ID) 

objectId 

登録件数分、繰り返し設定する 

登録したドキュメント情報のオブジェク

ト ID を設定 

必須 文字列 
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 ドキュメント更新操作 API 

データベースに蓄積されているドキュメントの更新を行う APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント更新操作 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-5）。 

 

表 5-5: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント更新操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “PUT”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/sys/documents/update/{ リ ソ ー ス

ID}/{オブジェクト ID}/ 

{リソース ID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

{オブジェクト ID}はドキュメントを一意に示

す ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(入力形式) 

Content-Type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 
(更新情報) 

updateData 
更新するドキュメント情報の内容を設定 必須 文字列 

 



 

117 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-6）。 

 

表 5-6: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント更新操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

（更新件数 0 件の場合） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 

(更新件数) 

updateCount 
「1」固定 必須 文字列 

(オブジェクト ID) 

objectId 

更新したドキュメントのオブジェクト ID

を設定 
必須 文字列 
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 ドキュメント削除操作 API 

データベースに蓄積されているドキュメントの削除を行う APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ドキュメント削除操作 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下

に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-7）。 

 

表 5-7: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ドキュメント削除操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 
リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/sys/documents/deletion/{リソース

ID}/ 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(入力形式) 

Content-Type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 

 
(オブジェクト ID) 

objectId 

削除する件数分、繰り返し設定する 

削除するドキュメントのオブジェクト ID を

設定 

必須 文字列 

 

レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ
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ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-8）。 

 

表 5-8: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント削除操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

（削除件数 0 件の場合） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
ボディ包括タグ 

 
(削除件数) 

deletingCount 
削除したドキュメント情報の件数を設定 必須 文字列 

 
(オブジェクト ID) 

objectId 

削除した件数分、繰り返し設定する 

削除したドキュメントのオブジェクト ID

を設定 

必須 文字列 

 

 



 

120 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

 ファイル参照 API 

オブジェクトストレージに格納されているファイルもしくはファイルパスの一覧を取得する

API を示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ファイル参照 API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-9）。 

 

表 5-9: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ファイル参照 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “GET”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/sys/files/{リソースID}/{オブジェ

クト ID} 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

{オブジェクトID}はドキュメントを一意に示

す ID。「フォルダ」もしくは「フォルダ+ファ

イル名」を「/」区切りで設定 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(出力形式) 

Accept 

ファイルを取得する場合は 

「application/octet-stream」を設定 

指定されたフォルダ配下に存在するファイル

のパスの一覧を取得する場合は 

「application/json」を設定 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-10）。 

 

表 5-10: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ファイル参照 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 
(出力形式) 

Content-Type 

ファイルを取得する場合は 

「application/octet-stream」を設定 

指定されたフォルダ配下に存在するファ

イルのパスの一覧を取得する場合は 

「application/json」を設定 

必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 
(データ) 

data 

出力形式が「application/octet-stream」

の場合、取得したファイルのバイナリデー

タを設定 

出力形式が「application/json」の場合、

null を設定 

任意 
バ イ ナ

リ 

(レスポンス) 

response 

出力形式が「application/octet-stream」

の場合、省略 
任意 文字列 

 
(ファイルパス) 

filepath 

取得件数分、繰り返し設定する 

出力形式が「application/json」の場合、

指定されたフォルダ配下に存在するファ

イルのパスを設定（フォルダ+ファイル名） 

出力形式が「application/octet-stream」

の場合、省略 

任意 文字列 
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 ファイル登録操作 API 

オブジェクトストレージにファイルを登録する APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ファイル登録操作 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示

す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-11）。 

 

表 5-11: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ファイル登録操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “PUT”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/sys/files/{リソースID}/{オブジェ

クト ID} 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

{オブジェクトID}はドキュメントを一意に示

す ID。「フォルダ+ファイル名」を「/」区切

りで設定 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(入力形式) 

Content-Type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/octet-stream" 

必須 文字列 

7 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

8 

ボ

デ

ィ 

(データ) 

data 
保存するファイルのバイナリデータ 任意 

バ イ ナ

リ 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-12）。 

 

表 5-12: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ファイル登録操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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 ファイル削除操作 API 

オブジェクトストレージからファイルを削除する APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

ファイル削除操作 APIの HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定を以下に示

す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-13）。 

 

表 5-13: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ファイル削除操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “DELETE”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/api/v1/sys/files/{リソースID}/{オブジェ

クト ID} 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

{オブジェクトID}はドキュメントを一意に示

す ID。「フォルダ+ファイル名」を「/」区切

りで設定 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アクセス

トークンを指定 
必須 文字列 

6 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-14）。 

 

表 5-14: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ファイル削除操作 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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 マスタデータ参照（システム）API 

リクエストパラメータで指定された情報を条件に、リソースマスタとデータ項目マスタから

情報を取得する APIを示す。 

 

 HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設定 

マスタデータ参照（システム）API の HTTP(S)プロトコルでの要求と応答のデータ項目設

定を以下に示す。 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を広域向けアプリケーションから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 5-15）。 

 

表 5-15: HTTP(S)リクエストのパラメーター（マスタデータ参照（システム）API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “GET”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） /api/v1/sys/masters/ 必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 
ヘ

ッ

ダ 

(依頼元情報) 

Authorization 

RFC6750 に準拠した OpenID Connect アク

セストークンを指定 
必須 文字列 

6 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指

定 

・"application/json" 

必須 文字列 

11 

ボ

デ

ィ 

(事業体 ID) 

company_id 

施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
必須 文字列 

(システム区分コード) 

system_kubun_code 
基本仕様書の 6.2.1 項を参照 必須 文字列 

(業務区分コード) 

business_kubun_code 
基本仕様書の 6.2.2 項を参照 必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報の通信結果を水道標準プラットフォームから広域向けアプリケーシ

ョンに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 5-16）。 

 

表 5-16: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ドキュメント参照 API） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 

マスタデータの件数分、設定する 

リソースマスタ登録年月日時分秒の降順

でソートして設定 

必須 文字列 

 

(リソース ID) 

resource_id 
ドキュメントの格納先を一意に示す ID 必須 文字列 

(リソース論理名) 

resource_logical_name 
リソースの名称（論理） 必須 文字列 

(リソース物理名) 

resource_physical_name 
リソースの名称（物理） 必須 文字列 

(リソースマスタ登録年

月日時分秒) 

resource_master_regist

ration_date_time 

リソースマスタに登録した年月日時分秒 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssZ 
必須 文字列 

(データ項目) 

data_items 

ドキュメント内のデータ項目の件数分、

設定する 
必須 文字列 

 

(データ項目番号) 

data_item_number 

データ項目毎に一意に割りあてている番

号 
必須 文字列 

(項番) 

No 
データ項目毎に自由設定している項番 必須 文字列 



 

128 

  WPSC002-Ed.1.32 20254-120 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(階層) 

hierarchy 
データ項目の階層 必須 文字列 

(データ項目論理名) 

data_item_logical_n

ame 

データ項目名（論理） 必須 文字列 

(データ項目物理名) 

data_item_physical_

name 

データ項目名（物理） 必須 文字列 

(データ型) 

data_type 

データ項目のデータ型 

01：String 

02：日付（String） 

03：Integer 

04：Double 

05：Boolean 

06：Object 

必須 文字列 

(データ項目区分) 

data_item_kubun 
基本仕様書の 6.2.3 項を参照 必須 文字列 

(必須フラグ) 

required_flag 

データ項目の必須/任意を表すフラグ 

0：必須ではない 

1：必須 

必須 文字列 

(繰り返しフラグ) 

recurring_flag 

該当データ項目が繰り返しか否かを表す

フラグ 

0：繰り返さない 

1：繰り返す 

必須 文字列 

(暗号化要否フラグ) 

encryption_necessit

y_flag 

該当データ項目の暗号化要否を表すフラ

グ 

0：暗号化否 

1：暗号化要 

必須 文字列 
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 公開鍵証明書ファイル取得 API 

IoT ゲートウェイの「公開鍵証明書ファイル取得 API」と IF 仕様は同じである。詳細は 4.9 

章参照。FQDNはシステムゲートウェイを指定する事が出来る。 
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データプロパティ仕様 

この章では、前述(4.3 章)の各種 APIで使用するデータのプロパティ仕様を記載する。 

 

 施設マスタのプロパティ仕様 

施設マスタのプロパティ仕様を以下に示す(表 6-1)。 

 

表 6-1: 施設マスタのプロパティ仕様 

No. データ名 内容 型 例 

1 テナント ID 

テナント ID。水道標準プラットフ

ォーム内で一意 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

string T01 

2 施設 ID 

施設 ID。水道標準プラットフォー

ム内で一意 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

string F0000000321 

3 事業体 ID 
施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
string TDB-999999999- 

4 市区町村 ID 

施設が存在する市区町村の ID 

総務省の「都道府県コード及び市区

町村コード」を参照。 

string 131091 

5 都道府県 ID 

施設が存在する都道府県の ID 

総務省の「都道府県コード及び市区

町村コード」を参照 

string 130001 

6 施設名 施設の名称 string ○○浄水場 
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 設備マスタのプロパティ仕様 

設備マスタのプロパティ仕様を以下に示す(表 6-2)。 

 

表 6-2: 設備マスタのプロパティ仕様 

No. データ名 内容 型 例 

1 テナント ID 

テナント ID。水道標準プラットフ

ォーム内で一意 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

string T01 

2 設備 ID 

設備 ID。水道標準プラットフォー

ム内で一意 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

string E0000000321 

3 事業体 ID 
施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
string TDB-999999999- 

4 施設 ID 
この設備が所属する施設マスタ(表 

6-1 を参照)の施設 ID 
string F0000000321 

5 設備区分コード 
設備の区分を表すコード値 

基本仕様書の 4.5.3 項を参照 
string E001 

6 設備名 設備の名称 string 
○○監視制御設

備 
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 機器マスタのプロパティ仕様 

機器マスタのプロパティ仕様を以下に示す(表 6-3)。 

 

表 6-3: 機器マスタのプロパティ仕様 

No. データ名 内容 型 例 

1 テナント ID 

テナント ID。水道標準プラットフ

ォーム内で一意 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

string T01 

2 機器 ID 

機器 ID。水道標準プラットフォー

ム内で一意 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

string M0000000321 

3 設備 ID 
この機器が所属する設備マスタ(表 

6-2 を参照)の設備 ID 
string E0000000321 

4 事業体 ID 
施設を所有する事業体の ID 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 
string TDB-999999999- 

5 施設 ID 
この設備が所属する施設マスタ(表 

6-1 を参照)の施設 ID 
String F0000000321 

6 機器区分コード 
機器の区分を表すコード値 

基本仕様書の 4.5.3 項を参照 
string M0001 

7 機器名 機器の名称 string ○○設置 
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 計測項目マスタのプロパティ仕様 

計測項目マスタのプロパティ仕様を以下に示す(表 6-4)。 

 

表 6-4: 計測項目マスタのプロパティ仕様 

No. データ名 内容 型 例 

1 テナント ID 

テナント ID。水道標準プラットフ

ォーム内で一意 

基本仕様書の 3.1.2 項を参照 

string T01 

2 設備 ID 
この計測項目が所属する設備マスタ

(表 6-2 を参照)の設備 ID 
string E0000000321 

3 機器 ID 
この計測項目が所属する機器マスタ

(表 6-3 を参照)の機器 ID 
string M0000000321 

4 
計測値区分コー

ド 

計測値区分コード 

基本仕様書の 5.3.5 項を参照 
string V0001 

5 計測項目番号 計測項目番号 string 000 

6 OPCUA タグ名 PLC のキー名 string 
SapporoWaterPla

nt_Signal.No1 

7 現在値/履歴値 

計測値の種別 

1 の場合、現在値 

2 の場合、履歴値 

string 1 

8 読み書きフラグ 

1 の場合、読み取り専用 

2 の場合、書き込み専用 

3 の場合、読み書き可能 

string 1 

9 計測項目名 計測項目の名称 string ○○水位 

 

- 以上 - 
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本書は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構「IoT を活用した新産業モデ

ル創出基盤整備事業」における「水道 IoT の社会実装推進に向けた検討」、及び「高度なデー

タ活用を可能とする社会インフラ運営システムの開発」事業により作成されたものに、経済産

業省補助事業（補助事業者：株式会社 JECC）「水道施設情報整備促進事業」により改定され、

水道情報活用システム標準仕様研究会により改定され、一般社団法人水道情報活用システム標

準仕様研究会に引き継がれました。 
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一般社団法人水道情報活用システム標準仕様研究会及び本ドキュメント(本使用許諾条件に添付

されて提供されるドキュメントをいい、以下同じ)の原著作権者である国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構、（以下「当研究会等」と総称します）は、以下の条件のもとで

本ドキュメントを使用、複製および頒布することを無償で許諾します。本ドキュメントを使用、

複製または頒布した場合には、以下の条件に同意したものとします。 

1. 本ドキュメントの中に含まれる著作権表示および本使用許諾条件を、本ドキュメントの全部

または一部を複製したものに表示してください。 

2. 本ドキュメントを使用したサービスの提供を含め営利目的に本ドキュメントを使用すること

ができますが、本ドキュメントのみを単独で販売することはできません。 

3. 第４項に定める場合を除き、本ドキュメントを使用したサービスの提供に際して、事前の書

面による当研究会等の許可なく、それらの宣伝、広告活動に当研究会等の名称を使用するこ

とはできません。 

4. 本ドキュメントを使用して得られた結果を、形態を問わず、出版、発表において公表する場

合には、本ドキュメントと当研究会等の名称を引用等において明示してください。 

5. 本ドキュメントは現状有姿で提供されるものであり、当研究会等は、本ドキュメントに関し

て、商品性および特定目的への適合性、エラー・バグ等の不具合のないこと、第三者の特許

権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権その他の知的財産権を侵害するものではないこと

を含め、明示たると黙示たるとを問わず、一切の保証を行わないものとします。また、当研

究会等は、本ドキュメントの誤りの修正その他いかなる保守についても義務を負うものでは

ありません。 

6. 当研究会等は、本ドキュメントの使用または使用不能、複製、頒布、その他本ドキュメント

または本使用許諾条件の規定に関連して生じたいかなる損害(特別損害、間接損害、逸失利

益を含みますが、これに限りません)または第三者からのいかなる請求についても、法律上

の根拠を問わず一切責任を負いません。当研究会等がかかる損害または請求の可能性につい

て知らされていた場合も同様とします。 

7. 本ドキュメントは、一般事務用、家庭用、通常の産業用等の一般的用途を想定して作成され

ているものであり、原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、

大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおける

ミサイル発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場

合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途(以下「ハイセイフティ用途」という)

を想定して作成されたものではなく、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措

置を施すことなく、本ドキユメントを使用しないものとします。また、ハイセイフティ用途

に本ドキュメントを使用したことにより発生する、いかなる請求または損害賠償に対しても

当研究会等は一切の責任を負わないものとします。 
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1. はじめに 

1.1 本ドキュメントの目的 

本ドキュメントは、社会インフラ水道情報活用システム(以下、水道情報活用システム)標準

仕様における基本仕様書の別冊である。 

基本仕様書では、水道情報活用システムを実現する基本仕様として、水道情報活用システム

の全体構成と基本的に守るべきルール、標準インターフェイスを規定している。 

本ドキュメントは、基本仕様書で規定した標準インターフェイスの一つである機器ベンダー

向け標準インターフェイス(デバイス)仕様を記載したドキュメントである。 

本ドキュメントにより、IoTゲートウェイ・デバイスベンダーが、IoTゲートウェイを水道標

準プラットフォームへ初期接続する際にどのような仕様で接続し、運用時にどのような仕様で

データの取得や追加などのデータ操作を行えばよいかを理解することを目的とする。 
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1.2 水道情報活用システム標準仕様のドキュメント 

 ドキュメント体系 

水道情報活用システム標準仕様のドキュメント体系を以下に示す（図 1-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1: ドキュメント体系 

 

  

   ：水道情報活用システム 
   基本仕様書 
 

：水道情報活用システム 
 基本仕様書 別冊 
 
：本書 
 

水道情報活用システム 

基本仕様書 

(WPSC001) 

アプリベンダー向け 
標準インターフェイス 
仕様書 

(WPSC002) 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス 
（デバイス）仕様書 

(WPSC003) 

IoT ゲートウェイ 
外部仕様書 

(WPSC009) 

システムゲートウェイ 
外部仕様書 

(WPSC010) 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス 
（システム）仕様書 

(WPSC004) 

水道標準プラットフォーム
外部仕様書 

(WPSC005) 

水道 CPS データ 
プロファイル仕様書 

(WPSC006) 

CPS/IoT セキュリティ 
仕様書 

(WPSC007) 

初期情報設定シート 
(WPSC008) 

マッピングベンダー向け 
データ共有仕様書 

(WPSC011) 

標準汎用インターフェイス 

仕様書 

(WPSC012) 

ドキュメント名称/略称 

(ドキュメント番号) 
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 対象読者と役割 

水道情報活用システム標準仕様の対象読者と役割を以下に示す。 

 

① 事業体： 

水道情報活用システム上のアプリケーションを利用して、デバイス・システムのデー

タを活用したサービスを享受する事業体。 

 

② アプリケーション開発ベンダー： 

水道情報活用システム上のアプリケーションを開発し、デバイス・システムのデータ

を活用したサービスを事業体に提供するベンダー。 

 

③ IoTゲートウェイ・デバイスベンダー： 

水道情報活用システム上の IoTゲートウェイを開発し、デバイスのデータを水道標準

プラットフォームへ流通するベンダー。 

 

④ システムゲートウェイ・システムベンダー： 

水道情報活用システム上のシステムゲートウェイを開発し、各種台帳システムや料金

システム等の業務システムのデータを水道標準プラットフォームへ流通するベンダ

ー。 

 

⑤ プラットフォーマー： 

水道情報活用システム上の水道標準プラットフォームを提供し、デバイス・システム

のデータを流通するサービス提供および運営を行う第三者機関。 

 

⑥ システムインテグレーター： 

水道情報活用システム全体の設計を行い、アプリケーション開発ベンダーや IoTゲー

トウェイ・デバイスベンダー、システムゲートウェイ・システムベンダーを統率し、

水道情報活用システムを事業体に導入するベンダー。 
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 本書の対象読者 

本書の対象読者を以下に示す（表 1-1)。 

水道情報活用システム 基本仕様書は、(1)～(6)の対象読者が必ず参照すべきドキュメン

トである。その別冊の各仕様書は、読者の役割に応じて参照すべきドキュメントである。 

 

表 1-1: 仕様書別対象読者 

ドキュメン

ト番号 
ドキュメント名称 

対象読者 

(1)～(6)は 1.2.2 項参照 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

WPSC001 水道情報活用システム 基本仕様書 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

WPSC002 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書 
－ ○ － － ○ 〇 

WPSC003 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様書 
－ － ○ － ○ 〇 

WPSC004 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(システム)仕様書 
－ － － ○ ○ 〇 

WPSC005 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

水道標準プラットフォーム外部仕様書 
－ △ △ △ ○ △ 

WPSC006 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

水道 CPS データプロファイル仕様書 
－ ○ ○ － ○ 〇 

WPSC007 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

CPS/IoT セキュリティ仕様書 
－ ○ ○ ○ ○ 〇 

WPSC008 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

初期情報設定シート 
○ △ △ △ ○ 〇 

WPSC009 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

IoT ゲートウェイ外部仕様書 
－ － ○ － － 〇 

WPSC010 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

システムゲートウェイ外部仕様書 
－ － － ○ － 〇 

WPSC011 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

マッピングベンダー向けデータ共有仕様書 
△ ○ － △ － 〇 

WPSC012 
水道情報活用システム 基本仕様書 別冊 

標準汎用インターフェイス仕様書 
△ ○ 〇 － △ 〇 

〇：必読、 △：必要に応じて読む、 －：読まなくてもよい 

：本書 
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1.3 参考文献 

水道情報活用システム標準仕様を参照する際の参考文献を以下に示す(表 1-2)。 

 

表 1-2: 参考文献 

No. 参考文献 説明 

1 ISO 8601 
日付と時刻の表記について規定する ISO による国際規格。 

URL※：https://www.iso.org/iso-8601-date-and-time-format.html 

2 
MQTT Protocol 

Specification 

水道標準プラットフォームで利用するメッセージングプロトコルで

ある MQTT について、OASISにより規定されたプロトコル仕様。 

URL※：

http://public.dhe.ibm.com/software/dw/webservices/ws-

mqtt/mqtt-v3r1.html 

3 OpenID Connect 

認証プロトコルについて規定する、OpenID ファウンデーションによ

るプロトコル仕様。 

URL※：http://www.openid.or.jp/document/ 

4 
OpenID Connect 

Core 1.0 

水道標準プラットフォームで利用するアイデンティティ連携プロト

コル仕様。 

URL※：http://openid.net/specs/openid-connect-core-1_0.html 

5 RFC 2616 

Hypertext Transfer Protocol(HTTP/1.1)について規定する IETF に

よる技術仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc2616 

6 RFC 2818 

暗号化通信プロトコルである HTTP over TLS(本ドキュメントでは

「HTTP(S)」と表記)について規定する、IETF によるプロトコル仕

様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc2818 
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No. 参考文献 説明 

7 RFC 5246 

セキュアな通信を行うためのプロトコルである Transport Layer 

Security(TLS)について規定する、IETF によるプロトコル仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc5246 

8 RFC 6455 

水道標準プラットフォームで利用する通信プロトコルである

WebSocket について、IETFにより公開されたプロトコル仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc6455 

9 RFC 6750 

OpenID Connect のベースである OAuth 2.0 のトークン仕様について 

規定する、IETF による技術仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc6750 

10 RFC 7231 

HTTP/1.1 におけるセマンティクスとコンテンツについて規定する

IETF による技術仕様。 

URL※：https://tools.ietf.org/html/rfc7231 

11 

XML Encryption 

Syntax and 

Processing  

XML 暗号について規定する W3C 勧告。 

URL※：http://www.w3.org/TR/xmlenc-core1/ 

12 

XML Signature 

Syntax and 

Processing  

XML 署名について規定する W3C 勧告。 

URL※：http://www.w3.org/TR/xmldsig-core2/ 

※: 2017 年 7 月時点の URL を参考に記載 

 

https://tools.ietf.org/html/rfc6455
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その他、参考にする報告書を以下に示す。 

 

経済産業省「平成２８年度ＩｏＴ推進のための社会システム推進事業（スマート工場実証事

業）報告書」 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report.pdf 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report_Attachment1.pdf 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/smart_mono/H28SmartFactory_Dat

aProfile_Security_Report_Attachment2.pd 

 

経済産業省「平成２８年度ＩｏＴ推進のための社会システム推進事業（社会インフラ分野で

のＩｏＴ活用のための基盤整備実証プロジェクト）」 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000060.pdf 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000061.pdf 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000062.pdf 
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1.4 用語の説明 

水道情報活用システム標準仕様で使用する用語の説明を以下に示す(表 1-3)。 

 

表 1-3: 用語の説明 

No. 用語 説明 

1 
AI 

(Artificial Intelligence) 

コンピュータを使って学習・推論・判断等、人間の知能

の働きを人工的に実現するもの。 

2 

API 

(Application Programming 

Interface) 

ソフトウェアコンポーネントが互いにやり取りするのに

使用するインターフェイスの仕様。 

3 CPS/IoT システム 

CPS/IoT を活用して、デバイス・システムのデータを流通

させ、データを活用した付加価値の高いサービスを提供

するシステム。 

4 

DUNS Number 

(Data Universal Numbering 

System Number)  

ダンアンドブラッドストリート（D&B）社が開発した 9 桁

の企業識別コードのことで、世界の企業を一意に識別で

きる企業コード。 

5 

FQDN 

(Fully Qualified Domain 

Name) 

完全修飾ドメイン名。ホスト名とドメイン名などすべて

を省略せずに指定した文字列。 

6 

IANA 

(Internet Assigned Numbers 

Authority) 

IP アドレス・ドメイン名・ポート番号等の標準化・割り

当て等インターネットに関連する番号を管理する組織。 

7 
JAN コード 

(Japanese Article Number) 

国際的な流通標準化機関である GS1 が定める国際標準の

識別コードを設定するために必要となるコード。国際的

には GS1 Company Prefix と呼ばれ、日本では最初の 2 桁

が「45」又は「49」で始まる 9 桁又は 7 桁の番号。 

8 

MIME タイプ 

(Multipurpose Internet Mail 

Extension) 

IANA に登録されている、転送するデータの種類や形式を

判別する為の識別子。 
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No. 用語 説明 

9 
TDB 企業コード 

(Teikoku Data Bank)  

帝国データバンクが独自に取材・収集した企業情報に加

え、各種公的情報を基に、1 社＝1 コードとして厳格に設

定した数字 9 桁の企業識別コード。 

10 耐タンパー性 
非正規な手段による外部からの解析が容易に出来ないよ

う、データの読み取りや改ざんを防ぐ能力。 

11 データプロファイル 

「平成 28 年度 IoT 推進のための社会システム推進事業

（スマート工場実証事業）」の成果物であり、水道情報

活用システム上でデータをやり取りする際のデータ流通

のルール。 

12 パディング 
決められたデータの長さに対してデータが短い場合に、

データを追加してデータの長さを合わせる処理。 

13 標準企業コード 

一般財団法人日本情報経済社会推進協会(JIPDEC)が一元

的に管理する、企業を識別する業界横断的な企業コー

ド。 

企業を一意に識別できる 6 桁の企業識別コードと、各企

業が採番、管理を行う 6 桁の枝番で構成される。 

14 ペイロードデータ 

パケット通信において、データの転送先や転送経路など

を制御するための情報を含むヘッダや、データの破損な

どを検査するトレーラなどの付加的情報を除いた、ユー

ザーが送信したいデータ本体。 

15 メッセージダイジェスト 
任意の長さの文字列を固定長のビット列に変換するアル

ゴリズム。 

16 リダイレクト 
ウェブサイトを訪れたユーザーを、自動的に他のウェブ

ページに転送する処理。 

17 レルム名 
それぞれのレルム(同一の認証ポリシーを適用する範囲)

を識別する名称。 
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1.5 本ドキュメントの記載範囲 

本ドキュメントは、水道情報活用システムにおける標準インターフェイスの内、機器ベンダ

ー向け標準インターフェイス(デバイス)仕様を示す。 

本ドキュメントの記載範囲を以下に示す(図 1-2)。 

 

 
図 1-2: 本ドキュメントの記載範囲 

 

社会インフラ水道情報活用システム標準仕様では、IoTゲートウェイからデバイスに対して、

制御信号などのデバイスの動作に係わる指示を送ることは想定していない。 
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2. IoTゲートウェイ利用までに必要な事前準備 

IoT ゲートウェイが利用可能になるまでに、事前に準備する初期情報設定の項目を以下に示

す。初期情報設定の全体の流れは、初期情報設定シートの水道情報活用システムの利用開始ま

での全体の流れを参照。 

 

なお証明書は、定期的に水道標準プラットフォームにて最新バージョンを更新するが、古い

バージョンも一定期間保持する仕様となっている。アプリケーションやゲートウェイが初期

取得時のバージョンのまま運用するか、定期的に最新バージョンに更新するかは、水道標準

プラットフォームの導入時に選択できる。 

 

表 2-1:IoT ゲートウェイ利用までに必要な事前準備項目 

No 項目 内容 

1 ゲートウェイ登録 

事業体がプラットフォーマーに対し、IoT ゲートウェイの IoT ゲ

ートウェイ設定情報を水道標準プラットフォームに登録する。 

詳細は、2.1 節を参照。 

2 計測データモデル登録 

プラットフォーマーが、設置した機器などの情報を、計測デー

タモデルとして水道標準プラットフォームに登録する。 

詳細は、2.2 節を参照。 

3 ゲートウェイ接続 

事業体が、IoT ゲートウェイを水道標準プラットフォームに接続

する。 

詳細は、2.3 節、3.5.1 項、4.1 節を参照。 

4 ゲートウェイ切断 

既に水道標準プラットフォームへ接続している IoTゲートウェイ

を水道標準プラットフォームから切断する。 

詳細は、2.4 節、3.5.2 項、4.2 節を参照。 
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2.1 ゲートウェイ登録 

IoTゲートウェイを水道標準プラットフォームに接続するため、IoTゲートウェイの情報を水

道標準プラットフォームに登録する。情報が登録されていない場合、その IoT ゲートウェイを

利用出来ない。 

事業体は、ゲートウェイ登録申請を実施する。プラットフォーマーはゲートウェイ登録申請

の内容に基づき必要な割り当てを行い、割り当てた情報を事業体へ返送する。事業体は、割り

当て情報に基づき水道情報活用システムが利用できるようになる。 

発行される設定情報を以下に示す(表 2-2)。ゲートウェイ登録申請については、初期情報設

定シートを参照。 

 

 

表 2-2: ゲートウェイ登録情報 

No. 項目 説明 

1 ゲートウェイ ID 

水道標準プラットフォームが IoTゲートウェイを一

意に識別するための識別子。詳細は、基本仕様書の

3.1.2 項を参照。 

2 ゲートウェイ秘密鍵(TLS 用) 相互認証や通信暗号に使用する秘密鍵 

3 ゲートウェイ秘密鍵(データ保護用) データ暗号に使用する秘密鍵 

4 ゲートウェイ証明書(TLS 用) 通信暗号に使用する証明書 

5 ゲートウェイ証明書(データ保護用) データ暗号に使用する証明書 

6 
水道標準プラットフォームルート証

明書 

水道標準プラットフォーム証明書の検証に使用す

る証明書 

7 アプリケーションルート証明書 アプリケーション証明書の検証に使用する証明書 

8 
水道標準プラットフォームのホスト

名 

水道標準プラットフォームの FQDN 名。アプリケー

ションがアプリベンダー向け標準インターフェイ

スを使用するために必要。 

 



 

13 

WPSC003-Ed.1.42 2025-123 

別紙１－３ 

 

なお、鍵情報と電子証明書は、定期的に水道標準プラットフォームにて最新バージョンを更

新するが、古いバージョンも一定期間保持する仕様となっている。アプリケーションが初期取

得時のバージョンのまま運用するか、定期的に最新バージョンに更新するかは、水道標準プラ

ットフォームの導入時に選択できる。 
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2.2 計測データモデル登録 

事業体が計測データモデル登録申請をプラットフォーマーに行い、プラットフォーマーは申

請書に記載された内容を水道標準プラットフォームに登録する。 

計測データモデル登録情報を以下に示す(表 2-3)。計測データモデルの登録申請については、

初期情報設定シートを参照。 

 

表 2-3: 計測データモデル登録情報 

No. 項目 説明 

1 施設 ID 

計測データモデルの詳細は、基本仕様書の 5 章を

参照。 

2 設備 ID 

3 機器 ID 

4 計測項目番号 
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2.3 ゲートウェイ接続 

IoT ゲートウェイと水道標準プラットフォームを接続するため、IoT ゲートウェイ起動時に

IoT ゲートウェイ接続インターフェイスを呼び出す。 

ゲートウェイ接続では、IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームへ接続情報を登録

する。登録する接続情報を以下に示す(表 2-4)。 

 

表 2-4: ゲートウェイ接続情報 

No. 名称 説明 

1 ゲートウェイ ID 
水道標準プラットフォームが IoT ゲートウェイを一意に識別す

るための識別子。詳細は、基本仕様書の 3.1.2 項を参照。 

2 ゲートウェイ名 IoT ゲートウェイの名称 

3 ゲートウェイ種別 IoT ゲートウェイの種別を表す文字列 

4 事業体 ID IoT ゲートウェイの所有者である事業体の ID 

5 
インターフェイスバー

ジョン 

サポートしている機器ベンダー向け標準インターフェイスのバ

ージョン 

6 対応データ種別 ID 
サポートするデータ種別 ID。 

詳細は、基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

7 

対応データ種別プライ

マリーキープロパティ

名 

サポートするデータ種別のデータを一意に特定するプロパティ

名 

例： 

・データ種別が機器情報の場合は機器 ID 

・データ種別が設備情報の場合は設備 ID 

8 プロトコル種別 

IoT ゲートウェイが水道標準プラットフォームに対して、送信時

に使用する通信プロトコル 

・MQTT："MQTT" 

・HTTP(S)："HTTP" 

9 
アクセス先ホスト名[定

周期監視] 
定周期監視のアクセス先のホスト名 

10 
アクセス先ホスト名[即

時取得] 
即時取得のアクセス先のホスト名 

11 
アクセス先ホスト名[制

御値設定] 
制御値設定のアクセス先のホスト名 

12 対応コンテンツタイプ 
IoT ゲートウェイがサポートする MIME タイプを指定する。 

詳細は、基本仕様書の 4.4.5 項を参照。 
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水道標準プラットフォームでは、ゲートウェイ接続で登録された情報から IoT ゲートウェイ

を識別する。これにより水道標準プラットフォームは、当該 IoT ゲートウェイが接続しても良

い IoT ゲートウェイかどうかを判定する。水道標準プラットフォームに接続しても良いと判断

された場合、ゲートウェイ接続情報が水道標準プラットフォームに登録される。これにより、

その IoT ゲートウェイは水道標準プラットフォームと通信できる。水道標準プラットフォーム

に接続しても良いと判断されなかった場合、水道標準プラットフォームはその IoT ゲートウェ

イの接続を受けつけない。 

ゲートウェイ接続の詳細は、3.5.1項及び 4.1節を参照。  
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2.4 ゲートウェイ切断 

既に接続している IoT ゲートウェイを水道標準プラットフォームから切断するためには、ゲ

ートウェイ切断インターフェイスを呼び出す。ゲートウェイ切断では、前述(表 2-4)の情報を

指定して既に登録された情報を無効にする。その際、水道標準プラットフォームは、当該 IoTゲ

ートウェイのためのすべての処理を停止する。 

水道標準プラットフォームでは、ゲートウェイ切断で指定された IoT ゲートウェイが接続済

みかどうかを判定する。接続済みだった場合、その IoT ゲートウェイの接続を無効にする。接

続済みではなかった場合、エラーを返す。 

ゲートウェイ切断の詳細は、3.5.2項及び 4.2 節を参照。 
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3. 機器ベンダー向け標準インターフェイス（デバイス）仕様 

本章では、機器ベンダー向け標準インターフェイス（デバイス）に必要な以下の 5つを示す。 

・インターフェイス一覧 

・プロトコル 

・セキュリティ 

・データの分割送信 

・基本的な処理の流れ 

 

3.1 インターフェイス一覧 

水道情報活用システムがサポートする機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)の

一覧を以下に示す (表 3-1)。 

表 3-1: インターフェイス一覧 

No インターフェイス名 説明 

1 ゲートウェイ接続インターフェイス IoT ゲートウェイ接続を実行するインターフェイス 

2 ゲートウェイ切断インターフェイス IoT ゲートウェイ切断を実行するインターフェイス 

3 要求データ取得共通インターフェイス 

即時監視、定周期監視、制御値設定の要求を水道標準

プラットフォームより取得する共通インターフェイ

ス 

4 即時監視インターフェイス 即時監視を実行するインターフェイス 

5 定周期監視インターフェイス 定周期監視を実行するインターフェイス 

6 制御値設定インターフェイス 制御値設定を実行するインターフェイス 

7 
公開鍵証明書ファイル取得インターフ

ェイス 

アプリケーション証明書(データ保護用)、水道標準プ

ラットフォーム証明書(データ保護用)を取得するイ

ンターフェイス 

8 ファイル登録操作インターフェイス 
オブジェクトストレージにファイルを登録するイン

ターフェイス 

9 ファイル削除操作インターフェイス 
オブジェクトストレージからファイルを削除するイ

ンターフェイス 

10 ファイル参照操作インターフェイス 

オブジェクトストレージに格納されているファイル

もしくはファイルパスの一覧を取得するインターフ

ェイス 
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各インターフェイスの詳細は、4. 章を参照。 
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3.2 プロトコル 

 接続方式の前提条件 

不正アクセスを防ぐためにファイアウォール機能やパケットフィルタリング機能をもつ

ルータが間に設置されていることを前提とする。 

接続方式を以下に示す(図 3-1)。 

 

 
図 3-1:接続方式 

    
IoT ゲートウェイ 

標準インターフェイス 

水道標準プラットフォーム 

 
機器ベンダー向け 

標準インターフェイス(デバイス) 
機器ベンダー向け 

標準インターフェイス(システム) 

アプリベンダー向け標準インターフェイス 

 

ルーター 

①許可されていない通信はできない 

②IoT ゲートウェイからはアクセスできる 

ローカルネットワーク 

インターネット 

 

誤データ 

・誤データを含むアクセ

ス 

・悪意のあるユーザーによ 

るアクセス 

 

蓄積 
データ 

マスタ 
データ 



 

21 

WPSC003-Ed.1.42 2025-123 

別紙１－３ 

 実装仕様のプロトコル 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)で使用するプロトコルを以下に示す

(表 3-2)。 

 

表 3-2: 機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)のプロトコル 

No. 用途 プロトコル プロトコル説明 

1 
要求データ

取得 
MQTT SSL 

水道標準プラットフォームから IoT ゲートウェイへデータ要求を

行う際に使用するプロトコル。 

IoT ゲートウェイからアクセスし、水道標準プラットフォームから

のデータ要求を受信することが可能。 

相互認証として TLS を使用。 

2 

応答データ

送信 

HTTP(S) 

IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームへデータ応答を

行う際に使用するプロトコル。 

ゲートウェイ接続時に指定される「プロトコル種別」で切り分け。 

ファイル等の容量の大きいデータ送信。 

相互認証として TLS を使用。 

3 MQTT SSL 

IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームへデータ応答を

行う際に使用するプロトコル。 

ゲートウェイ接続時に指定される「プロトコル種別」で切り分け。 

監視データ等の容量の小さいデータ送信。 

相互認証として TLS を使用。 

 

 MQTT 

要求データ取得の接続手順 

水道標準プラットフォームからのデータの要求を受信するための、MQTTの接続シーケン

スを以下に示す(図 3-2)。 

IoTゲートウェイから初期化時に接続する。接続したセッションを保持し、水道標準プラ

ットフォームから送信されるメッセージを MQTTサブスクライバーで受信する。 

本項以降の MQTT の詳細フローにおいて、MQTT サブスクライバー、MQTT ブローカーの記

述は省略する。 
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図 3-2: MQTT の接続シーケンス（要求データ取得） 

 

 

ベース URLとトピックの形式は以下とし、ポート番号は 8883とする。 

 

MQTTブローカーの URL 

ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}:8883 

   

MQTTサブスクライバーで指定するトピック 

定周期開始 

/pf/gw/[監視要求(定周期)]/start/{テナント ID}/{ゲートウェイ ID}/* 

定周期停止 

/pf/gw/[監視要求(定周期)]/stop/{テナント ID}/{ゲートウェイ ID}/* 

制御値設定依頼 

/pf/gw/[制御値設定]/{テナント ID}/{ゲートウェイ ID} 

即時取得依頼 

/pf/gw/[監視要求(即時)]/{テナント ID}/{ゲートウェイ ID} 

   

水道標準プラットフォームのホスト名はプラットフォーマーが定義する。 

 

応答データ送信の接続手順 

IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームへデータの応答送信するための、MQTT

の接続シーケンスを以下に示す(図 3-3)。 

 

水道標準プラットフォーム 

MQTT 
ブローカー 

MQTT 
サブスクライバー 

IoT ゲートウェイ 

初期化 
接続 

MQTT サブスクライバー 

接続後、セッション保持 

データの要求 

IoT ゲートウェイ毎に 
トピックを指定 
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図 3-3: MQTT の接続シーケンス（応答データ送信） 

 

 

ベース URLとトピックの形式は以下とし、ポート番号は 8883とする。 

 

MQTTブローカーの URL 

ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}:8883 

   

MQTTパブリッシャーで指定するトピック 

応答するデータ毎に以下を指定する。 

指定する各トピックの URIについては、4.インターフェイス仕様 に記載。 

   

水道標準プラットフォームのホスト名はプラットフォーマーが定義する。 

 

 

ヘッダ/ボディの定義 

MQTT のデータ要求・データ応答のヘッダとボディの設定箇所と形式を以下に示す(図 

3-4)。MQTT では、プロトコルボティ部にデータ要求・データ応答のヘッダとボティを XML

形式、又は JSON形式で設定する。 

 

図 3-4： ヘッダ/ボディのプロトコル設定場所と形式(MQTT) 

水道標準プラットフォーム 

MQTT 
ブローカー 

MQTT 
サブスクライバー 

IoT ゲートウェイ 

データ送信 

MQTT パブリッシャー 

送信するデータ毎に 
トピックを指定 

プロトコル ボディ 

プロトコル ヘッダ 

ヘッダ 
(XML or JSON 形式) 

ボディ 
(XML or JSON 形式) 
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 HTTP(S) 

応答データ送信の接続手順 

IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームへデータの応答送信するための、

HTTP(S)の接続シーケンスを以下に示す(図 3-5)。 

 

 
図 3-5： HTTP(S)の接続シーケンス（応答データ送信） 

 

ベース URLは以下とし、ポート番号は 443 とする。 

https://${水道標準プラットフォームのホスト名} 

 

水道標準プラットフォームのホスト名はプラットフォーマーが定義する。 

 

ヘッダ/ボディの定義 

HTTP(S)のデータ要求・データ応答のヘッダとボディの設定箇所と形式を以下に示す(図 

3-6)。HTTP(S)では、プロトコルヘッダ部にデータ要求のヘッダをプロトコル指定形式で設

定し、プロトコルボディ部にデータ応答のボディ部を XML 形式、又は JSON 形式で設定す

る。 

 

 

図 3-6： ヘッダ／ボディのプロトコル設定場所と形式(HTTP(S)) 

  

水道標準プラットフォーム 
 

IoT ゲートウェイ 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)レスポンス 

データの応答 

プロトコル ヘッダ 

プロトコル ボディ 

ヘッダ 
(プロトコル指定形式) 

ボディ 
(XML or JSON 形式) 
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 基本的な処理の流れとプロトコルの関係 

機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス)では、基本仕様書の 4.1節に記載され

ている水道標準プラットフォームと IoTゲートウェイ間のデータ要求、データ応答の基本的

な処理の流れの仕様として、データ要求のプロトコルを MQTT(サブスクライバー)、データ応

答のプロトコルを MQTT(パブリッシャー)、又は HTTP(S)(リクエストとレスポンス)とする。 

応答するプロトコルの選択は、IoTゲートウェイが対応する「ゲートウェイ接続情報のプ

ロパティ」として、ゲートウェイ接続時に水道標準プラットフォームへ通知し、水道標準プ

ラットフォームから応答された「プロトコル種別」にて切り分ける。 

データ要求、データ応答の基本的な処理の流れとプロトコルの関係を以下に示す(図 3-7)。 

 

 
図 3-7: 基本的な処理の流れとプロトコルの関係 
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3.3 セキュリティ 

データの漏えいや改ざんを防ぐためには、正しい接続元・接続先との通信が必要である。IoT

ゲートウェイと水道標準プラットフォームの間において、通信の開始時に双方で通信相手の正

当性を確認（相互認証）し、通信経路を暗号化する。相互認証と通信経路の暗号化は、水道標

準プラットフォームをサーバー、IoTゲートウェイをクライアントとして、SSL/TLSの仕様に従

って実施する。詳細は、CPS/IoTセキュリティ仕様書の 2.2節を参照。 

通信経路の盗聴だけでなく、水道情報活用システム内での盗聴を防ぐためには、通信経路の

暗号化に加えて、データそのものを暗号化する事を検討する必要がある。重要なデータを暗号

化することで、流通する経路や一次保存の環境に依らず、データの機密性を確保することが可

能となる。また、通信途中でデータの改ざんを検知できるようにするために、やり取りするデ

ータに電子署名を付与し、受信側で検証する仕組みを実装することが望ましい。詳細は、CPS/IoT

セキュリティ仕様書の 2.4節を参照。また、識別子(ID)や暗号化に利用する鍵情報については、

耐タンパー性を持つ領域に格納し、外部からの不正アクセスや改ざんを防止することで、セキ

ュリティを向上させることが望ましい。 

社会インフラ水道情報活用システム標準仕様では、IoTゲートウェイからデバイスに対して、

制御信号などのデバイスの動作に係わる指示を送ることは、標準仕様として規定しない。 

制御信号などを送る場合は、RAS(Reliability、Availability、Serviceability)の観点を十分

に考慮した上で、各社の競争領域として設計し、実装すること。 
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3.4 データの分割送信 

IoTゲートウェイは、メモリ等リソースが限定されることを想定し、水道標準プラットフォー

ムに送信するデータ量が大きい場合、送信データを分割して送信可能とする。分割数はデータ

バイト数・レコード数等データ種別毎に決まった方法で決定する。元データを 2 分割して送信

する例を以下に示す(図 3-8)。 

 

図 3-8: データの分割送信 

 

【分割送信の流れ】 

① 元データを送信するサイズに分割する。 

② 分割数(1/2)と分割データ(1)を水道標準プラットフォームに送信する。水道標準プラ

ットフォームは、分割データを APに送信する。 

③ 分割数(2/2)と分割データ(2)を水道標準プラットフォームに送信する。水道標準プラ
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データの応答 

【データ応答：MQTT の場合】 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)レスポンス 

データの応答 

【データ応答：HTTP(S)の場合】 

水道標準 
プラットフォーム 
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ットフォームは、分割データを APに送信する。 

④ APは、分割数が(2/2)の場合は終了と判断し、分割データを結合する。 
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3.5 基本的な処理の流れ 

本節では、機器ベンダー向け標準インターフェイスの基本的な処理の流れとして以下の 5 つ

を示す。 

・ゲートウェイ接続 

・ゲートウェイ切断 

・データ操作(参照)プル型 

・データ操作(参照)プッシュ型 

・データ操作(変更)プル型 

 

 ゲートウェイ接続 

IoT ゲートウェイは、ゲートウェイ接続情報を水道標準プラットフォームに送信して水道標

準プラットフォームとの接続を確立する。接続により IoT ゲートウェイが提供するデータが水

道標準プラットフォームから利用可能となる。 

HTTP(S)を使用したゲートウェイ接続の詳細フローを以下に示す(図 3-9)。 

 

 

図 3-9: 詳細フロー(ゲートウェイ接続) 

 

 

  

広域向け 

アプリケーション 
水道標準 

プラットフォーム 
デバイス 

IoT 
ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス(デバイス) 

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
接
続 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)レスポンス 

 
 

IoT ゲートウェイ起動 

 

ゲートウェイ接続情報の取得 

ゲートウェイ接続 

ゲートウェイ接続情報の送信 

接続結果 
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 ゲートウェイ切断 

既に接続済みの IoT ゲートウェイは、ゲートウェイ切断情報を水道標準プラットフォームに

送信して、水道標準プラットフォームとの接続を切断する。切断により IoT ゲートウェイが提

供するデータが水道標準プラットフォームから利用不可となる。 

HTTP(S)を使用したゲートウェイ切断の詳細フローを以下に示す(図 3-10)。 

  

 

図 3-10: 詳細フロー(ゲートウェイ切断) 

 

なお、本フローによるものではなく、何らかの異常発生時に水道標準プラットフォーム側と

の接続が切断されてしまった場合は、再度 3.5.1 のフローにより再接続する必要がある。また

切断されてしまった時点から、再度 3.5.1 のフローにより再接続するまでの間に取得すべきだ

ったデータの再送は行われない。 

 

  

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 

プラットフォーム 
デバイス 

IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス(デバイス) 

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
接
続 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)レスポンス 

 
 

IoT ゲートウェイ終了 

ゲートウェイ切断 

ゲートウェイ切断情報の送信 

切断結果 
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 データ操作(追加、変更、削除、参照) 

データ操作とは、ユーザーがデバイス・システム、外部サービスのデータを IoT ゲートウ

ェイ、水道標準プラットフォーム及び広域向けアプリケーションを介して、追加、変更、削

除、参照する操作である。 

 

データ操作には以下 3つの処理がある。 

・データ操作(参照)プル型 

・データ操作(参照)プッシュ型 

・データ操作(変更)プル型 
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 データ操作(参照)プル型 

MQTT/HTTP(S)を使用したデータ操作(参照)プル型の詳細フローを以下に示す。 

 

 

図 3-11: 詳細フロー(データ操作(参照)プル型) 

 

  

広域向け 

アプリケーション 
水道標準 

プラットフォーム 
デバイス 

データの要求 

データの応答 
加
工 

アプリベンダー 
向け標準イン
ターフェイス 

IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー 
向け標準インター

フェイス 

(デバイス) 

デ
ー
タ
送
信 

ユーザー 

データの表示 

デ
ー
タ
を
受
信
・
蓄
積 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
で
デ
ー
タ
参
照
操
作 

利用アプリケーション実行 

デバイス 
インターフェイス 

：標準化対象インターフェイス 

：標準化非対象インターフェイス 

【凡例】 

MQTT サブスクライバー 
データの受信設定 

データの応答 

MQTT パブリッシャー 

HTTP(S) レスポンス 復
号 

暗
号
化
デ
ー
タ
生
成 

データ要求したアプリケーションの 
アプリケーション証明書を保持 

していた場合は処理をスキップ 

HTTP(S) レスポンス 

水道標準プラットフォームの 
サーバー証明書を保持していた 

場合は処理をスキップ 

データ保護用公開鍵 
証明書ファイル取得 

データ保護用公開鍵 

証明書ファイル取得 

デ
ー
タ
参
照 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)リクエスト 

データの応答 

HTTP(S)リクエスト 
HTTP(S)レスポンス 

HTTP(S)の場合 

MQTT の場合 

水道標準プラットフォーム起動時に 

サブスクライブをする 
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 データ操作(参照)プッシュ型 

MQTT/HTTP(S)を使用したデータ操作(参照)プッシュ型の詳細フローを以下に示す。 

 
図 3-12: 詳細フロー（データ操作(参照)プッシュ型） 

  

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 

プラットフォーム 
デバイス 

IoT 

ゲートウェイ 
ユーザー 

イベントデータ 
(プッシュ通信) 

デ
ー
タ
送
信 

デ
ー
タ
受
信
・
蓄
積 

加
工 

アプリベンダー 
向け標準インタ

ーフェイス 

デ
ー
タ
参
照 

 loop 
デバイス 

インターフェイス 

：標準化対象インターフェイス 

：標準化非対象インターフェイス 

【凡例】 

デ
ー
タ
要
求 

デ
ー
タ
要
求 

MQTT サブスクライバー 
プッシュ指示の要求 

HTTP(S)リクエスト 
HTTP(S)レスポンス 

イベントデータ  

(プッシュ通信) 

HTTP(S) レスポンス 

イベントデータ 
(プッシュ通信) 

復
号 

暗
号
化
デ
ー
タ
生
成 

データ要求したアプリケーションの 
アプリケーション証明書を保持 

していた場合は処理をスキップ 

HTTP(S) レスポンス 

水道標準プラットフォームの 
サーバー証明書を保持していた 

場合は処理をスキップ 

機器ベンダー 
向け標準インタ

ーフェイス 
(デバイス) 

データ保護用公開鍵 
証明書ファイル取得 

プッシュ指示の応答 
HTTP(S)リクエスト 
HTTP(S)レスポンス 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)リクエスト 

プッシュ指示の要求 

プッシュ指示の応答 

アプリベンダー 

向け標準インタ 
ーフェイス 

データ保護用公開鍵 
証明書ファイル取得 

MQTT パブリッシャー 

イベントデータ  

(プッシュ通信) 

MQTT パブリッシャー 
プッシュ指示の応答 

HTTP(S)の場合 

MQTT の場合 

HTTP(S)の場合 

MQTT の場合 

機器ベンダー 
向け標準インタ

ーフェイス 
(デバイス) 
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 データ操作(変更)プル型 

MQTT/HTTP(S)を使用したデータ操作(変更)プル型の詳細フローを以下に示す。 

 

図 3-13: 詳細フロー（データ操作(変更)プル型） 

暗
号
化
デ
ー
タ
生
成 

暗
号
化
デ
ー
タ
生
成 

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 

プラットフォーム 
デバイス 

制御データの要求 

加
工 

IoT 

ゲートウェイ 

制
御
開
始 

ユーザー 

デ
ー
タ
を
参
照
・
取
得 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
へ
の
制
御
値
設
定 

利用アプリケーション実行 

デバイス 
インターフェイス 

：標準化対象インターフェイス 

：標準化非対象インターフェイス 

【凡例】 

MQTT サブスクライバー 
データの受信設定 

HTTP(S) レスポンス 復
号 

データ要求したアプリケーションの 
アプリケーション証明書を保持 

していた場合は処理をスキップ 

HTTP(S) レスポンス 

水道標準プラットフォームの 
サーバー証明書を保持していた 

場合は処理をスキップ 

データ保護用公開鍵 

証明書ファイル取得 

データ保護用公開鍵 
証明書ファイル取得 

制
御
要
求
受
付 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S)の場合 

MQTT の場合 

アプリベンダー 
向け標準イン
ターフェイス 

機器ベンダー 
向け標準インター

フェイス 

(デバイス) 

制御要求受付の応答 

MQTT パブリッシャー 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S レスポンス 

制御要求受付の応答 

制
御
完
了 

HTTP(S)の場合 

MQTT の場合 制御開始の応答 

MQTT パブリッシャー 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S レスポンス 

制御開始の応答 

HTTP(S)の場合 

MQTT の場合 制御結果の応答 

MQTT パブリッシャー 

HTTP(S)リクエスト 

HTTP(S レスポンス 

制御結果の応答 

制
御
結
果
を
受
信 

デ
バ
イ
ス
通
知
を
受
信 

加
工 制御開始の表示 

制御結果の表示 

制
御
結
果
受
信 

加
工 制御要求受付の表示 

制
御
要
求
送
信 

制御要求受付の応答 

制御開始の応答 

制御結果の応答 

手動による制御要求やアプリケーションの判定による 

インターロックのための制御要求を想定 

水道標準プラットフォーム起動時に 

サブスクライブをする 
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4. インターフェイス仕様 

本章では、水道情報活用システムがサポートする各インターフェイスについて以下を示す。 

・HTTP(S)プロトコルにおける要求と応答の詳細フローとパラメーター 

・MQTTプロトコルにおけるデータ要求の詳細とパラメーター 

但し、インターフェイスによっては指定するデータ項目が異なる。 
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4.1 ゲートウェイ接続インターフェイス 

ゲートウェイ接続インターフェイスはゲートウェイ接続を通知する。ゲートウェイ接続では

HTTP(S)プロトコルを利用する。 

 

 ゲートウェイ接続における詳細フローとパラメーター 

HTTP(S)の詳細フロー及びパラメーターを示す。 

 

詳細フロー 

ゲートウェイ接続の詳細フローを以下に示す(図 4-1)。 

 

 

図 4-1: ゲートウェイ接続の詳細フロー 

 

リクエスト（要求情報）のパラメーター 

HTTP(S)でゲートウェイ接続情報を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォーム

に送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す(表 4-1)。 

 

表 4-1: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ゲートウェイ接続） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） 
"/sbi/v1/device_info/connection/" 

固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 
プラットフォーム 

デバイス 
IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス(デバイス) 

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
接
続 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

HTTP(S)リクエスト(ゲートウェイ接続) 

HTTP(S)レスポンス(ゲートウェイ接続の通信結果) 

 
 

IoT ゲートウェイ起動 

 

ゲートウェイ接続データの取得 

ゲートウェイ接続 

ゲートウェイ接続情報の送信 

接続結果 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

4  
ト

行 
文字コード utf-8 必須 文字列 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"接続情

報"を指定する。基本仕様書の 4.4.1項

を参照。 

(0000000100000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から"POST"を

指定する。基本仕様書の 4.4.2 項を参

照。(“POST”を指定) 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
 (なし) 不要 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

10  
 

 

(要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
(なし) 不要 文字列 

11  

ボ

デ

ィ 

(ゲートウェイ接続プロパテ

ィ) 

accessInformation 

 

必須 文字列 

12  

 

(ゲートウェイ ID) 

gwId 

ゲートウェイ ID を設定 
必須 文字列 

13  
(ゲートウェイ名) 

gwName 

ゲートウェイ名を設定 
必須 文字列 

14  
(ゲートウェイ種別) 

gwKind 

以下のいずれかを指定。 

・IoT ゲートウェイの場合："IoTGw" 
必須 文字列 

15  
(事業体ＩＤ) 

corporationId 

ゲートウェイが所属する事業体 ID を

設定 
必須 文字列 

16  

(インターフェイスバー

ジョン) 

ifVersion 

ゲートウェイで利用可能な GW 向け標

準インターフェイスのバージョンを

設定 

必須 文字列 

17  
(対応データ種別) 

dataTypeId 

ゲートウェイで利用可能なデータ種

別 ID をカンマ区切りで設定 
必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

18  

(対応データ種別 プラ

イマリーキープロパティ

名) 

dataTypeKey 

データ種別のデータを一意に特定す

るプロパティ名を設定 
必須 文字列 

19  
(プロトコル種別) 

protocol 

IoT ゲートウェイが水道標準プラット

フォームに対して、送信する時の通

信プロトコルを指定。 

・MQTT："MQTT" 

・HTTP(S)："HTTP" 

必須 文字列 

20  
(対応コンテンツタイプ) 

contentType 

ゲートウェイで利用可能なコンテン

ツタイプをカンマ区切りで設定 
必須 文字列 
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レスポンス(応答情報)のパラメーター 

HTTP(S)でゲートウェイ接続の通信結果を水道標準プラットフォームから IoTゲート

ウェイに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 

4-2）。 

 

表 4-2 HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ゲートウェイ接続） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(登録されていない GW):401 

異常(指定したリソースが見つから

ない):404) 

必須 
文 字

列 

2  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"0000000100000000"固定 必須 

文 字

列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"POST"固定 必須 

文 字

列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

5  
(出力形式) 

Content-type 

リクエスト時の「入力形式」で指定

した内容 
必須 

文 字

列 

6  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 
文 字

列 

7  
(要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId) 
"NULL"固定 不要 

文 字

列 

8  

ボ

デ

ィ 

【正常の時】 

ボディ包括タグ 

 

(ゲートウェイ接続プロパテ

ィ) 

accessInformation 

  

(ゲートウェイ ID) 

gwId 

ゲートウェイ ID を設定 
必須 

文 字

列 

(ゲートウェイ名) 

gwName 

ゲートウェイ名を設定 
必須 

文 字

列 

(ゲートウェイ種別) 

gwKind 

以下のいずれかを指定。 

・IoT ゲートウェイの場合:"IoTGw" 
必須 

文 字

列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

(事業体ＩＤ) 

corporationId 

ゲートウェイが所属する事業体 ID

を設定 
必須 

文 字

列 

(インターフェイスバー

ジョン) 

ifVersion 

ゲートウェイで利用可能な GW 向け

標準インターフェイスのバージョン

を設定 

必須 
文 字

列 

(対応データ種別) 

dataTypeId 

ゲートウェイで利用可能なデータ種

別 ID をカンマ区切りで設定 
必須 

文 字

列 

(対応データ種別 プラ

イマリーキープロパテ

ィ名) 

dataTypeKey 

データ種別のデータを一意に特定す

るプロパティ名を設定 
必須 

文 字

列 

(プロトコル種別) 

protocol 

ゲートウェイ接続のリクエスト時に

通知し、水道標準プラットフォーム

に登録された通信プロトコルを設

定。 

・MQTT："MQTT" 

・HTTP(S)："HTTP" 

必須 
文 字

列 

(アクセス先ホスト名

[定周期監視]) 

monitoring 

ゲートウェイが定周期監視の用途で

サブスクライブする接続先 必須 
文 字

列 

(アクセス先ホスト名

[即時取得]) 

immediateAcquisition 

ゲートウェイが即時取得の用途でサ

ブスクライブする接続先 
必須 

文 字

列 

(アクセス先ホスト名[制

御値設定]) 

deviceControl 

ゲートウェイが制御値設定の用途で

サブスクライブする接続先 
必須 

文 字

列 

(対応コンテンツタイ

プ) 

contentType 

ゲートウェイで利用可能なコンテン

ツタイプをカンマ区切りで設定 必須 
文 字

列 

9  

【異常の時】 任意のエラーメッセージ。 

・アプリベンダー向け標準インター

フェイス仕様書 3.5.1「メッセージ

仕様」に準拠する。 

必須 
文 字

列  
(メッセージ) 

message 
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4.2 ゲートウェイ切断インターフェイス 

ゲートウェイ切断インターフェイスはゲートウェイ切断を通知する。 

ゲートウェイ切断では HTTP(S)プロトコルを利用する。 

 

 ゲートウェイ切断における詳細フローとパラメーター 

HTTP(S)の詳細フロー及びパラメーターを示す。 

 

詳細フロー 

ゲートウェイ切断の詳細フローを以下に示す(図 4-2)。 

 

 

図 4-2: ゲートウェイ切断の詳細フロー 

 

リクエスト（要求情報）のパラメーター 

HTTP(S)でゲートウェイ切断情報を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォーム

に送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 4-3）。 

 

表 4-3: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ゲートウェイ切断） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） 
"/sbi/v1/device_info/disconnect/" 

固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

広域向け 

アプリケーション 
水道標準 

プラットフォーム 
デバイス 

IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 

標準インターフェイス(デバイス) 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

 
  IoT ゲートウェイ終了処理 

  IoT ゲートウェイ終了 

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
切
断 

ゲートウェイ切断 

HTTP(S)リクエスト(ゲートウェイ切断) 

HTTP(S)レスポンス(ゲートウェイ切断の通信結果) ゲートウェイ切断情報の送信 

切断結果 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

4  
ト

行 
文字コード utf-8 必須 文字列 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"接続情

報"を指定する。基本仕様書の 4.4.1項

を参照。 

(0000000100000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から"DELETE"

を指定する。基本仕様書の 4.4.2 項を

参照。 

(“DELETE”を指定) 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
 (なし) 不要 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

10  
(要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
(なし) 不要 文字列 

11  

ボ

デ

ィ 

(ゲートウェイ接続プロパテ

ィ) 

accessInformation 

 

必須 文字列 

12  

 

(ゲートウェイ ID) 

gwId 

ゲートウェイ ID を設定 
必須 文字列 

13  
(ゲートウェイ名) 

gwName 

ゲートウェイ名を設定 
必須 文字列 

14  
(ゲートウェイ種別) 

gwKind 

以下のいずれかを指定。 

・ＩｏＴゲートウェイの場合 ： 

  "IoTGw" 

必須 文字列 

15  
(事業体ＩＤ) 

corporationId 

ゲートウェイが所属する事業体 ID を

設定 
必須 文字列 

16  

(インターフェイスバー

ジョン) 

ifVersion 

ゲートウェイで利用可能な GW 向け標

準インターフェイスのバージョンを

設定 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

17  
(対応データ種別) 

dataTypeId 

ゲートウェイで利用可能なデータ種

別 ID をカンマ区切りで設定 
必須 文字列 

18  

(対応データ種別 プラ

イマリーキープロパティ

名) 

dataTypeKey 

データ種別のデータを一意に特定す

るプロパティ名を設定 
必須 文字列 

19  
(プロトコル種別) 

protocol 

水道標準プラットフォームを通信す

るプロトコルを指定 

・MQTT："MQTT" 

・HTTP(S)："HTTP" 

必須 文字列 

20  
(対応コンテンツタイプ) 

contentType 

ゲートウェイで利用可能なコンテン

ツタイプをカンマ区切りで設定 
必須 文字列 
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レスポンス(応答情報)のパラメーター 

HTTP(S)でゲートウェイ切断の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲート

ウェイに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 4-4）。 

 

表 4-4: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ゲートウェイ切断） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(登録されていない GW):401 

異常(指定したリソースが見つから

ない):404) 

必須 文字列 

2  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"0000000100000000"固定 必須 文字列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"DELETE"固定 必須 文字列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
"NULL"固定 不要 文字列 

5  
(出力形式) 

Content-type 

リクエスト時の「入力形式」で指定

した内容 
必須 文字列 

6  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7  
(要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId) 
"NULL"固定 不要 文字列 

8  

ボ

デ

ィ 

【正常の時】 

空文字 必須 文字列 
 

(レスポンス) 

response 

9  

【異常の時】 任意のエラーメッセージ。 

・アプリベンダー向け標準インター

フェイス仕様書 3.5.1「メッセージ

仕様」に準拠する。 

必須 文字列 
 

(メッセージ) 

message 
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4.3 要求データ取得共通インターフェイス 

要求データ取得共通インターフェイスは、アプリケーションの起動時に即時監視、定周期監

視、制御値設定の要求内容を水道標準プラットフォームから MQTTトピックとしてサブスクライ

バーされて IoTゲートウェイへ通知される共通インターフェース。 

 

 要求データ取得における詳細フローとパラメータ 

即時監視、定周期監視、制御値設定の要求データの取得における MQTT サブスクライバー

の詳細フロー及びパラメーターを以下に示す。 

 

詳細フロー 

要求データ取得の詳細フローを以下に示す(図 4-3)。 

また、データの分割送信時の要求データ取得の詳細フローについては、3.4を参照。 

 

 

図 4-3: MQTT の接続シーケンス（要求データ受信） 

 

要求データの取得パラメーター(定周期) 

① MQTT接続パラメーター(トピック) 

MQTTの接続パラメーターを以下に示す（表 4-5）。 

 

表 4-5: MQTT の接続パラメーター(定周期) 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[監視要求(定周期)]/{テナント ID}/*/* 

3  文字コード utf-8 

 

  

水道標準プラットフォーム 

MQTT 
ブローカー 

MQTT 
サブスクライバー 

IoT ゲートウェイ 

初期化 
接続 

MQTT サブスクライバー 

接続後、セッション保持 

データの要求 

IoT ゲートウェイ毎に 
トピックを指定 
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② MQTTサブスクライバー(要求データ取得)  

MQTTサブスクライバーとして水道標準プラットフォームから IoTゲートウェイへ通

知される要求データを以下に示す（表 4-6）。 

 

表 4-6: MQTT サブスクライバー（要求データ取得）のパラメーター(定周期) 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・監視要求(定周期)： 

 "0200000200000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・定周期監視要求："GET" 

必須 文字列 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANA に登録された MIME タイプを

指定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 記載例:002-

003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必 須 /

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9  

【監視要求の時】 即時監視、定周期監視の要求時に

指定。 

監視要求を一意に示す ID 

制御要求時に必須 

監視要

求時に

必須 

文字列 
 

(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 

10   
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

0:正常終了 

1:不正業務アクティビティ有り 

101:データプロファイル生成異常 

999:その他異常 

必須 文字列 

11  CPS-IfBody 
ボディ包括タグ 

 

12   
(業務アクティビティ群) 

Activities 

要求データのデータプロファイル 

詳細は、水道 CPS データプロファ

イル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を

参照。 

必須 文字列 

 

 

 

要求データの取得パラメーター(即時) 

① MQTT接続パラメーター(トピック) 

MQTTの接続パラメーターを以下に示す（表 4-7）。 

 

表 4-7: MQTT の接続パラメーター(即時) 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[監視要求(即時)]/{テナント ID}/* 

3  文字コード utf-8 
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② MQTTサブスクライバー(要求データ取得)  

MQTTサブスクライバーとして水道標準プラットフォームから IoTゲートウェイへ通

知される要求データを以下に示す（表 4-8）。 

 

表 4-8: MQTT サブスクライバー（要求データ取得）のパラメーター(即時) 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・監視要求(即時)： 

 "0200000100000000" 

 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・即時監視要求："GET" 

 

必須 文字列 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANA に登録された MIME タイプを

指定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 記載例:002-

003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必 須 /

任意 
文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

9  

【監視要求の時】 即時監視、定周期監視の要求時に

指定。 

監視要求を一意に示す ID 

制御要求時に必須 

監視要

求時に

必須 

文字列 
 

(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 

10  

 

 

(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

11  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

0:正常終了 

1:不正業務アクティビティ有り 

101:データプロファイル生成異常 

999:その他異常 

必須 文字列 

12  CPS-IfBody 
ボディ包括タグ 

 

13   
(業務アクティビティ群) 

Activities 

要求データのデータプロファイル 

詳細は、水道 CPS データプロファ

イル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を

参照。 

必須 文字列 
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要求データの取得パラメーター(制御要求送信結果) 

① MQTT接続パラメーター(トピック) 

MQTTの接続パラメーターを以下に示す（表 4-9）。 

 

表 4-9: MQTT の接続パラメーター(制御要求送信結果) 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[制御値設定]/sending_result/{テナント ID}/* 

3  文字コード utf-8 
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② MQTTサブスクライバー(要求データ取得)  

MQTTサブスクライバーとして水道標準プラットフォームから IoTゲートウェイへ通

知される要求データを以下に示す（表 4-10）。 

 

表 4-10: MQTT サブスクライバー（要求データ取得）のパラメーター(制御要求送信結果) 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御値設定： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・制御値設定要求："PUT" 

必須 文字列 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANAに登録された MIMEタイプを指

定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 記載例:002-

003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必 須 /

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9  

【制御要求の時】 
制御値設定の要求時に指定。 

制御要求を一意に示す ID 

制御要

求時に

必須 

文字列 
 

(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 

10  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

0:正常終了 

1:不正業務アクティビティ有り 

101:データプロファイル生成異常 

999:その他異常 

必須 文字列 

11  CPS-IfBody ボディ包括タグ 

12   
(制御要求送信結果) 

result 
OK、NG 必須 文字列 
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MQTTサブスクライバー(要求データ取得)  

MQTTサブスクライバーとして水道標準プラットフォームから IoTゲートウェイへ通知さ

れる要求データを以下に示す（表 4-11）。 

 

表 4-11: MQTTサブスクライバー（要求データ取得）のパラメーター(制御要求結果) 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御値設定： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・制御値設定要求："PUT" 

必須 文字列 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANA に登録された MIME タイプを

指定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 記載例:002-

003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必 須 /

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9  

【制御要求の時】 
制御値設定の要求時に指定。 

制御要求を一意に示す ID 

制御要

求時に

必須 

文字列 
 

(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 

10  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

0:正常終了 

1:不正業務アクティビティ有り 

101:データプロファイル生成異常 

999:その他異常 

必須 文字列 

11  CPS-IfBody 
ボディ包括タグ 

 

12   
(業務アクティビティ群) 

Activities 

要求データのデータプロファイル 

詳細は、水道 CPS データプロファ

イル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を

参照。 

必須 文字列 
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要求データの取得パラメーター(制御値設定結果) 

① MQTT接続パラメーター(トピック) 

MQTTの接続パラメーターを以下に示す（表 4-11表 4-12）。 

 

表 4-1112: MQTT の接続パラメーター(制御値設定結果) 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[制御値設定]/manipulation_result/{テナント ID}/* 

3  文字コード utf-8 
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② MQTTサブスクライバー(要求データ取得)  

MQTTサブスクライバーとして水道標準プラットフォームから IoTゲートウェイへ通

知される要求データを以下に示す（表 4-12表 4-13）。 

 

表 4-1213: MQTT サブスクライバー（要求データ取得）のパラメーター(制御値設定結果) 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御値設定： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・制御値設定要求："PUT" 

必須 文字列 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANA に登録された MIME タイプを

指定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 記載例:002-

003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必 須 /

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9  

【制御要求の時】 
制御値設定の要求時に指定。 

制御要求を一意に示す ID 

制御要

求時に

必須 

文字列 
 

(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 

10  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

0:正常終了 

1:不正業務アクティビティ有り 

101:データプロファイル生成異常 

999:その他異常 

必須 文字列 

11  CPS-IfBody ボディ包括タグ 

12   
(業務アクティビティ群) 

Activities 

要求データのデータプロファイル 

詳細は、水道 CPS データプロファ

イル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を

参照。 

必須 文字列 
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4.4 即時監視インターフェイス 

即時監視インターフェイスは、データ操作(参照)プル型を使用する。詳細は、図 3-11 を参

照。 

データ応答のレスポンスに使用するプロトコルは、MQTT/HTTP(S)を利用する。 

 

 即時監視における詳細フローとパラメーター 

即時監視の要求データの取得、即時監視データ応答における MQTT/HTTP(S)の詳細フロー

及びパラメーターを以下に示す。 

 

詳細フロー 

即時監視の詳細フローは、前述(3.5.3項の(1))を参照。 

 

要求データ取得のパラメーター 

MQTTサブスクライバーにより、要求データを取得する。 

4.3要求データ取得共通インターフェイスを参照。 

 

HTTP(S)によるデータ応答のパラメーター 

即時監視データを水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、

HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、HTTP(S)によるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① HTTP(S)リクエスト(データ応答) のパラメーター 

HTTP(S)でデータ応答を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームに送信する。

その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-1314: HTTP(S)リクエストのパラメーター（即時監視/データ応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） 
"/sbi/v1/immediate_acquisition/re

sult/"固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4  文字コード utf-8 必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"監視要

求（即時）"を指定する。基本仕様書の

4.4.1 項を参照。 

(0200000100000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 IDの項目一覧から"GET"を指

定する。基本仕様書の 4.4.2項を参照。 

(“GET”を指定) 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別の項目一覧から"ID 種別"、"ア

プリケーション ID "を指定する。基本

仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]"を指定) 

必須 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

【XML 形式の場合】 

・"application/xml;charset=utf-8" 

【JSON 形式の場合】 

・"application/json" 

 

必須 文字列 

9  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・データを分割しない場合は指定不

要。 

・データを分割した場合は必須とし、

以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参照。 

必 須 /

任意 
文字列 

10  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

12  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

13  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:1 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

14  

ボ

デ

ィ 

(業務アクティビティ群) 

Activities 

即時監視データのプロパティ 

詳細は、水道 CPS データプロファイ

ル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参

照。 

必須 文字列 

 

② HTTP(S)レスポンス(データ応答の通信結果)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ応答の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲートウェ

イに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す(表 4-14 

表 4-15)。 

 

表 4-1415: HTTP(S)レスポンスのパラメーター 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

ヘ

ッ

ダ 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(認識されていない):401 

異常(指定したリソースが見つから

ない):404 

必須 文字列 

2  (データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

リクエスト時のデータが格納 

"0200000100000000"固定 
必須 文字列 

3  (操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

リクエスト時のデータが格納 

“GET”固定 
必須 文字列 

4  (依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

リクエスト時のデータが格納 

"03-[アプリケーション ID]"を指定 
必須 文字列 

5  

(入出力形式) 

Content-type 

リクエスト時のデータが格納 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json"  

必須 文字列 

6  (データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

リクエスト時のデータが格納 

"[通番 3 桁数字]-[総数 3桁数字]" 

必須/ 

任意 
文字列 

7  (タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 
生成日時(レスポンス時刻)を指定 必須 文字列 

8  (監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
リクエスト時の要求 ID が格納 必須 文字列 
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No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9  

ボ

デ

ィ 

【正常時の時】 

空文字 必須 文字列 
 

(レスポンス) 

response 

【異常の時】 任意のエラーメッセージ。 

・アプリベンダー向け標準インター

フェイス仕様書 3.5.1「メッセージ

仕様」に準拠する。 

必須 文字列 
 

(メッセージ) 

message 
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MQTTによるデータ応答のパラメーター 

即時監視データを水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、

HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、MQTTによるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① MQTTパブリッシュの接続パラメーター 

MQTTパブリッシュの接続パラメーターを以下に示す。 

 

表 4-1516: MQTT パブリッシュの接続パラメーター 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック "/gw/pf/[監視要求(即時)]/{テナント ID}/{ゲートウエイ ID}" 

3  文字コード utf-8 

 

② MQTTパブリッシュ(データ応答) のパラメーター  

MQTTパブリッシャーにて、データ応答の内容を IoTゲートウェイから水道標準プラッ

トフォームに送信する。その際の MQTTパブリッシュのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-1617: MQTT パブリッシュのパラメーター（即時監視/データ応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・監視要求(即時)： 

 "0200000100000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・即時監視要求："GET" 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANAに登録された MIMEタイプを指

定。以下のいずれかが指定。 

【XML 形式の場合】 

・"application/xml;charset=utf-8" 

【JSON 形式の場合】 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必須/ 

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

9  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

10  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

11  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:1 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

12  CPS-IfBody ボディ包括タグ  

13   
(業務アクティビティ群) 

Activities 

即時監視データのデータプロファ

イル 

詳細は、水道 CPS データプロファイ

ル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参

照。 

必須 文字列 
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4.5 定周期監視インターフェイス 

定周期監視インターフェイスは、データ操作(参照)プッシュ型を使用する。 

定周期監視には、開始から一定間隔でプッシュするイベントと状態変化/異常値を検知した場

合に、一定間隔とは関係なくプッシュするイベントがある。定周期監視停止後は、上記のイベ

ントは発生しない。定周期監視では、MQTT/HTTP(S)プロトコルを利用する。 

 

 定周期監視インターフェイスにおける詳細フローとパラメーター 

定周期監視のプッシュ指示の要求、プッシュ指示の応答、イベントデータにおける

MQTT/HTTP(S)の詳細フロー及びパラメーターを示す。 

 

詳細フロー 

定周期監視の詳細フローは、前述(3.5.3項の(2))を参照。 

 

要求データ取得のパラメーター 

MQTTサブスクライバーにより、要求データを取得する。 

4.3要求データ取得共通インターフェイスを参照。 

 

HTTP(S)(プッシュ指示の応答)のパラメーター 

定周期監視データを水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、

HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、HTTP(S)によるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① HTTP(S)リクエスト(プッシュ指示の応答) のパラメーター 

HTTP(S)でプッシュ指示の応答を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームに

送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す(表 4-17表 4-18)。 

 

表 4-1718: HTTP(S)リクエストのパラメーター（定周期監視/プッシュ指示の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） 
"/sbi/v1/monitoring/ 

result_start/"固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

4  
ト

行 
文字コード utf-8 必須 文字列 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"監視要

求(定周期) "を指定する。基本仕様書

の 4.4.1 項を参照。 

(0200000200000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から 

定周期監視は"GET"を指定する。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別の項目一覧から"ID 種別"、"ア

プリケーション ID "を指定する。基本

仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]"を指定) 

必須 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

10  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

11  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
ゲートウェイ ID 必須 文字列 

12  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:1 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

13  

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
空文字 必須 文字列 
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② HTTP(S)レスポンス(プッシュ指示の応答(通信結果)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ応答の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲートウェ

イに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す(表 4-18 表 

4-19)。 

 

表 4-1819: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視/プッシュ指示の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ヘ

ッ

ダ 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(指定したリソースが見つからな

い):404 

必須 文字列 

2  
(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"0200000200000000"固定 必須 文字列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"GET"固定 必須 文字列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
03-[アプリケーション ID]を指定 必須 文字列 

5  
(入出力形式) 

Content-type 

リクエスト時のデータが格納 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

6  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求 ID を指定。 必須 文字列 

8  

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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MQTT(プッシュ指示の応答)のパラメーター 

水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、HTTP(S)と MQTT の

場合がある。以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プ

ロトコル種別：protocol」を参照し、MQTTによるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① MQTTパブリッシュの接続パラメーター 

MQTTパブリッシュの接続パラメーターを以下に示す。 

 

表 4-1920: MQTT パブリッシュの接続パラメーター 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[監視要求(定周期)]/start/{テナント ID}/{ゲートウェ

イ ID}/{監視要求 ID} 

3  文字コード utf-8 

 

② MQTTパブリッシュ(プッシュ指示の応答) のパラメーター  

MQTTパブリッシャーにて、プッシュ指示の応答を IoTゲートウェイから水道標準プラ

ットフォームに送信する。その際の MQTT パブリッシュのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-2021: MQTT パブリッシュのパラメーター（定周期監視/プッシュ指示の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・監視要求(定周期)： 

 "0200000200000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・"GET"固定 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANAに登録された MIMEタイプを指

定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

8  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求 ID を指定 必須 文字列 

9  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId  
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

10  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:1 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 
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HTTP(S)(イベントデータ)のパラメーター 

水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、HTTP(S)と MQTT の

場合がある。以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プ

ロトコル種別：protocol」を参照し、HTTP(S)によるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① HTTP(S)リクエスト(イベントデータ)のパラメーター 

HTTP(S)でイベントデータを IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームに送

信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す(表 4-21表 4-22)。 

 

表 4-2122: HTTP(S)リクエストのパラメーター（定周期監視イベントデータ） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） "/sbi/v1/monitoring/result_data/"固定 必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4  文字コード utf-8 必須 文字列 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"監視要

求(定周期) "を指定する。基本仕様書

の 4.4.1 項を参照。 

(0200000200000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から 

定周期監視は"GET"を指定する。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別の項目一覧から"ID 種別"、"ア

プリケーション ID "を指定する。基本

仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]"を指定) 

必須 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

【XML 形式の場合】 

・"application/xml;charset=utf-8" 

【JSON 形式の場合】 

・"application/json" 

 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

9  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・データを分割しない場合は指定不

要。 

・データを分割した場合は必須とし、

以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参照。 

必 須 /

任意 
 

10  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

12  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
ゲートウェイ ID 必須 文字列 

13  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:1 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

14  

ボ

デ

ィ 

(業務アクティビティ群) 

Activities 

定周期監視データのプロパティ 

詳細は、水道 CPS データプロファイル

仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参照。 

必須 文字列 
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② HTTP(S)レスポンス(イベントデータの通信結果) 

HTTP(S)でイベントデータの通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲート

ウェイに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す(表 4-22

表 4-23)。 

表 4-2223: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視イベントデータ） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

ヘ

ッ

ダ 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(認識されていない):401 

異常(指定したリソースが見つから

ない):404 

必須 文字列 

2  
(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

リクエスト時のデータが格納 

"0200000200000000"固定 
必須 文字列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

リクエスト時のデータが格納 

“GET”固定 
必須 文字列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

リクエスト時のデータが格納 

"03-[アプリケーション ID]"を指定 
必須 文字列 

5  
(入出力形式) 

Content-type 

リクエスト時のデータが格納 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

6  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

リクエスト時のデータが格納 

"[通番 3 桁数字]-[総数 3桁数字]" 
任意 文字列 

7  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 
生成日時(レスポンス時刻)を指定 必須 文字列 

8  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
リクエスト時の監視要求 ID が格納 必須 文字列 

9  

ボ

デ

ィ 

【正常時の時】 

空文字 必須 文字列 
 

(レスポンス) 

response 

【異常の時】 任意のエラーメッセージ。 

・アプリベンダー向け標準インター

フェイス仕様書 3.5.1「メッセージ

仕様」に準拠する。 

必須 文字列 
 

(メッセージ) 

message 
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MQTTパブリシュ（イベントデータ）のパラメーター 

定周期監視データを水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、

HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、MQTTによるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① MQTTパブリッシュの接続パラメーター 

MQTTパブリッシュの接続パラメーターを以下に示す。 

 

表 4-2324: MQTT パブリッシュの接続パラメーター 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[監視要求(定周期)]/{テナント ID}/{ゲートウェイ

ID}/{監視要求 ID} 

3  文字コード utf-8 

 

② MQTTパブリッシュ(イベントデータ) のパラメーター  

MQTTパブリッシャーにて、イベントデータの内容を IoTゲートウェイから水道標準プ

ラットフォームに送信する。その際の MQTT パブリッシュのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-2425: MQTT パブリッシュのパラメーター（定周期監視イベントデータ） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・監視要求(定周期)： 

 "0200000200000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・定周期監視要求："GET" 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANAに登録された MIMEタイプを指

定。以下のいずれかが指定。 

【XML 形式の場合】 

・"application/xml;charset=utf-8" 

【JSON 形式の場合】 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必須/ 

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

9  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求を一意に示す ID 必須 文字列 

10  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

11  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

不正業務アクティビティ有り:1 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

12  CPS-IfBody ボディ包括タグ  

13   
(業務アクティビティ群) 

Activities 

定周期監視データのデータプロフ

ァイル 

詳細は、水道 CPS データプロファイ

ル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参

照。 

必須 文字列 
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 定周期監視停止インターフェイスにおける詳細フローとパラメーター 

定周期監視停止のプッシュ指示の要求、プッシュ指示の応答における MQTT/HTTP(S)の詳

細フロー及びパラメーターを示す。 

 

詳細フロー 

定周期監視停止のプッシュ指示の要求とプッシュ指示の応答の詳細フローを以下に示す

(図 4-4)。 

 

 

図 4-4: 定周期監視の停止要求詳細フロー 

 

要求データ取得のパラメーター 

MQTTサブスクライバーにより、要求データを取得する。 

4.3要求データ取得共通インターフェイスを参照。 

 

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 
プラットフォーム 

デバイス 
IoT 

ゲートウェイ 

：標準化対象インターフェイス 
【凡例】 

デ
ー
タ
要
求 

デ
ー
タ
要
求 

復
号 

MQTT サブスクライバー(プッシュ指示の要求) 
プッシュ指示の要求 

停止要求受信後 
イベントデータ送信 
は停止 

プッシュ指示の応答 

HTTP(S)リクエスト(プッシュ指示の応答) 

HTTP(S)レスポンス(プッシュ指示の応答の通信結果) 

操作種別 ID で 
”DELETE”を指定 

プッシュ指示の応答 

MQTT パブリッシュ(プッシュ指示の応答) 

送信するデータ毎に 
トピックを指定 

HTTP(S)の場合 

MQTT の場合 
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HTTP(S)(プッシュ指示の応答（停止）)のパラメーター 

水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、HTTP(S)と MQTT の

場合がある。以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プ

ロトコル種別：protocol」を参照し、HTTP(S)によるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① HTTP(S)リクエスト(プッシュ指示の応答(停止結果)のパラメーター 

HTTP(S)でプッシュ指示（停止）の応答を IoTゲートウェイから水道標準プラットフォ

ームに送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す(表 4-25 表 

4-26)。 

 

表 4-2526: HTTP(S)リクエストのパラメーター（定周期監視(停止)） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） 
"/sbi/v1/monitoring/result_stop/"

固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4  文字コード utf-8 必須 文字列 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"監視要

求(定周期)"を指定する。基本仕様書

の 4.4.1 項を参照。 

(0200000200000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から"DELETE"

を指定する。基本仕様書の 4.4.2 項を

参照。 

(“DETELE”を指定) 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指定

される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

10  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求 ID を指定。 必須 文字列 

11  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
ゲートウェイ ID 必須 文字列 

12  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

その他異常:999 
必須 文字列 

13  

ボ

デ

ィ 

(リクエスト) 

request 
空文字 必須 文字列 

 

② HTTP(S)レスポンス(プッシュ指示の応答(停止結果)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ応答の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲートウェ

イに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す(表 4-26 表 

4-27)。 

 

表 4-2627: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視(停止)） 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

ヘ

ッ

ダ 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(指定したリソースが見つからな

い):404 

必須 文字列 

2  
(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"0200000200000000"固定 必須 文字列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"DETELE"固定 必須 文字列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
03-[アプリケーション ID]を固定 必須 文字列 

5  
(入出力形式) 

Content-type 

リクエスト時のデータが格納 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 



 

77 

WPSC003-Ed.1.42 2025-123 

別紙１－３ 

No

. 

種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

6  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 

リクエストで指定した監視要求 ID が

格納 
必須 文字列 

8  

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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MQTT(プッシュ指示の応答（停止）)のパラメーター 

水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、HTTP(S)と MQTT の

場合がある。以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プ

ロトコル種別：protocol」を参照し、MQTTによるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① MQTTパブリッシュの接続パラメーター 

MQTTパブリッシュの接続パラメーターを以下に示す。 

 

表 4-2728: MQTT パブリッシュの接続パラメーター 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[監視要求(定周期)]/stop/{テナント ID}/{ゲートウェ

イ ID}/{監視要求 ID} 

3  文字コード utf-8 

 

② MQTTパブリッシュ(データ応答) のパラメーター  

MQTTパブリッシャーにて、データ応答の内容を IoTゲートウェイから水道標準プラッ

トフォームに送信する。その際の MQTTパブリッシュのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-2829: MQTT パブリッシュのパラメーター（定周期監視(停止)） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・監視要求(定周期)： 

 "0200000200000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・"DELETE"固定 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANAに登録された MIMEタイプを指

定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

8  
(監視要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
監視要求 ID を指定 必須 文字列 

9  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

10  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了:0 

その他異常:999 
必須 文字列 
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4.6 制御値設定インターフェイス 

制御値設定インターフェイスは、データ操作(変更)プル型を使用する。詳細は、図 3-13を参

照。 

データ応答のレスポンスに使用するプロトコルは、MQTT/HTTP(S)を利用する。 

 

 制御値設定における詳細フローとパラメーター 

制御値設定の要求データの取得、制御値設定の各データ応答における MQTT/HTTP(S)の詳

細フロー及びパラメーターを以下に示す。 

 

詳細フロー 

制御値設定の詳細フローは、前述(3.5.3項の(3))を参照。 

 

要求データ取得のパラメーター 

MQTTサブスクライバーにより、要求データを取得する。 

4.3要求データ取得共通インターフェイスを参照。 

 

HTTP(S)(制御要求受付の応答)のパラメーター 

制御値設定の要求データの受付を水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用する

プロトコルは、HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、HTTP(S)によるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① HTTP(S)リクエスト(制御要求受付の応答) のパラメーター 

HTTP(S)で制御要求受付の応答を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームに

送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す(表 4-29表 4-30)。 

 

表 4-2930: HTTP(S)リクエストのパラメーター（制御値設定/制御要求受付の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） 
"/sbi/v1/device_control/ 

sending_result/"固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4  文字コード utf-8 必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"制御値

設定"を指定する。基本仕様書の 4.4.1

項を参照。 

(0200000600000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から 

定周期監視は"PUT"を指定する。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別の項目一覧から"ID 種別"、"ア

プリケーション ID "を指定する。基本

仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]"を指定) 

必須 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須とし、

以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参照。 

必須/ 

任意 
文字列 

10  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求を一意に示す ID 必須 文字列 

12  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了（制御要求送信）:0  

正常終了（制御要求結果）:1 

正常終了（制御操作結果）:2 

不正業務アクティビティ有り:100 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

13  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
ゲートウェイ ID 必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

14  

ボ

デ

ィ 

(制御要求送信結果) 

result 

以下のいずれかを指定 

・{"result":"OK"} 

・{"result":"NG"} 

必須 文字列 
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② HTTP(S)レスポンス(制御要求受付の応答)のパラメーター 

HTTP(S)で制御要求受付の応答の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲ

ートウェイに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す(表

4-30表 4-31)。 

 

表 4-3031: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視/プッシュ指示の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ヘ

ッ

ダ 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(認識されていない):401 

異常(指定したリソースが見つからな

い):404 

必須 文字列 

2  
(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"0200000600000000"固定 必須 文字列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"PUT"固定 必須 文字列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
03-[アプリケーション ID]を指定 必須 文字列 

5  
(入出力形式) 

Content-type 

リクエスト時のデータが格納 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

6  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求 ID を指定。 必須 文字列 

8  

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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HTTP(S)(制御結果の応答)のパラメーター 

IoTゲートウェイがデバイスに対して、制御要求を開始した後の制御完了データを、制御

結果の応答として、水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、

HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、HTTP(S)によるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① HTTP(S)リクエスト(制御結果の応答) のパラメーター 

HTTP(S)で制御結果の応答を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す(表 4-31表 4-32)。 

 

表 4-3132: HTTP(S)リクエストのパラメーター（制御値設定/制御結果の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

2  パス（URL） 
"/sbi/v1/device_control/ 

manipulation_result/"固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4  文字コード utf-8 必須 文字列 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"制御値

設定"を指定する。基本仕様書の 4.4.1

項を参照。 

(0200000600000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID の項目一覧から 

定周期監視は"PUT"を指定する。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別の項目一覧から"ID 種別"、"ア

プリケーション ID "を指定する。基本

仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]"を指定) 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

8  
(入力形式) 

Content-type 

IANAに登録されたMIMEタイプを指定。 

以下のいずれかを指定。 

【XML 形式の場合】 

・"application/xml;charset=utf-8" 

【JSON 形式の場合】 

・"application/json" 

 

必須 文字列 

9  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須とし、

以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参照。 

必須/ 

任意 
文字列 

10  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求を一意に示す ID 必須 文字列 

12  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了（制御要求送信）:0  

正常終了（制御要求結果）:1 

正常終了（制御操作結果）:2 

不正業務アクティビティ有り:100 

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

13  
 

 

(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
ゲートウェイ ID 必須 文字列 

14  

ボ

デ

ィ 

(業務アクティビティ群) 

Activities 

制御値設定完了のデータプロファイ

ル 

詳細は、水道 CPS データプロファイル

仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参照。 

必須 文字列 

 

② HTTP(S)レスポンス(制御結果の応答)のパラメーター 

HTTP(S)で制御結果の応答の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲート

ウェイに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す(表 4-32

表 4-33)。 
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表 4-3233: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（定周期監視/制御結果の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

プ

ロ

ト

コ

ル

ヘ

ッ

ダ 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(認識されていない):401 

異常(指定したリソースが見つからな

い):404 

必須 文字列 

2  
(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"0200000600000000"固定 必須 文字列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"PUT"固定 必須 文字列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
03-[アプリケーション ID]を指定 必須 文字列 

5  
(入出力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

【XML 形式の場合】 

・"application/xml;charset=utf-8" 

【JSON 形式の場合】 

・"application/json" 

 

必須 文字列 

6  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

7  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求 ID を指定。 必須 文字列 

8  

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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MQTT(制御要求受付の応答)のパラメーター 

制御値設定の要求データの受付を水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用する

プロトコルは、HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、MQTTによるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① MQTTパブリッシュの接続パラメーター 

MQTTパブリッシュの接続パラメーターを以下に示す。 

 

表 4-3334: MQTT パブリッシュの接続パラメーター 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック "/gw/pf/[制御値設定]/sending_result/事業体 ID/ゲートウェ

イ ID" 

3  文字コード utf-8 

 

(ア)MQTTパブリッシュ(制御要求受付の応答) のパラメーター  

MQTTパブリッシャーにて、制御要求受付の応答を IoTゲートウェイから水道標準プラ

ットフォームに送信する。その際の MQTT パブリッシュのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-3435: MQTT パブリッシュのパラメーター（制御値設定/制御要求受付の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御値設定： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・"PUT"固定 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANAに登録された MIMEタイプを指

定。以下のいずれかが指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必須/ 

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

9  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求 ID を指定 必須 文字列 

10  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了（制御要求送信）:0  

正常終了（制御要求結果）:1 

正常終了（制御操作結果）:2 

不正業務アクティビティ有り:100

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

11  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

12  CPS-IfBody ボディ包括タグ  

13   
(制御要求送信結果) 

result 

以下のいずれかを指定 

・{"result":"OK"} 

・{"result":"NG"} 

必須 文字列 
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MQTT(制御結果の応答)のパラメーター 

IoTゲートウェイがデバイスに対して、制御要求を開始した後の制御完了データを、制御

結果の応答として、水道標準プラットフォームへ応答する場合に使用するプロトコルは、

HTTP(S)と MQTTの場合がある。 

以下は、ゲートウェイ接続インターフェイスのレスポンスのパラメータの「プロトコル

種別：protocol」を参照し、MQTTによるデータ応答のパラメータを記載する。 

 

① MQTTパブリッシュの接続パラメーター 

MQTTパブリッシュの接続パラメーターを以下に示す。 

 

表 4-3536: MQTT パブリッシュの接続パラメーター 

No. 項目 内容 

1  ブローカー ssl://{水道標準プラットフォームのホスト名}：ポート番号 

2  データ要求 トピック /gw/pf/[制御値設定]/manipulation_result/{テナント ID}/{ゲ

ートウェイ ID} 

3  文字コード utf-8 

 

② MQTTパブリッシュ(制御結果の応答) のパラメーター  

MQTTパブリッシャーにて、制御結果の応答を IoTゲートウェイから水道標準プラット

フォームに送信する。その際の MQTTパブリッシュのパラメーターを以下に示す。 

 

表 4-3637: MQTT パブリッシュのパラメーター（制御値設定/制御結果の応答） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

ボ

デ

ィ 

(インターフェイス包括タグ) 

CPS-IfElement 
インターフェイス包括タグ 

2  

 

(ヘッダ包括タグ) 

CPS-IfHeader 
ヘッダ包括タグ 

3  

 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 ID を指定。 

基本仕様書の 4.4.1 項を参照。 

・制御値設定： 

 "0200000600000000" 

必須 文字列 

4  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 ID が指定される。 

基本仕様書の 4.4.2 項を参照。 

・"PUT"固定 

必須 文字列 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

5  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別、アプリケーション ID が指

定される。 

基本仕様書の 4.4.3 項を参照。 

("03-[アプリケーション ID]") 

必須 文字列 

6  
(入出力形式) 

Content-type 

IANAに登録された MIMEタイプを指

定。以下のいずれかを指定。 

【XML 形式の場合】 

・"application/xml;charset=utf-8" 

【JSON 形式の場合】 

・"application/json" 

必須 文字列 

7  
(データ分割) 

X-CPS-Data-Split 

・1 回目の要求時には指定不要。 

・データを分割した場合は必須と

し、以下を指定する。 

通番 3 桁-総数 3 桁 

 記載例:002-003 

データ分割については、3.4 節参

照。 

必須/ 

任意 
文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指

定) 

必須 文字列 

9  
(制御要求 ID) 

X-CPS-controlRequestId 
制御要求 ID を指定 必須 文字列 

10  
(ゲートウェイ ID) 

X-CPS-GatewayId 
リクエスト時のゲートウェイ ID 必須 文字列 

11  
(実行結果コード) 

X-CPS-Result 

正常終了（制御要求送信）:0  

正常終了（制御要求結果）:1 

正常終了（制御操作結果）:2 

不正業務アクティビティ有り:100

データプロファイル生成異常:101 

その他異常:999 

必須 文字列 

12  CPS-IfBody ボディ包括タグ  
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

13   
(業務アクティビティ群) 

Activities 

制御値設定完了のデータプロファ

イル 

詳細は、水道 CPS データプロファイ

ル仕様書の 2.4.1 項、2.4.2 項を参

照。 

必須 文字列 
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4.7 公開鍵証明書ファイル取得インターフェイス 

公開鍵証明書ファイル取得インターフェイスは、水道標準プラットフォーム証明書、又はア

プリケーション証明書ファイルの取得を行う。 

公開鍵証明書ファイル取得インターフェイスでは HTTP(S)プロトコルを利用する。 

 

 公開鍵証明書ファイル取得における詳細フローとパラメーター 

HTTP(S)の詳細フロー及びパラメーターを示す。 

 

詳細フロー 

公開鍵証明書ファイル取得の詳細フローを以下に示す(図 4-5)。 

 

 

図 4-5: 公開鍵証明書ファイル取得の詳細フロー 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ保護用公開鍵証明書ファイル取得情報を IoT ゲートウェイから水道

標準プラットフォームに送信する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下

に示す。 

 

表 4-3738 HTTP(S)リクエストのパラメーター（公開鍵証明書ファイル取得） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  リ HTTP メソッド “POST”固定 必須 文字列 

広域向け 

アプリケーション 
水道標準 

プラットフォーム 

IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 

標準インターフェイス(デバイス) 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

取
得
要
求
の
応
答 

HTTP(S)リクエスト(公開鍵証明書ファイル取得要求) 

HTTP(S)レスポンス(公開鍵証明書ファイルの応答) 

取
得
要
求
の
送
信 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

2  
ク

エ

ス

ト

行 

パス（URL） 
"/cps-platform/sbi/v1/certificate/" 

固定 
必須 文字列 

3  プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4  文字コード utf-8 必須 文字列 

5  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 

データ種別 IDの項目一覧から"データ

保護公開鍵証明書ファイル "を指定

する。基本仕様書の 4.4.1項を参照。 

(0200000500000000 を指定) 

必須 文字列 

6  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 

操作種別 IDの項目一覧から"GET"を指

定する。基本仕様書の 4.4.2項を参照。 

(“GET”を指定) 

必須 文字列 

7  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 

ID 種別の項目一覧から"ID 種別"、"ゲ

ートウェイ ID "を指定する。基本仕様

書の 4.4.3 項を参照。 

(“04-[ゲートウェイ ID]”を指定) 

必須 文字列 

8  
(入力形式) 

Content-type 

以下のいずれかを指定。 

・"application/xml;charset=utf-8" 

・"application/json" 

必須 文字列 

9  
(公開鍵バージョン ID) 

X-CPS-PublicKeyVersionId 

取得対象の公開鍵証明書のバージョ

ン番号を設定。設定されていない場

合、最新バージョン番号の公開鍵証明

書を取得 

任意 文字列 

10  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って要求時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

 (生成日時(リクエスト時刻)を指定) 

必須 文字列 

11  
(要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
(なし) 不要 文字列 

12  
ボ

デ

(リクエスト) 

request 
ボディ包括タグ 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

13  

ィ 

 
(取得条件) 

certificateRequestId 

データ保護用公開鍵証明書の取得条

件を指定。 

・水道標準プラットフォームの場

合： 

 "0000"を指定 

・ゲートウェイの場合 

 "[ゲートウェイ ID]"を指定 

必須 文字列 

 

  



 

95 

WPSC003-Ed.1.42 2025-123 

別紙１－３ 

レスポンス(応答情報)のパラメーター 

HTTP(S)でデータ保護用公開鍵証明書ファイル取得の通信結果を水道標準プラットフ

ォームから IoT ゲートウェイに返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーター

を以下に示す。 

 

表 4-3839 HTTP(S)レスポンスのパラメーター（公開鍵証明書ファイル取得） 

No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(ステータスコード) 

Status Code 

正常終了:200 

異常(不正要求):400 

異常(認識されていない):401 

異常(指定したリソースが見つから

ない):404) 

必須 文字列 

2  

ヘ

ッ

ダ 

(データ種別 ID) 

X-CPS-dataTypeId 
"0200000500000000"固定 必須 文字列 

3  
(操作種別 ID) 

X-CPS-Operation 
"GET"固定 必須 文字列 

4  
(依頼元情報) 

X-CPS-Source-ID 
04-[ゲートウェイ ID]を指定 必須 文字列 

5  
(出力形式) 

Content-type 

【正常時】 

・application/octet-stream を指定 

【異常時】 

リクエスト時の「入力形式」で指定

した内容 

必須 文字列 

6  
(公開鍵バージョン ID) 

X-CPS-PublicKeyVersionId 

取得した公開鍵証明書のバージョン

番号を設定 
必須 文字列 

7  
(有効期限) 

X-CPS-ExpirationDate 

取得した公開鍵証明書の有効期限を

設定 
必須 文字列 

8  
(タイムスタンプ) 

X-CPS-Timestamp 

ISO8601 に従って応答時刻を指定 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ 

(生成日時(レスポンス時刻)を指定) 

必須 文字列 

9  
(要求 ID) 

X-CPS-monitoringRequestId 
"NULL"固定 不要 文字列 

10  

ボ

デ

ィ 

【正常の時】 

データ保護公開鍵証明書バイナリ 必須 
バイナ

リ  
(証明書情報) 

Certificate Information 
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No. 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

【異常の時】 任意のエラーメッセージ。 

・アプリベンダー向け標準インター

フェイス仕様書 3.5.1「メッセージ

仕様」に準拠する。 

必須 文字列 
 

(メッセージ) 

message 
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4.8 ファイル登録操作インターフェイス 

ファイル登録操作インターフェイスはオブジェクトストレージにファイルを登録する。ファ

イル登録操作では HTTP(S)プロトコルを利用する。 

 

 ファイル登録操作における詳細フローとパラメータ 

HTTP(S)の詳細フロー及びパラメータを示す。 

 

詳細フロー 

ファイル登録操作の詳細フローを以下に示す(図 4-6)。 

 

 

図 4-6: ファイル登録操作の詳細フロー 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)で要求情報を IoTゲートウェイから水道標準プラットフォームに送信する。その

際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 4-39）。 

 

表 4-3940: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ファイル登録操作） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 リ HTTP メソッド “PUT”固定 必須 文字列 

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 
プラットフォーム 

デバイス 
IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス(デバイス) 

フ
ァ
イ
ル
登
録
操
作 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

HTTP(S)リクエスト(ファイル登録操作) 

HTTP(S)レスポンス(ファイル登録操作の通信結果) 

 
 

ファイルデータの取得 

ファイル登録操作 

ファイル登録情報の送信 

ファイル登録操作結果 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

2 

ク

エ

ス

ト

行 

パス（URL） 

/sbi/v1/dev/files/{リソースID}/{オブジェ

クト ID} 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

{オブジェクトID}はドキュメントを一意に示

す ID。「フォルダ+ファイル名」を「/」区切

りで設定。末尾に「/」は設定不可 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(入力形式) 

Content-Type 

入力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/octet-stream" 

必須 文字列 

6 
(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 

7 

ボ

デ

ィ 

(データ) 

data 
保存するファイルのバイナリデータ 任意 

バ イ ナ

リ 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でファイル登録の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲートウェイ

に返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 4-）。 

 

表 4-4140: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ファイル登録操作） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

・処理失敗：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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4.9 ファイル削除操作インターフェイス 

ファイル削除操作インターフェイスはオブジェクトストレージからファイルを削除する。フ

ァイル削除操作では HTTP(S)プロトコルを利用する。 

 

 ファイル削除操作における詳細フローとパラメーター 

HTTP(S)の詳細フロー及びパラメータを示す。 

 

詳細フロー 

ファイル削除操作の詳細フローを以下に示す(図 4-7)。 

 

 

図 4-7: ファイル削除操作の詳細フロー 

  

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 
プラットフォーム 

デバイス 
IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス(デバイス) 

フ
ァ
イ
ル
削
除
操
作 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

HTTP(S)リクエスト(ファイル削除操作) 

HTTP(S)レスポンス(ファイル削除操作の通信結果) 

 
 

ファイルデータの取得 

ファイル削除操作 

ファイル削除情報の送信 

ファイル削除操作結果 
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リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でファイル削除情報を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 4-）。 

 

表 4-4241: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ファイル削除操作） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

HTTP メソッド “DELETE”固定 必須 文字列 

2 パス（URL） 

/sbi/v1/dev/files/{リソースID}/{オブジェ

クト ID} 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

{オブジェクトID}はドキュメントを一意に示

す ID。「フォルダ+ファイル名」を「/」区切

りで設定。末尾にスラッシュがある場合、エ

ラーとする 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Accept 

出力時の入出力形式 

IANA に登録された以下の MIME タイプを指定 

・"application/json" 

必須 文字列 
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レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でファイル削除の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲートウェイ

に返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 4-42）。 

 

表 4-4243: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ファイル削除操作） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

・処理失敗：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

（対象のファイルが存在しない） 

必須 文字列 

2 

ヘ

ッ

ダ 

(出力形式) 

Content-Type 
"application/json" 必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 

(レスポンス) 

response 
空文字 必須 文字列 
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4.10 ファイル参照操作インターフェイス 

ファイル参照操作インターフェイスはオブジェクトストレージに格納されているファイルも

しくはファイルパスの一覧を取得する。ファイル参照操作では HTTP(S)プロトコルを利用する。 

 

（1）ファイル参照操作における詳細フローとパラメータ 

HTTP(S)の詳細フロー及びパラメータを示す。 

 

詳細フロー 

ファイル参照操作の詳細フローを以下に示す(図 4-6)。 

 

 

図 4-8: ファイル参照操作の詳細フロー 

 

リクエスト(要求情報)のパラメーター 

HTTP(S)でファイル参照情報を IoT ゲートウェイから水道標準プラットフォームに送信

する。その際の HTTP(S)リクエストのパラメーターを以下に示す（表 4-444-43）。 

 

表 4-444-43: HTTP(S)リクエストのパラメーター（ファイル参照操作） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1  HTTP メソッド “GET”固定 必須 文字列 

広域向け 
アプリケーション 

水道標準 
プラットフォーム 

デバイス 
IoT 

ゲートウェイ 

機器ベンダー向け 
標準インターフェイス(デバイス) 

フ
ァ
イ
ル
参
照
操
作 

：標準化対象インターフェイス 

【凡例】 

HTTP(S)リクエスト(ファイル参照操作) 

HTTP(S)レスポンス(ファイル参照操作の通信結果) 

 
 

ファイルデータの取得 

ファイル参照操作 

ファイル参照情報の送信 

ファイル参照操作結果 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

2 

リ

ク

エ

ス

ト

行 

パス（URL） 

/sbi/v1/dev/files/{リソースID}/{オブジェ

クト ID} 

{リソースID}はドキュメントの格納先を一意

に示す ID 

{オブジェクトID}はドキュメントを一意に示

す ID。「フォルダ」もしくは「フォルダ+ファ

イル名」を「/」区切りで設定 

必須 文字列 

3 プロトコルバージョン "HTTP1.1"固定 必須 文字列 

4 文字コード utf-8 必須 文字列 

5 

ヘ

ッ

ダ 
(出力形式) 

Accept 

ファイルを取得する場合は 

「application/octet-stream」を設定 

指定されたフォルダ配下に存在するファイル

のパスの一覧を取得する場合は 

「application/json」を設定 

必須 文字列 

 

 

レスポンス(応答情報) のパラメーター 

HTTP(S)でファイル参照の通信結果を水道標準プラットフォームから IoT ゲートウェイ

に返却する。その際の HTTP(S)レスポンスのパラメーターを以下に示す（表 4-454-44）。 

 

表 4-454-44: HTTP(S)レスポンスのパラメーター（ファイル参照操作） 

No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

1 

レ

ス

ポ

ン

ス

行 

(実行結果コード) 

Status Code 

HTTP ステータスコード(RFC2616、

RFC7231)に従った、要求に対する実行結

果コード 

・処理成功：200 固定 

・処理失敗：404 固定 

・不正要求：400 固定 

・AP 未接続：404 固定 

（指定したリソースが見つからない） 

必須 文字列 
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No 
種

別 

(データ項目) 

名称 
説明 

必須/

任意/ 

不要 

書式 

2 

ヘ

ッ

ダ 
(出力形式) 

Content-Type 

ファイルを取得する場合は 

「application/octet-stream」を設定 

指定されたフォルダ配下に存在するファ

イルのパスの一覧を取得する場合は 

「application/json」を設定 

必須 文字列 

3 

ボ

デ

ィ 
(データ) 

data 

出力形式が「application/octet-stream」

の場合、取得したファイルのバイナリデー

タを設定 

出力形式が「application/json」の場合、

null を設定 

任意 
バ イ ナ

リ 

(レスポンス) 

response 

出力形式が「application/octet-stream」

の場合、省略 
任意 文字列 

 
(ファイルパス) 

filepath 

取得件数分、繰り返し設定する 

出力形式が「application/json」の場合、

指定されたフォルダ配下に存在するファ

イルのパスを設定（フォルダ+ファイル名） 

出力形式が「application/octet-stream」

の場合、省略 

任意 文字列 
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5. データプロパティ仕様 

各データ種別のプロパティ仕様を以下に記載する。 

 

5.1 即時/定周期監視/制御値設定データのプロパティ仕様 

即時監視データのプロパティ仕様は、水道 CPSデータプロファイル仕様書の 2.4.1項、2.4.2

項を参照。 

定周期監視データのプロパティ仕様は、水道 CPS データプロファイル仕様書の 2.4.1 項を参

照。 

制御値設定データのプロパティ仕様は、水道 CPS データプロファイル仕様書の 2.4.1 項を参

照。 
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5.2 ゲートウェイ接続情報のプロパティ仕様 

ゲートウェイ接続情報のプロパティ仕様を以下に示す(表 5-1)。 

 

表 5-1: ゲートウェイ接続情報のプロパティ仕様 

No. XML 名称 型 内容 例 

1 accessInformation   

2 

 

gwId ゲートウェイ ID String ゲートウェイ ID 
"02012345

6789" 

3 gwName ゲートウェイ 名 String ゲートウェイ名 "IoTGW-1" 

4 gwKind 
ゲートウェイ種

別 
String 

ゲートウェイの種別を表す

文字列。 

システム 

ゲートウェイ:“SystemGw” 

IoTゲートウェイ:”IoTGw”  

"IoTGw" 

5 corporationId 事業体 ID String 
ゲートウェイの所有者であ

る事業体の Id 

"DUNS-

714005993

-001" 

6 ifVersion 
インターフェイ

スバージョン 
String 

サポートしている機器ベン

ダー向け標準インターフェ

イスのバージョン 

1.00 

7 dataTypeId 
対応データ種別

ID 
String 

サポートするデータ種別 

ID。基本仕様書に記載されて

いるデータ種別 ID に対応す

る値。基本仕様書の 4.4.1項

を参照。 

"00000001

00000000" 

8 dataTypeKey 

対応データ種別 

プライマリー 

キープロパティ

名 

String 

サポートするデータ種別の

データを一意に特定するプ

ロパティ名。 

複数ある場合は、カンマで区

切る。 

"facility

Id" 

9 protocol プロトコル種別 String 

ゲートウェイが水道標準プ

ラットフォームに対して、送

信時に使用する通信プロト

コル。 

"MQTT" 

 or 

"HTTP" 

10 contentType 
対応コンテンツ 

タイプ 
String 

ゲートウェイがサポートす

るコンテンツタイプ一覧 

複数項目がある場合は、カン

マで区切る。 

applicati

on/xml 
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機器ベンダー向け標準インターフェイス(デバイス) フォーマット例 

 定周期監視のデータの要求フォーマット例 (MQTT) 

MQTTで定周期監視する際のデータの要求のメッセージ例を以下に示す(図 5-1)。 

 

 

図 5-1: 定周期監視のデータの要求フォーマット例 (MQTT)  

 

 

 定周期監視のイベントデータフォーマット例 (HTTP(S))  

HTTP(S)で定周期監視する際のイベントデータのメッセージ例を以下に示す(図 5-2)。 

 

 
図 5-2: 定周期監視のデータの応答フォーマット例 (HTTP(S)) 

 

 

 

- 以上 - 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<CPS-IfElement> 
  <CPS-IfHeader> 
      <X-CPS-dataTypeId>0200000200000000</X-CPS-dataTypeId> 
      <X-CPS-Operation>GETPOST</X-CPS-Operation > 
      <X-CPS-Source-ID>03-monitoringApp.1</X-CPS-Source-ID> 
      <Content-type>application/xml</Content-type> 
      <X-CPS-Timestamp>2017-05-01T00:00:04.000Z</X-CPS-Timestamp> 
      <X-CPS-monitoringRequestId>REQ00005</X-CPS-monitoringRequestId> 
  </CPS-IfHeader> 
  <CPS-IfBody> 
      <Data> 
          水道 CPSデータプロファイル仕様書の 2.4.1項を参照 
      </Data> 
  </CPS-IfBody> 
</CPS-IfElement> 

← データ種別 
← 操作種別 ID 
← 依頼元情報 
← 入出力形式 
← タイムスタンプ 
← 監視要求 ID 

POST /sbi/v1/results_data/ HTTP/1.1 
Host:www.******.*** 
X-CPS-dataTypeId: 0200000200000000 
X-CPS-Operation: GETPOST 
X-CPS-Source-ID: 03-monitoringApp.1 
Content-type: application/xml;charset=utf-8 
X-CPS-Data-Split: 001-001 
X-CPS-Timestamp: 2017-05-09T14:25:36.302Z 
X-CPS-monitoringRequestId: REQ00005 
X-CPS-Result: 0 
 
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
  水道 CPSデータプロファイル仕様書の 2.4.1項を参照 
 

← リクエスト メソッド 

← データ種別 
← 操作種別 ID 
← 依頼元情報 
← 入出力形式 
← データ分割 
← タイムスタンプ 
← 監視要求 ID 
← 実行結果コード 
 

HTTP 
プロトコル 
ヘッダ 

空白行 

HTTP 
プロトコル 
ボディ 

MQTT 
プロトコル 
ボディ 


